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操 都 市 を 目指 し て 


本 号 は 都市 に 森 を つく る KES 構 法 の 大 規模 木造 建築 」 
(新建 築 2011 年 12 月 別冊 ) 、「 都 市 に 森 を つく る TH 木造 
建築 の 新しい か た ち 」 (新建 築 2016 年 3 月 別冊 ) に 続き 、 
3 冊 目 に あたる 株 式 会 社 シ ェ ル ター の 特集 号 で す 。 
同社 が 携わっ た 建築 作品 を 以下 の 4 つの テー マ に 分 類 し 
て 紹介 し ます 。 
1 章 「 木 造 都市 ] で は 近年 増加 する 高層 建築 へ の 木造 利用 
の 実践 や 技術 に つい て 、2 章 「 デ ジタル 技術 で 変わ る 木 デ 
ザイ ン | で は デジ タル 技術 の 活用 で 広がっ た 木造 の デザ 
イン に つい て 、3 章 「 木 架構 に よる 空間 デザ イン | で は 小径 
木 の 組 み 合 わせ や エン ジニ アリ ング ウッ ド の 利用 等 に より 
木 の 構造 が その まま 空間 デザ イン と な っ て いる 事例 を 、4 曹 
| 木 を 中 心 と し た まち づく り ] で は 木 を 使う こと で みん な の 
居場所 を つく り 地 域 へ 貢献 する 事例 を 、 そ れ ぞ れ 紹 介し ま 
すむ アプ ロー チ は それ ぞ れ の プロ ジェ クト で 異な り ま す が 、 
いずれ も 木 を 活用 し て 新しい 構造 形式 や デザ イン 、 施 工 方 
法 等 さま ざま な こと に チャ レン ジ し て いま す 。 
また 、 巻 頭 対談 に は 伊東 豊雄 さん 、 大 西 麻 貴 さん に 登場 い 
た だ き 、 そ の 他 、 建 築 家 や 構造 家 に 多角 的 に お 話 を 伺い ま 
9 - 
木材 の 利用 が どん どん 進む 中 で 、 木 の 美 し さ や 木 を 利用 す 
る こと の 意義 を 通し て 、 こ れ か ら の 建築 ・ 都 市 を 考え る きっ 
か け と な る 1 冊 で す 。 


2 月 26 日 発売 予 


シン 
1 草 | 長門 市 庁舎 」。 大 断面 集成 材 の 木梨 構 と 鉄 肪 コン 
クリ ー ト 造 の コア に よる ハイ ブリ ッ ド 構造 の 5 階 建て 市 
庁舎 。 そ の 他 、 純 木造 で の 高層 建築 へ の 取り 組み も 紹 
介し ます 。 草 頭 の 座談 会 で は 、 西沢 大 良さ ん 、 大 林 組 の 
堀池 隆 弥 さん 、 シェ ルター の 安達 広幸 さん に お 話し いた 
さま 






ーー ーーーー ブ ペー 

3 章 | リゾ ナー レ 那 須 POKO POKO]。 3 つ 連 な る 円 雛 
形 の 屋根 が 架かる ホテ ル の アク ティ ビ テ ィ の 拠点 施設 
で 、 丸 太 状 の 登り 楽 が 特徴 。 章 頭 の 座談 会 で は 、 若 手 の 
構造 家 5 名 ( 森 部 康司 さん 、 坪 井 宏 賠 さん 、 鈴 木 芳 典 さん 、 
平 央 良 之 さん 、 金 田 泰裕 さん ) に お 話し いた だ きま し た 。 


ーー 


人 た 











2 章 | 八代 市 民俗 伝統 芸能 伝承 館 (お 宗 り で ん で ん 館 )」。 
地元 の 流通 材 を 組み 合わ せ て つく られ た 曲面 の 屋根 が 
市 民 の 居場所 や お 祭り の 鍵 の 組み 立て 場所 と な り ま す 。 
章 頭 の 対談 で は 、 平 田 党 久 さ ん と 藤本 壮 介 さん に お 話 
上 MMWVE だ さま MM 。 


山 玩 市 南部 韻 重 恒 才 遇 


4 章 | 山形 市 南部 児童 遊戯 施設 ]。 山形 市 の PFI 方 式 事 
末 C202 ク 年 4 且 0 の 0 トク ん の 便 放 科 も だ ちら の 
た め の 遊 び 場 。 章 頭 の 座談 会 で は 、① 百 田 有希 さん ら 本 
プロ ジェ クト チー ム に 、(② 米 沢 市 で 街 づ くり に 関わ る 長 
谷川 喪 さ ん 、 増田 信吾 さん 、 大 坪 克 理 さ ん に お 話し いた 
SS 27 
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実際 の 残業 時 間 は 
どれ くら い ? 











自分 の スキ ル で 1 
応募 で きる ? / 















企業 情報 だ け を 見 て 
応募 する の は 不安 


知り た い 情 報 が 
書か れ て いな い …・ 


量 建築 設計 者 の た め の 求 人 サイ ト 
お 悩み 





「 話 が し た い 」 機能 を 使え ば 安心 


[応募 前 に 採用 担当 者 と メッ セー ジ で や り と り で きる ! 
[| 求人 広告 に 掲載 され て いな いこ と も 質問 で きる ! 
【 ツ テン プレ ー ト も ある の で メッ セー ジ の 作成 が 簡単 
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全 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 一 


ーー 一 一 一 一 一 一 一 
求人 を 探す 「 話 が し た い 」 を 送る 1to1 で チャ ッ ト を 開始 
希望 の 条件 を 入力 し て 気 に な る 企業 に 「 話 が し た い 」 疑問 ・ 不 安 に 思う こと や 、 

求人 を 検索 し ます 。 を 送り まし ょ う 。 聞い て お きた いこ と を 採用 





※ 利 用 に は 会 員 登録 が 必要 で す 。 担当 者 に 話し て み ま し ょ う ! 





(会 員 登録 は 





和 建築 設計 者 の た め の 求 人 サイ ト Tel.050-3733-3020 平日 :10:00<12:00 / 13:00-17:00 


/ ソ ツ ソ / 作 6 し 記 @aworker55 幼 @a_worker ーー ガー ン 
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1 壁 ・ 床 ・ 天 井 へ の 使用 例 





木 ダ 接合 積層 材 


い e/ 






DLI/ 


DowelLaminated Iimber Panel 


本 を 守る 。 森 を 生か す 。 
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本 社 シ ョ ー ルー ム 内 和 


株 式 会 社 長谷 川 萬 治 商店 



































DLT は 、 と て も ロー テク な 帝 法 で つく る 木 鋼 素材 で す 。 
その 製法 は 、 木 材 を な ら べ て 穴 を あけ 、 木 の ダボ を 打ち 込む と いう も の 。 
その た め 、 大 き な 機 械 も 、 接 着 剤 も 、 必 要 あ り ま せん 。 


地域 の 木材 を 使い 、 木 の 丸 身 や 節 が つい て いる も の も 
木 の 上 自然 な 意匠 と し て 受け 入れ 、 素 材 と し て 使う こと が で きま す 。 


床 ・ 壁 ・ 屋 根 な ど 、 構 造 材 執 意匠 材 と し て 使用 する こと が で き 、 
多彩 な 表面 デザ イン を 生み 出す こと も で きま す 。 


地域 の 木材 を 、 木 の カタ マリ に し て 、 た っ ぷり と 大 ら か に 使う 。 
そし て 、 で きる だ け 使 い 切 る 。 


DLT は 、 ロ ー テ ク だ か ら こ そ で きる 、 自 由 な 木質 素材 で す 。 





ジ ショール ー ム で 、 
様々 な DLT を ご 覧 いた だ け ま す 。 
お 気軽 に お 問い 合わ せく だ さい (予約 制 ) 
べ 。 03-5245-1151 
器 DOSt@haserman.CO.jD 
所 在 地 : 東 京都 江東 区 富岡 2-1 1-6 


1 作品 名 IDLTHUT] 計 計 : 山 中 祐一 郎 ・ 菊 地 科 かり S.O.Y. 建 繁 環境 研究 所 
2x3 作品 名 「 バ ウマ イス ター の 家 」| 設計 : 網 野 補 昭 十 平成 建設 一 組 建 筆 士 事務 所 


〒135-0047 東京 都 江東 区 富岡 2-11-6 TELOS-5245-1151 PF ハセ マン DLT 【* 


館林 事業 所 | 〒374-0001 群馬 県 館林 市 大 島町 6007 TEL:0276-70-6151 1 
仙台 支店 | 〒983-0035 宮城 県 仙台 市 宮城 野 区 日 の 出町 3.3-3 TEL:022-236-9921 WWW.haseman.CO.jp 
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NEWS 
158 塚本 由 晴 氏 と 具 島 桃 代 氏 が 2022 年 ウル フ 賞 に ノ 第 25 回 くま も と アー ト ポ リ ス 推 進 賞 発表 ノ 


第 53 回 中 部 建築 賞 受賞 作品 発表 ノ 第 34 回 福岡 県 圧 し いま ち づ く り 建 築 賞 発 表 ノ 令 和 3 年 新設 住宅 着工 戸数 を 公表 
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159 開館 40 周年 記念 展 扉 は 開い て いる か 美術 館 と コレ クシ ョ ン |982-2022 / 
オル タナ ティ ブ 「! 小池 一 子 展 アー ト と デザ イン の や わら か な 運動 ノ 
LOOS AND PILSEN アド ルフ ・ ロ ー ス 展 プル ゼニ ュ 市 の イン テリ ア 
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新 邊 染 


生 月 19 日 発売 





バッ ク ナ ン バー の お 取り 寄せ は 最寄り の 書店 へ お 申し 込み くだ さい 。 


また , 下記 ウェ ブサ イト か ら も ど ご 注文 い た だ け ます 。 
httpS://japan-architect.cCO.」D 


2021 年 4 月 号 


2021 年 3 月 号 


ーー 環境 と 暮らし を 繋げ る 芋 間 





2021 年 9 月 号 2021 年 10 月 号 
ーー 建築 家 に よる 親 の た め の ーー どこ で どう 生き る か 


住ま い 








バッ ク ナ ン バー を ご 希望 の 方 は 、 新 建 半 


住宅 区 
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12 僅 (年間) 
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お 問い 合せ 

〒100-6017 東京 都 千代 田 区 霞が関 3 十 目 2 番 5 号 霞が関 ビ ピル ディ ング 17 階 株 式 会 社 新建 築 社 年 間 定 期 購読 係 
tel. 03-6205-4380 fax. 03-6205-4386 (平日 9:30 て 17:30) 

6e-Imall: business@japan-architect.cO.」D 


2021 年 5 月 号 2021 年 6 月 号 2021 年 7 月 号 2021 年 8 月 号 
ーー 新しい 価値 を 創造 する ーー 木 を めぐ る 建築 家 た ちの ーー 家 を つく り 上 げ る こと ーー 建築 と 自然 を 繋ぐ も の 


18 の アイ デア 挑戦 


[〒 待 集 
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2021 年 11 月 号 2021 年 12 月 号 2022 年 1 月 号 2022 年 2 月 号 
ーー 外 に 居場所 を 生む テラ ス ーー 骨格 と ディ テー ル を 繋ぐ ーー 家 を めぐ る 建築 家 の ーー 環境 と 連続 する 平屋 の 
想像力 選 


アイ デア 
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ショ ッ プ も し く は お 電話 に て ご 注文 くだ さい 。 





202203 00/ 


持 集 





所 の ! 


本 を めぐ る 建築 家 た ちの 挑戦 





今月 号 は 木造 住宅 を 特集 し ます 。 

日 本 に は 木造 建築 の 長い 歴史 が あり ます 。 豊か な 森林 資源 を 育 景 に 、 風 土 と 文化 に 胃 付 けら れ た 住宅 形式 
が 生ま れ 、 木 造 建築 は 規模 や 用 途 も さま ざま に 多彩 な 進化 を 見 せ て きま し た 。 そ し て 、 国 産 材 普 及 を 目指 す 
政府 や 目 治 体 の 動き を 育 景 に 、 木 材 の 流通 や 加工 、 構 造 や 施工 技術 の 向上 に 文 え られ 、 日 本 に 建て られ る 
新築 の 戸建て 住宅 は 今 約 859% が 木造 で す 。 一 方 、 森 林 の 維持 や 伝 続 の 継承 の 難し さ 、 世 界 中 を 襲っ た ウッ 
ド シ ョ ッ ク は 、 い ちば ん 身近 な 木 と いう 素材 を 資源 その も の か ら 遡 っ て 考え な けれ ば な ら な い 時 代 を 示し て いま 
す 。 し か し 、 多 発する 災害 や 環境 問題 、 未 だ 続く パン デミ ッ ク な ど 世 の 中 が 不安 定 に な る ほど 、 暮 らし が 生き 
た 素材 と 共に ある こと の 上 交 力 に 人 びと が 今 一 度 気づき つつ ある 機運 を 感じ ざる を 得 ま せん 。 

信じ られ る も の と そう で は な いも の を 敏感 に 感じ 取る 今 の 社会 に 、 日 本 の 建築 家 た ち は 協 働 者 と 共に 果敢 に 木 
と いう 素材 に 現代 的 な し な や か さ を 見 出し 、 さ ま ざ ま な 挑戦 を 続け て いま す 。 今 号 で 紹介 する 木造 住宅 は 、 軽 
や か な 木 架 構 で 開放 的 な 骨格 を つく り 出 す も の 、 小 屋 の 可能 性 を 広げ て 住ま い の 自 由 を 獲得 する も の 、 山 か 
ら 始 まる 木 の 流通 と 解体 し 資源 と し て 生か され る まで を デザ イン する 活動 な ど 、 そ の 幅 が まだ まだ 広がっ て いる 
こと が 分 か り ま す 。 

今 、 日 本 の 住宅 を 木 で つく る こと に 建築 家 が どの よう な 可能 性 を 見 て いる か 、 こ の 先 を 拓く 多彩 な 試み を 見 て 
7 で き SS 9。 60 





に だ 上 当 に | 


ふた つの 住宅 と 路地 を 同時 に つく る 


特集 論考 1 : 私 た ちの 家 麗 森 泰行 


符 験 の 同時 性 


柚 を 踏み な が ら 関 係 を 紫 ぐ 


外気 と 接続 する 住宅 の あり 方 


特集 論者 2 : 半 居 か ら 北 の 栖 へ 飯田 善彦 


の の 放 (ミク あ る る 4 


DLT で 建築 の 地産 地 消 を 目指 す 


目 然 を 呈 受 し 和 目 立 す る 地域 の 拠点 


資源 を 繋ぐ こと を 踏ま えた 住宅 の 採 求 


特集 対談 : 木 と 住宅 の 循環 本 間 頁 裕 x 安 丈 好 太郎 


秋 と 上映 が る 平屋 土 則 暮 らし 


生 人 な 空間 が 繋ぐ 外 と の 関係 


イン サイ ト 


ふた つの 中 心 に 展開 する 多層 空間 


街 に 奥行 き を つく る 仔 ま い 


山 に 捨て られ た スギ 大 穫 木 を 活か す 


滞 半 に 広がり を 生む ズレ と ムラ 


HouseS 
了 森 泰行 建築 設計 事務 所 


house /studio H 
木村 松本 建築 設計 事務 所 


小屋 胃 と 色 
長岡 移 ノ POINT 加藤 直樹 ノ 建築 設 計 加藤 住吉 


函館 の 家 
飯田 番 彦 建築 工房 


ひじ 
武井 誠 十 鍋島 千恵 


Ip】 和 19』I 
山中 祐一 朗 


ウレ ンス に 
彦根 アン ドレ ア 


SANU 2ndl Home 八ヶ岳 1st 
WW4 


木立 の 1 枚 屋根 
里山 建築 研究 所 


川 と 家 


井端 菜美 プ ノ goboc 設 計 事務 所 


よー ニョ ー ル ソル 
宇野 友 明 


二 心 柱 の 家 
高塚 章夫 ノ Aaat 


中 町 の 家 
石川 素 樹 建築 設計 事務 所 


杉 の 家 
吉村 埋 建 築 設計 事務 所 
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東側 外観 。 設計 者 と その 義妹 の 家 で 、2 棟 に 大 人 4 人 と 子供 3 人 が 暮らす 。 還 細長 い 敷地 を 長手 方 向 に 分 筆 し 、 
各 棟 は 大 き な ワ ン ル ー ム の よう な ひと 繋が り の 空間 と し た 。 左側 が House A (設計 者 自邸 )、 右 側が 
House.B。( 義 妹 の 家 )。 外 参 は アビ トン 合板 1=12mmi に シリ コン 系 木材 保護 塗料 を 塗布 し て いる 。 


46 アア 0K 夢 0 自 装 












































敷地 の 南側 か ら 踏 地 を 見 通す 。 幅 約 1.800mm の 踏 地 を 挟ん 
KG め ん に PAYEEe 太 議 pa に ゴク 】 ロ 【e10 に < 当 5K の ゆめ 品 ァ 4 だ た 9:i り EID4N ら 削 上 01010jaalag 
上 が っ て お り 、House A と 視線 の 高 さ を ずら し て いる 。 


NN 


ーー ユ 



















敷地 の 北側 か ら 路 地 を 見 通す 。 友 手 の House A は 地下 に 水 回 り を 、 そ の 上 に 地面 か ら 1.000mn 語 が 記 た 還 
ラス を 設け て いる 。 植 栽 は 季節 に よっ て 表情 の 変わ る さま ざま な 樹種 を プラ ンタ ー 植 栽 と 組み 合 柏 赴 軸 本 還 
路地 は 開閉 式 テ ント を 設置 。 テ ント を 開く と 両 サ イド に 小さ な 穴 が 複数 開い て お り 、 樹木 に 水 が 開 
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「 10 に (に 財 5X の ヒコ ツル ジグ /N:】 ョ 【e)0 に に 計 A パ クア ウル に | 2 当 三 7 症 コ 【e10 に ( 湯 ら 飲む う 5 co もっ) ドコ ミ クル の 
< / る タイ ニン グル ー ム の 天丼 高 は 、 染 下 で 6,130mm。 開口 が 多く 開放 的 な 空間 と し た 。 
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House A の サン ルー ム か ら 地 下 の 洗 面 、 そ の 上 に テラ ス を 見 る 。 House A の ルー ム か ら 南 側 を 見 る 。 ル ー ム の 床 は 大 梁 か ら ゅ =34mm の 鋼管 で 中 っ て いる 。 


屋根 
ンー- ト 防水 に 1.5mm 














下地 合板 上 12mm 
垂木 30~<60X45mm @455mm 
ら 外壁 
アビ トン 合板 12mm 真 鈴 釘 留め 
GO い 」 ン リ コン 系 木材 保護 塗料 
5 一 大夫: 通気 胴 緑 アカ マツ に 30mm 
構造 用 合板 モ 24mm 素地 防水 一 5 
水 PB モ 9.5mm FRP 折 半 に 2mm に 
つい 選 ーー ' 構造 用 合板 上 12mm 垂木 角 鋼管 | 50X50X12mm @1.213mm 溶融 亜鉛 メッ キ ^、 
ら = ! に ー 3 
“3 剛 ! ーー 内 壁 ーー 組 引き 開閉 式 テン ト < 
フリ ン 合 板 5.5mm ツキ ツケ 目 然 塗料 農業 用 遮光 ネッ ト Ns 
1 ne と 1 SS 
6o コ 板 5.5mm( 一 部 PB に 12.5mm ー イ 1 0 
9 縦 胴 緑 スキ モ 30mm ラリ ン 合 板 上 5.5mm ツキ ツケ 自然 塗料 ヽ ei 
上 高 性 能 グ ラス ウー ル 14k 全 90mm 防湿 フィ ルム 付き 一 部 鉄 朋 コン クリ ー ト 打放し ) 2 計 
“ 終 胴 緑 スキ モ 15mm 
に 4 ーー 合 性 能 ク ラス ワール 14k =90mm ' 2 で 
ーー 内 旧 il 防 肖 フィ ルム 付き 1 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
1 se 
コル クタ イル =5mm 自然 塗料 ca 
' 下地 合板 モ 12mm 
マ R1FL=GL+2.435 の 
A2FL=GL+2.400 の 5 
用 合 板 に 24mm 素地 = 礁 買 タ イル =15 
妃 中 口 = 涼 ee』 ル = 
根太 ベイ マツ 45X90mm @303mm 素地 ジ 2 人 上 電 本 
だ FRP 防 水 3mm 
LO が 下地 合板 モ 12mm 
=| ⑧ 計 定 ノ 垂木 30<75x45mm @455mm | 
と 便 質 ウ レタ ン フ ォ ー ム =30mm T 画 
四 へ 、 ヒ EE 画 証 区 還 
Sg 
V1FL=GL 二 200 「 ' ーー 大井 : 
VGL+0 S L- Se ーーー デー ニーーーー= エー で ニュ ロマ ピロ ニ ロー ピエ ロロ mm ピー デニ ーーー ニ ーーー = = デコ ピロ ロロ ロロ ロコ ュー ニー ニニ ーー ニーーー ニ ーー PPPCTPPCCPPPPPRnemruPPEE ニニ ーー デー ャ ーー "= ロロ ロコ mc ピピ ニー ュー ニー ニニ ュー ニャ ーー ニニ ニュー ニー = ロー ビエ ーー- ョ ロロ コロ エー ピピ ニュ ーー 構造 用 合板 =24mm 素地 







レー 床 : 
磁 質 タイ ル に 9mm 
下地 合板 上 12mm 
電気 式 床 暖房 上 0.7mm 
下地 合板 せ 12mm 
押出 法 ポ リス チレ ン フ ォ ー ム モ 30mm 





。 木 ・ 
ノン 銚 瘍 コン クリー ト 打放し 防府 






House A 長 手 断 面 詳細 図 縮尺 1:80 
1.365 1.820 47775 | 1.137.5 


9100 “ 3640 3185 
15.925 
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VR4FL=GL 二 3,430 


- 語 “ 
ガル バリ ウム 鋼板 小波 板 
に 0.4mm 素地 
下地 St パイ プ の =27.2x2.3mm 
深 形 下 鉛 メッ キ 
フラ ケッ ト StPL 9mm 
深 刑 鉛 メ ッ キ 


ツテ フス FL=GL 二 1.000 


VGL+0 


へ 1FL=GL-150 


VB1FL=GL-1.160 


CTP 





House A の ダイ ニン グル ー ム 。 前 面 道路 側 に は 床 か ら 約 700mm の 高 さ まで 開口 を 設け た 。 家具 は 制作 。 


| House B | 


外壁 

アピ トン 合板 12mm 真 鏡 釘 留め 
ン リ コン 系 木材 保護 塗料 

通気 胴 緑 アカ マツ に 30mm 

穫 湿 防水 紙 

瑞 水 PB 9.5mm 

構造 用 合板 モ 12mm 


sn ea 泊 引 開 開き テ ント 


パテ し ご き AEP = ポリ エス テル キャ ン バ ス アナ ア ケ 加 工 * 


ーー 


内 璧 

ラワン 合板 5.5mm ツキ ツケ 自然 塗料 

(一 部 フレ キシ ブル ボー ド =6mm ツキ ツケ UC) 
下地 合板 5.5mm( 一 部 PB に 12.5mm) 

終 胴 緑 スキ =30mm 

高 性 能 グ ラス ウー ル 14k =90mm 防湿 フィ ルム 付き 








訂 : ーー 

磁 芝 質 タイ ル =8.5mm 

(一 部 積層 フロ ー リ ング =15mm) 
下地 合板 上 12mm 

電気 式 床 暖房 上 0.7mm 

下地 合板 せ 12mm 
押出 法 ポ リス チレ ン フ ォ ー ム に 30mm 


AA 断面 詳細 図 縮尺 1:80 
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屋根 

ンー- ト 防水 1.5mm 

下地 合板 モ 12mm 

垂木 90 て 60xX45mm @455mm 
佑 質 ウ レタ ン フ ォ ー ム 30mm 


ラワン 合板 5.5mm ツキ ツケ 自然 塗料 

(一 部 フレ キシ ブル ボー ド =6mm ツキ ツケ UC) 

下地 合板 上 5.5mm( 一 部 PB 12.5mm) 

縦 胴 緑 スキ 30mm 「 
高 性 能 ク ラス ワー ル 14k に 90mm 防湿 フィ ルム 付き 回 


7 床 くさ へ いい 
コル クタ イル =5mm 目 然 塗料 


下地 合板 上 12mm 


「 内 9 
構造 用 合板 24mm 素地 
根 大 ベイ マツ 45x90mm @303mm 素地 
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床 ーー 

磁 礎 質 タ イル =9mm 

下地 合板 上 12mm 

電気 式 床 暖房 F0.7mm 

下地 合板 せ 12mm 
押出 法 ポ リス チレ ン フ ォ ー ム =30mm 
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VBFL=GL-1.260 
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House B の ベッ ドル ー ム 前 か ら ダ イニ ング ルー ム と 路地 を 見 下ろ す 。 現し の 木造 
トラ ス な どの 構造 材 と 





為 梓 や デス ク な どの 造作 材 が 一 体 と な っ て 空間 を 構成 する 。 


長く 、 大 きく 、 架 ける 、 開 ける 
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1 「 上 
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「 旧 『 
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敷地 を 敢えて 細長 く 分 ける こと で 2 棟 の 関係 を より 密 に する と い 
うっ 意匠 の 計画 に 対し 、 構 造 計画 に お いて も 、 そ の 意図 を 最大 化 


で きる よう に 建物 の 長手 方 向 を 強く 


議 し た シス テム を 採用 し て 


いる 。 建物 長手 方 向 に 設け られ た 木造 トラ ス は 、 開 口 や 建物 ヴォ 
リュ ー ム に 応じ て か た ち を 変え 、2 棟 の 巨大 な ワン ルー ム 空 間 、 
また 向かい 合う 隣 棟 を 経て 敷地 外 へ と 連続 する 建物 の 開放 性 を 
(平岩 良 之 ) 


実現 し て いる 。 





訂 : 

セラ ン ガ ン バ ツ セ 20mm 

根太 セラ ン ガ ン バ ツ 30x105mm @570mm 
屋外 用 樹脂 製 支 持 肢 

ンー ト 防 水 に 1.5mm ニラ ス 
下地 合板 モ 12mm ィ ブ 
垂木 45X30<75mm @455mm 

便 質 ウレ タン フォ ー ム モ 30mm 





ー 大 井 : 
構造 用 合板 =24mm 素地 


スタ ディ ルー ム 


内 璧 
鉄筋 コン クリ ー ト 打放し デ 





House B 長 手 断 面 詳細 図 
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ペー 天 電 
構造 用 合板 上 24mm 素地 
ー 部 PB に 12.5mm 寒冷 紗 パテ し こき AEP 


根 : 

ンー ト 防 水 に 1.5mm 

下地 合板 モ 12mm 

垂木 30<60X45mm @455mm 

便 質 ウ レタ ン フ ォ ー ム =30mm 

過 - 外 壁 

アピ トン 合板 上 12mm 真 鈴 釘 留め 
ン リ コン 系 木材 保護 塗料 
通気 肌 線 アカ マツ に 30mm 

| 透 湿 基 水 紙 
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下地 合板 上 5.5mm( 一 部 PB に 12.5mm) 

縦 胴 緑 スキ =30mm 

高 性 能 グ ラス ウー ル 14k =90mm 防湿 フィ ルム 付き ) 
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破 頁 タイ ル =8.5mm 

(一 部 積層 フロ ー リ ング =15mm) 
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下地 合板 せ 12mm 
押出 法 ポ リス チレ ン フ ォ ー ム に 30mm 
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PB モ 12.5mm 寒冷 紗 
終 胴 緑 スキ 30mm 
高 性 能 ク ラス ワー ル 14k 

に 90mm 策 湿 フィ ルム 付き 
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の ダイ ニン グル ー ム 。 各 棟 共 に 木造 トラ ス を 長手 に 架け 、 大 き な 開 口 を も つ 。 
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ーー 内壁 
ラワン 合板 5.5mm ツキ ツケ 自然 塗料 
(一 部 フレ キン ブル ボー ド =6mm ツキ ツケ UC) 
下地 合板 上 5.5mm( 一 部 PB 12.5mm) 
終 胴 緑 スキ =30mm 

高 性 能 グ ラス ウー ル 14k = に 90mm 防湿 フィ ルム 付き 











僧 傘 買 タ イル 仁 8.5mm 

(一 部 積層 フロ ー リ ング モ 15mm) 
下地 合板 モ 12mm 

電気 式 床 暖 房 上 0.7mm 

下地 合板 12mm 

押出 法 ポリ スチ レン フォ ー ム モ 30mm 


BB' 断 面 詳細 図 縮尺 1 :80 
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下地 合板 モ 12mm 
垂木 30<60X45mm @455mm 
便 質 ウ レタ ン フ ォ ー ム モ 30mm 
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ーー 本 


HouseSs 

所 在 地 / 東 京都 

主要 用 途 / 専用 住宅 

家族 構成 夫婦 十 子 供 2 人 夫婦 二子 供 1 人 


過 森 泰行 建築 設計 事務 所 担当 / 王 森 泰行 
山口 陽平 松浪 崇 斗 中 尾 壮 宏 * 
腰 田 正輝 * ば 元 所 貞 ) 

構造 平岩 構造 計画 担当 ノ 平 岩 良 之 國 江 悠介 

環境 DE.lab 

ラン ドス ケー プ 稲田 ラン ドス ケー プ デ ザ イン 事 
務 所 担当 ノ 稲 田 多喜 夫 

ファ ブリ ッ ク オン ダル デリ ン デ 担当 ノ 久 米 希 実 

照明 コン サル タン ト 大 光電 機 担当 / 有 馬 郁 恵 

施工 

山 凌 工 務 店 担当 ノ 深 草 洋三 

設備 オー スミ 電気 工業 担当 / 千 葉 義孝 

電気 島田 工業 担当 ノ 島 田 秀 幸 

植 栽 soil 担当 ノ 鈴 木 詩 介 

家具 ステ ィ ー ユ 担当 ノ 星 浩 朗 

ファ ブリ ッ ク オン デル デリ ン デ 担当 久米 希 実 

構造 ・ 構 法 

主体 構造 ・ 構 法 / 木 造 一 部 RC 造 

其 健 ノ ベ タ 基 侯 

規模 (House A) - 

階数 地下 1 階 地上 2 随 

軒 高 5,.460mm 最高 高 さ 5,.580mm 

敷地 面積 110.63m? 

建築 面積 44.71m7 

(建蔽率 40.41% 許容 50%) 

延 床 面積 73.05m7 

(容積 率 66.03% 許容 80%) 

地階 13.24m^ 1 階 44.71m2: 

2 階 15.10m2 


mr 


| 


規模 (House B) 

階数 地下 1 階 

軒 高 6.480mm 

敷地 面積 122.30m7? 

建築 面積 48.44m2 

(建蔽率 39.60% 許容 40%) 

延 床 面積 83.13m* 

(容積 率 67.97% 許容 80%) 

地階 16.77m^ 1 階 48.44m: 
2 階 17.92m2 

工程 

設計 期間 2019 年 8 月 て 2020 年 12 月 

工事 期間 2020 年 12 月 て 2021 年 9 月 

敷地 条件 

地域 地区 第 1 種 低層 住居 専用 地域 防火 指 
定 法 22 条 区 域 高度 地区 第 1 種 高度 地区 

道路 幅員 北 4.0m 東 4.0m 駐 車台 数 2 台 

外部 仕上 げ 

屋根 プシ ー ト 防水 t-1.5mm (アー キヤ マデ) 

外壁 プア ビ ト ン 合 板 t=12mm シリ コン 系 木材 
保護 塗料 (共栄 木材 ) 

開口 部 / 木製 サッ シ (キマ ド ) アル ミサ ッ シ 
(LIXIL)D スチ ー ル サッ シ スチ ー ル ドア 
(SUSPRO) 

外 構 / ノ コン クリ ー ト 平板 t=60mm 

テン トノ 紐 引き 開閉 式 テ ント (メリ ー プ ラン ニン グ ) 

テラ ス / せ っ 避 質 タイ ル t=15mm ( 国 代 耐火 
工業 所 ) セラ ン ガ ン バ ツ t=20mm 

内 部 仕上 げ (House A) 

ダイ ニン グル ー ム 

床 ノ 磁器 質 タ イル t=9mm (サン ワカ ン パ ニー) 
コン クリ ー ト 打放し 防塵 塗料 

壁 プラ ワン 合板 t=5.5mm 自然 塗料 フレ キシ 
ブル ボー ド t=6mm UC 

天井 ノ 構 造 用 合板 現し 素地 


地上 2 階 


最高 高 さ 6.600mm 


ラシン リリ クソ クー ーー デリ ッ ン シン ペラ ウッ 
合板 フラ ッシュ t=20mm 自然 塗料 

浴室 トイ レ 

床 ノ 磁器 質 タ イル {=5.5mm (TN コ ー ボ レー 
ショ ン ) 

壁 ノ FRP 防水 トッ プ コ ー ト コン クリ ー ト 打放し 

天井 ノ 圭 酸 カル シウム 板 t=6+6mm トッ プ コ ー ト 

便器 ノ LIXIL 

洗面 

床 プ コン クリ ー ト 打放し 防塵 塗料 

壁 プ ノコ ンク リー ト 打 放し ラワン 合板 t=12mm 
UC 

天井 ノ 構 造 用 合板 現し 素地 

ルー ム 

床 プ コル クタ イル = に 5mm (東亜 コル ク ) 自然 塗料 

壁 プ ラワン 合板 +=5.5mm 自然 塗料 FRP 平 
板 t=5mm 

天井 ノ 構 造 用 合板 現し 素地 

サン ルー ム 

床 / コ ンク リー ト 打 放し 防塵 塗料 

壁 プ ラワン 合板 t=5.5mm 自然 塗料 

天井 ノ FRP 折 半 t=2mm (タキ ロン シー アイ ) 

テン トノ 紐 引き 開 開 式 テン ト (メリ ー プ ラン ニン グ ) 

内 部 仕上 げ (House B) 

ダイ ニン グル ー ム 洗面 トイ レ 

床 ノ 磁器 質 タ イル t=8.5mm (アド ヴァ ン ) 
複 層 フ ロー リン グ t=15mm (アト ムカ ン パ 
ニー リ 

壁 プラ ワン 合板 t=5.5mm 自然 塗料 フレ キシ 
ブル ボー ド t=6mm UC PB =12.5mm AEP 

天井 ノ 構 造 用 合板 現し 素地 PB {=9.5mm 
AEP 

キッ チン カウ ンタ ー/ SUS PL t=1.0mm バイ ブ プ 
レー ショ ン オー ク 突 板 練 付 合 板 =20mm 

便器 ノ パ ナ ソ ニッ ク 
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浴室 

床 ノ 磁器 質 タ イル t=10mm (ニッ タイ ) 

壁 / FRP 防 水 トッ プ コ ー ト 

天井 アバ スパ ネル 

スタ ディ ルー ム ベッ ドル ー ム 

床 ノ 複 層 フロ ー リ ング t=15mm (アト ムカ ン パ 
= 

壁 プ コン クリ ー ト 打放し ラワン 合板 =5.5mm 
自然 塗料 (スタ ディ ルー ム ) ラワン 合板 
t=5.5mm 目 然 塗料 (ベッ ドル ー ム ) 

天井 ノ 構 造 用 合板 現し 素地 


設備 シス テム 
空調 冷暖房 方 式 プ アル ー ム エア コン 
換気 方 式 / 第 3 種 換気 
その 他 / 電気 式 床 暖房 熱 循 環 居 住 
域 空 調 (カウ ンタ ー ア ロー ファ ン ) 
給排水 給水 方 式 / 上 水道 直結 
排水 方 式 ノ 下水 道 直結 
給湯 給湯 方 式 プ ガス 給湯 


撮影 / 新建 築 社 写真 部 
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私 た ちの 家 


歌 森 泰 行 (建築 家 ) 


共に 生き る こと 

漠然 と 自分 の 家 に つい て 考え て いた 時 、 本 誌 の 
建築 家 目 邸 か ら の 家 学 び 」 の 取材 で 松田 直 則 
さん の 自邸 「 ハ ウス M」 に 伺っ た (本 誌 1904)。 都 
心 の 敷地 に 縦 に 積ま れ た その 重層 長屋 は 、 自 邸 
と いっ て も 松田 さん の 家族 に 加え て その 友人 夫 
雪 も 上 階 に 入居 し 、 更 に 下 階 は アト リエ と し て 貸 
し 出さ れ て いた 。 建物 の 中 央 に は 吹抜け 状 の 中 
寿 が あり 、 そ こ を 介し て 信頼 する 友人 同士 が 僅 
か な 距離 の 中 で 生活 を 共に する 次 は 大 変 印象 
的 で あり 、 孤 独 を 感じ すず 、 声 を か けず と も 綾 や 
か に 繋 が る その 生き 方 に 素直 に 共感 し た 。 こ の 
こと を 家族 に 話し 、 同 じ 都 内 に 暮らし て いた 義妹 
家族 に 一 緒 に 住宅 を つく る こと を 提案 し た の で あ 
る 。 次 改 導 を 離れ 、 東 京 で 同じ くら い の 蔵 の 子 
供 を も ち 、 日 々 の 生活 に 充実 し つつ も どこ か で 将 
来 へ の 不安 を 抱え て いた の か も し れ な い 。 隣 に 
住み 、 助 け 合 いな が ら 共 に 暮らす こと に 彼ら も 
人 黄 同 し て この 計画 が 始ま っ た 。 

その 後 、 私 た ち は ふ た つの 家族 に よる 綾 や か な 
共同 体 を イメ ー ジ し て いっ た 。 か た ちの 上 で は ふ 
た つの 家 で ある けれ ど 、 そ れ は 決し て 切り 分 けら 
れる も の で は な く 、 む し ろ 7 人 の 大 人 と 子供 が 共 
に 帳 ら す よう な 家 で ある 。 その た め 、 そ れ ぞ れ の 
性 格 や 考え を 尊重 し 、 子 供 た ちの 成長 や 目 分 た 
ちの 将来 に 想い を 巡ら せ 、 こ の 共同 体 の 当事者 
で あり な が ら も 、 ひ と り の 建築 家 と し て どの よう な 
家 を つく る こと が で きる か 考え た 。 そ れ は 、 い わ 
ゆる 建 主 の いる 設計 や 目 邸 と いう 穫 組 み を 超え 
て 現代 に 生き る こと 目 体 を 問う よう な 、 い わ ば ! 純 
粋 な 家 づ くり 」 と 呼べ る プロ セス だ っ た 。 


小さ な 集落 

隣 に 住む むと は いえ 、 資 金 面 な どの 理由 か ら 、 長 
屋 や 2 世帯 住宅 の よう に ひと つの 建物 に ふた つ 
の 家族 が 住む の で は な く 、 そ れ ぞ れ の 敷地 に 独 
立 し た 住宅 を 建て る こと に な っ た 。 そ の 条件 の も 
と に 土地 を 探し 、 都 心から 離れ た 緑 の 多い 場所 
に 私 た ち は 住む こと を 決め た の で ある 。 近 くに 古 
い 和 寺社 が 残り 、 周 半 に ゆっ た り と し た 建物 や 庭 
も 残る その 一 方 で 、 角 地 に あたる 敷地 を ふた つ 
に 分 割 す る こと は 、 こ の 穂 や か な 環境 を 切り 仙 く 
よう で 随分 悩ん だ 。 だ か ら 、 ふ た つ で あり つつ 
ゃ も 一体 的 な 建築 で あり 環境 を つく る こと が ひと つ 
の 目標 に な っ て いく 。2 棟 の 間 の 境界 線 を 長手 
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方 向 に 引い た の は 、 そ の た め の 最 初 の 決断 だ っ 
た 。 当 然 それ ぞ れ の 建物 も 細長 い ヴ ォ リ ュー ム 
に な る が 、 そ の 間 に は 共有 の 路地 が 生ま れ 、 ど 
の 部 屋 ち も それ に 面 し 、 ま た 外部 に 近い こと で 明 
る い 宝 内 に な る 。 更 に 路地 が 南北 に 抜け る こと 
で 、 育 骨 の よう に 敷地 全体 の まとまり を つく る と 
考え た 。 

南 イ タリ ア に チ ス テル ニー ノ と いう 小さ な 街 が あ 
る 。 周 囲 を 城 胡 で 囲ま れ た この 街 は 、 ど の 建物 
も 石灰 に よっ て 曰く 塗ら れ 、 迷 路 の よう に 細い 路 
地 が 巡る 。 バ ルコ ニー が 張り 出し 、 玄 関 を 繋ぐ 
階段 が 延び 、 思 わ ぬ 所 に ブリ ッ ジ が 横切る 。 そ 
こ か し こ に 植物 が 赴 か れ 、 風 に れ る 洗濯 物 が 
見 え 、 人 の 姿 も 時 折 現 れ た 。 も は や ここ は 外部 
な の か 内 部 な の か 、 あ る い は 街 な の か 建築 な の 


か も 分 か ら な く な る 複雑 さ で あり 、 そ し て 連続 的 
だ っ た 。 す べ て が 上 序 列 な く 存 在 し て いる よう で あ 
り 、 そ の こと に 人 間 が 住む 豊か さと 街 や 建築 へ 
の 愛情 を 感じ た 。 

20 年 も 前 の この 体験 は 、 私 た ちの 家 を つく る 上 
で 少な か ら ず 影響 し て いる 。 た と えば この 家 は 、 
家 と いう より も 7 人 の 小さ な 村 や 集落 の イメ ー ジ 
に 近い 。7 人 に は 当然 個性 が あり 、 生 活 する 時 
間 帯 や 仕事 、 趣 味 も 異な り 、 好 き な 本 や 遊び 方 、 
好む 場所 も それ ぞ れ に ある 。 そ の 異な る 7 人 が 
路地 を 行き 交 い 、 自 分 の 居場所 を 見 つけ 、 そ れ 
で いて 一 緒 に いら れる 空間 と は 何 か を 考え た 。 
また 背骨 と な る 路地 も 、 そ れ 自 体 を 単 衝 に つく る 
の で は な く 、 建 物 と の 関係 に よっ て 生ま れる こと 
を 意識 し た 。 路 地 の 幅 は せい ぜ い 1.8m 程度 で 











あり 、 ま た 配置 上 の 図式 性 も 強い 。 そ の 欠 屈 さ 
を 脱 す る よう に 、 建 物 の 断面 方 向 の 変化 や 開口 
部 の 位置 に よっ て 路地 を 空間 化し よう と 考え た 。 
つま り ふ た つの 住宅 と 路地 を 、 ま た 内 部 と 外部 
を 同時 に つく る こと を 目指 し た の で ある 。 

どちら の 建物 も 長 さき 約 16m の ほぼ ワン ルー ム の 
空間 で ある 。 幅 は 一 方 が 約 3.6m、 も う 一 方 が 
約 4m で あり いずれ に し て も 小さ い 。 け れ ど その 
小さ さ は 、 外 部 に 接する 外 璧 や 屋根 の 位置 、 高 
さ に よっ て ダイ レク ト に 空間 を 変え られ る 可能 性 
だ と 思っ た 。 そこで 屋根 を 上 下さ せ 、 さ ら に 建 
蔽 率 の 制限 を 回 避 す る よう に 一 部 を 半 地 下 と し 、 
その 上 に 屋上 テラ ス を つく る 。 こ の 僅か に 上 が る 


テラ フス ( 半 地 下 )、 屋根 の 高 さ 、 外壁 の セッ トバ ッ ク 、 


そし て 開口 部 の 位置 を 、 プ ライ バシ ー や 眺望 、 
室内 や 路地 へ の 採光 な ど を 考慮 し な が ら 決 め て 
いっ た 。 それは 何 か ひ と つの ルー ル や 合理 性 だ 
け で は つく り 得 な い 、 互 い の 関 係 や 内 外 の 押し 
引き に よっ て 生ま れる 空間 で あり 、 そ こ で は 地面 


を 間近 に 感じ 、 低 い 屋 根 の 向こう か ら 陽 が 差し 、 


斜め に 抜け る 視線 の 先 に 万 い の 暮らし が 垣間見 


える 。 そ れ ら ひと つ ひ と つの 場 が 繋が る 有機 的 
連鎖 の な か を 7 人 が 交差 し 、 思 い 思 い に 位 み 、 
動き 回 る を イメ ー ジ し た 。 


家 の 時 間 

剛 山 県 の 山間 の 小さ な 町 、 大 工 で ある 父 が つく っ 
た 木造 の 家 に 、 私 は 両親 と 妹 ふ た り 、 祖 父母 と 
一 緒 に 器 ら し て いた 。 辺り は 見 渡す 限り に 目 然 が 
広がり 、 緩 や か な 要 線 を 描く 山々 が 取り 囲む 。 
当時 は 和牛 や 競 、 犬 な ど を 飼っ つて お り 、 今 で は 想 
像 も つか な い が 、 育 後 の 山 か ら 炊 事 の た め の 水 
を 引き 、 祖 評 は 新 を 割っ て 風呂 を 沸か し 、 ま た 祖 
父 は 猟 を する 専ら 、 釜 戸 や 息 燃 に 使う 灰 を つく っ 
て いた 。 そう いう 目 然 と 結び つく 暮らし の 中 に 父 
が つく っ た 家 は 建つ て いて 、 む し ろ 私 た ち に と っ て 
の 「 家 」 と は 、 そ れ ら か た ち に 見 えな いも の まで 含 
め た 総体 的 な 堺 境 を 指し て いた よう に 思う 。 
哲学 者 の 内 山 節 は 、 山 村 地 域 に 流れ る 時 間 を ! 横 
由 の 時 間 」 と いっ た 。 時 計 の よう に 戻る こと な く 過 
ぎ 去 っ て いく 「 縦 軸 の 時 間 」 に 対し て 、 春 が 帰っ て 
くる 、 と いう よう に 季節 が 円 を 描き な が ら る 「 横 


軸 の 時 間 」 を その 暮らし に 見 た の で ある 。 人 確か に 
私 た ち 家 族 も その 円 環 す る 時 間 世 界 に 生き て い 
た 。 動 植物 や 家族 と と も に 、 自 然 に 沿い 、 四 季 
の 移ろい を 感じ な が ら 暮 ら す その ひと つ ひ と つが 
目 然 も $ 含 め た 他 者 と 生き る こと で あり 、 そ の ゆっ く < 
り と 時 間 が 流れ る 家 を 私 も つく ろう と 考え た 。 そ 
れ は これ まで の 目 律 的 で 固定 的 な 建築 と 異な る 、 
さま ざま な 事柄 と の 関係 か ら 生 まれ る 無形 の 建築 
像 と も ちい え 、 そ れ 故 に その 時 どき の 情景 が 鮮やか 
に 浮か び 上 が る 。 


ふた つの 家族 で あり 、 ま た 7 人 が 暮らす この 家 は 、 


そう いう 数 や 所 有 の 形式 で 表せ られ な い 大 小 異 
な る 場所 が 集まる 群 に な っ た 。 そ こ で は 、 ど の 場 
所 に いて も 傍 に 地面 や 縁 、 空 が 見 え 、 そ の 間 に 
人 の 気配 や 街 の 断片 を 感じ る 。 私 た ちの 周り に 
存在 する それ ら の も の は 、 こ の 不確か な 時 代 に 信 
じ ら れ る 確か な 他 者 で あり 、 ま た いつ の 時 代 も 変 
わら な い 普 遍 的 な 事実 で ある 。 そ の こと が 、 今 も 
家 を つく る 動機 と 共に 現代 に 生き る リア リティ と 
な っ て 、 広 く } 家 」 と いう 腫 げ な 輪 郡 を か た ち づ く っ 
て いく と 思う 。 
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MAMANSNNNSSW し | 還 - 内 が MM ん だ 収 光 や 景色 を 反射 
了 - ・ エン トラ 1 TE キッ チン に 配置 し た 、 16mm の ポリ カー ボネ ー ト 板 【 と サザ 


符 駅 の 同時 性 

京都 と いう まち は 、 そ の 中 心 部 に いて も 建築 群 の 。 生い茂る 急斜面 へ と 繋が っ た 敷地 に 、 グ ラフ ィ ッ い 2,000mm と いう 数 字 が 、 規 則 性 の ある 骨格 
科 く 向こう に 山々 を 見 る こと が で きる 。 年 に 1 度 の _ ク デ ザイ ナー の た め の 住 宅 兼 ス タ ジ オ を 計画 し た 。 配置 に より 立ち 上 が る 。 そ れ は 駅 の プラ ッ ト ホ ー 
五山 の 送り 火 に それ は より 強く 実感 する 。 身 の 回 建物 の 形状 は 棚 く に 見 える 山 の よ うな 構え で 人 を  。 ム の よう な 浅 さ と し て 、 教 会 の 側 廊 の よう な 深 さと 
り と 珠 く が 同時 に 視界 に ある 、 そ の 異な る 情報 が 迎え (道路 側 に 90 度 )、 す ぐ そ ば の 風景 か ら 速 く の 詩 "し て 、 映 近 な 見 えて 触れ られ る も の か ら 大 いな る 
重なり 合う 状態 は 、 自 分 が いる 場所 や 時 間 を い 色 ま で に 向き 合う (斜面 側 に 270 度 ) 角 度 を も つ L 型 を 環境 まで スケ ー ル を 横断 し て 関係 付き な が ら 繰 り 
きい ぎ き と 立 ち 上 が ら せ る 。 そう いっ た 経験 は 、 近 し て いる 。 都 市 部 と は 異な る 周辺 環 境 の お お ら か 返し 経験 され る 。 

さや 遠 さ 、 新 し さと 古 さ 、 自 然 と 人 工 な ど と いっ さ に 対応 させ る よう に 、 こ こ で 使う モジ ュー ル は 身 _ まち の 中 心 部 か ら は 遠く 向こう に 緑 の 面 と し て 見 え 
た 対比 的 な 二 項 の 違い を 軽く 飛び 越え る 。 こ うし 和音 て いた 山々 が 、 近 づく に つれ 木々 の 連なり と し て 表 


て 人 の 内 面 に 形成 され て いく 立体 的 な 認識 の 網 て いる 。1 階 の 短 辺 は 4.000mm で ある が 、 れ 校 葉 や 樹 度 の 肌 理 まで が 感じ られ 、 そ の 連続 性 
生活 に お ける 実体 験 が 育む 経験 知 で あり 、 了 の 先 に この 骨格 を 立ち 上 げた 。 そ し て 、 こ の 経験 
まち の 豊か さそ の も の で ある 。 掘り 下げ る (450mm の 段差 。 コ ンク リー ト 土 間 に そ の まま 現 。 が この 由 格 の 中 に も 宿 つ の て 、 ま ちか ら 山 々 の 風景 


まち な か か ら 少 し 離れ た 山間 の 二 い 住宅 地 、 建 " れ た 基礎 形状 は と て も 長い ベン チ の よう で ある) 、 また 2 階 も 。 望む こと の 中 に 位置 づけ られ る よう な 、 そう いっ た 
物 を 建て る に は 充分 な 平地 が あり 、 竹 や 紅葉 が 半分 を 下 屋 と する こと で 、 歩 幅 で 3 歩 に も 満た な 建 筑 で あり た いと 考え た 。 (木村 吉成 十 松 本 尚子 ) 


屋根 
ガル バリ ウム 鋼板 一 文字 昔 き に 0.4mm 
アス ファ ルト ルー フィ ンク 22kg 
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下 屋 の 領域 を 拡張 する 。1 随 柱 の 柱頭 柱 脚 と 筋 均 は 角度 に 合わ せ た 制 作 金物 と ドリ フト ピン で 接合 し て いる 。 
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母屋 (ピン ク ) 、 下 屋 ( ブ ルー) 、 そ れ ら を 繋ぐ 2 階 床 十 下 屋 屋根 (オレ ンジ ) 


構造 ダイ アグ ラム 


吹抜け の ある 細長 い L 字 型 平面 へ の 構造 的 配慮 
建築 家 特 有 の 細長 く 背 の 高い 2 階 空間 を 有する 建 
物 も 、 直 線 的 な 平面 で あれ ば 短 辺 と 長 辺 それ ぞ れ 
に 明確 な 構造 計画 を 定め る こと が で きる が 、 し L 字 
型 平面 と な る と 短 長 が 混在 し 勝手 が 異な る 。 特 に 
2 階 床 に 現れ る 1 グリ ッ ド 分 の 吹抜け に よる 構造 的 
分 断 は 放 け る 必要 が ある 。 こ こ で は 2 階 床 梁 と 屋 
根 梁 双方 の 金物 を ボル ト で 緊結 し 、 下 屋 と 2 階 床 
を 一 体 化 さ せる と 共に 、 耐 力 壁 まで の 軸 力 伝達 経 
路 を 明確 に し た 。 突 出し た 2 階 に つい て は 、 壁 量 
計算 的 に は 外周 耐力 壁 で 取り 切れ る 量 を 確保 し つ 
つも 、 筋 頑 い を 壁面 線 間 距 離 4m 以 内 と な る よう 
配置 し 、 人 荷重 重心 の 異な る 地震 ・ 風 双 万 に 対応 
させ て いる 。 (満田 衛 資 十 江 畑 和弘 ) 
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2 階 寝 室 。 外 部 に 近接 する 2.000mm の 浅 さ と 、8,.000mm の 奥行 き 、 階段 を 上 が り 左 右 に 分 か れ た 一 端 が 浴室 と な っ て いる 。 両側 を 
棟 栄 天 端 4.000mm の 深 さ を も つ 。 西側 の 開口 部 か ら は 谷 筋 と 対面 120mm 角 の 筋 交 と 吹抜け に 挟ま れ た 、 架 構 の 上 に 置か れ た よう な 
の 山々 を 、 東 側 下 部 の 隠し 扉 か ら は まち の 方 角 に 朝日 を 望む 。 場所 。 ス テッ プ の タイ ル は 特注 品 。 
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EBIES ま 近 れ 曲 が っ だ 敷地 の 角 に 建つ て いた 母屋 の 建て 替え で 、 ニー- ぞ 守 r | 
前 面 道路 に 正 対 し て 配置 。 左手 の 祖母 が 暮らす 住宅 と 繋が っ て いる 。 ] 
屋根 の ガル バリ ウム 鋼板 の 色 は モス グリ ー ン こ - 外 壁 は ペー ル ゴ ー ル ド 。 - | 「 - 
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1 階 の 染 の 上 か ら 見 る 。 格子 ほ 75mm 角 材 で 構成 。 
薄 桃 色 の 壁 が 空間 全体 を 馴染 ませ る 。 
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* 屋根 は 910mm 
寺 グ リッ ド に を つく っ て いる 。 
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音 を 踏み な が ら 関 係 を 繋ぐ 
住ま い は 人 の 暮らし の 中 で 長い 年 月 を 過ごす 場 
所 で ある 。 だ か ら こ そ 暮 らし の 変化 に 耐え 得る 
強い 骨格 が 重要 に な る 。 同 時 に 、 斐 ら し と は 日 
常 の 小さ な 時 間 の 集積 で も ある 。 だ か ら こ そ 夢 
細 な 瞬間 瞬間 を 常に 支え る 心地 よい 空気 感 が 
大 切 に な る 。 
建 主 は 暮らし を 楽し むために 集まる 〈 く さまざま な 
モノ 〉 と 共に 暮らし て いた 。 住ま い に 大 切な の は 
心地 の よい 居場所 を 設け る こと 。 そ れ は 人 の た 
め だ け で な く 、 同 時 に モノ の た め に も ある 。 人 と 
モノ が 共存 する た め の 居 場所 と し て 、 暮 らし を 受 
け 止 め る 大 き な 余 白 の ある 小屋 裏 空 間 を 構想 し 
た 。 人 の 場所 と し て は 多少 窮屈 で は ある が 、 モ 
ノ の 場所 と し て は 十分 大 き な 半 間 ビ ピッ チ の 格子 
が 小屋 裏 全体 を 文 え る 。 そ こ を 手がかり に 、 ス 
ノコ や 棚 板 な ど を 足し て モノ の 居場所 を つく る 。 
一 方 で 場所 に 合わ せ て 格子 を 間 引 く こと で 人 の 
居場所 を 確保 し て いく 。 格子 は 2.5 寸 角 に する こ 
と で 、 家 を 支え る 構造 材 と いう より 大 き な 家 具 の 
フレ ー ム の よう な 印象 を 与え る 。 張り 巡ら され た 
格子 に よっ て 疎 蜜 が 生ま れ 、 ど こ に いて も 斑 い 
を 選 く て 近く に 感じ る 、 大 ら か で あり な が ら 徐 度 
の ある ワン ルー ム が で き 上 が る 。 
小屋 裏 を 構成 し て いる 格子 の ヒノ キ 材 と 天井 の 
スギ 板 は 、 赤 み と 白 み が 混 ざる 材 。 源 平 と 呼ば 
れる だ け あ っ て 主張 の 強い 材 で ある 。 こ の 材 を 
心地 よく 空間 に 馴染 ませ る た め に 赤 と 白 の 中 間 と 
な る 桃 色 で 壁面 を 塗装 し 、 空 間 全 体 の 空気 
感 を 整え る 。 次 に 桃色 の 背景 に 際立つ 緑色 系 
で 階段 ササ ラ を 塗 装 す る 。 さら に は ササ ラ の 斜め 
と 韻 を 踏む よう に 建具 を 緑 の 明 暗 で 斜め に 浴 り 
分 ける 。 最 後に 少し 暗め の 緑 系 と バラ ンス を 取 
る た め に 、 杭 滋 系 の 赤 茶 で 家具 を 染め る 。 こ う 
し て つぎ つぎ と 韻 を 踏む 色合い が 、 異 な る 個性 
を 生か し な が ら 、 空 気 を 彩る 媒体 に な る 。 
建物 の 骨格 = 小屋 裏 と 空気 感 三 韻 を 踏む 色 合 
い 。 そこ を 人 と モノ の 居場所 に する の が 家具 で 
ある 。 家 具 は 人 の 身体 に 近い 存在 で ある 一 方 で 
強い 建物 に も 卑 抗 す る 存在 に な る こと を 目指 し た 。 
家 の 中 心 に ある 丸 柱 と 家族 が 集まる ダイ ニン グ 
テー ブル 。 そ の 丸 柱 を 飲み 込む よう に 胃 の か た ち 
を し た ダイ ニン グ テ ー ブ ル を 配置 し 、 家 の 中 心 と 
暮らし の 中 心 を 重ね 合わ せ た 。 強い ルー ル だ け 
を 空間 に 与え すぎ る と 暮らし の 中 で 建築 が 浮き 
上 が る 。 そ う で は な く 、 そ れ ぞ れ の 要素 が 韻 を 
踏み な が ら 互 い の 関 係 を 繋い で いく こと 。 こ の こ 
と が 住み 手 が 積極 的 に 暮らし を 豊か に する きっ 
か け に 繋が っ て いく と 考え て いる 。 
(長岡 勉 十 加藤 直樹 ) 





リビン グ か ら ダ イニ ング キッ チン を 、 そ の 上 に 小屋 裏 を 見 る 。 1 階 の 床 か ら 棟 木の下 端 ま で の 高 さ は 5,580mm 
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リビン グ か ら 玄 関 方 向 を 見 る 。 
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小屋 裏 の 格子 は ヒノ キ 材 、 天井 は スギ 材 を 使用 _ 水 回 り の 上 か ら 見 通す 。 


小屋 染 に よっ て 上 下 の 架 構 形 式 が 分 か れる 日 本 の 木造 多き S 
空間 で は 、 複雑 な 屋根 形状 と 奥 の 深い 屋根 裏 を つく り 出 本 ホ ューーS 2 人 0 
し て きた 。 こ の 計画 で は そん な 小屋 染 の 上 に 生じ る 屋根 ク ン 
裏 空間 を 積極 的 に 利用 する こと が 意図 され て お り 、 屋根 
を 支え る 小屋 組 が その 空間 を 設え る 手がかり に な る よう 
に 計画 され て いる 。 在 来 軸 組 み 構 法 で は 小屋 束 は 90x 
90mm、 母 屋 は 105x 105mm で 構成 し そこ に 垂木 を スパ 
ン に 応じ て 架け て いく が 、 こ こ で は 、 人 の 手 に 触れ る こと 
を 意識 し て 75mm 角 材 で 構成 する こと と し た 。 触れ 止め 






















屋根 : 
と な る 小屋 連 も 75mm 角 と し 、 垂 木 は 75mm 角 の 側面 に レル ウ ム 久 小泊 Na 
ちょ うど 納まる 梁 せ い 50mm の 材 を 用 いて いる 。 垂木 と 7 スプ ルル ー フ ング 

小屋 賀 で 構成 され る 三角 形 を トラ ス と 見 立て る こと で 寒 屋根 垂木 h-120mm(GW 人 グ ] 
筋違い を な くし 、 極 力 す っ きり と し た 屋根 裏 と し て いる 。 MMME 


(大 野 博 史 ) 
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砕石 柱状 
地盤 改良 








WM ーー o “ 「 2 床 : - IE 基礎 : 
断面 詳細 パース 縮尺 1 : 40 フロ ー リ ング モ 12mm 基礎 スラ ブ =180mm 
構造 用 合板 張り モ 24mm 捨て コン クリ ー ト セ 50mm 


大 引 90mml (断熱 材 モ 50mm) 砕石 モ 50mm 





V 建 物 高き =GL+6.532 


V 棟 高 =GL+6,194 


VGL+S5,264 


ーー 開口 部 


アル ミサ ッ ン シ 


VGL+4.374 


柱 [ =105mm 


VGL+3,464 


スノコ 床 : 
ヒバ 30x60mm 


マ GL+2.554 


= 外壁 
ト 三 由 " ガル パリ ウム 鋼板 小波 板 昔 


通気 胴 緑 18mm 
透 湿 防水 シー ト 
防水 PB モ 12.5mm 
構造 用 合板 モ 12mm 


V1FL=GL+464 
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910 


910 


910 


910 


2.090 


464 


041 


6.532 


小屋 桂 と 色 Ft ・ 1 ] kN 、 














所 在 地 / 愛 知 県 西尾 市 ー JHXI ・ 間 間 軒 国 | - 四 
主要 用 途 / 専 用 住宅 Na ん | . . 隊 | + 三村 


ニー ニー に ーー*i よこ 、 
ーー トーー ト ー | 
『 


家族 構成 / 母 十 n 子 供 2 人 計 言 騰 

POINT 担当 ノ 長 岡 勉 

建築 設計 加藤 住吉 担当 / 加 藤 直 樹 
諸 梅 宛 哉 

構造 オー ノ JAPAN 担当 大野 博史 
海老 洋 考 秀 ( 元 所 貞 ) ーーー ーーーー* 















1 」 『 1 ルル < 『 に 一 コ | 


Tes 1 」 
ェ い ロ ! 『 ロ 【 』 
」 は n ル ) | 上 証 [<、 
有 ! 『 い 上 
) MM | * FL=GL+2.554 
い 』 1 | 
『 1 














三矢 建築 担当 ノ 三 矢 昌行 廣 部 翔 一 
木工 事 三矢 建築 担当 ノ 廣 部 翔 一 

塗装 工事 三矢 建築 担当 ノ 野 田 信也 小屋 裏 平 面 図 
板金 工事 愛 忠 板金 担当 ノ 鈴 木 宏 幸 

基礎 工事 高尾 土建 担当 ノ 高 須 真 宏 

左官 工事 川合 業務 店 担当 ノ 川 合 カ 

材木 鈴木 林業 担当 ノ 鈴 木 規 男 ーーー ド ーー ドー ネー ネー 一 = ミミ ーーー ネネ ーーー 一 3ceーーーーー ポ ーーー ポーーー 一 = ポー 一 =aaーーーーー= ポ ーーーーー ポ 
建材 ベリ ー ウ ッ ド 担当 ノ 渡 辺 慶 至 / ーー 二 一 - ーー ニー ニーーーーーーー | 
設備 工事 栄 住 設 担当 磯貝 高 広 
電気 工事 双葉 電機 担当 ノ 鈴 木 雅 喜 
構造 ・ 構 法 


L 1 
主体 構造 ・ 構 法 木造 
基礎 べた 基礎 


* 計 1 に 了 es 





人 最高 高 さ 6,190mm / 了 
敷地 面積 459.27m7 / | ai 人 ea 「 
建築 面積 84.55m7 8 N 
(建蔽率 18.4% 許容 60%) | 
延 床 面積 122.16m7 | 
(容積 率 26.5% 許容 200%) 
1 階 7576m^ 2 階 46.40m2 | 











設計 期間 2018 年 12 月 ~~ 2020 年 8 月 や sa 
工事 期間 2020 年 8 月 2021 年 3 月 9 mo | 
敷地 条件 ーー / 
市 街 化 調 整 区 域 の 
道路 幅員 11m (南側 ) 駐車 台数 3 台 / | 
外部 仕上 げ 一 だ 
屋根 ・ 外 壁 プ ガル バリ ウム 鋼板 小波 板 暮 き Fs 
GHG04 (モス グリ ー ン ) ニス ク カ ラー (屋根 ) 
GCM36 (ペー ル ゴ ー ル ド ) ニス ク カ ラー ( 外 は 人 
壁 ) 日 鉄鋼 板 0 、 
開口 部 アノ エピ ソー ド NEO (YKKAP) 
内 部 仕上 げ 


リビン グ ダイ ニン グ キ ッ チ ン 

床 ノ 積層 フロ ー リ ング サン ワカ ン パ ニー アス ペラ 

壁 ノ PB =12.5mm EP (15-80D) キッ チン パ 
ネル DIC デ コー ル D-010 

天井 アス ギ 緑 甲板 

家具 ノ 制作 (ラワン 材 ) 

照明 / ペ ンダ ント 照明 (LED ク リア 電球 ) 

トイ レ 洗面 所 

床 ノ 積層 フロ ー リ ング サン ワカ ン パ ニー アス ペラ 

壁 ノ PB =12.5mm EP (15-80D) 

天井 ノ / 構 造 用 合板 

家具 ノ 制 作 

照明 アダ ウン ライ ト コイ ズミ AD7002W27 





配置 較 縮尺 :2000 " ーー 子供 部 屋 の 建具 ( は 絵画 の よう な 存在 感 を 目指 し 、 ま た 階段 の ササ ラ の 斜め の ライ ン に 合せ て 韻 を 踏ん だ 色合い を 使用 し て いる 。 
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キ | | | | 
ーー が | | 
ーー | 
| | 
ll 1 旧 ] 
| 1 靖 昌 


ll 
ーー | 川 
一 - ーーーーーー ーー | 」 上 邊 | | 
川 川 | 因 | 中 MM 
人 l MILLHI 間 目 | LIMW 邊 



































ーー 


Fr 人 
Lt 


ト 本 ェ 





= rd 間 還 で こ 


ンジ 


西側 の 軒下 か ら 見 る 


ョ "W 
ま am 
上] 5 電 s 革 * ) 


ーー PP 二 ンク アリ ンー ーー ii ロ ーー 
。 外装 は ガル バリ ウム 鋼板 小波 板 慕 き と し 、 既 存 の 倉 庭 の 踏み 石 は 既存 の も の を 用 いて いる 。 


家具 ノ 制作 (ラワン 材 ) その 他 / 床 暖 房 
照明 アプ シー ムレ スラ イン コイ ズミ AH50563 給排水 給水 方 式 / 上 水道 直結 


toolbox 床 ノ 積層 フロ ー リ ング サン ワカ ン パ ニー アス ペラ 設備 シス テム 排水 方 式 ノ 浄化 槽 
洗面 用 水 栓 金物 プシ ング ルレ バー 混合 栓 壁 ノ PB t=12.5mm EP (15-80D) 空調 冷暖房 方 式 プ ルー ム エ ア コン 引 湯 結 湯 方 式 ノ 自然 冷媒 ヒー ト ポ ン プ 給 湯 機 
toolbox SK-6 天井 アス ノコ (ヒノ キ 材 ) 気 方 式 ノ 第 3 種 換気 撮影 ノ 新建 築 社 写真 部 


便器 ノ パ ナ ソ ニッ ク CH3010WS 空調 機器 / 壁 掛け エア コン (ダイ キン ) 
洗面 カウ ンタ ー グ スク エア 洗面 器 人 ハイ ライ ズ 子供 部 屋 


| " ゴ 5658232 | 8  M りり 
玄関 か ら 随 段 方 向 を 見 る 。 ダイ ニン グ キ ッ チ ン か ら 西 側 を 見 る 。 キッチン 台 に は 子供 部 屋 の 建具 な ど と 同じ 緑色 を 使用 。 
隣 の 既存 家屋 に は 扉 を 新設 し て 繋げ た 。 小 屋 喪 の 格子 に 対し 、1 随 部 分 に は 円 柱 が 落ち る 。 
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肌 MMMIUIIIIMIIIIIIIIIINHIIMIIMIMU | OS 
昌 貞 省 省 川 川 ほ 【 削 吊 昌 旧 30 
「 川 川 朋 川 川 川 川 川 川 川 咽 川 川 MR 
川 川 川 川 l 昌 F 有 有明 間 昌司 REN 
川 則 MINIUIMU 7 
1 則 中 川 川上 川 吊 員 肖 須 員 
「 用 旧 川 旧 川 川 川 川 川 才 員 
[ | 川 用 川 川 川 川 川 [ 川 上 唱 有朋 
に [ 用 川 用 旧 川 川 川 川 ほ 前 肖 
用 用 上 有川 川 用 有川 川 川 川 則 肖 
川上 川 川 川 川 川 川 有 [ 須 月 
| 川上 川 川 川 川 川 川 川 旧 虹 須 昌 
に 川 用 川 川 川 川 川 昌 旧 上 昨 肛 朋 
用 用 上 川 川 川 川 川 川 川 員 削 
| 昌 昨 昨 川上 首 利 旧 間 有 
昌 川 川 川 川上 川 川 川 川 昨 川江 須 滑 
] 昌明 明川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 省 肖 朋 削 
凡 川 | 用 用 川 川 川 川 川 川 川 川 川 央 目 - 
骨 川 有 用 用 川 上 有 用 川 川 川 肖 朋 上 
削 | | | 上 川 川 川 川 川 吊 肖 邊 肖 呈 則 上 
! 謙 有川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 昨 吊 
朋 昨 川 川 川 川 川 川 川 川 川 肖 省 川 肖 肖 昌 NE 
| 川 川上 川 川 川 川 川 川 川 川 肖 削 削 抽 1 
| 開 串 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 旧 旧 朋 員 脱 RON 
] 貞 嗣 [川上 川 川 川 川 川 川 用 川 川 川 川 肛 朋 肖 NN 
旧 吊 員 TI YO 
| 誠 明川 川 旧 唱 川 川 川 川 川 川 川 旧 朋 朋 出 NN 
| 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 上 昌 肖 中 
| 唱 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 旧 肖 涯 
川 川 川 川 川 川 川 川 川 是 章 肖 
肛 川 川上 川上 中川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 省 吊 
昌 | 川上 用 唱 川 中 前提 
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ーー 一 
ーーー 
ーー 
に 
レー 
本 


」 「 

「 昌明 川上 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 呈 間 当 
川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 省 員 ! 「 
川 
」 川 川 川 
【 吊 川 





川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 用 出 属 
川 川 川 川 川 川 省 川 川 川 肖 肖 川 
昨 川 川 川 川 川 則 昨 川 須 中 用 須川 
川 川 用 川 川 有川 省 川 
川 川 川 川 川 | 昨 昨 用 昌 昨 昨 昨 M 
川上 HI 
中 川 用 唱 用 川 川 川 川 川 川 昨 川 川 省 川 
上 用 中 旧 川 用 用 IMMU 
吊 用 川 川 川 川 川 川上 
「 
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ーー 
還 語 = ニニ ーー ョ 


ー ーー 


キー ーーー ー 


| 
[ 
| 
[ 
| 
川 川 川 
“ 
| 
| 
、 
[ 
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| 咽 較 川 川 
) 員 | 川上 
| 骨 川 川 


中 ニニ に ー ュ 


ーー ーー = ェ ーーー 一 - 
ーー ュー ーー 


| 出 吊 用 中 央 由 吊 中 川 串 央 川中 須川 岬 由 川 風 I8 
則 胃 骨 朋 中 用 中 岬 川 用 中 中 中 川 風 則 町 川 川 
員 唱 川 則 M 出 川 川 則 唱 川 川 川 吊 吊 四川 | 
川 | 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 有 中川 串 川 
唱 川 川 川 用 用 中 員 央 出川 川 川 川江 川 川 唱 用 中川 用 
遇 川上 川 目 | 川 中 有川 中川 川中 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 
川 川 川 川江 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川上 川中 
川 川 川 川 川 川 川 川 | 川 胃 朋 朋 朋 旧 朋 朋 朋 
川 川 川 川 員 川 用 有川 川 川 川 川 川 川 風 川 川 川 用 用 

唱 川 川 川 車 軸 | 用 中 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川中 須川 
昌 川 川 用 上 川 川 山川 山川 腹 川 和 川 川 川 昨 川 央 朋 
上 者 有 有 出 用 川上! 員 中 
川 川 川 川中 川 川 吊 川 川 川 川上 
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1 | 回 
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NN 際 〇 
時 9 NNN 日 
-、 電導 mm 盾 の 
了 依 名 1 NN ' RT NO n 
。 胃 へ 四 lmlllI 利 押 エ 
規 時 「 和 0 抽出 山 出山 則 出山 吊 NMM 自ら 
BS 川上 ら 
医 ト に ll = 
細 束 IIIIMMI 省 II| ス 
S 3 骨 串 川 吊 中 MMMMMMMMMMUUUUUUUUUUUU = 
D 昌 9 川 川 川 川 出川 川 川 川 川 IIIMM 川 II 上 
本 川上 川 川 川 省 川上 II 
SR 婦 四 届 用 M 川 M 川 川上 川 川 旧 川上 に 
さ ド | 川 測 吊 川 川江 省 川 II 
Sn 占 聞 I 川 川中 中 仲川 省 川 川上 首 衝 上 
る トト 馬 川 川 川 省 川 川 省 川 川 吊 川 川 川中 
KS 川 川 川 吊 川 省 唱 川 川上 川 川 省 川上 
NN 川 川上 川 川 風 中川 川 省 川 川 川上 
記 KW 川 川 川 吊 川 川 員 川 川 川 川上 敗 川 II 川 川 川 
人 jp 川 用 員 川 川 沖 川 川 川 川 川 川 川 川 軸 則 II 
陣 則 ロ 川 員 川 吊 川 省 川上 川 川 用 川 川上 
川 川 川 有川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川上 上 用 旧 層 
川 川 吊 川 川 肖 則 昨 川 NM 川 川 川上 上 


川 用 用 川 川 川 川 川 川 川 川上 
則 川 用 川 用 川 川 川 川 川 川 川 川 川 風 
川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川上 
上 【 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 用 
川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川上 
“ I 川 川 川 川 川 川 川 川上 川 敗 川 慎 
川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 旧 川 
| 中 川上 川上 旧 川上 用 川 川 川 川 川 川 人 
吊 川上 


ーT こ 


ma 

















川 用 上 用 旧 川 省 有 M 導 川 川 川 IM 川 昨 間 川間 間 滑 
中 昨 昨 昨 由 用 上 上川 旧 川 川 昌 旧 上 【 間 省 昨 川 肖 ( 












































弁 川 川 川 中 旧 上 【 川 前 間 間 昨 旧 導 旧 間 前 
/ 川 川 川 MMMMUMUMUNN 
川 川 川 川 呈 川 川 【 有 用 川 川 肌 間 間 較 
上 川 川 川上 川 上 昨 
唱 川 川 川 川 昨 川 川 川 川 川 昨 上 
風 | 川 則 川上 ケ 昨 川 上 首 上 間 旧 旧 
州 上 【 川 上 【 昨 MIMMM 川 
則 剛 【 川 誠人 MI 用 川上 作用 有 MM 間 央 
に 用 UI 川上 川 川 川 川 川 川上 【 昨 ぱ 旧 
則 川 | 用 用 用 川上 川 川 川 MMl 江 
川 川 川 川 用 川 川 川 川 川 川 川 川 則 | 抽 , 件 
「 川 則 用 川 川 川 川 川 川 川 川 川 則 計 
[川上 用 川 川 川 川 川 川 川 則 用 員 2 
| 昨 川 川 川上 川 川 ほ 須 須 ポ 
| 昌 有 有川 有 【 川 用 有 し 昌明 間 昌 2 
出川 則 川 用 川 川 昨 [ ほ 泊 滑 ジ 
川 川 用 川 川 川 川 川 旧 昌 上 妥 
川上 川上 【 川 昌 上 昌 川 上 利和 還 請 と 
有川 旧 用 員 川 川 用 旧 川 川 川 由 貞 還 8 
| 中 旧 上 旧 目 川邊 旧 旧 上川 川 着目 中 際 
1 川上 用 用 上 上 因 川 川 川 導 川 昨日 是 の 
川 用 上 用 上 用 唱 旧 上 【 川 昨 間 59 
川 ll 吊 吊 唱 川中 旧 間 間 吊 央 和 人 
川 川 川 川 川 唱 川 川間 川 | 


テラ ス 。 木 架構 と ブレ ー ス に より 緩やか に 領域 を 分 けた アプ ロー チ か ら は 400mm 床 レベ ル を 上 げた 小 
上 が り の よう な 空間 で 、 同じ く コ ンク リー ト 金 ご て 仕上 げ の リビン グ と フラ ッ ト に 連続 する 。 建 物 内 部 は 、 
北側 の 敷地 興 に 向かう ほど 気密 性 が 高く な る 。 冬 に は 冷え 込み が 強く 降 軍 も 多く な る 気候 に お いて 、 
高 気 密 高 断熱 の 生活 空間 を 部 分 的 に 確保 する こと で コス ト を 抑え つつ 快適 な 住 環境 を 実現 。 
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リビン グ 上 部 の ロフ ト 。 テ ラス 側 の 複 層 ポリ カー ボネ ー ト 板 を 
介し て 淡い 光 が 空 間 全体 を 覆う 。 一 部 天窓 が 設け られ て いる 。 
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NN リビン グ 。 夏 は 南側 の 全面 開口 を 開け る こと で テラ メス と 一 体 の 
開放 的 な 土間 空間 と な り 、 冬 は 外気 に 対し て 空気 層 と な る バッ 
ファ ー と し て も 機能 する 。 必 要 最 小 限 の 金具 と 部 材 で 構成 し 
た 木製 階段 は 架構 や ロフ ト 床 と 一 体 的 な つぐ り と し た 。 
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幽 館 の 家 

所 在 地 / 北 海道 見 館 市 
主要 用 途 / 専用 住宅 
家族 構成 夫婦 士 子供 2 人 


飯田 彦 建築 工房 担当 ノ 飯 田 半 彦 武田 尚 久 
構造 金 箱 構造 設計 事務 所 担当 ノ 金 箱 温 
望月 泰宏 
施工 
山 建 中 川 組 担当 / 中 川 健 
設備 光洋 設備 担当 / 二 瓶 光洋 
電気 松橋 電機 担当 ノ 松 橋 芳 
外 構 ・ 造 園 高瀬 填 境 緑化 担当 ノ 高 瀬 勝彦 
構造 ・ 構 法 
主体 構造 ・ Me 木造 軸 組 み 
基礎 直接 基礎 ( 地 毅 改 良 ) 
iii 人 
階数 地上 2 階 
軒 高 6.300mm 最高 高 さ 7,.580mm 
敷地 面積 243.70m7 
建築 面積 98.61m2* 
(建蔽率 40.47% 許容 80.00%) 
延 床 面積 152.78m7 
(容積 率 62.70% 許容 268.80%) 
1 階 9861m^ 2 階 54.17m? 
工程 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
設計 期間 2019 年 10 月 2020 年 3 月 
工事 期間 2020 年 6 月 て 2021 年 3 月 
敷地 朱 件 一 ーー 一 
商業 地域 準 防火 地域 観光 地区 











寝室 か ら ダ イニ ング を 見 通す 。 リビング と 面 する 南側 壁面 は 、 全 面 が 構 北側 近 景 。 
道路 幅 具 東 4448m 駐車 台数 2 台 造 壁 を 兼ね た 収納 棚 に な っ て いる 。 
外部 仕上 げ 
屋根 ・ 外 壁 プ ガル バリ ウム 鋼板 t=0.4mm 堅 は トイ レ 廊下 床 ノ 磁器 質 タ イル t=9mm (LIXIL) 新 ス トー ブ 
ぜ 暮 き 床 ノ コル クタ イル =7mm (AD ワー ルド ) 壁 ノ FRP 防 水 換気 方 式 ノ 第 3 種 換気 
開口 部 ノ 住宅 用 アル ミサ ッ シ アル ミ フ ロン ト サ ッ シ 壁 ノ メジ ロカ バ 合 板 =5.5mm (空知 単 板 工業 ) 天井 ノ ヒ 羽目 板 t=9mm 給排水 給水 方 式 ノ 上 水道 直結 
外 構 / コ ンク リー ト 出 毛 引 き 人 砂利 敷き 天井 アメ ジロ カバ 合板 4mm (空知 単 板 工業 ) バス タブ ン / FRP 防 水 排水 方 式 ノ 下水道 直結 
内 部 仕上 げ 一 ーー 一 厨房 機器 / Grad45 (サン ワカ ン パ ニー) 設備 シス テム 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 給湯 給湯 方 式 プ ガス 給湯 器 
ダイ ニン グ キッ チン 寝室 1・2 洗面 所 浴室 空調 暖房 方 式 ノ 温泉 利用 床 暖房 ーーーーーーーーーーーーーーーー 撮影 ノ 佐々 木 育 弥 
立 不 
2 屋根 同 材 。 ツ 最高 高 さ 十 7,580 
2 ーー 記 (加工 ) 
つう gg 外壁 ノ 屋根 
ガル バリ ウム 鋼板 =0.4mm 平 重き “ カル バリ ウム 鋼板 0.4mm 加 は ぜ 暮 き 
アス ファ ルト ルー フィ ング アス ファ ルト ルー フィ ング ら 
耐水 合板 デ 面 水 合板 モ 12mm CN 
グラ スウ ー ル 100mm 記 垂木 @450mm 申 
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ヽ 評 合板 モ 4mm 
村人 2 木下 地 の 上 防 慢 フル ム 


日 除 ! 手垢 止め 塗装 ( 四 周 ) グラ スリ ー ル セ 160mm 
FRP グ レー チン グ = 25mm (クリ ア ) 


復 層 ポ リカ 耐風 材 : 一 
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( 胴 緑 側面 に ライ ティ ング レー ル 埋 込み ) 
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屋根 同 材 加 大 井 収 衣 _ 外 馬 
KR 1 
(Y1 通 り 梁 上 部 ) 0.4mm 
アス ファ ルト フェ ルト 
PB モ 12.5m 
5 通気 胴 緑 モ 20mm 
カー テン レー ル 受 け : 通所 Mg 
SUS 徹 違 金 物 スプ ブル ス 材 30X100mm 0 ポン ー ト | 
遅 王 初 . カー テン レー ル ( の 
構造 図 参照 SUS 製 カ テン レ ル (2 連 ) る 
SUS ロ ッ ド M10 c つ の 
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二 訂 : 
コル クタ イル 7m 
捨 張り 合板 に 5.5m 


コン クリ ー ト 人 金 ご 温水 マッ ト 12mm 























( 水 勾配 ) へ ヽ 、 スタ イロ フォ ー ム モ 30mm 
間 ヽ | 区 一時 床 | lo1FL=GL+400. 
了 壁 ーー = に Oo - Re Fm Ss ーー 5 : テー ェ ccczoe ーーー ャ テ ャ ャ ー ! _ 
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sy J/ OO EE 人 に tt 宣 SU 』 ーー CT 。 \ い 、 VG | = 平均 地盤 面 
怖 』 人 ーー ポリ エチ レン フィ ルム 0.15mm N - 気 宮 パ ッ キ ン 
人 | 6 敷き 砂利 =100mm / 條 ら 
汰 す 内 | 8 SV ! っ ー ス カー ト 断 替 ツ V 凍 結 農 度 =GL-500 
65 ーー アテ ャ ーー PA か 
" 捨て コン クリ ー ト に 50mm | 
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半 居 か ら 北 の 栖 へ 


飯田 和書 彦 (建築 家 ) 


10 年 前 に ' 半 居 」(『 新 建築 』1004) を 建て た 時 、 
それ まで 溜まっ て いた 何 か も や も や し た も の を 吐 
き 出 せ た 感 じ [が あっ た 。1 ス パン 2.25m 田 の 字 
平面 の 木造 立体 格子 を 2 層 重 ね 、 合 板 と アク リ 
ル 板 と ポリ カー ボネ ー ト で 包ん だ 小さ な 埼 状 の 小 
屋 で ある 。 北 琵 芋 湖 の 厳し い 気 候 や と ん で も な く 
強い 植物 や 昆虫 に 莉 草 され ダメ ー ジ を 受け な が 
ら も な ん と か 生き 続け 、 こ の 小さ な 空間 は 今や 身 
体 に 同化 する ほど 馴染 ん で いる と いっ て も いい だ 
ろう 。 た だ 意外 に も 周り の 風景 に 繋が る よう に 大 
きく 璧 を 取り 払い アク リル 板 に 置き 換え た に も 関 
わら ず 意 識 は 中 心 に 、 し か も 上 に いつ も 向かっ て 
いる よう に 感じ る 。 そ れ は 骨格 の プロ ポー ショ ン 
や それ を 構成 する 太め の 角材 、 床 璧 天井 を 引 う 
OSB 合 板 の 面 材 、 そ の 中 に 交差 する よう ! Pi 
だ 層状 の 床や 上 部 に 巡ら せ た 半 透明 ポリ カー 
ネー ト か ら の 朱 ら か い 光 、 ト ッ プ ライ ト な ど そ こ に 
集め られ た 物質 の すべ て が 仕向 ける 空間 の 意志 
に よっ て 、 向かわ せら れ て いる と いう 方 が 上 正しい 
の か も し れ な い 。 木造 で 埼 を つく ろう 、 し か も で 


きる だ け 安 く 、 と いう 始ま り と その 結果 と し て の 建 


築 が 過 不 足 な く 重 な る 感覚 、 集 め ら れ た 物質 ヵ 
つく る 関係 が 空間 を 生み 出す と いう 感覚 が ここ に 
いる と 確か に 感じ る こと が で きる 。 ず っ と 溜まっ て 
いた も や も や し た も の は 、 た ぶん この 、 建 築 は モ 
ノ で ある と いう 認識 、 す べ て の 材料 が 重 さ 、 手 触 
り 、$ ゃ 含め 物質 と し て 確か な 存在 で あっ て 、 そ れ 
ら を た だ 目 分 の 意識 や 感覚 に 共鳴 する 空間 に 組 
み 立 て れ ば いい 、 目 分 が つく り た いも の を た だ つ 
くる 、 そ こ に ほか の 何 も 介 在 し な いと いう 目 由 に 
ほか な ら な い 。 今や 建築 は 角 念 、 機 能 、 境 
性 能 、 社 会 的 関係 性 な ど さ ま ざま な 言説 や 規範 
に 絡め 取ら れ 肥 大 化し 過ぎ て いる 。 本 来 僕たち 
の 仕事 は 物質 を 操作 し て 空間 を 生み 出す と いう 
単純 な 構造 の 中 に ある こと を 確認 し た か っ た 、 よ 
0 

函館 の 家 」 を 依頼 され いろ いろ 可能 性 を 組み 立 
て る 中 で 、 住 み 手 の 生 活 に と っ て 半 居 の 転用 が 
いい の で は な いか 、 と 考え 始め た 。10 年 継 っ て 
1 度 解体 し 新しい 仕組 み の 中 に 住居 と し て 再生 し 
て みた い 。 で きる だ け 率 直 に 彼ら の 生活 に 寄り 添 

こと か ら ま た 異な る 風景 を 生み 出せ る か も し れ 
らい 、 
住み 手 は ホテ ル 業 を 継ぐ た め に 東京 か ら 戻っ た 

藻 い ファ ミリ ー で ある 。 あ っ て 耐 賑 改修 や り 
ニュ ー ア ル の 相談 に 通い 、 一 段落 し た と ころ で 住 
宅 を 依頼 され た 。 そ の 間 函 館 の いろ いろ を 案内 
され 小さ な 信 域 に 実に 多く の 魅力 的 な アイ テム が 

















あっ て その 一 角 に 住宅 が 計画 で きる こと が 単純 に 
嬉し か っ た 。 函館 全体 の 印象 は び こ か ミス テリ ア 
ス で ある 。 そもそも その 地形 が お か し い 。 函 館山 
に 繋 が る 砂州 に 市 街 地 が で き て いる た め 東 西 に 
海 が ある 。 そ の 中 に 港 が あり 駅 が あり 和合 
あり 競馬 場 が あり 温泉 地 が あり 背骨 の よう に 

電 が 走っ て いる 。 ENP 
歴史 を 感じ させ る 建築 が 牧子 の 如く 建ち 並ん で 
いる 。 山 に 向かう 坂道 に 残る 和洋 折 衣 の 住宅 な 
ど 実 に 個性 的 で 美しい 。 函 館 出身 の 小説 家 佐 藤 
泰志 の 代表 作 『 海 炭 市 寂 景 』 集英社 ) の 
中 に 「( 反 対 側 の 山 か ら 見 る と ) 両側 を 海 に 綴 ど られ て 
街 は 輪郭 が 鮮明 すぎ る ほど だ 、 ま ぎれ も な い 四 
月 。 海 は 光 を 反射 させ 渡 頭 だ けが 曰 い 。 街 は 箱 
寿 の よう に 海上 に 浮か び 、 そ の 先端 に 四 白 メー 
トル 足ら ず の 山 が 見 える 。」 と いう 一 節 が ある 。 ま 
さ し く 箱庭 の よう な 街 。 も ちろ ん そこ に は 佐藤 が 
描い た よう な 寂れ ゆく 街 と いう 一 面 や 市 井 の 人 び 
と の 必死 の 生活 が 隠れ て いる は ず な の だ が な ぜ 
か 漂白 され た よう な 穏やか で 柔らか な 空気 に 満 
た され て いる よう に 感じ られ る 。 

敷地 は 温泉 エリ ア の 境界 付近 、 住 宅 街 の 一 画 に 
位置 し て いる 。 通 りか ら 南 西 に 引き 込ま れる いわ 
ゆる 旗竿 形状 で ある 。 周囲 を 住宅 や アパ ー ト 、 
大 学寮 に 囲ま れ て いて 医 か 閉 穴 感 は ある も の の 
軸 側 の 平屋 が 途切れ 意外 に も 明る い 光 に 満ち て 
いた 。 あ の 函館 特有 の 漂白 され た よう な 柔 ら か 


(1991 年 、 





な 光 で ある 。 函館 は 寒い けど さほど 雪 は 多く な い 。 


住み 手 の ア ウト ドア 嗜好 も あっ て 、 四 季 を 通し て 
若い 家族 が いつ で も 外気 に 触れ られ る 、 和 柔らか 
な 光 が つ くる 陽 だ まり を 楽し め る よう な 家 に し た い 
の だ 。 

た また ま 北 海道 建築 賞 の 審査 を 頼ま れ 数 年 に 1 
度 北海 道 に 点 在 する 住宅 を 訪ね て いる 。 ど の 住 
宅 も 冬 へ の 備え は と て も よく で き て いて 高 気 密 高 
断熱 の 外壁 に 包ま れ て 快適 で や る 。 この頃 は そ 
の 外 璧 線 を いろ いろ 工夫 し て 複雑 な デザ イン も 多 
く な っ て いる が や は り 茂 し い 地域 ほど 内 外 が くっ 
きり と 分 か れ た 窓 の 小さ な 家 が 多く な る 。 その 点 
幽 館 の ある 道 南 は 、 当 然 冬 対策 は 必須 で ある に 
せよ 、 夏 の 快適 な 外気 を 享受 する こと は 十分 可 
能 に 思わ れ た 。 そ こ で 、 東 南 か ら の 引き 込み を 
その まま 延長 し て ガー デン と し 、 そ こ に 面 する 屋 
根付 き の 大 き な テ ラス 、 そ の 北側 に 接し て エン ト 
ラン ス と な る 大 き な 土 間 空 間 、 さ ら に 北側 最 奥 
部 に 高 気 密 高 断熱 の 克 に 包ま れ た 生活 空間 を 
順次 並べ る と いう プラ ン を 考え た 。 分 か りや すく < 
ガー デン 、 人 外 域 、 夏 域 、 冬 域 と 名 づけ た 4 つの 
領域 が 並列 する 。 奥 に 向かう ほど 外気 の 影響 が 
河 れ 気 客 性 が 高く な る 。 敷地 に 温泉 が 引き 込ま 
れ て いた こと か ら 、 夏 域 、 冬 域 に それ を 利用 し た 
床 暖 房 を 施し て いる だ け で 空調 は な い 。 夏 域 に 
階段 、 ス トー ズ 学習 スペ ー ス や 作業 テラ ス を 設 


け 、 委 域 は 厨房 、 浴 室 、 委 室 に 罰 め た 。 


半 居 は 立体 格子 を 積層 し 断面 の 中 に 屋上 に 至る 
棚 状 の スペ ー ス を 上 下 に 組み 立て て いる 。 地面 
か ら 上 昇 し 最後 は 屋上 で 解放 され る タテ の 図式 
で ある 。 函館 の 家 は これ を 横転 し て ヨコ に 並べ る 
図式 に 変換 し た 。 こ こ で は 熱 的 に も 機能 上 も 空 
間 と し て も 特徴 づけ られ た 異な る スペ ー ス に 、 日 々 
の 生活 の 中 で も っ と も 快適 な 場 を 捜し つつ 自分 
で 移動 する 。 身 体 に 合わ せ て 空間 の 質 を 変え る 
の で は な く 、 空 間に合わ せ て 身体 を 動か せ ば よ 
い 。 家族 それ ぞ れ 異な る 身体 が 、 同 じ と ころ に 
集まっ た り そ れ ぞ れ が 快適 と 思う 場所 に 分 散 し た 


り 、 そ ん な 状況 が 生ま れる よう な 仕組 み で も ある 。 


これ を 大 き な 身 振り で は な く 無 理 な くつ くる 。 半 
居 で 試み た こと の ひと つ で ある 。 こ の 家 が 竣工 し 
て ちょ うど 1 年 が 給 つ 。 つ まり 四季 を 一 可 し た こ 
と に な る 。 そ の 間 家 族 は それ ぞ れ どの よう な 軌跡 
を い た の か ? 好き な 場所 は どこ な の か ? 今 
度 訪れ る 時 それ を 聞い て みた いと 思う 。 

建築 に まつ わる も ろ も ろ は 、 と て も 複雑 に 厚く 重 
く な っ て いる 。 特に 公共 施設 な ど デ ザイ ン の すべ 
て に 関し て 理由 を 求め られ る 。 あ る い は 環境 性 能 
に 関し て 日 本 中 高 気 密 高 断熱 を 基準 と する 評価 
を 求め られ る 。 四季 が あり 湿気 の 多い 日 本 で こ 


の 基準 は お か し い 、 と いっ て も 状況 は 変わ ら な い 。 


た と えば 、 今 手がけ て いる 学校 施設 は 町 の 方 針 
と し て ZEB (Net Zero Energy Building) を 求め られ て 
いる が 、 こ の 基準 で は パッ シブ 的 な 装備 は 評価 





半 誠 」 外観 。 


の 対象 に な ら な い 。 同じ よう に コロ ナ 後 、 換 気 が 
重要 視 さ れ て いる が 、 高 気 窒 と ビル 管 法 に よる 
換気 量 の 両立 は 矛盾 が あり その 克服 は 実に 高 コ 
スト で ある 。 住宅 に お いて も 同様 、 コ スト に お け 
る 環境 対応 比率 は どん どん 膨れ て いる 。 北 海道 
で 当たり 前 の こと は 沖縄 で は 非常 識 な の に 建築 
家 と し て の 判断 が 削ら れ て いく 。CO。 削減 も 省 エ 
ネ も 重要 で ある 。 し か し な が ら 本 来 そ こ に 多く の 


湯量 吾 北 送 載 堪 : 汗 角 


知恵 が 注 が れ 多 様 な 評価 が ある べき で は な いか 。 


人 が 安息 する 場所 と し て の 住居 は 本 来 自由 な の 
だ 。 ど ん な に 寒く て も どん な に 署 く て も それ を 軽々 
と や り 過 ご し な が ら 外 気 に 接続 し た い 、 半 居 も 区 
館 の 家 も その よう に 考え つく られ て いる 。 

この 家 が 家族 に と っ て それ ぞ れ の 生活 の 中 で こ 
れ か ら 起 きる で あう ろう 多く の 理不尽 を 受容 し つつ 
も 、 明 日 に 向かう た め の 心 寛げる 基盤 と し て いつ 
まで も 生き 続け て ほし いと 心から 思う 。 柄 と し た 
所 以 で ある 。 
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敷地 断面 図 縮尺 1 : 200 


輸 の 家 の お く 

今や 世界 的 な 流行 に な っ て いる グラ ン ピ ン グ と い 
う 室 内 空間 と キャ ンプ を 掛け 合わ せ た 和 宿泊 の か 
た ち は 、 遡 れ ば アフ リカ な どの サフ ァ リ に お いて 
富裕 層 向 け に 設え られ た サフ ァ リ ロッ ジ と 同じ 流 
れ で ある 。 設備 も 何 も な い 荒 野 の 真ん中 で 、 一 
夜 を 明か すこ と が で きる と いう 非 日 常 性 が 原点 に 
ある 。 

今 か ら 15 年 前 、 ア ウト ドア キャ ンプ の よう な 直 蔽 
的 な 自然 と の 関わ り 合 い が 、 ま だ そこ まで 流行 し 
て いな か っ た 頃 、 新 し い 別 六 の か た ち を 提案 す 
る べく 「 輸 の 家 」( 本 臣 0707) を 設計 し た 。 勾配 
屋根 に デッキ の 張り 出し た いわ ゆる 「 別 荘 」 とい 
う 記 号 的 な 建築 形態 で は な い 、 建 物 の 骨格 だ 
けが 森 の 中 に 浮遊 し 、 建 物 の 中 に 居 な が ら も 森 
の 中 に 居る か の よう に 、 人 工 物 と 目 然 物 が 澤 然 
一 体 に 見 える よう な 透明 感 の ある 空間 を つく っ た 。 
別荘 の あり 方 も 徐々 に 変わ りつ つ あ る 。 仕事 を 
する 場所 は 都心 か ら の 距離 と は 無関係 に な り 、 
空間 を 所 有する 意識 の 変化 も 手伝っ て 、 個 人 所 
有 の 建築 が 徐々 に 開か れ 始 め て いる 。 実際 、 輸 
の 家 も バケ ーション レン タル で 、 誰 も が 借り る こ 
と の で きる 簡易 宿所 へ 生ま れ 変 わっ た 。 

その よう な 中 、 輪 の 家 の オ ー ナ ー か ら 隣 の 敷地 
に も う ひ と つ 建 物 を 建て られ な いか と いう 話 を い 
た だ いた 。360 度 の 開放 感 あ る 視界 を 調 っ て 建 


て た 家 の 陸 に 、 新 た な 建築 が 立ち 上 が る わけ で 、 


軸 の 家 に と っ て の 見 慣れ た 風景 を 目 分 目 身 で 捕 
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き 変 えな けれ ば な ら な い 上 難題 を 突き つけ られ た 。 
一 方 で 、 時 を 経て 、 個 別に つく られ た 森 の 中 の 
居場所 が 、 建 築 を 通し て 緩やか な 関係 性 を も ち 、 
新た な 風景 を つく り 出す こと が で きる と て も 素 晴 
らし い 機 会 だ と も 思っ た 。 


地形 と 対話 し 嫌 床 を つく る 

輸 の 家 の 配 置 は 木々 を か わす よう に 計画 され 、 
建設 時 に は た っ た 3 本 の 木 の 伐採 で 済ん だ の は 
閥 い で あっ た 。 目 分 目 身 の 家 か ら の 景色 の た め 
の 緑 で ある こと は 当然 で ある が 、 近隣 住民 に と っ 
て の 自然 も 同時 に 残す こと に な る 。 そ れ が 輪 の 
家 の 隣 に 建築 を 考え る 時 に も 重要 に な っ て くる 。 
隣地 境界 や 道路 境界 か ら セ ッ ト バ ッ ク が 決ま る 
中 で 、 キ ャ ンプ に お いて テン ト の 位置 を 決め る よ 
うに 、 谷 の 傾斜 や 木々 の 配置 を 考慮 し 、 建 物 の 
向き や 位置 を 決め て いっ た 。 

と ころ で 、 キ ャ ンプ で の も っ と も 興味 深く 重要 な 
体験 は 、 科 床 を 探す こと で は な い だ ろ うか 。 自 
身 の 寝 床 、 す な わ ち テン ト を 張る 場所 を 探す 行 
為 は 、 キ ャ ンプ な ら で は で ある 。 ひ と つと し て 同 
じ 地 形 や 風 景 の な い 目 然 環 境 と 対話 し な が ら 、 
も っ と も 自分 に 相応 し い 場 所 を 見 つけ 出す と いう 
体験 が 面白 い の だ 。 地 面 の 高低 差 、 水 拉 け 、 
太陽 の 向き 、 周 囲 の 木々 の 樹 形 、 あ ら ゆ る 自然 
の か た ち を 読み 込み な が ら 、 テ ント の 方 向 や 入 
口 を 決め て いく 。 そ れ は 人 間 が 生活 する うえ で の 
と て も ブ プリミティブ な 行為 で あり 、 建 築 行為 の 本 
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質 に 繋が っ て いる 。 

そし て 、 改 め て グラ ン ピ ン グ の 過ごし 方 を 整理 す 
る 。「 寝 る 」「 風呂 に 入る 」。 こ の ふた つの 行為 
は 軽井沢 と いう 目 然 環境 で は 、 外 部 か ら 守 られ 
る べき だ と 感じ た 。 そ れ を 最小 限 の 大 き さ で 室 
内 化し 、 緩 床 を 探す よう に 点 在 さ せる 。 食事 を 
し た り 覚 い だ り する 場所 は 、 木 々 に 囲む われ た 外 
部 の ダイ ニン グ ・ リ ビン グ と し て 、 日 差し の 強い 
時 や 雨天 時 に テン ト で 覆う こと も で きる よう に し 
た 。 も っ と も ゃ 滞在 時 間 の 長い 空間 は 潤 る 場所 で 
あり 、 母 屋 と 呼ん で いる が 、 で きる だ け キ ャ ンプ 
の 体験 に 近づけ る べく 、 屋 根 は テン ト の よう に 薄 
い 存 在 と し た い 。 折 り 曲 が っ た 板 が 頭上 に 軽く 
寺 か っ て いる 状況 を イメ ー ジ し て 無垢 材 を 並べ 
て 木版 状 に し 、 鉄 骨 フ レー ム に 載せ た だ け で あ 
る 。 屋根 の 水 下 は テン ト が 地面 に 水 を 落と す 距 
享 の 如く 低く し て 、 内 外 の 距離 が 視覚 的 に も 体 
感 的 に も 近く な る よう に し た 。 

「 屋 の 家 」 の 外観 は 輪 の 家 と の 繋が り を 考慮 し て 
決め られ た が 、 そ れ ぞ れ が 目 立 し た 建築 と し て 
の 綴 度 を も つこ と を 意識 し た 。 そし て 陸 り 合う 建 
抹 の か た ち が 互 い の 背 景 に な りつ つも 、 目 然 と 
対 財 す る 人 間 が 住処 に 求め る 建築 の 内 部 性 と 、 
その 住処 の 内 外 の 境界 を 広げ る 建築 の 外部 性 
が 共存 する 、 新 し い 風 景 を 生み 出す こと を 意図 


し た 。 敷地 が 建築 で あり 、 建 築 が 敷地 な の で ある 。 


(武井 誠 ) 
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DLT で 建築 の 地産 地 消 を 目指 す 

設計 や 施工 の 合理 性 追求 か ら 生 まれ た 集成 材 
や プレ カッ ト 技 術 は 、 生 物 で ある 木材 の 本 質 を 
工業 製品 的 安定 性 に 向け て 矯正 する 志向 と 、 そ 
れ を CADCAM で 精密 に 加工 し 金物 で セッ ト し 
て いく 工法 を 推し 進め て きた 。 し か も その 材料 の 
大 半 は 、 安 価 な 輸入 材 に 依存 し た も の だ 。 つ ま 
り 外 材 を 、 集 成 材 工場 、 プ レ カ ッ ト 工 場 と 引き 
回 し な が ら 硝 く 離れ た 建築 現 場 で も 納入 する と 
いう こと が 、 日 本 の 木造 建築 の 進化 の 次 だ っ た 。 
この プロ ジェ クト は 、 地 方 目 治 体 の 経済 ・ イ ン フ 
フラ ・ エ ネル ギー の 自立 を 支援 する 事業 家 で ある 
建 主 が 、 電 気 も 水道 も 引か な い 完 全 オ フグ リッ 
ド を 目指 し た 実験 住宅 で あり 、 地域 の サス テ ナ ビ 
リティ の た め に 踏み 出す 具体 的 な 1 歩 と な る も の 。 
その 挑戦 を 支え る 建築 と し て どん な も の が 相応 し 
いか を 思考 し て いた 折 、 施 工 会 社 で ある 長谷 萬 
か ら 紹介 され た の が 、 グ ルー プ グ 会 社長 谷川 萬 治 
商店 の 「DLT」 だ っ た 。DPT (Dowel Laminated 
Timber) は 木 ダ ボ で 接合 する だ け の 素朴 な 積層 
材 。 丸 身 な ど の 低 質 材 や 端 材 を 有効 利用 で き 、 
か つ 、 ダ ボ 継 ぎ と いう ロー テク で パネ ル を 構成 す 
る の で 特別 な 機械 に も 頼ら ず 、 当 地 の 製 材 所 で 
つく る こと が で きる 。 これ ま で 床 パ ネル や 壁 パ ネ 
ル と し て の 採用 事例 は あっ た が 、 ス ラブ と し て の 
耐力 より も 、 木 端 が 連続 する その 豊か な 表情 や 
木 の カ タマ リ な ら で は の 存在 感 、 調 湿 ・ 蓄 熱 ・ 
放射 ・ 芳 香 な ど が 居住 空間 を 構成 する 要素 に 
な る こと の 方 が 魅力 的 だ っ た 。 そ れ ゆ え ぇ 構造 兼 
仕上 げ 材 と し て 、 全 面 的 な DLT 採 用 を 提案 し た 。 
太陽 光 発 電 の た め に 屋根 は 南面 片 流れ と し 、 そ 
の 下 の 空 間 の 有効 利用 を 考え た 。 オ フグ リッ ド 
を 支え る 特殊 な 設備 機器 の 納まる 地下 ピッ ト (RC 
基礎 部 ) を 始め 、 そ こと 最短 で 直結 する 水 回 5 
、 分 電 盤 や コン トロ ー ラ も 納め る 1 了 の 収納 
部 、 さ ら に 、 高 く な る 天井 の 下 に ロフ ト を 設け て 
書 齋 雪 床 と し た 。 西 側 の 大 き な ビ クチ ナ ャ ー ウ ィ 
ンド ウ は 風景 を 切り 取る 。 そ し て 反対 に 軒 の 低く 
な る 方 向 に は 、 広 い 開 口 と デッキ を 設け て 外部 
へ の 拡がり を 得 て い る 。 

DLUT の 建築 全体 へ の 本 格 採用 は 日 本 初 の 試み 。 
前 例 も な く ノ ウ ハ ウ か ら つ くる 必要 が あり 、 建 物 
と し て 成立 させ る た め に 大 変 な 労力 が 注 が れ た 。 
木 構造 を 担当 頂い た 法政 大 学 の 宮田 雄二 郎 氏 
や 、 施 工 技術 開発 の 長谷 苗 、 現 場 の 方 が た の 
凡 意 工夫 な し で は あり 得 な か っ た 小さ な ビッ グ プ 
ロジ ェクト 。 超 ハイ テク を 納め る 「 汎 ロ ー テ ク 」 な 
答 だ 。 今回 生ま れ た の は 小さ な 小屋 だ が 、 開 発 
し た ノウ ハウ が 今後 共有 され る こと が 、 日 本 に お 
ける 「 建築 の 地産 地 消 」 を 進め る 新た な 選択 肢 と 
な る こと を 願っ て いる 。 (山中 祐一 郎 ) 
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木 ダ ボ で 接合 する 積層 材 DLT 

DLT (Dowel Laminated mber) は 木 ダ ボ で 
接合 し た 積層 材 で 、 ロ グハウス や CLT 建 築 の よ 
うに 木 の カ タマ リ (マス ティ ン バ ー) で 構成 する 
木 資 構造 の ひと つ 。 丸 身 な ど の 低 質 材 や 端 材 
を 有効 利用 で きる こと に 加え 、 接着 剤 も プレ ス 
機 も 使わ ず 、 ダ ボ 継 ぎ と いう ロー テク で パネ ル 
を 構成 する の で 各 生 産地 に ある 製材 所 で つく る 
こと が で きる 。 伐採 期 を 迎え た スギ の 活用 が 期 
待 さ れる が 、 ス ギ 以 外 の 木材 で も 製材 が 可能 
で ある 。 (山中 ) 


格 梁 105X300mmー 
構造 用 合板 上 12mm プ 1 / 


市 金物 一 | 





出 隅 柱 105X105mm 


屋根 部 分 断面 詳細 図 縮尺 1 : 20 


福 杉 ベベ ル 

縦 胴 緑 18mm 

透 湿 防 水 シ ー ト 

受け 機 ( 横 ) モ 65mm/ 断 熱 材 カネ ライ ト フ ォ ー ム =65mm 
受け 算 ( 縦 / ビ 65mm/ 断 熱 材 カネ ライ ト フ ォ ー ム 65mm 
防水 シー ト 

構造 用 合板 上 12mm 

スキ DLT モ 105mm 


DLIHUT 
所 在 地 / 長野 県 北佐久 郡 軽 井沢 町 
主要 用 途 / 住 宅 ( 実 鱗 棟 ) 


設計 

S.O.Y 建 築 協 境 研究 所 
担当 / 山 中 祐一 郎 奥地 ゆか り 

構造 木 構 造 : 宮田 構造 設計 事務 所 
担当 宮田 雄二 郎 高橋 志 元 

基礎 : レン 構造 設計 事務 所 
担当 / 二 連 木 清 

設備 北 良 担当 ノ 笠 井 健 
小田 島 雄 足 十 WOTA 

電気 北 良 担当 / 人 笠井 健 小田 島 雄貴 

施工 

長谷 苗 担当 / 小 林 辰 美 

設備 北 良 担当 ノ 和 菊池 誠 箱 池 孝 樹 
佐々 木 里奈 士 WOTA 


根 大 =60mm/ 断 熱 材 カネ ライ ト フ ォ ー ム モ 60mm 
根 大 =75mm/ 断 熱 材 カネ ライ ト フ ォ ー ム モ 60mm 雷 気 北 良 担当 / 四 戸 仁 


通気 層 15mm 
アル ミス パン ドレ ル 


ーー 日 鋼 125x125mm 


下部 鉛直 ブレ ー ス 


上 土間 コン クリ ー ト 


se 





E 所 メ U 

構造 ・ 構 法 

主体 構造 ・ 構 法 木造 軸 組 工法 

基礎 独立 基礎 一 部 べた 基礎 

規模 

階数 地上 1 階 

軒 高 5,719mm 最高 高 さ 6.670mm 

敷地 面積 1.074.87m2* 

建築 面積 23.27m2^ 

延 床 面 柄 19.98m2^ 

(容積 率 1.86% 許容 20% 軽 井沢 町 自然 保 
護 対 策 要 綱 に よる ) 

1 階 19.98m3 

工程 

設計 期間 2021 年 1 月 て 9 月 

工事 期間 2021 年 9 月 て 12 月 
敷地 条件 
地域 地区 法 第 22 条 区 域 浅間 山 農 景観 育 





成 重点 地域 絶対 高 さ 10m 以 下 (55 条 ) 
道路 幅 只 南 6.74m 駐車 台数 1 台 
外部 仕上 げ 
屋根 ノ ガ ル バ リ ウム 鋼板 横 草 き 
パネ ル (パナ ソニ ッ ク ) 
外壁 ノ 福 杉 ベ ベル サイ ディ ング 張り (プレ イリ ー 
ホー ムズ ) 

開口 部 ノ / 木 製 サ ッ シ (TRANS) 

その 他 プ サイ プレ ス デ ッ キ 材 (プレ イリ ー ホ ー ム 
ズ ) 

内 部 仕上 げ 

キッ チン 

床 ・ 天 井 ア スギ DLT (長谷 川 萬 治 商店 ) 
塗装 仕上 げ (オス モカ ラー) 

壁 / 珠 酸 カ ル シ ウ ム 板 塗装 仕上 げ 
塗装 仕上 げ (オス モカ ラー) 

厨房 機器 ノ 

IH コ ン ロ グ サン ワカ ン パ ニー KK08081 

換気 扇 ( シ ェ ー ド ) レン ジフ ー ド / TOOLBOX 

KB-KC017-02-G141 

キッ チン カウ ンタ ー シ ン ク 排 水 器 具 一 式 プ サ 

ジル アル ョ シク ル パー ビー た リリック 
洗面 所 
床 ・ 壁 ノ FRP 

2 昌 2 ラ デリ 
天井 アス ギ DLT (長谷 川 萬 治 商 店 ) 

上 ば げ (オス モカ ラー) 
便器 ノ SFA C11LVSE-100 
洗面 カウ ンタ ー/ Tform FAA70-0101 
洗面 用 水 栓 金物 ノ Tform FHT73-2201-FO1 
空調 機器 / ノ 三菱 電機 V12PFL7 Chrester 

HEATB-101B 
主 室 
床 ・ 天 井 プ スギ DLT (長谷 川 萬 治 商店 ) 

装 仕上 げ (オス モカ ラー) 

壁 プ スギ DLT (長谷 川 萬 治 商店 ) 


ー 部 太陽 光 
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ー 部 スキ ギ DLT 塗装 仕上 げ ( オ 


徐 装 仕 


> 祭 
三 


塗装 仕上 げ 


5 


1 | = 


本 時 mr a 


四 コ ee 寺 _ | 
mr 〒ー キー 
『 寺 ll 上 = = 
ー 語 革 _ 中 
和男 重 』 コ し ロ 6 下 
四 : ー 本 
Ii 環 | | 
還 』 『 ょ 呈 _ 還 す ! 1 
「| 1 - ド 本 ョ | H 王 
= 円 ーー 昌 ュ a 
ー ー トー 
中 還 共 + に = | 同 1 1 二 
wa 3 』 室 皿 言 
ai 1 
ーー リ ーー 本 = し 1 に 
] 本 - ョ 吾 購 | 由 
」 コ 」 
」 記 ュ ] 
ーー 一 ーー PL EE 昌 当 TE ー 
本 計 記 『 
F」 『 F 
ーー 
mW 
記 

F 

記 


PP 
7 / 


(オス モカ ラー) 
仕上 げ 

家具 ノイ ー ム ズラ ウン ジ チ ェ ア & オ ッ ト マ ン + ミ 
クシ ッ ト ・ セ ラミ ッ ク ・ サ イド デー ブル ( ザ ・ コ 
ン ラ ン シ ョ ッ プ ) 


ー 部 理 酸 カル シウム 板 塗装 
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床 プ スギ DLT 塗 装 仕上 げ (オス モカ ラー) 
ー 部 カー ベット (サン ゲ ツ ) 
壁 ・ 天 井 ア スギ DLT 浴 装 仕上 げ (オス モカ ラー) 


設備 シス テム 
空調 暖房 方 式 / 四 映 式 


冷房 方 式 / な し 
換気 方 式 / 第 3 種 換気 
その 他 / 新 スト ー プ (メト ス ) パネ ル 
ヒー タ (リン ナイ ) 赤外線 ヒー ター 
(Chrester) 
給排水 給排水 方 式 プ オフ グリッド 設備 
WOTA BOX (WOTA) 
給 混 方 式 ノ 瞬間 式 
撮影 ノ 新建 築 社 写真 部 
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6 寸 勾 配 の 片 流れ 屋根 は 、105x300mm の ふた つの 桁 に 梨 け て いる 。 
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特集 : 木造 の 魅力 
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彦根 アン ドレ ア 
Andrea Hikone 
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セカ ンド ハウ ス 兼 グラ ン ピ ン グ 施 設 の メイ ン 棟 。 断熱 





生 有 馬 を 上 げ 、 太 陽光 パネ ル 


で も 電力 を 賭 え る よう に する こと で 、 オ フグ リッ ド に 近づけ て いる 。 将来 的 に は メ 
イン 棟 を モデ ル に 、 小 型 の A フ レー ム の 小屋 を 数 棟 建 て て いく 予定 。 








リビン グ ・ ダ イニ ング か ら 室 内 を 見 通す 。910mm ピ ッ チ で 
120mm 角 の 梁 が 連続 する 。 左 の 開 ロ 上 部 に 太陽 人 肖 パ ネル 
が 設置 され る 。 天井 高 は 頂部 で 約 6m。 
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自然 を 享受 し 自立 する 地域 の 拠点 
最寄り 駅 か ら 車 で 8 分 、 山 を 上 が っ て いく と 突然 
テン ト の よう な 建物 が 目 に 入る 。 

自転 車 の 山下 り を する 途中 で 、 こ の 土地 を 見 つ 
けた 建 主 は 、 最 初 に ここ に 太陽 光 発 電 所 を つく 
ろう と し た が 、 近 隣 の こと も 考え 、 グ ラン ピン グ 
サイ ト を つく る こと に し た 。 美 し い 山 の 風 景 を 多く 
の 人 が 楽し め 、 地 域 の 人 も 集まる 場所 に な る よ 
う 計 画 し た 。 

「 で きる だ け オ フグ リッ ド に 近い 建物 で 、 面 白い 
か た ち を 」 と 要望 され 、 単 純 に 木 の テ ント を つく 
り 三角 の ガラ ス 面 か ら 山 を 望み 、 大 き な デ ッ キ で 
屋根 に 寄り 掛か り 日 向 で 寛ぐ こと を 考え た 。 

A フ レー ム は 経済 的 で 、 南 向き の 屋根 三 壁 面 は 
光 を 受け る 面 と な る 。 ソ ー ラ ー パ ネル を 設置 し 、 


| 








玄関 方 向 を 見 る 。 填 間 に 設置 し た ペレ ッ ト ス トー ブ で 暖房 を 賭 う 。 


必要 な エネ ルギー を つく り 、 南 穴 か ら の 太陽 熱 
で 建物 を 温め る こと に し た 。 テ ラス で は 休み な が 
ら 、 ぼ か ぼ か と 体 に 太陽 の 兆 を 浴び る こと も で き 
る 。 東側 の 三角 窓 か ら 、 夕 日 に 照ら され て オレ 
ンジ 色 に 染まっ た 八ヶ岳 が 、 西 側 の 窓 か ら 朝 日 
で 染め られ た 山 が 目 に 入る 。 ロ フト の 北 の 窓 か ら 
は 夜 、 寝 な が ら 星 空 が 見 える 。 

200mm の ネオ マフ ォ ー ム 断 寺 の 性 能 に より 准 
は 建物 に 残り 、 茂 し い 冬 の 塞 さ で も 、 ベ レッ トス 
トー ブ だ け で 快適 に 過ごす こと が で きる 。 電気 
は 太陽 光 パ ネル で 発電 し 、 オ ー ル 電化 と し て い 
る た め 、 室 外 機 、 ガ が ガス ボン べ な どの 設備 は 不要 
と な る 。 よっ て メン テ ナ ン ス の 必要 も な く 、 管 埋 
も し や すい 。 近 くに 素晴らし い 温 泉 が た くさ ん あ 
る た め 浴 室 は コン パク ト に 設え 、3 段 降り た と こ 








ろ に 設置 し た シャ ワー を 主 に 、 水 を 溜め る と 浴 
槽 に も な る 。 十 和田 石 と ヒバ 材 で 仕上 げ て いる 。 
また キッ チン に 立つ と 、 和 斜め の 容 の 前 に 森 が 広 
が り 、 デ ッ キ の 人 と 会 話 も 楽し め る 。 シ ン ブ ル な 
スギ 板張り の 屋根 / 外 克 が ター プ の よう に 建物 
を くる ん で 、 デ ッ キ まで ひと 続き に 繋が る 。 
目 然 に 優し く 、 経 年 変化 を 楽し むこ と が で き 、 
肌触り の よい 木材 で で きた この 建物 は 、 グ ラン ピ 
ング の 中 心 に な る 光 の テン ト の よう で ある 。 
(彦根 アン ドレ ア ) 
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所 在 地 ノ 長野 県 諏訪 郡 

主要 用 途 プ セカ ンド ハウ ス 兼 グラ ン ピ ン ク 施 設 
家族 構成 / 夫婦 士 子供 2 人 


設計 


構造 ス ツ テ ッ ク 建 設 

設備 ・ 電 気 ・ 外 構 ・ 造 園 彦根 建築 設計 事務 
所 担当 / 彦 根 ア ンド レア 

施工 

設備 有 貸 水道 担当 / 佐 々 木 聖 一 

電気 都電 設 担当 / 堀 内 治 

主体 構造 ・ 構 法 木造 

基礎 べた 基礎 


規模 


東 か ら 見 る 夜景 。 


彦根 建築 設計 事務 所 担当 / 彦 根 ア ンド レア 


階数 地上 1 階 オ ロフ ト 
軒 高 6,.230mm 最高 高 さ 6.488mm 
敷地 面積 927.35m^ 
建築 面積 91.00m7 
(建蔽率 9.81% 許容 60%) 
延 床 面積 97.00m* 
(容積 率 10.35% 許容 200%) 
1 階 81m* 2 階 15m< 
工程 
設計 期間 2019 年 3 月 7 月 
工事 期間 2021 年 4 月 て 10 月 
敷地 条件 5 
道路 幅員 東 6 て 7m ' 駐車 台数 7 台 
外部 仕上 げ ーーーーーーーーーーーーーーーーー 
屋根 ・ 外 壁 プ スギ 羽目 板 t=15mm キシ ラ デ 
コー ル 塗 装 仕上 げ (カネ サダ 横尾 木工 所 ) 
開口 部 プ ト リ プル グラ ス (制作 ) トッ プラ イト 


の 9」 の ツル ルル る 
外 構 / ノ デッキ 
内 部 仕上 げ | 
リコ ンク ン 朋 症 - コ ン ルン 
床 プ スギ 板張り (カネ サダ 横尾 木工 所 ) 
壁 ・ 天 井 ノ / 構 造 用 合板 
厨房 機器 / IH コ ン ロ 
換気 扇 (シェ ー ド ) / 制 作 
ジニ ラン マ 人 柚 隊 ヨリ ルン | 
照明 アライ ティ ング ダク ト 
建築 金物 / 
シン ク 水 栓 金物 プ SUS シ ンク (制作 ) シン 
グル レバ ー キ ッ チ ン 混 合 栓 (GROHE 
lpG1010!010』 
浴室 
床 ノ 十和田 石 
壁 ・ 天 井 プ ヒノ キ 板 





照明 アダ ウン ライ ト 

建築 金物 ノ 施錠 金物 か ん ぬき 

バス タブ ノ 制 作 

ジム アル アハ る に シン / の 2 人 Cl5(6 ロ に 

トイ レ 洗面 所 

床 プ スギ 板張り (カネ サダ 横尾 木工 所 ) . 


- 壁 ・ 天 井 ノ 構造 用 合板 


照明 アダ ウン ライ ト 

建築 金物 ノ 施錠 金物 か ん ぬき 

便器 ノ TOTO ネオ レス ト DH1 CES9565HW 

洗面 カウ ンタ ー ノ 制作 集成 剤 

洗面 用 水 栓 金物 ノ FLAMINA Mono AAA70- 

1104 [ 

設備 シス テム 

空調 キッ チン ・ 洗 面 所 廊下 の み 床 暖房 
撮影 ノ 彦根 藍 
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資源 を 頻 ぐ こと を 踏ま えた 住宅 の 探 求 

建物 は 一 般 的 に 数 十 年 、 を それ 以上 の 耐久 性 を 
ゃ つが 、 そ の 寿命 を 全う で きず に 終わ る こと の 方 
が 多い だ ろう 。 建築 が 短 舎 に 終わ る 埋 由 は 、 社 
会 育 景 や 、 個 人 の 生活 、 ビ ジネス の 環境 変化 
に よる 用 途 の 盛衰 な ど さ ま ざま だ 。 建築 と は 時 
代 を 象徴 する 物差し で ある と も いえ る 。 わ れ わ れ 
建築 に 携わる 者 は そん な こと に 目 を つむ っ て 、 ひ 
と つ ひ と つの 要件 と これ か ら の 建築 の あり 方 に 向 
け て 、 相 当 な エネ ルギー と 知恵 を か け て 、 も っ と 
も 適し た 建築 を 生み 出す 。 

この SANU 2nd Home で は 、 同 じ 設計 の も の を 
つく り 続け て いる 。 も ちろ ん 1 棟 を つく る ご と に 発 
見 や 学び が あり 、 設 計 ・ 施 工 の 細やか な アッ プ 
デー ト は 付き も の だ が 、 利 用 者 に と っ て 見 える 男 
囲 で は 基本 的 に 「 同 じ か た ちの キャ ビン 」 だ 。 い 
つも 同じ 場所 に ある 電気 の スイ ッ チ や 食器 は 、 サ 
ブス クリ ブ プション 会 員 と し て キャ ビン に 通う 人 びと 
に と っ て 通い 慣れ た 安心 感 と 居心地 の よさ を も た 
ら す 。 そし て 、 建 築 が 主役 に な ら な いか ら こ そ 、 
盆 の 先 の 目 然 の 景色 の 変化 に 敏感 に な る 。 キャ 
ビン の 特徴 で も ある 曲面 克 は 、 幅 は ぎ 材 を 両面 
か ら ス リッ ト を 入れ 「 ひ ね る 」 こと に よっ て 3 次 曲面 





を つく り 、 そ の 滑ら か な 曲線 に 導 か れ て 、 窓 の 外 
の 目 然 へ 目 を 向け る 時 間 を 意図 的 に 増やし て いる 。 
また 、 キ ャ ビン に は 釘 や ビス を 極力 使用 せ ず 、 ほ 
と ん どの パー ツ が ふすま や 障子 の よう に 簡単 に 取 
り 外 し 可能 だ 。 そ うす る こと で 50 年 後 の 未来 に 
キャ ビン が 解体 され た 時 、 資 源 と し て また 新た な 
使い 方 を 考え る こと が で きる 。 建築 は 重たい も の 
で ある か ら こ そ 、 わ れ わ れ の 世代 が 何 を 未来 に 
託す か が 重要 だ 。 

この キャ ビン は 現在 長野 県 白樺 湖 と 山梨 県 八 ヶ 
岳 に 完成 し て いる が 、 こ れ か ら 日 本 中 の 山 や 海 、 
湖 な どの 自然 豊か な 立地 に 積極 的 に 展開 し て い 
く 計画 で 、 今 年 の 春 頃 ま で に 新た に 5 拠点 45 棟 
の 完成 を 予定 し て いる 。 

この 同じ も の を つく る こと 、 そ し て 建築 が 主役 に 
な ら な いこ と は 、 調 達 、 設 計 ・ 施 工 、 運 用 、 そ 
し て 移設 や 解体 と いう 建築 の ライ フサ イク ル 全 体 
を 通し て 、 必 ず 訪れ る 建築 物 の 終 徐 を 目 然 の 時 
間 還 に 合わ せ て 計画 する こと に 繋 が る 。 今日 で 
き 上 が っ た 建築 を どの よう な か た ち で 未来 の 世 
代 に 渡す の か 、 ど う 資 源 と し て 残せ る の か を 控 
求 す る こと が 、 今 必要 な の で は な いか と 考え て い 
の (安齋 好 太郎 ) 





ダイ ニン グ 、 キッ チン を 見 る 。 家 具 も すべ て 国産 の 木材 を 使用 。 
キッ チン に は レン ジ や トー スタ ー、 コ ー ヒ ー ド リッ パー な ど が 
揃っ て お り 、 地 域 の 食材 を 目 分 た ち で 楽し お こと が で きる 。 


ベッ ドル ー ム か ら 玄 関 側 を 見 る 。 キ ャ ビン の 内 部 は 完全 に は 仕切 られ す 、 
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/ 外壁 (斜め 壁 ): ス キ 無垢 板 45mm 無 塗装 
内 上 下 引 掛け 金物 付き 
ゾ (Z ク リッ プ ) ソ リ テ ックス QUAT 
/ スキ 合板 910x1.820mm = 回 生 横 張 り @910mm 
〆 柱 ( 溝 加工 )150X150mm @1.820mm 
P 横 架 材 120X45mm @1.820mm 
ゾ 断熱 材 ネオ マフ ォ ー ム モ 100mm 











! ! ! 、 1 ! 1 ! 1 ! ! ! 1 1 1 1 ! いて ご いさ ーーー- 3 交 ーーーーーーーーーーーーーーーーー= 屋 根 テ ウジ ト 
に 二 G 1 細い 間 スキ 合板 =12mm 
垂木 | =120x120x5.468mm 


曲面 壁 : 峠 は ぎ 材 (スリ ツボ 加工 ) モ 30mm 


天井 : ス ギ 合 板 910X1.820mm =12mm 保護 塗料 塗装 
化粧 梁 ( 満 加工 ) 90X90mm @910mm 

多 雪 地域 仕様 240mm 

※ 一 般 地 仕様 は 180mm+60mm パッ キン 

人 =100mm 


軒 天井 : ス キ 合板 上 9mm 一 
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いい リア ーー マー 外層 ( 事 壁 ): ス ギ 無垢 板 45mm 無 塗装 
い ア 上 下 引 掛け 金物 付き 
い / (イナ ズ マ プレ ー ト PS) 
ソリ テッ クス QUATTRO 
が /\ スギ 合板 910x1.820 =9mm 
計 : ん 横 張 り @⑥1 820mm ビス 止め 
重い 柱 ( 溝 加工 )150x150mm @1.820mm 
し 横 架 材 150xX150mm 
いい ネオ マフ ォ ー ム に 100mm 
(いい 
洛 ( 
1 1 員 
eo 細 デ EE 
ヽ ー* | ee 隔 in 1 ! HMI 
ウッドデッキ:105X105mm 一 ーーーー ー WW 1 | 
目 透 か し 15mm | ー 川 | 1 いし れ 
[=1.620mm 『 ジン 1 本村 
土合 : ヒ ノ キ 105x105mm @750mm いい \ 【 N 
中 に ここ TA 
/ ーー エー 間 
斜め 壁 : パ ー テ ィ ク ル ボー ド 910X1.682mm カル 5 AL W 
に 12mm 雇 実 加工 @910mm 横 張り [ 
床 : パ ー テ ィ ク ル ボー ド 一 し 給 
に 10mm 突 付け 保護 塗装 間 
スキ 合板 上 24mm - 
上 土台 H150XW120mm @1.820mm ユル デ 
ネオ マフ ォ ー ム モ 100mm 
( 多 地域 は 変更 の 可 性 あり ) 了 
スキ 合板 9mm 
下 土台 90x90mm or 下 土台 90xX120mm 
パッ キン 35mm / 
垂直 壁 : パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド 
MD ニュ o 910X1.620mm モ 12mm 
長手 断面 詳細 パー ス 雇 実 加工 
91Omm 地方 の 森林 組合 と 環境 保全 を 支え る 国産 木材 の 活用 


右手 県 釜石 地方 は 、 東 日 本 大 岩 災 津波 被害 の 復旧 に 伴う イン フラ 整備 終了 後 、 急 
激 な 人 口 減少 ・ 高 齢 化 と 経済 の 停滞 が 予想 され 、 経 済 の 立て 直し が 喫緊 の 課題 で 

あっ た 。 一 方 、 集 中 豪雨 な どの 被害 は 拡大 傾向 に あり 、 森 林 の 多面 的 機能 へ の 期 
待 が SDGs の 普及 と 共に 高く な っ て きた 。 その よう な 中 、 森 林 所 有 者 と 共に 森林 だ 
け で な く 、 重 要 な 地域 産業 で ある 漁業 ・ TP の 植林 を 
含む 保全 活動 を 行っ て きた が 、 地場 産業 と し て 成り 立た せる た め こ は 成 熟 期 に 達 す 
る 植 栽 木 の 活 用 ・ 販 売 が 鱗 か せな い 。SANU 2nd 1 
へ の 支援 が 地方 の 森林 組合 の 活性 化 と 環境 保全 の ロー ル モ デ ル と な る こと を 期待 
し て いる 。 (高橋 幸男 ノ 釜石 地方 森林 組合 ) 


外部 屋 屋根 設置 
外壁 
2 ツキ 設 設置 


木 土台 を 設置 木 軸 設 軒 
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ー ツ 化し た フレ ー ム を 組み 立て て いく 。 さ 4m、 横幅 最大 約 5m の 開口 部 建具 は 特注 で 制作 。 2 重 
ガラ ス と 木製 サッ シ に よる 断熱 性 能 も 備え て いる た め 、 茂 し い 
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平 縮尺 1 : 100 1 
平面 図 縮尺 外壁 は 木製 カー テン ウォ ー ル 工法 に より 工場 で 1 次 加工 を 施 


し 、 フ ァ ス ナー 金物 を 用 いて 現場 で 緊結 し て いる 。1 枚 ずつ 簡 
さま ざま な 条件 に 適応 する 構造 と ディ テー ル 単に 脱着 で き メ ン テ ナ ンス や 解体 が 容易 。 
それ ぞ で れ の 自然 環境 と 敷地 へ の 適応 、 低 コス ト や 安全 性 、 施 工 性 な どの 設計 要件 
ee 、 設 計 施 工 の 一 気 通 賀 型 体制 を 活か し て 構造 計画 を 決定 し た 。 
基礎 構造 に は 、 鉄 崩 の 杭 と 梁 を 用 いて 、 則 性 と 耐久 性 に 優れ 、 斜 面 に も 対応 で き 
si 上 部 構造 は 国産 材 の スギ に よる 軸 組 壁 構法 と し 、 プ レ カ ッ ト 
コス ト を 抑え る た め 一 般 加工 機 で 加工 可能 な ディ テー ル と 接合 金物 を 追求 し 、 則 












































































作 、 組 立 に か か る 工期 を 短縮 し た 。 (田村 沿 土 / ア ディ ックス ) 
V 最 高 高 
“ | まま ーー SN 【 
還 II 豆 | 画 I 加 NN 
/ / が た 技 MMOGGXUWWOAO0 WPM fyN 「 
ッ /A/N MMN MM 内 以 A 、 AN Wa- or 
ュ 放 に = も ーーー ドキ ーーー モト ーー ニーー ト ーー ニー = っ ーーーーーー 斜め 壁 : パ ー テ ィ ク ル ボー- ド 910X1.682mm カ ッ ト 1F 天 井 高 
天井 スギ 合板 910X1.820 た 12mm / Ke ッ =12mm 実 加工 @910mm 横 張 り 
林 護 塗料 塗装 414 / ッ メ 
化粧 梁 ( 清 加 工 ) 90X90mm @910mm 7 。 だ) 
楽 : 多 雪 地 域 仕様 240mm が 
ポ 一般 地 仕様 は 180mmt60mm パッ キン 1000| | 』 
ネオ マフ ォ ー ム モ 100mm 「 | が 


ーー 外壁 (斜め 壁 ): ス キ 無 垢 板 45mm 無 塗装 
上 下 引 掛 (Ni 4 リッ プ ) 
デ ソリ テッ クス QUA 
スキ 合板 910x1 820mm 15mm 横 張り @910mm 
柱 ( 溝 加工 )150X150mm @1.820mm 
横 架 材 120X45mm @1.820mm 
断熱 材 ネオ マフ ォ ー ム モ 100mm 


垂直 壁 : パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド ーー 『』 
910X1.820mm = に 12mm 実 加工  // 


@910 横 張 り 保護 塗料 塗装 





〇 ) 
2 
に 
Sg 
ざ | さ 
CO 
ーー 床 : パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド =10mm 突 付け 保護 塗装 前 
スキ 合板 に 24mm 
上 土台 150mmx120mm @1.820mm 
ネオ マフ ォ ー ム =100mm 
地域 は * 更 の 可能 性 あり ) 
スキ 合板 に 9mm 
下 土台 90X90mm or 下 土台 90xX120mm 
パッ キン =35mm 
の 
V 土 台 染 天 端 マ FL エ 0 / 
で 
V 鉄 骨 基 礎 天 端 GL+T1000 
(て つ 
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ーーーーーーーーーー 防 氏 装 2 回 
(1 回 目 工 場 、2 回 目 現 場 ) 
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SANU 2nd Home 八ヶ岳 1st カネ トモ (八ヶ岳 ・ 白 樺 湖 ) 担当 伊藤 寛 朗 工程 壁 /R 壁 : スギ 材 張り 斜め 壁 ・ 間 仕切 り 璧 ・ 
所 在 地 ノ 山梨 県 北杜 市 丸 宋 建 設 ( 北 軽井沢 ) 担当 / 和 丸山 博文 設計 期間 2020 年 7 月 て 2021 年 7 月 パー ティ クル ボー ド 張 り 
主要 用 途 プ サブ スプ リク ショ ン 型 セカ ンド ホー ム 協 宋 住 建 (山中 湖 ・ 河 口 湖 ) 担当 ノ 小 林 大 輔 工事 期間 2021 年 7 月 て 2021 年 11 月 天井 アス キ ギ 合 板張り 保護 塗装 
杭 工 事 東部 担当 / 相 馬 智 丈 敷地 条件 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 家具 ・ 仕 避 
設計 一 一 ーー 一 鉄骨 土台 製作 星野 製作 所 園部 製作 所 都市 計画 区 域外 森林 共生 区 域 収納 ・ デ スク ( 太 氷 木工 所 ) 
ADX 担当 / 安 氷 好 太郎 二瓶 洋 吾 木材 供給 全 石 地方 森林 組合 担当 / 高 橋 幸 男 道路 幅員 10.772m (西側 接 道 ) ヘッ ド ボ ー ド ・ ソ ファ ( 太 齋 木工 所 、 ヤ マナ 
プロ ジェ クト ・ マ ネジ メン ト ADX 木材 加工 ポラ テッ ク ・ オ ノ ツ カ ・ ワ タ ザ イ 駐車 台数 6 台 力 家 具 ) 
担当 / 橿 英二 郎 福島 県 郡山 地区 木材 木工 工業 団地 協同 組合 外部 仕上 げ 一 一 内 装 建具 ( 参 科 木 工 所 ) 
構造 ディ ックス 担当 / 田 村上 尚 土 構造 ・ 工 法 屋根 ノ 不 燃 シ ー ト (ヒロ シ 幌 内 張 製作 所 ・ 需 人 カー テン (川島 織物 セル コン ) 
測量 ・ 造 成 設計 ・ 許 認可 主体 構造 ・ 構 法 木造 ・ 在 来 軸 組 構法 フロ ンティア ) 防水 シー ト (エコ ・ ト ラン ス ダイ ニン グ テ ー ブ ル ・ イ ス (イン ター オフ ィ ス ) 
二葉 測量 設計 事務 所 担当 / 泉 地 進 吾 基礎 杭 基 人 礎 ファ ー・ ジ ャ パン ) 下地 スキ 合板 張り 設備 シス テム 
照明 計画 ニュ ー ラ イト ポタ リー 規模 - 垂木 プス ギ 材 (釜石 地方 森林 組合 ) 空調 暖房 方 式 プ / ペ レット スト ー ブ (東京 ス 
担当 ノ 永 冨 裕幸 階数 地上 1 階 外壁 プ OSB 下地 防水 シー ト スキ 材 張 り トー ブ ) ・ マ ル チ エ アコ ン 
イン テリ アデ ザイ ン STUDIO DIG. 軒 高 5440mm ※* 棟 ご と の 平均 地盤 高 さ に よる 開口 部 / 特 注 木製 サッ シ (日 本 の 窓 ) 水性 ウレ 冷房 方 式 プ マル チエ アコ ン 
担当 ノ 米谷 医 志 最高 高 さ 6.924mm 玉 棟 ご と の 平均 地盤 高 タン 塗装 複 層 Low-E ガ ラス 換気 方 式 / 第 3 種 換気 自然 給 気 
施工 一 ーー に よる バル コニー デッキ ・ ス ギ 板 張り 給排水 給水 方 式 / 受 水槽 方 式 
ADX 担当 野地 啓太 関 坂 持 希 敷地 面積 833.09m: 内 部 仕上 げ 一 一 ーー 一 排水 方 式 / 浸 穫 式 浄化 槽 
現場 施工 建築 面積 61.56m* 床 ・ 小 上 り / OSB 下 地 パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド 選 給湯 給湯 方 式 プ ガス 給湯 器 
tukuru 担当 古関 秀 草 (建蔽率 14.78% 許容 40%) り 保護 塗装 ーーーーーーーーーーーーー 撮影 / 新建 築 社 写真 部 
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夏 と 住宅 の 循環 


林間 中 裕 ANo ファ ンター) XX 安 紙 好 大 郎 ( 建 貧 家 ) 


住宅 を 共有 する 

本 間 「SANU」 は 2019 年 に 「LiVe with nature. 
ノ 自然 と 共に 生き る 。」 を 掲げ て ライ フス タイ ル ブ 
ラン ド と し て 設立 し まし た 。 上 自然 の 美 し さ 、 楽 し き 
を 広く 伝え て いく こと で 目 然 と の 共生 を 考え る こと 
を 身近 に する と いう 思い で や っ て いま す 。 私 た ち 
が 提供 し て いる SANU 2nd Home と いう サブ スク 
リプ ショ ン サ ービス は 、 海 や 山 、 川 の 近く に ある 
も う ひ と つの 家 に 、 チ ェ ッ クイ ン な どの 手間 も な く 
スマ ー ト フォ ン ひ と つ で 気軽 に 行き 自然 の 中 で 過 
ご すこ と が で きま す 。 現在 は 白樺 湖 、 人 八ヶ岳 で オー 
プン し て 、 ど こ で も 泊まる こと が で きま す 。 環境 問 
題 の 解決 は 現代 の 大 き な 課 題 で す が 、 ま ず は 上 自 
ら が 目 然 と 関わ り 、 愛 着 を も つこ と で 初め て 環境 
問題 を 目 分 事 と し て と ら え て 取り 組め る の で は な 
いか と 思い ます 。 好き だ か ら ず っ と 自然 を 楽し み 
た いと いう シン ブル な 動機 さき え あ れ ば 、 責 務 で な 
く て も 環境 を 守 ろ うと 思え る は ず で す 。 

安齋 環境 問題 へ の ポジ ティ ブ な 関わ り 方 と 、 も 
と も と 個人 が 所 有する も の が 前 提 で あっ た 住宅 
を 共有 する こと は 、 コ ロナ 人 往 を 契機 に 進ん だ 居 
住地 の 選択 肢 の 広がり や 、 会 社 に いな く て も 仕 
事 が で きる これ か ら の 生活 に は 必要 で す 。 持ち 
家 や 賃貸 住宅 と も 異な る あり 方 は 、 僕 た ちの 暮 ら 
し 方 や 建築 の あり 様 に 目 由 を も た ら す と 思い ます 。 
本 間 SANU 2nd Home は も う ひ と つの 家 な の 
で 、 非 日 常 的 で は な く 家 に 帰る と いう 感覚 を 大 事 
に し た いと 思い まし た 。 そこで 、 同じ 住宅 (キャ ビン ) 
を 増殖 する よう に いろ いろ な 場所 に 建て て いく こ 
と で 、 自 分 の 家 が いろ いろ な と ころ に 存在 する 状 
況 を つく れる と 考え まし た 。 一 方 で キャ ビン の 外 
に ある 目 然 は 地域 や 季節 に よっ て 変わ る の で 、 


SANU 2nd Home の 体験 は 多様 に な る 。 そ し て 、 


増殖 し て いく 建築 は 建て る 過程 か ら そ の 先 ま で 
ずっ と 自然 と 調和 する あり 方 を 目指 し て いま す 。 


木 と 建築 の サイ クル を 見 直す 

安 交 この プロ ジェ クト の 企画 当初 、 僕 ら も 建築 
を 建て る 際 の 環境 負 荷 や 、 建 築 の 寿命 が 木材 が 
育っ た 年 月 より も 短い こと に 対し て 疑問 を も っ て い 
まし た 。 僕 は 福島 県 の 工務 店 の 3 代目 で す が 、 
但 父 や 父 が 時 間 と エネ ルギー を か け て つく っ た も 
の が 、 今 家 を 継ぐ で 人 が いな いた め に 空き 家 や 廃 
震 と な る ケー ス が 増え て いま す 。 こ れ ま で の 活動 
で 得 た 木 の 知見 を 活か し て 設計 し た いけ れ ど 、 建 
て た 建築 が 空 き 家 や 廃 志 に な る か も し れ な いと い 
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う 課題 を 解決 し て いな い 中 で 新しい 建築 を つく る 
こと に 矛盾 を 感じ て いま し た 。 建築 は 重く て 強い 
も の だ か ら こ そ 、 い ずれ 来る 解体 と いう 終わ り を 
迎え る 時 、 建 築 を 資源 に する た め に つく り 方 や 材 
料 に つい て も っ と 研究 する 余地 が ある 。SANU 
2nd Home で は ひと つの プロ ダク ト を 増殖 させ て 
いく の で 、 つ くり 方 や 材料 、 そ の 調達 の 流れ な ど 
を 含め て 研究 し 実践 で きま す 。 それ に 、 キ ャ ビン 
を さま ざま な 地域 に 展開 する の で 、 ま だ 見 ぬ 土 地 
に も 建つ も の を 設計 する こと に な り ま す 。 だ か ら 、 
空間 を 設計 する と いう より は 、 建 て る 過程 や 材料 
な どか ら 建 築 を 立ち 上 げ て いき まし た 。 実際 に 、 
この キャ ビン で は 和 部材 を プレ カッ ト や CNC ル ー 
ター で パー ツ 化 し 、 釘 や ビス を 極力 使わ な いこ と 
で 解体 ・ 移 動 や その 後 の 活用 が 簡単 に な り ま し 


た 。 ま た 、 冬 面 地 に 杭 を 打てる 杭 打 ち 機 を 開発 し 、 


杭 工 法 の 基礎 に よっ て 地形 や 風 の 流れ に 与え る 
影 絡 を 最小 化し まし た 。 有 曲面 壁 が 大 き な 特 徴 で 
す が 、 上 ト 下 に 溝 を つく り 、 伺 人 箇 な 式 で 建具 を 飲め 
て いる の で 取り 外し が 可能 で す 。 ふ すま や 障子 と 
いっ た 日 本 の 建具 を 参考 に し た 、 木 で つく る 空間 
の 幅 を 増やす 試み で も あり ます 。 結果 、 全 体 の 
施工 期間 が 通常 の 約 半 分 に 抑え られ 、 施 工 中 の 
CO。 の 排出 量 も 削減 で き 、 建 築 の 品質 も 担保 で 
8 

本 間 実際 に キャ ビン を 建て る 場所 は 、 行 くま 
で の 気軽 さと アク ティ ビ テ ィ が 重要 で す 。 自然 を 
味わい に 行く と いっ て も 、 手 つか すずの 山奥 に 行く 
の は ハー ドル が 高い 。 都 心から 車 で 1.5 て 3 時 
間 で 、 か つ 運 転 ス キル な ど を 問わ な い 道 の り で 
行け る 地域 を 選ん で いま す 。 

婦 交 場所 の 選定 は 、 現 在 の 不動 産 屋 と いう 
一 般 の 市 場 と 僕ら で は よい と 思う 感覚 に ずれ が 


あり ます 。 そこ に も と も と ある も の を 美しい と 思い 、 


生か し た い の に 、 地 域 性 を 無理 に 改変 し て いる 
こと も 多い 。 そ の 地域 に いる 人 た ち が 地 域 の 魅 
力 に 気づい て いな いこ と も あり ます 。 

本 間 気づけ て いな か っ た 魅力 を 引き 出せ る と 、 
SANU が キャ ビン を 建て る こと で 地域 に 貢献 で き 
る と いう 視点 も ある 。 場 所 を 決め る の も 音 労 し ま 
し た が 、 ウ ッ ド ショ ッ ク の 問題 に も 直面 し まし た ね 。 
安齋 は い 。 日 本 は 森 に 囲ま れ て いる の に 、 そ 
の 身近 な 木 す ら 手 に 入ら な い 。 も っ と 近い 場所 
で 木材 を 生産 する 方 法 を 考え て いか な けれ ば な 
ら な い 。 キャ ビン の 骨格 や 内 装 の 仕上 げ な ど は 
すべ て 国内 生産 の 材 で す が 、 そ の た め に 、 今 ま 


女 病 好 太 郎 ( 左 ) と 本 間 四 裕 ( 石 )。 


で 分 断 さ れ て いた 生産 者 と つく り 手 を 業 で こと も 
し まし た 。 た と えば 木材 は 岩手 県 釜石 地方 森林 
組合 と 直接 取引 を し て いま す が 、「FORESTS 
FOR FUTURE」 と いっ て キャ ビン に 使っ た 分 だ 
け 苗 木 を 植樹 する 活動 を 行い ます 。 キ ャ ビン を つ 
くる ほど に 森 が 豊か に な る と いう リジェ ネ ラ ティ ブ 
な 流れ を つく ろう と し て いま す 。 


社会 を 見 つめ 行動 する 

本 間 今後 は 、 日 本 だ け で な く 世 界 中 に 「Live 
with nature. / 自然 と 共に 生き る 。」 と いう 休 値 観 
や ライ フス タイ ル を 広げ て いき た いで す 。 ま た 、 目 
動 運転 や 通信 の 技術 な ど が 進歩 すれ ば 、 住 宅 の 
か た ちや や 暮らし 方 も も っ と 変わ っ て いく は ず 。 そう 
する と 僕たち の 提案 も 前 に 進 ず む 。 た と えば 住宅 や 
ホテ ル な ど 、 都 市 部 で で きる 提案 も 考え て いま す 。 
自分 で 何 か で きる こと が ある と いう 意識 で 社会 を 
見 つめ て いき た いで す 。 

安齋 設計 は 、 デ ジタル ファ ブリ ケー ショ ン で つ 
くる パー ツ の 割合 を も っ と 上 げた いと 思っ て いま 
す 。 既 に 使用 する 金物 を 通常 の 建築 の 約 半 分 に 
し て いま す が 、 も っ と 減ら し た い 。 建築 が 生ま れ 
て 役目 を 終え る まで の 時 間 軸 の 中 で 、 こ れ ま で 
建築 家 が 携わっ て きた の は 本 当 に 少し だ け で す 。 
そこ で 欠け て し まい が ちな 建築 を 未来 に 託す と い 
う 視 点 を 大 切 に し た いで す 。 僕 は 工務 店 か ら 設 
計 を 始め た か ら か 、 建 築 を 見 る 時 に 目 然 と つく り 
方 や 材料 に 意識 が 向き ます 。 だからこそ 生ま れ 
た 問題 意識 が あり 、 そ れ に よっ て 目 分 た ち が 目 
指す べき 建築 が 定まっ た と いえ ます 。 そう する と 、 
依頼 を 受け て 建て る だ け で は な く 、 同じ 問題 意 
誠 を も つ 人 と 手 を 組ん で 事業 か ら 設 計 し て 建築 
を つく る こと が で きる と 感じ ます 。 活動 の 場 は 広 
げ て いけ る 。 建築 家 が で きる こと は まだ た 〈《 さ ん 
ある の で は な いか と 思い ます 。 


(2022 年 1 月 14 日 、SOILNihonbashi に て 。 文責 : 本 誌 編集 部 ) 
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建設 中 の 山中 湖 1st。 今年 の 3 月 に 14 棟 が 完成 する 。 





現在 建設 中 ・ 計 画 中 の キャ ビン 
配置 図 縮尺 1 : 2.000 





日 樺 湖 1st 山中 湖 1st 日 樺 湖 2nd 


八ケ岳 連峰 の 最 北 端 の 参 科 山 の ふ も と 、 日 山中 湖 か ら ほ ど 近 い 豊 か な 森 の 中 に 14 棟 を 建設 中 。 徒歩 約 5 分 で 富士 五 湖 の 中 日 樺 湖 の ほとり に 5 棟 を 建設 する 計画 。 近 く で カメ ヌー や ボー 
樺 湖 の ほとり に 2 棟 が 建つ 。 八ヶ岳 1st と 同 で 最も 冨士 山 に 近い 山中 湖 へ 行け る 。 付 近 で は サッ プ や ワカ サギ 釣り 、 サ イク リ ト が 楽し め る 。 天気 の よ い 日 に 少し 足 を 伸ばし て 車山 へ 行 
時 期 に サブ プス クリ プシ ョ ン を スタ ー ト し た 。 ング な ど 多 様 な アク ティ ビデ ティ が 楽し め る 。 け ば 、 日 本 百名 山 の 大 半 が 見 える と いわ れる 美しい 景色 を 
キャ ビン か ら は 溢 が 一 過 で きる 。 味わえ る 。 





八ヶ岳 2nd 河口 湖 1st 

雄大 な 山々 に 囲ま れる 山梨 県 北杜 市 に 13 棟 を 建て る 計画 。 浅間 山 の 豊富 な 伏流 水 が 湧 き 出る 壮大 な 森 に 6 棟 を 建設 する 富士山 の 北側 の 廊 、 自 然 豊か な 鳴沢 村 に 7 棟 建設 する 計画 。 
北杜 市 は 日 本 一 日 照 時 間 が 長い と いわ れ 、 そ の 気候 が 育て る 計画 。 樹齢 100 年 の ハル ニレ 、 カ ツラ 、 ミズナラ と いっ た 天 冨士 五 湖 地方 の 中 心 で 、 青 木 ヶ 原 樹海 、 鳴 沢 水 穴 ・ 冨 后 風 
農作物 や 山 か ら の 清流 を 用 いて つく る お 漂 な ど 食 文 化 の 豊か 然 林 と 共に 、 多 様 な 動植物 が 生息 する 。 穴 な ど 冨 士 山 の 山麓 の 自然 が 楽し め る 。 


さ を 楽 し め る 。 


202203 069 


則 


に 』 


逢 1 し ト に 


特集 : 木造 の 魅 カ 


不 立 の 1 枚 屋 根 


One Seat Roof in Forest 
福井 県 坂井 市 





里山 建築 研究 所 
Satoyarma Architecture Laboratry 
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南側 か ら 見 る 。 越 前 海岸 の 森 の 中 建つ 移住 し た 夫婦 が 暮らす 板倉 構法 の 平屋 』 台所 、 食堂 (居間 dt 
が 一 体 的 に な っ た 土間 と 、, 10 契 ほ の 板 問 に 38 二 勾 配 の 上 流 れ 屋 根 が 架かる 5 右手 の 開口 が 区 関 。『。 ee が 
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食堂 、 居 間 。 現 わ さ れ た 柱 や 梁 、 板 材 は すべ て 越前 の スギ と マツ 。 タ イ 
_ コ 落 と し し た 地 マ ツ の 梁 に 150mm の 根太 を 架け も ち 罰 し 、 上 部 を ロフ ト 
軒 ほ 05mm 角 の 垂 林 を 606mm ど と に 配 し 、 深く 差し 架け た 。 
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人 を た 。 自 自ら 住む 建築 の 構造 や 本 軍 
に 才 ま で 知り た 2 介 % し た いと 望む 探求 心 
ny 酸 痢 記 の 土地 探し と 並行 し て 、 
家 づ くり の 知見 を 少し # 電 集め た 。 そ し て 辿り 着 
いた の は 、 構 造 が その まま 仕上 げ と な る 板倉 構 
法 。 現 わ さ れ た 桂 や 梁 、 板 材 の すべ て を 地元 
越前 の スギ と マツ 材 で ! 」 論 





cssS eta93 20 の So ロッ 
NN N SS SO SG る 。 片 流れ の 1 枚 屋 根 の 下 、 浴 室 と 便所 
ーー テト を 設け た 。 水 回 り を 除き 間仕切 
り を つく ら な い 一 体 雲 間 の 十 間 の 玖 ょ 、10 深 
ほど の 板 間 を 設け 古 建具 で 仕切 っ た 。 
ョ 圭 6 導 ん だ 家財 は 最小 限 。 家電 は 、 准 大 庫 と 洗 
濯 尊 証 コン ! 台 で 事足り た 。 そ し て 、 建 主夫 
上 局 の も セル クビ ルド 軸 る と いう 夢 は 、 隣 接する 6 畳 
の 屋 の 建設 に 結実 きせ た 。 シ ンプ ブル な 作業 で 
” 建設 可能 な 板倉 構 決 で あれ ば 、 こ れ か ら ゃ 自分 
た ちの 手 で 家 を 拡張 し て いく こと も 可能 で ある 。 
夏 卿 の 森 に 帰っ た 夫婦 は 、 ま る で 木立 の 中 に 1 
枚 の ラグ を 広げ て キャ ンプ する か の よう に 、 軽 や 
、 に 暮らす 。 (里山 建築 研究 所 居 島 真紀 ) 
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西側 の デッキ か ら 長 手 方 向 を 見 る 。 





ーー 開 屋根 

ュ ガル バリ ウム 鋼板 横 茸 き に 0.4mm 
防水 : 

アス ファ ルト ルー フィ ング 940 

重野 地板 : 


スキ で 1 け の 2 
” | スギ 3.5 寸 角 @20 寸 (ケラ バ 垂木 スキ 3.5X4.5 寸 ) 
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ウッ ド フ ァ イ バ ーLD に 90mm 
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新 面 詳細 図 縮尺 1:50 
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食堂 か ら 了 南側 を 晃 る 。 
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木立 の 1 枚 屋根 

所 在 地 ノ 福井 県 坂井 市 
主要 用 途 / 専 用 住宅 
家族 構成 夫婦 


設計 
里山 建築 研究 所 担当 / 安藤 邦 廣 
施工 
北越 建設 
革 人 北越 建設 
計 材 北越 建設 担当 ノ 見 洋 和 則 

大 工 滝村 建築 担当 / 澤 村 清 一 

屋根 津田 建築 板金 工業 所 担当 / 津 田 静 
鋼 建具 シンセ イア ルミ 工芸 

担当 ノ 田中 慎一 

木製 建具 寺 谷 木工 所 担当 / 寺 谷 正幸 
左 紀 佐 孝 左 紀 担当 ノ 佐 孝 滋 
新 修 電 機 担当 ノ 小 坂 修一 


担当 ノ 北 出 政憲 
担当 / 大 久保 


電気 設備 
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設備 牧野 設備 担当 / 牧 野 正敏 
構造 ・ 構 法 
主体 構造 ・ 構 法 
基礎 べた 基礎 
規模 
階数 地上 1 階 
軒 高 4.607mm 最高 高 さ 4.927mm 
敷地 面積 1.023.69m: 
建築 面積 85.98m7* 

(建蔽率 8.40% 許容 30%) 
延 床 面 柄 80.97m7 

(容積 率 7.91% 許容 50%) 

1 階 80.97m2 

工程 
設計 期間 
工事 期間 
敷地 条件 
地域 地区 


不 造 (板倉 構法 ) 
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給水 方 式 / 水道 直結 
排水 方 式 ノ 下水道 
給湯 方 式 プ ガス 給湯 器 
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opes2Eoy 流れ 1 貼 は 王手 と 平行 本 能 を 並べ た -、- 
$ ご : 奥 行き 1 間 の 細長 い オキ ワー 人 
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室 1 ( 右 ) は 収納 の 東側 を 寝 場所 と し て いる 。 床 は 面 剛性 の と れる 


サ ネ 付き の は ぎ 板 の 一 発 仕上 げ と し 、 表面 か ら ビ ス で 固定 し て いる 。 


ぎ 仙 な 作 間 が 此 ぐ 外 と の 関係 

川 に 面 し た 細長 い 三角 形 の 敷地 で 計画 を し た 、 
家族 4 人 の た め の 自 邸 で ある 。 道路 に 沿っ て 敷 
地 に 向う と 小さ な 堤防 と 川 が 目 に 入り 、 道 路 も 
小さ な 堤防 も 川 も 、 こ の 場所 を 訪れ る 人 し か 使 
わな い 半 私 的 な 場所 に な っ て いる 。 


土間 。 奥 興 ( 


ーー に ご 


は 刊 き 出し の まま 治 情 が 固 か れる 。 基礎 は 人 中 面 よ り 下がっ て いた 地盤 の 上 に 手前 な し て 据え 、 で き て か ら 


川 や 道路 と いっ た 不変 な コン テク スト を 拠り 所 に 
し て 、 川 に 寄り 添う よう に リニア な 空間 を 置く と 、 
訪れ る 人 の 視線 の 先 に 東 面 の ファ サー ド が 立ち 
上 が る 。 奥 の 川 が 透け て 見 える よう に 開口 部 を 
並べ て 、 建 物 の 向こう 側 を 意識 させ た 。 断面 的 
な 構成 は 、 自 分 た ちの 暮らし を ひたすら 想像 し て 、 





埋め 戻 し を 行っ た た め 、 基礎 を 仕上 げ と し た 土間 は 前 面 道路 と 同 レ ベル に 連続 する 。 
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等 価 に 並べ て 積み 上 げ て いっ た 。 そ の 結果 、 空 
間 は すべ て が 近く な っ て いき 、nLDK の 概念 は 
月 れ て 、 水 回 り も 寝室 も ダイ ニン グ も 階段 も 、 す 
べ て が 等 価 な 居場所 と な っ て 、 仕 切り の な い 小 
さ な 空 間 の 積み 上 げに 統合 され て いっ た 。 
各層 の 高 さ は 私 た ちの 身体 が ぎり ぎり 納まる 寸 
法 ま で 抑え る こと で 、 積 み 上 げた 空間 同士 の 層 
の 重なり が ある 部 分 で は 意識 され 、 ま た ある 部 
分 で は 水平 方 向 が 強調 され る 。 身 体 に 近い ス 
ケー ル は 空間 に 奥行 き と 広がり を 与え て いる 。 
空間 を 横断 する 内 外 の 斜 材 は 、 連 続 性 を 強調 
する こと で どこ まで も 続い て いく よう な 伸び や か さ 
を 生ん で いる 。 
朝 、 東 の 高 窟 か ら 差 し 込む 光 、 陽 光 を 受け て き 
ら ぎ きら と する 有川 、 澄 ん だ 空気 感 を まとっ て 内 外 の 
境 が 播 ら いで いく よう な 感覚 に 包ま れる 。 そし て 
家族 は 銘 々 が 自由 に 過ごし な が ら も 、 互 い の 存 
在 を 感じ て いる 。 
それ は この 家 の 場 合 、 ど こ に いて も 一 緒 な の だ 。 
内 外 の 境 が 潤 れ て すべ て の 空間 が 等 価 に な っ た 
こと で 場所 の ヒエ ラル キー が な く な り 、 部 屋 同士 、 
屋内 屋外 の 繋が り に 新しい 関係 性 を 感じ て いる 。 
(井端 表 美 ) 










南東 か ら 見 る 夕景 。2 階 は 東側 に 1 間 張 り 出 し 、 骨 組み を 現し と し て 
いる 。 基 人 面 積 を 削減 し コス ト を 抑え る と 共に 、 深 い 軒 下 は 隊 影 を 
つく り ガ ラス 張り の 内 と 外 を 繋ぐ で バッファー と な る 。 
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2 9 放 作 S 「 間 の の ri 
川越 し に 見 る 。 川 ( = 向かっ て 促 斜 する 屋根 0 や に 伸び る ヴォ リュ ー ム に 、 
コン パク ト な 層 が 積み 重なる 東 面 の ボッ クス が 巻き つく よう に 組み 合わ さる 。 


川 と 家 挙 装 井上 工務 店 担当 / 井 端 啓輔 地域 地区 法 第 22 条 区 域 屋根 ププ ガルバ リウ ム 鋼 板 大 波 共 き ガル バリ ウ 
所 在 地 /I 岐 阜 県 各務 原市 構造 ・ 構 法 一 一 道路 幅 具 南 4.0m ム 鋼 板 折 板 昔 き 
主要 用 途 / 専用 住宅 主体 構造 ・ 構 法 木造 在 来 工法 駐車 台数 3 て 4 人 台 外壁 プス ギ 板 張り t=18mm フレ キシ ブル ボー ド 
家族 構成 ノ 夫婦 士 子供 2 人 基礎 べた 基礎 工事 費 開口 部 アア ルミ サッ シ (LIXIL) 
規模 地 毅 改良 700,000 円 外 構 ノ 砕石 敷き 
設計 階数 地上 2 階 仮設 工事 費 "350,000 円 内 部 仕上 げ 
doboc 設 計 事 務 所 担当 / 井端 表 美 軒 高 5,960mm 最高 高 さ 6.366mm 基礎 工事 850,000 円 土間 
施工 一 敷地 面積 351.80m: 建築 9.700,000 円 床 プ コン クリ ー ト 金 ご て 仕上 げ 
井上 工務 店 担当 / 井 端 啓輔 建築 面積 56.29m: 電気 工事 1.000,000 円 壁 プ フレ キシ ブル ボー ド 
大 工 大 視 建 築 担当 / 石 本 廣 美 (建蔽率 16% 許容 70%) 空調 工事 500,000 円 天井 アス ギ ム ク ボー ド t=28mm (踏み 天井 ) 
プレ カッ ト 東海 プレ カッ ト 担当 大 坪 仁 延 床 面積 74.52m7 外 構 工事 400,000 円 ハー フ バ ス / 洗い 場 付き 浴槽 (TOTO) 
基礎 樋口 土建 担当 樋口 誠 (容積 率 219% 許容 160%) 造園 工事 300,000 円 便器 ノ 組 み 合わ せ 便 器 (TOTO) 
板金 多 造 板金 担当 / 多 人 造 敏男 1 階 19.87m* 2 階 5465m2 給排水 設備 1.100,000 円 ホー ル 室 1 て 3 
設備 米田 住宅 設備 担当 ノ 林 正紀 工程 ガス 工事 600,000 円 床 プ スギ ムク ボー ド t=18mm ネタ ン ノッ ト 留 め 
電気 ファ ー ス 担当 / 中 内 耕太 設計 期間 2018 年 6 月 て 2021 年 6 月 総 工費 15,500,000 円 壁 プ モイ ス TM 裏面 現し 
外 構 ・ 造 園 小 醒 造 園 人 工事 期間 2021 年 6 月 て 9 月 ※ 上 水引 き 込 み 工事 ・ 浄 化 槽 別 天井 アス ギ ム ク ボー ド t=28mm 
家具 久米 製作 所 担当 アス 米 秀吉 敷地 条件 外部 仕上 げ 家具 ノ 久 米 製作 所 飛騨 産業 柏木 工 一 
と 
= 4 奉 E 
『」 ア 
MM At レ パグ [) 
ー つう | = アデ ( 








天井 高 は 梁 上 で 約 1.9m。 " F 西 人 より 南 に に 7 分 は ガラ ス 張 り と し 、 南 西 の 景 
)) ンー ! 
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1.140 


2.000 











照明 / 信 和 産 業 電 
ソケット ) 
厨房 機 庄 ノ 
食 洗 器 ノ リン ナイ フロ ント オー プン タイ プ 
ガス コン ログ ノー リツ + オ do 
換気 扇 ノ 有 圧 換気 扇 (三菱 電機 EFC-25FSB) 
設備 シス テム 
空調 冷暖房 方 式 プ アル ー ム エア コン 
換気 方 式 / 第 3 種 換気 
給水 方 式 / 上 水道 直結 
排水 方 式 ノ 浄化 槽 
給湯 方 式 プ エコ ジョ ー ズ 
撮影 ノ 新建 築 社 


ョ 昭 コ ー ド (連結 式 ス ー パ ー 


給排水 


写真 部 


1.200 










WM 


1.2 * 
1 ーー 


\ 
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レギ キシ ブル ボー ド {=9mm 
構造 用 合板 =12mm 


一 屋根 1: 

ガル バリ ウム 鋼板 に 0.4mm 大 波 草 き 
ゴム アス ファ ルト ルー フィ ング 

耐水 合板 モ 24mm 

HGW16F 90mm 


S50 


屋根 2: 
ガル バリ ウム 鋼板 に 0. 6mm( 素 地 ) 
披 茸 き h=88mm 
ペ フ 裏 張り ※ 天 井 裏 の み 
HGW16 モ 120mm 

455 










ーー ドー トー ドド ーー モエ ーーー 8 
7 wr て アア アヘ ナド 


MUUUUUUUULLLLLLE UMUUUUUUUUUUUULL 
Mi 


ULUULULU- 


Turnllllllntirin 


10,.920 


長手 断面 図 縮尺 1:1 


ケミ カル 面 戸 最高 の 高 さ 
V 棟 木 天敵 
屋根 1: 外壁 1: 
ガル バリ ウム 鋼板 =0.4mm 大 波 草 き スキ 板 モ 15mm 


ゴム アス ルー フィ ング 

耐水 合板 =24mm 

断熱 材 上 90mm 

垂木 45X90mm @455mm 


通気 胴 緑 =18mm 

諾 湿 防 水 シー ト 
壁 外 断 熱 : 

スタ イロ フォ ー ム セ 50mm 
モイ ス TM モ 9.5mm 















屋根 2: 
ガル バリ ウム 鋼板 上 0.6mm( 素 地 ) 
折 板 暮 き h=88mm 




















ーー 
7 アア デル アデ ア ャ デア ャ アッ ャ デア ャ アデ 


一 外 忌 2: 

フレ キン ブル ボー ド に 4.0mm 

構造 用 合板 =9.0mm 
導 運 基 ポ ンー ト 


の パ い 『 


406 


1.620 


2.000 


6.636 


ペン 裏 張り ※ 大 井 裏 の み 600 
HGW16 =120mm | 
MMMM NRw- ニ ニー ニー 
LM! 1 い 肝 ー ペ ー 一 
ULAJMUUUUMANAUAJUAUHL | 1 kt MMMNMMMIMMMMMIN 1 ー ニ ーーー ンー チ 
通気 面 戸 
晴 テ ーー 
折 ボ ー| ト 28mm フレ キン ブル ボー ド に 4.0mm 
上 りり m 「 構造 用 合板 = 上 9.0mm 
ーー | 
和 あり | だ っ 1 
ANLJT MM) 7 外 衣 2 
( ルリ フレ キシ ブル ボー ド に =4.0m 


面 ビス 留め ) 






垢 ボ ー ド スキ =28mm 
根太 ヒノキ 90mm_ 


箕 湿 防水 シー ト 


HGW16 モ に 90mm 
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デ 二 「 hh - 
ア 4: 9 掛け : 
タイ ロ 30 十 30mm EP 45X60 
根 大 | 90mm MO 
F 
リ アッ 
「 
ン 

/ 川 ア 

床 : - 

科 コン クリ ー ト 金 ご て 押さ え 

フン / 人 12m 下地 ( 科 面 
曲 け ラワン 合板 t ニ 9mm 下地 ( 蹴 上 ) 
スキ 60xX90mm 
Y 土 台大 上 敵 





マ 1FL 尺 基 礎 天 競 


V 設 計 GL 


1.620 1.620 


1.620 





5,460 


短 手 断 面 詳細 パー ス 縮尺 1 : 40 


( 
構造 用 合板 9.0mm 


1.900 


140 


400 
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よ も き 台 の 家 


YOmogidai House 
愛知 県 名 古屋 市 





宇野 友 明 
Uno Iomogk| 
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馬 ae F Pa ll WE LE 人 = 間 本 連 = ー て 5 馬 











1 





er 主計 | < ご と pi 
モー TE DC 


」 ョ 
必 徐 雇 


北側 全景 。 新 興 住宅 地 に ある 南北 に 細長 い 敷 地 に 建つ 高低 差 の あっ た 敷地 を 緩い 傾斜 


に し て 、 斜面 を 吸収 する よう に 建物 を 浮か すこ と で 建つ 位置 を 可能 な 限り 低く 見 せ て いる 。 
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ダイ ニン グ か ら リ ビン グ を 見 る 。 切妻 の 屋根 が その まま 部 屋 の か た ちと な る 。 
天井 、 壁 、 床 は すべ て 無 節 の スギ 板 仕 上 げ 。 キッチ ン と ダイ ニン グ の 家具 は ナ 
ラ 材 で つく っ た オリ ジ ナ ル 。 正面 の ガラ ス は すべ て フィ ックス と し て いる 。 
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部 | | Q 加 ゲー 深 
細 | |S 内 グ の こ ) 居 20 密 40m 
」 間 上 は 
還 : ロ | 
っ | | 染 120x240mm 登 深 “ 
S 、 120X240mm : 内 部 
ロ 
| 120 」 
Il 目 に 外部 > か 民 ヒ ミ る m ロ 選 
上 当 ' 登 所 面 詳細 図 
則 有 [日 中 
。 8g 川 L 傘 | 8| 凡夫 120x240mm 時 庫 ーー ニー ニー ーー 
則 還 軒 析 
SN 上 四国 同 
a Si | mi | 間 還 へ 150x120mm 
人 則 | が 上 吐 ! 
員 間 間 | 105X120mm ー “ 
| | 間 識 須 ら \ー ボ ルト 引込 み 孔 | 140 |」50」 
0 岬 | 還 還 | | 母屋 レベ ル 
問 則 園 | 


8 
ゾ え 掛 か り に 貫通 させ な い ' ' ' 
( ーー ボル ト 引 込み 
35 0 35| ※ 緑 色 金 物 は 鬼 に 金棒 HD-12 引込 み 孔 




















ツ FL+ サ 0 
が 
ら 0 
V 床 染 大 FL-110 : ニテ ーー ニニ ーー テ ご | ミー に: 
ヽ S 骨 ト 現場 に て 穴あけ ゅ =32x105mm Q 
|. ば _ー 和 勿 し し に て / 司 湖 
ー105x120mm 小屋 染 昌 開 『 表側 に 貫通 し な い の 120X210mm 床 染 
120x150mm 軒 格 Q| っ の 
/ 120x320mm 床 染 = 箇 h 
小屋 梁 レ ベル " 
の 一 みか け 石 王 25mm 
に メー モル タル =60mm eo 
V 設 計 地 盤 フ イン / V 設 計 地 盤 フイ ン 
ヽ ヽ ョ ーー = y 小 
通 柱 120L | ーー ガ 120X320mm 床 染 上 デ D=1 0mm @150mm 5 
〇 / 寺 の .D13 0 一 U 苦 基礎 ホル ト 2-M12 
つよ = す 。 ョ ーー 
ツー 一 千 
〇 | に [ 
鬼 に 金棒 現場 久 あ け 。 ※ 作 に 金棒 は 補強 金物 名 ーー U 誠 陀 ポ ルト ク Mf2 ン ング 
見 え 掛 か り に 貫通 させ な い / クル アア デア 
過 上 アン ン 
LO LO 
きす 


| 一 120x210mm 


一 染 下 か ら 彫り 込み 床 染 レベ ル 
V 基 礎 下 暮 


暫 ュー 2D13 | 100 | 100 | 


床 梁 ・ 小 屋 梁 ・ 母 屋 レ ベル 詳細 伏 図 縮尺 1:15 コー ナー 部 ( 短 手 方 向 ) 征 計 図 縮尺 1:15 コー ナー 部 ( 桁 方 向 ) 生計 図 縮尺 1:15 
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周り の 納まり 。 


る 


門 樋 、 ス ロー プ 周 辺 上 部 の 棄 と 軒 樋 の 納まり 。 柱 元 と 床 桁 





柱 と 母屋 と 軒 杵 近 景 。 
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4.907 





アレン イン サイ ト 
4 バン ンプ くべ 建 主 と の 出会い は 、 い つも の よう に 突然 の メー 
ル だ っ た 。 し か し 、 い つも と 違っ て いた の は その 
内 容 だ っ た 。 そ れ は 私 を 知っ た 経緯 か ら 家 づく 
り の スケ ジュ ー ル 、 有 要望 、 予 算 な ど 私 の 知り た 
いこ と が 簡 芝 な 文面 の 中 に ほぼ 網 維 さ れ て いた 。 
そし て 、 そ の 時 に 私 が 抱い た 最初 の 印象 は 、 結 
局 、 最 後 ま で 変わ ら ず に この 建築 に 生か され る 
こと と な っ た 。 それ か ら 1 年 、 ふ た り の 間 に 人 交わ 
され た 約 500 通 の メー ル に よっ て この 建築 は 生 
上 M60e 
当初 、 土 地 探し に 難航 し た が 、 あ る 日 、 複 数 の 
候補 地 に 対し て 助言 が ほし いと いう 内 容 の メー 
ル が 届い た 。 そ の 中 の ひと つが 今回 の この 敷地 
で ある 。 名 古屋 駅 か ら 東 に 車 で 30 分 ほど の と こ 
ろ に ある この 地域 は 、 お よそ 50 年 ほど 前 に 住宅 
地 と し て 開発 され た 市 内 で は 比較 的 古い 住宅 地 
で ある 。 大切 に し た こと は 、 出 会 い の 時 か ら 終 
有 変わ ら ず に 抱き 続け た 建 主 の 印象 を か た ち ( 
する こと だ っ た 。 そ れ を 言葉 に する と 「 洗 練 」 と い 
に 尽き る 。 その 手法 と し て 私 が 思い 描い た 
も の は 、 シ ンプ ル な 構造 
ル 、 シ ン ブ ル な ブラ ン 、 シ ンプ ブル な 素材 。 





。 克 


母屋 と 桁 回 り の 納まり を 考え て いる 初期 段階 の スケ ッ チ 。 

段階 で 意匠 と 構造 的 な 部 材 の 寸法 、 昌幸 司 机 入 の 抽 

と 強度 な ど を 考え な が ら 金 物 の 納まり も 同時 に 考え て いる 。 
(宇野 ) 


。 PDT 7Z7T/D 777 7 / 有 ルイ バイル バレ ルレ イレ パレ し の の ウン の ハッパ 


、 シ ンプ ブル な ディ ティ ー 
NG 


V 登 染 大 端 FL 十 3924 _ 





フク ヒ 遮 熱 ル ー フ 

NN シー ジン グ ボ ー- ド 12.5mm 
2 且 120x1 20mm @910mm 4 45x120mm @910mm 
AN と 吹付 け 過 熱 材 上 120mm 






軒 の 出 1.042 


V 軒 高 FL 十 1.950 





スキ =10mm レデ に 


伝統 で あっ た 。 

今回 は 竣工 し て すでに 4 年 が 経過 
あっ た 。 単身 と いう こと も あり 、 ま だ それ ほど 生 
活 感 が 出 て いる わけ で は な い が 、 建 築 と いう の 


は 人 の 堂 み が あら ゆる 部 分 に 染み つき 和 染 ん で 
は 数 年 、 い 
(宇野 友 明 ) 


こそ の 美しい さ で ある 。 ま だ それ まで に 
や 数 十 年 か か り そ う で ある 。 


リビン グ ク 。 天井 と 桁 の 間 の 隙間 が 奥行 き を も た ら す 。 












ガル バリ ウム 鋼板 小波 
通気 胴 緑 20xX45mm @227mm 
ベイ マツ 垂木 30X40mm @150mm 


軒 の 出 1.042 







































































/ 壁 
/ 〆 スギ =10mm 縦 張り へ 
[ 遂 有 20X45mm( い - は 、 わ - 由 0 、 間 
/ / 欧 付 け 拉 60m ー ョ | 介 、 - 
\/ 『 ーー 2 せ (2m 総 所 
A Y ゝ も ーー キヨ コ 馬 、 に IT 統 
支 関 且 洗面 SS 有 透 湿 防水 シー ト ソリ テッ クス 
1 1 通気 胴 緑 20X45mm @303mm 
い 耐水 PB 9.5mm 
に 間 柱 [190mm 
1 N ( 床 )… ] 
! スキ せ 30mm *! - 
30x40mm @606mm 
=== セ ノ キ 2 ペー ルー 30x40m 放 穫 hE26mm で サイ コロ 状 に ) @303mm 
ネタ ノン 仁 24mm か い ネタ メン せ 24mm 
フォ レス ト ホ ボー ド セ 50mm / - 断熱 材 フォ レス ト ボー ド t 50mm 
EL より Ph “ コ 
V 設 計 GL 


了 断面 詳細 図 縮 尺 1 : 40 
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し て の 取材 で 





左 : 畜 関 回 り 。 畜 関 鹿 は 内 開き 。 正面 の 壁 奥 ( は 浴室 。 軒 は コス ト を 独 え つつ 功 く 見 える 且 融 の 末 (30x40mm) を 使用 。 ハ ンド ル は 真 鈴 製 の オリ ジ ナ ル 。 








視線 を 考慮 し て 細長 い 窓 と し た 。 ス ロー プ の 先 が 玄 関 。 ス ロー プ は 既 缶 品 の ヒノ キ の 胴 を 縦 に 重ね 合わ せ て 敷き 詰め た も の で 、 そ れ ら が 収縮 、 


よもぎ き 台 の 家 宇野 友 明 建築 事務 所 担当 ノ 宇 野 友 明 担当 人 竹 口 謙 太郎 加藤 聡 
所 在 地 / 愛 知 県 名 古屋 市 構造 LOG 担当 ノ 関 山 総一郎 家具 工事 竹村 家具 担当 / 人 竹村 秀行 
主要 用 途 / 専用 住宅 施工 一 木製 建具 工事 樋口 建具 店 
家族 構成 / 1 人 コン クリ ー ト 工事 岡本 建設 担当 ノ 樋口 義 議 

担当 / 岩田 沿 喜 金物 工事 monophonic metal works 
設計 大 工 工 事 (内 外 造 作 ) 担当 / 杉 本 隆治 
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ii | 間 昌 
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g JlL_ 了 FL+0 ニー に 
生 | | ビ ーー ' 8 
と W ] 
、 ビ っ ーー L_」 引 | 天宮 [ | 用 日 
1 較 間 目 還 還 還 還 ei デ 
Bl = ロー 
上 ] 
細 0 
上 天下 ーーーー ィ ーー 二 
TH 中 
MM ll 吊 員 吊 吊 旧 中 吊 
Se 3640 3640 3640 | 3640 
7 18.200 


配置 平面 図 縮尺 1 : 100 
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右 : 東側 外観 と スロ ー プ 。 防犯 と 外部 か ら の 


変形 する こと で で きる 凸凹 が 目 然 の 滑り 止め と な る 。 


設備 水 工房 担当 ノ 矢 野 正康 

電気 タチ 電機 担当 ノ 館 正吉 
外 構 ・ 造 園 櫻井 造 虹 舎 担当 櫻井 靖 稚 
空調 ソウ リン 設備 担当 / 草 島 基 人 
構造 ・ 工 法 

主体 構造 ・ 構 法 木造 

















基礎 べた 基礎 給排水 給水 方 式 ノ 給水 本 管 接続 

規模 ーー バー バーーーーーーーーーーーーーーーー 排水 方 式 ノ 公共 下水 道 接続 

階数 地上 1 階 給湯 給湯 方 式 プ ガス 給湯 避 

軒 高 3.128mm 最高 高 さ 5,257mm ーーーーーーーーー 撮影 / 新建 築 社 写真 部 
敷地 面積 225.02m tf 位 」 間 還 昌 旨 
填 和 面 積 6372m | 寺 」 王 正 

(建蔽率 37.20% 許容 40%) ー プ 還 「 Ll ーー 
延 床 面積 82.80m< "ーー 

(容積 率 36.79% 許容 80%) ーー | 「 

1 階 82.80m2 | ェ ー 
エ 程 --ー フ フナ ナ ナー バー “ | 
設計 期間 2017 年 9 月 て 2018 年 1 月 | 
工事 期間 2018 年 1 月 て 6 月 | 
敷地 条件 
地域 地区 第 一 種 低層 住居 専用 地域 10m 高 

度 地 区 法 第 22 条 区 域 緑化 地域 宅地 

造成 工事 規制 区 域 下水 道 処理 区 域 文教 

地区 寝室 か ら ロ フト 越し に リビン グ ダ イ ニン グ の 方 を 見 る 。 
道路 幅員 7.97m (北側 ) 駐車 台数 3 人 台 
外部 仕上 げ 
屋根 プ ガ ル バ リ ウム 鋼板 小波 板 
外壁 プス ギ 無 垢 板 
開口 部 天窓 アル ミサ ッ シ 
外 構 / コ ンク リー ト 洗 い 出し 
内 部 仕上 げ 
リビン グ キッ チン 
床 ・ 壁 ・ 天 井 ア スギ 無垢 板 
厨房 機器 / 

IH ヒ ー タ ー/ グ 三菱 電機 CS-T34BFR 

換気 扇 (シェー ド ) / 三 菱 電機 EX-20KJ6- 

BL 二 オ リ ジ ナ ルカ バー 

家具 ・ 照 明 / 制 作 
建築 金物 ノ 

シン ク 水 柏 金 物 ノ MINTA JP369300 
浴室 
床 ・ 壁 ・ 天 井 ノ FRP 防 水 
照明 制作 
建築 金物 ノド アノ ブ (ユニ オン G5666-01-001- 

H300-W) ドア 金物 (綱島 製作 所 TTS-5004) 
バス タブ プン cera CEY21580RV6 
トイ レ 洗面 所 
床 ・ 壁 プス ギ 無 垢 板 
天井 / ト ライ ウッ ド パ ネ ル 
家具 ・ 照 明 ・ 建 築 金 物 ノ 制 作 
便器 ノ TOTO ネオ レス ト CES9575 
設備 シス テム 
空調 冷暖房 方 式 / エ アコ ン 

換気 方 式 ノ 第 3 種 換気 方 式 





l | 時 | | | 血 | 

| で オリ ジ ナ ル の 金物 。 左 : 真 鍛 製 の エイ ジン グ 処 理 し た リビン グ ダ イ ニン グ の ブラ ケッ ト 。 

ーー 3 右 : スチ ー ル の 素地 (県 皮 ) に オイ ル (アマ ニ 油 ) で 仕上 げた スチ ー ル 製 の ハン ドル 。 
配置 図 縮尺 1:2.000 上 部 の つま み は 、 内 外 か ら 解 錠 で きる スチ ー ル 製 の 表示 錠 。 
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特集 : 木造 の 魅力 


2 デー ーー 
二 心 柱 の 家 
House withn_IVWVo_PIlarS 
ミル ジン IE 


高塚 章夫 ノ Aaat 
Akio Takatsuka ノ Aaat 


の 6 アア 所 6 























ッ チ ン か ら 見 る 。 上 下 階 を 買 く 2 本 の 柱 を 軸 に さま ざま な 
間 語 き 央 スラ ブ を 設け 、 段 差 に よる 明確 な 分 節 と 柱 に よる 曖昧 な 

| 境界 が シル ー ム の 中 に 緩やか な 領域 を つく り 出し て いる 。 

| 202203 117 








ふた つの 中 心 に 展開 する 多層 空間 
2 本 の 独立 柱 の 周り に か る 計 12 枚 の 床 を さま 場所 性 を 内 包 す る 全体 が か た ち づ く られ た 。 ング し 最適 化し て お り 、 既 知 の 均等 モジ ュー ル 
ざま な レベ ル に 配 し て 空間 を 繋ぐ ご こと で 、 小 さ な 構造 体 は すべ て 仕上 げ と し て 内 部 に 現し と し た 。 に は な い 僅 か な 方 向 性 が 発現 し 、 こ の 建築 に 
内 部 空間 に 立体 的 な 奥行 き を 生み 出 そ うと 試み 柱 と 間 柱 、 梁 と 根太 ・ 垂 木 の 強 弱 は 空間 の 力 いっ そう の 広がり を も た らし た 。 
た 。 短 形 の 平面 の 内 側 に 独立 柱 を 2 本 配置 し 、 学 を 視覚 化し 、 架 構 の 純粋 さや 力 強 さ ・ 美 し さ 立体 的 に 柱 梁 が 交錯 し 、 内 部 が ひだ 状 に 広がる 
二 心 柱 と 外壁 で 囲ま れる 6 象限 2 層 分 の 床 が シン フル ( 前 また この 建築 の 小さ 空間 は 、 こ の 家 の 住 み 手 で ある ネコ に と っ て も 居 
面 を 、4 つ の レベ ル に 設け た 水平 の 梁 (土台 含む ) さ 故 に 、 通 常 壁 内 に 隠蔽 され る 深 さ 10cm 余 り 場所 を つく り 出 し て いる 。 ヒ ト と ネコ の 暮らし を 等 
に 任意 に 架け 渡す こと で 、 多様 な スケ ー ル 感 の NN こよ る 恩恵 を 最 価 に 取り 扱い 、 家 具 的 な 設え に 頼ら な い 建 築 空 
小 空間 が 数 珠 繋 ぎ に 積層 する 。 土 間 を も つ 低い 大 化す る こと が で きた 。 内 部 空間 の 拡張 は 、 外 間 の 作法 に よっ て 統合 させ る こと で 、 都 市 型 の 共 
天井 の 玄関 と 高 天 井 の アト リエ が 隣り 合い 、1 と の 心理 的 な 距離 も 縮め る こと と な り 、 さ ま ざ ま 生 住 宅 の ひと つの モデ ル が 垣間見 えた 。 ま た 、 汎 
階 の ホー ル と 寝室 は 同じ 広 さ で 気 積 が 大 きく 異な 方 角 や 高 さ に 設け られ た 窓 と 相まって 、 家 の 用 性 の 高い 構造 ・ 工 法 で あり な が ら 、 柱 と それ を 
な る 。2 階 ホー ル は フラ ッ ト な 天井 下 に あり 、 一 。 どこ に いて も 外 の 環境 の 微細 な 変化 に 意識 が 及 取り 巻く 〈 床 の 配置 の み に よ っ て 、 新 た な 体験 を 喚 
方 了 の ワー クス ペー ス は 屋根 まで 吹き 抜け る 。 ぶ こ と に な っ た 。 ま た 敷地 形状 に 合わ せ た 平 面 起す る 空間 の ポテ ン シ ャ ル を 発掘 する モデ ル を 目 


V 最 高 高 さ =GL 十 7,022 






低い キッ チン は 半 層 上 げ る こと で 視界 が 階下 に 。 グリ ッ ト は 、 縦 840mm、 横 940mm' に チュ ー ニ 指し た 。 (高塚 章夫 ) 
広がり 、 大 屋根 に よっ て お お ら か に 包み 込ま れ 
る リビン グ ・ ダ イニ ング は 上 方 に 意識 が 向かう 。 02 ム 人 
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ーー 
sa 
ンー 棟 木 
人 
1 いふ 


加え て 半 屋 外 の よう な イン ナー テラ ス や 陽 だ まり 
の 出窓 ・ 傾 斜 天井 の ロフ ト へ と 、 空 間 が 伸び 縮 
み し な が ら 綾 や か に 連続 する こと で 、 さ ま ざ ま な 
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べた 基礎 


断面 詳細 図 縮尺 1 : 40 捨て コン クリ ー ト 敷き 砂利 一 6 
840 ン 840 し 840 | 840 | 840 840 天 
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棟 木 下 表 認 の 高き 1.400mm の ロフ ト 階 。 東西 面 の 妻 台 上 部 に 
は め 殺 し 窓 春 設け 、 隣 家 の 隙間 や 屋根 上 空 か ら 光 を 取り 込む 。 
。 外 断 熱 を 施し 、 建 物 内 部 の 構造 体 は すべ て 現し と し て いる 。 恒 
と 友 井 の それ ぞ れ 10cm ほ どの 奥行 き は 空間 を 拡張 する と 同時 
【 和 園 柱 に 板 を 渡せ ば 収納 共 ペ ー ス と し て も 活用 で きる 。 














ル 2 か ら リ り 有 の 村 ツ イニ ンク を 見 @ 記 ホール 2 と り 選 
グ ・ ダ イニ ング の ぷ 床 高 の 差 は 645m 員 5 スラ ブ の 隙間 は 時 
/ 以 納 と な っ た り 容 を 設け て 上 下 隊 許 視覚 的 に 連続 き た 
_ り 、 こ の 住 の 住み 手 で も ある 靖 だ け の 動 線 ほ も 大 る 。 
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上 : ホー ル 1 か ら 階 段 を 見 上 げ る 。 ホ ー ル 1 は 、 梁 下 ま で の 高 さ を 1.830mm に 抑え 、 落 ち 着 
いた 居場所 と し た 。 下 : 階段 収納 は 一 部 に 孔 を 容 っ て 猫 の 通り 適 と し た (ネネ コジ ャ ング ル )。 
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アト リエ 。 玄関 と 連続 する 土間 空間 で 、 梁 下 まで の 高 さ 2.500mm の 気 積 を 確保 し 、 中 2 階 に 
飛び 出し て いる 。 


上 言 N % 
]20 202203 1 階 配置 平面 図 縮尺 1 : 100 
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9 科 上 届 の 両論 つの 桜の 共 木 を 背景 に 、 積 概 的 、 、 
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イン ナー テラ ス か ら ホ 


二 心 柱 の 家 

所 在 地 / 東 京都 杉並 区 
主要 用 途 / 専用 住宅 
家族 構成 / 夫婦 十 猫 2 区 


設計 
Aaat Inc. 担当 ノ 高 塚 章 夫 
構造 寺 戸 実 海 構造 計画 工房 担当 / 寺 戸 容 海 
設備 創 環境 設計 担当 / 波 田野 善 政 
照明 杉 尾 馬 照 明 設計 事務 所 担当 / 杉 尾 篤 
施工 
青 担当 / 田 中 郁弥 
木工 事 工藤 建築 店 担当 工藤 純 平 
家具 イノ ウエ イン ダス トリ イィ ズ 
担当 坂本 有 香 
構造 ・ 構 法 


ーー 一下 計 | 


am 1 






ー ル 2、 リ ビン グ ・ ダ イニ ング 


敷地 は 奥 に 行く ほど 広がる 。 さ ら に 南側 に は 隣家 の 旗竿 





を 見 る 。 段 差 は シア ター ルー ム の 特等 席 に な る 。 
主体 構造 ・ 構 法 木造 軸 組 構造 
基礎 べた 基礎 
規模 
階数 地上 2 階 
軒 高 5.157mm 最高 高 さ 7.022mm 
敷地 面積 65.93m* 
建築 面積 39.48m2* 
(建蔽率 59.89% 許容 60%) 


邊 床 面積 77.40m* 


(容積 率 117.40% 許容 150%) 
1 階 37.91m2< 2 階 39.49m2^ 
工程 


設計 期間 2020 年 3 月 2020 年 2 月 
工事 期間 2021 年 5 月 て 2021 年 11 月 


敷地 条件 
第 1 種 低層 住居 専用 地域 


地 が 人 確保 で き 、 建 物 を 北側 に 寄せ て 配置 する こと で 南側 を 静か な 庭 と し た 。 


122 202203 


地 の ア プロ ー チ が ある た め 充 分 な 空 


準 防火 地域 





EE ーー 





第 1 


種 高 度 地 区 
面積 60m? 
道路 幅 具 西 6.51m 
外部 仕上 げ 
屋根 プア ガル バリ ウム 鋼板 
外壁 プ / ジ ョ リ パ ッ ト 


開口 部 プス チー ル サ ッ シ アル ミサ ッ シ 


外 構 / ノ コン クリ ー ト 
内 部 仕上 げ 
リビン グ ・ ダ イニ ング 
床 プ オー ク フ ロ ー リ ング 
壁 ・ 天 井 ノ 構造 耶 体 現し OS 
キッ チン 

床 ノ 塩化 ビニ ル タ イ ル 

壁 プ ステ ン レ ス 張 り 

天井 ノ 構 造 務 体現 し OS 


砂利 敷き 





上 


配置 図 縮尺 1:1.000 


最高 高 さ 制 限 10m 最 1 


慎 栽 


敷地 














厨房 機器 ノ 
食 洗 奮 ノ Miele 
ガス オー ブン ノ BERTAZZONI 
ガス コン ロ ノ リンナイ 
換気 扇 (シェ ー ド ) / toolbox 
家具 ノラ ワン 合板 ・ ス テン レス 張り 
照明 / Hue 特注 シェ ー ド 
シン ク 水 栓 金物 ノ Kohler 
翌 室 
床 プ オー ク フ ロ ー リ ング 
壁 ・ 天 井 ノ PB AEP 
家具 ノラ ワン 合板 ・ メ ラミ ン 張 り 
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天井 ノ 構 造 務 体現 し OS 
家具 / ノ ステ ン レ ス 流 し 
照明 / Hue 特注 シェ ー ド 
トイ レ 洗面 所 
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天井 ノ 構 造 務 体現 し OS 
照明 / Hue 特注 シェ ー ド 
浴室 
ユニ ッ ト バ パス 
設備 シス テム 
空調 冷暖房 方 式 ア ルー ム エ ア コン 
換気 方 式 / 第 3 種 換気 方 式 
その 他 ノ ガス 温水 式 床 暖房 








給排水 結 水 方 式 / 上 水道 直結 式 
排水 方 式 / 下水 道 直結 式 
給湯 給湯 方 式 / ガ ス 給 湯 器 
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ー に PE _ コ ami ーー 一 ニニ ニョ aa 志 、 四 W 『 1 
E 二 ES ー ー ーー ーー 人 ーー ユ mm 1 記 8 
ー ーー 一 放 本 ヨー F 衣 地 」 W 
一 - テ ーー Em デ 1 " 邊 | 3 
ーー デ 日 キ 「 

em | ー に し P =" に 中 

エー 中 、 = mh | 3 自 に 
F_ 天 量 還 選 に レー 
M ーー . 邊 ま 」 ピ 。 相 | 
= | 





も し 芋 「 ロ デ Su 1 ド 四 1 1 | 
還 hh mm is L 由 ] 1 
を NN | コ TI1W1MWI 
本 衣 1 員 。 。 』 」 由 | 半 ド 『 倒 1 放 


s 内 に | 上 し 6 に ト 后 . 」 。 | l 
し コ 』 . 中 1 還 .* = 編 : ロ =m コ 1 っ 1 lu に * 1 | - 量 ーー I Le 


ここ [ や ニー WW N SS NN い NN InnIKMAIMIBRIBRI LINEAERANAA 上 3 


5 | 
1] 、 1 NRN nm 
介 。』 | 環 | 昌 半 | | 、 靖 蘭 。 | 曲 中 ! 」. 
円 「i 暫 」 中 電 | 昌 。 電 1 3 
和 FL 和 1 二 二 に に 
- m WT NN We ww や 本 


- 和 Ms 叶 
間 cm 『 1 ー 還 





| TA ONNNNNNNNNN AN、 mb 人 SN HLHIJIITIUU1II11T ET1T1 に = ー J』 


| 隆 
di 
工 。 


p 1 | 
1 、 半 較 上 『 | 旦 慎 出 = 放 NM 。 」 0 肌 由 前 エ . 打 。 
っ MM 、 ーー 主 e LN 生 に 計 tw v 提 本 し 本 ゃ 和 い 1 1 「 FE TT T 1 級 上 - 間 ま 1 | 
と 暫 、 ーー mm 電電 Mk 和 5 1 1 も " 務 。 二 1 」 1 | 馬 | Ll | 攻 Pa 6 記 
も 電 h 本 1 HIMILUGU 1113131I11IH 1 MMMNNMMI ee | 二 * 
5 - ! ロ ーー 














y い 
p 
| テ ョ ' 
「F Em ニーーーーー 全 「 
| 有 本 店 a ま し - 導 抽 計 
U に の 
IF O① 
槍 
修 9 
の) 
川上 の ) 
て 「 
遇 6 
8 * 、 ま 上 1 5 
- 組 8 DK 
8 獣 ち 
- la で 9 
恒 = M 
6W) 析 還 CD り 
ンー ーー 
ご 間 の 
① 1 ュー ン 上 
2) TO 〇 3 
iLS 5 ( : 


ざ 。 
* で 
MPT 








車場 を 
双 直 。 開 団 


共 す る 。 


(ー 


士 
ロ 


ロ 


N 
N 
/ 


米 つ 。 敷地 の 南側 
威 を 


ルー バー 状 の 木製 建具 を 


( 


し 


YKpImaEP の の 


璧 部 分 
と 6 


こ 繋 が る 外 
より 内 外 の 距離 を 変化 させ 、 羽 の 向き を 変 
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の 6 アア 名 6 


土間 か ら 中 庭 方 向 を 見 る 。 左 右 の 居室 前 も 外 土間 と する こと で 、 外部 を 緩やか に 内 部 へ と 
引き 込む 。 本 計画 で は 板 幅 35mm、 溝 幅 2.5mm の 37.5mm を 基準 寸法 と し た 溝 付 き 薄 壁 
パネ ル や 900x1.800mm の 壁 天 井 の 仕上 げ 合 板 、450 xi800mm の 床 合板 と いっ た 叶 法 
を 製品 化 を 前 提 と し て 汎用 的 な 900mm グ リッ ド か ら 導 き 規 格 化 し て いる 。 (石川 ) 
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街 に 奥行 き を つく る 仔 ま い 
敷地 は 駅 か ら ほ ど 近 い 高 低 差 の 大 きい 「 は け 」 と 
陸 則 は 狭 
い が 緑 多き 道 が そこ か し こ に 通る 、 人 と 自然 の 
距離 が 近い 場所 で ある 。 隣家 に 囲ま れ 、 人 や 
車 の 往来 も それ な り に ある 中 で 、 開 く か 閑 じ る か 
と いっ た 二 項 対立 で は な いあ り 方 を 模索 し た 。 
合理 的 な スパ ン の シン プル な 在 来 木造 と し 、 ヴォ 
リュ ー ム を 抽 えた 各 室 と 、 サ イズ や 納まり を 統一 
し た 開口 部 を 碁盤 の 目 の よ うに 平 面 方 向 と 断面 
方 向 に も 配置 し た 。 軒下 の よう な 中 間 領 域 の 配 
四 と 開口 部 の 位置 、 ま た 内 外 全 体 を 回 遊 で きる 
動 線 を 、 グ リッ ド を 基調 と し た プラ ン に 内 包 さ せ 
0 CGN イー 
階 に 対し 、2 階 は 高 さ 方 向 や 方 位 の 変化 に 
昌和 
また 中 庭 に 面 し て 可動 式 ル ー バ ー 折 戸 を 入 
れ 、 建 具 を 開け る と 外部 と 中 庭 は 繋が り 、 羽 だ 


け 開 けれ ば 視線 は 切り な が ら 光 と 風 を 取り 入れ 、 


は 外 に 明か り が 漏 て 0 る よう に し て いる 。 こ れ 
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ら の 光 や 影 の 変化 と プラ ン の 整然 性 や 連 
が 相まって 、 外 部 が 内 部 に 入り 込ん で いる よう 
な 、 あ る い は 内 部 の 一 部 の よう な 外部 と いっ た 
曖昧 さ が 自 然 に 感じ られ 、 簡 素 な 邊 形 で あり な 
が ら 奥 行き の ある 合 ま いと な っ た 。 
また 、 こ うし た ルー バー の ほか に 、 茜 床 天井 材 
や 水 回 り 、 家 具 、 建 具 、 内 明 、 小 さ な パ ー ツ ま 
で 、 手 仕事 と 工業 製品 の 間 の よう な オリ ジ ナ ル 
間 昌 この 建築 に 組み 込ん 
で いる 。 こ の こと に より 、 画 一 的 に は な ら ず に 素 
6 各 製 品 
は 同一 規格 で 難解 な 納まり を 要 し な いた め プ ブラ 
ン の 整然 性 に 見 合い 、 さ ら に は 施工 の 簡素 化 や 
クオ リティ の 向上 を 図る こと が で き て いる 。 これ 
ら の 製品 群 は 「S2M」 と いう 名 前 で リリ ー ス され 、 


(石川 素 樹 ) 
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上 : 洗面 室 と ダイ ニン グ キ ッ チ ン 。 洗面 室 の 壁面 タダ イル 、 テ ー 
ブル に 厨房 機器 、 シ ンク を 組み 込ん だ ダイ ニン グ キ ッ チ ン も 制 
作 で 製品 化 さ れる 。 
下 : 主 和 寝 室 。 
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リビン グ 。 トッ プラ イト を 編 月 表 
。 生 まれ 中庭 に 面 する 開口 や 
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さ な 光 を 取り 込む 。 
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N 提 に 
左 : 玄関 ホー ル 。 随 段 下 の 収納 は ステ ン レ ス 製 で 湾曲 し た 脚 ( ま ソフ ァ や 椅子 の 膨 、 キッ チン の タオ ル バ ー と 同じ 規格 で 壁 床 天 井 規格 に も 合う よう に な っ て いる 。 こ れ ら も 製品 化 さ れる 。 


階段 手 描 り と ササ ラ 状 の 振れ 止め も 品 化 パ ー ツ 類 と 合わ せ て 同じ の = 16mm で 、 段 板 と 方 杖 を 厚 さ 6mm の スチ ー ル と し 、 素 材 感 を 続 一 する た め ス テン レス コー ト を 塗布 し て いる 。 
右 : 2 階 階 段 横 の 廊下 か ら 見 る 。 中 庭 に 面 す る ガラ ス 建 具 を 繋ぐ 壁面 に 照明 を 設置 ( 明 も 製品 化 )。 反射 光 が 外 部 に 映り 込む よう に 計画 し て いる 。 


屋根 : 
カフ ラー ガル バリ ウム 鋼板 =0.35mm 堅 は ぜ 暮 き 

























































ゴム アス ファ ルト ルー フィ ング 22kg 巻 き 。 、、 一 屋根 
V 最 高 高 さ AE 4 。” カラ ー ガ カル バ リ リ ウム 鋼板 0.35mm 聖 は ぜ 暮 き 
放 池 ト ゴム アス ファ ルト ルー フィ ング 22kg 巻 き 
垂木 45X90mm @455mm 構造 用 合板 上 12mm 
ーー (通気 層 30mm) 水温 防水 シー ト 
ら 記 性 能 GW に 90mm 16k/mYXZ 双 寺 現 木 45X90mm @455mm 通気 層 に 30mm 
高 性 能 GW 90mm 16kg/m3X2 充 填 
V 軒 高 Aa 
1 遇 
」 ーー TI 際 中 川 ーー ーー 砂 EE 了 部 ーー 記 、 
ルル ザ 1 ヲリ ツ 合 板 全 2.5mm 本 夫 職 則 川 M( 
天上 川 旧 JHB 95mm ラリ ン 合 板 5.5mm ! 川間 り 
に 『 L 間 1 MI PB lc =9. 5mm h 上 h 一 肖 ) 1 ーー 
' 外壁 時 内 本 M 則 1 ハニ カム シェ ー ド エ | [ ーー 大 461 E9Om | Yen と | 外壁 
つ モル タル = 20mm リシン 吹付 け に トコ IFB 丘 9.5mm リツ ツ 改 付 り 間 則 人 l 則 ーー で 1 に 1 上 お ① を 香 の OU 條 KR 
G スー パー クラ ッ ク リ ゾン ネツ ドコ と 川 国 Mll MM 川 川 吊 エー に 人 生 昨 に 0 ' 波形 ) ラス 綱 に 8 バツ 
cN 波形 ラス 綱 を 8mm / 川 = M 川 M 人 WW に SA し スコ ー = | 間 | 15m 
所有 明 モ 15m 昌 妥 | 衝 内 上 TFP トー 
二 計 混 防水 シー ト H 1 UN 7 ロー リル グセ IM 1 所 人 合板 12mm 
ーー 構造 用 合板 12mm.」 ルリ 上 構 道 用 合板 24mm 高 性 能 GW た 90mm 16kg/my 赴 
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中 町 の 家 

所 在 地 / 東 京都 小金 井 市 
主要 用 途 / 専 用 住宅 
家族 構成 夫婦 


石川 素 樹 建築 設計 事務 所 担当 / 石 川 素 樹 
構造 mono 担当 / 森 永 信行 
造園 zoen 担当 / 蒙 田 真哉 
施工 
二宮 建設 担当 / 薄 藤 文 美 雅 
大 工 二宮 建設 担当 / 南 宏 修 
プレ カッ ト 高 英 担当 / 黒 澤 聡 
基礎 小林 土木 担当 ノ 小 林 勤 
板金 東京 サー ビス 担当 宮田 了 公 
金属 製 建 具 ウエ ハラ トー ヨー 住 器 
担当 / 河 本 謙一 
金属 戸崎 鐵 工 所 担当 / 戸 崎 格 
塗装 中 野 コ ー テ ィング 担当 / 小 町 忠明 
左官 大 道 左官 担当 / 大 道 勝 次 
設備 村瀬 工業 担当 / 村 瀬 勝彦 
電気 符 誠 電設 担当 / 稚 岸 俊 典 
家具 ・ 建 具 ・ 照 明 ・ 仕 上 材 S2M 
担当 山本 人 研 
造園 zoen 担当 / 蒙 田 真哉 
構造 ・ 構 法 
主体 構造 ・ 構 法 
基礎 べた 基礎 
規模 
階数 地上 2 階 
軒 高 5,700mm 最高 高 さ 6,.500mm 
敷地 面積 129.52m7 
建築 面積 63.63m: 
(建蔽率 49.13% 許容 60%) 
延 床 面積 102.64m7 
(容積 率 79.25% 許容 80%) 
1 階 4495m^ 2 階 57.69m2 
工程 
設計 期間 
工事 期間 
敷地 条件 
地域 地区 
道路 幅員 


不 造 在 来 構法 


2020 年 4 月 て 10 月 
2021 年 2 月 て 11 月 


法 第 22 条 区 域 第 1 種 高度 地区 
西 3.03m 南 4.00m 
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南側 全景 。 建 具 を 開け 放つ と 奥 に 中 庭 が 見 える 。 軒 を 兼ね た 木製 の 軒 樋 カ 


玄関 外 ホ ー ル 。 


駐車 台数 1 台 

外部 仕上 げ 

屋根 プア カラ ー ガ ル バ リ ウム 鋼板 t=0.35mm 想 
は ぜ 暮 き 

外壁 プア モルタル t=20mm リシン 吹付 け S2M 
スギ t=5mm、20mm 

開口 部 プア ルミ サッ シ  S2M ル ー バ パー 建具 

外 構 ノ 溶岩 砂利 敷き 

内 部 仕上 げ 

玄関 玄関 ホー ル 廊下 1 
ロー ゼット 主 翌 室 和室 

床 プ モル タル 1t=30mm 木 ご て 仕上 げ 
畳 =-15mm (和室 ) 

壁 ノ PB t=9.5mm リシン 吹付 け PB t=9.5mm 


ウォ ー ク イン ク 


| 拓 遇 エ 
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S2M ラ ワン 合板 +-=2.5mm、5.5mm  S2M 
タイ ル 1t=15mm (洗面 台 部 ) 

天井 ノ PB 上 9.5mm S2M ラ ワン 合板 2.5mm 

階段 制作 St ステ ン レ スコ ー ト 塗装 

便器 / ノ パナ ソニ ッ ク XCH1411WSS 

照明 ・ 建 築 金 物 ・ 壁 パネ ル ・ 下駄 箱 
/ S2M 

リビン グ 廊下 2 ダイ ニン グ キ ッ チ ン 
洗面 守 腕 衣 室 浴室 

床 プ S2M フ ロー リン グ t=12mm 

壁 ノ PB t=9.5mm リシン 吹付 け PB t=9.5mm 
S2M ラ ワン 合板 t=2.5mm、5.5mm 
S2M タ イル {=15mm (洗面 室 ・ 浴 室 

天井 ノ PB t=9.5mm S2M ラ ワン 合板 


・ 洗 面 台 
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較 " ゴザ - リー リー アリ 
アテ = ーー デザ ゴザ デア デデデ デリ 
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t=2.5mm S2M ス ギ t=5mm (浴室 ) 
便器 ノ パ ナ ソ ニッ ク XCH1411WSS 
ハー フ バ スン ノ TOTO PYP160CCJK 
照明 ・ 建 築 金物 ・ 壁 パネ ル ・ ソ ファ ・ キ ッ チ ン ・ 

ダイ ニン グ デ テー ブル ・ 洗 面 合 プ S2M 
設備 シス テム 
空調 冷暖房 方 式 プ ルー ム エ ア コン 
換気 方 式 ノ 第 三種 換気 方 式 
給水 方 式 ノ 公共 上 水道 直結 
排水 方 式 ノ 公共 下水 道 直結 
給 混 結 湯 方 式 プ ガス 給湯 避 

撮影 ノ 新建 築 社 写真 部 


始 排水 


各 業 種 を 承 い で 連携 し 、 ひ と つの メー カー で 統 
合 ・ 展 開 す る 新 ブ ラン ド 「S2M」 は 、SIMPLE 
な 形状 と 仕組 み 、 組 合せ 可能 な 統一 し た 
MODULE、 素 朴 で 多様 な MATERIAL、 と いう 
ひと つの S と ふた つの M を コン セプト と し て いる 。 
各地 域 の 就 練 し た 技術 者 と 協 働 し 、 普 遍 的 な 
素材 を 用 いて 実用 性 と 意匠 性 を 兼ね 備え た 製 
品 を 、 生 産 性 の 高い 仕組 み に よ り 廉 価 に 提供 
する こと を 目指 し て いる 。 (石川 ) 





ms 『 se 『 『 
こ か iP 還 こ ーー 『 ーー ュ ae 
La 由 ie 」 「 放 」 
Pd me = な 「 上記 J 『 ュー 』 
* 靖 P Jp WV 世 『 
= と や ョ ロ ーー ーー ゴ 。 ぴ P 
= ュ = = 「 "= 過 『 『 
ー-。 で -。 も すこ 
Ip テ F = 1 = PF 
> Fu F」 " 「 
CT oe 区 as ロ 中 ー ュ 埋 =! ーー げす 『 
『 『」 Jr か 1 ロ mn 
ig ロ こ 所 か 
『 」 占 ば ma ー 中 = = ご 
が ロ に にゃ ee P ーー 
1 『 ョ ヒー 暫 = mn ー ee ず Pe ーッ 
Ps 記 Pa mc 3 = ーー アディ mh km 
『 W 『 ー 下 直 肌 エ 0 ャ ーー ェ pp Ln = 5 に ーー 『 『 ァ こ 遇 
0 P PM se 『 ココ 由 ュー 
に か 『 ー mn 『 上 
7 II 太 ja/ 
ュー 『 『 ae 1 貞 。 『 『 
放 J 『 = = Pa Te ee 『 『 J 
上 L F ど ーー  」 『 ST に P 
還 ロ 。 ET に L = me = 
に 』 『 」 が 」 Ep J 
" FT に こ : ee と 『 』 g 中 ザ ア pm ーー 所 
ぽ P」 = 3 『 PH : 上 半 | 1 『 
本 『 『 が ーー ニー Pa 『 Er で 円 1 ! | 
1 間 導 ーー | ゃ ト 中 1 ょ 
6 や 。 ee ョ コ コ 『 ーー P 避 
計 ロ ーーーー-ー_ 『 に 〒 』 
2 V 員 sco ツル 
に 『 』 > と 遇 由 Pe ー 
ーー」 『 F』 エ 。 ーー に F Fu 
J ーー * jc に 『 直 に 
ョ 「 " ィ 
- J = 4 ma g 『 ea ーー ザ 
1 『。 hs "…- で F PE 
me 『j 1 』 ず に ロ 。 上 - 
ー で 』 re に ニュ 』 『 。。 J 『 
有り 『 J / me 1 aa = mm J ーーー_ 肥 = 
ロ ゴ ョ - > 上 ロ ー に ー ュ = 
jn こ 1 こ = に 『 = ・ 
串 aw 邊 に ーー 1 ha 
ーー PF ご ー 
「 に Pa 
了 『 『 | 『 ” に = > 
『 『i 1 j ee 【 ] Fn 
『 た = 1 『 5 WP 1 Co 
ーー EE 『 H 
ア 』 『 デ ee デ y en 
ri 『 ak 少 和 デ - 誠 J 
『 『 e ま 』 コ * ド コ W 上 - 』 『 
『 『 We e = Te 
『 ーー ーー | T す バ P ロ 
ーー m ! | * コ 『 衣 思 Le 
! = PH が コ 
| に 『 + ご ss 
=ー。 で 『 " 地 に 『 
+ ・ 
半 ーー | 還 
1 W = 


ー=. 
W 


『 デキ 


配置 図 縮尺 1 :2.000 


202203 131 


本 


で 
# 有 到 に 

“ ー 『 』 人 ] や 

に た 2 


・ ャ 帆 本 


ーー 日 


特集 : 木造 の 魅 方 


拓 16 cl 結 厨 【919 に < 
兵庫 県 神戸 市 -- 一 < ょ 


に 隊 間 _ 」 
ーー 


に コ 


- 吉村 理 建築 設計 事務 所 


昼 生 = 。 に に 

記 ー M 

。 
革 


12 202203 





内 


デ ー 『 


8 
『 


得 2 プ 


記 | 
1 
ーー -" 」 
ょ 人 「1 1 
Peers WW ー 


ニー 


EE 








は ーー s ーー- - 「 ] 
ーー iP oo = コ 
ーー 呈 aa 本 ニョ = ー 


ta 


ー 


ヤ WI im 1 】 





1 


13 4 





建物 中 央 を 買 き 終 動 線 を 菩 た 幅 9 
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アク アグ キッ チン か ら ダ イニ ング さら に 奥 に 街並み を 望む 。 下 階 は 巴 供 部 屋 や リョ ッ ング 油 還 還 還 粒 ss | 
ん の た 比較 的 賑やか な 居場所 、 上 階 は ラウ ンジ や 夫婦 の 翌 室 が あ 和沙 ち 着い た 居場所 
アグ クダ 寺 ツ で 、 ダ イニ ング や 水 回 り が 置か れ た 階層 が 吹抜け を 介し 、 上 下 階 ど 連 続 まる 。 
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= リビング か ら 3 つ の 子供 部 屋 を 見 る 。45mm 厚 の 筋交い で 買 を 挟み ビ 
ス 止 めし た 箕 過 性 の ある 板 壁 A が 、 空 間 を 緩やか に 分 ける 。 機能 に 合 
わせ て 天井 高 も 異な り 、 リ ビン グ は 2.260mm、 子 供 部 屋 は 3.360mm。 
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ダイ ニン グ か ら 吹 抜け 廊下 越し に 上 に ラウ ンジ 、 下 に リビン グ を 見 る 。 手 前 に 板 壁 B、 そ の 間 の 奥 に 板 壁 A が 見 える 。 
板 壁 人 、B に より 階 を 踏 ぐ 大 き な 外 部 開口 を 実現 し つつ 周囲 か ら の 視線 を 調整 する 。 





回 


右手 に リビン グ を 見 る 。 廊 下 の 床 は 磁気 質 タ イル 貼り 。 
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山 に 捨て られ た スギ 大 径 木 を 活か す 

奈良 県 は 、 戦 前 か ら 植林 され た 樹齢 100 年 を 超 
える 大 径 木 ス ギ 人 工 林 の 蓄積 量 が 極め て 豊富 で 
ある 。 し か し ここ 30 年 の 間 に 、 す べ て の 材 を 余 
すこ と な く 搬 出 で き る 、5 人 程度 で チー ム を 組み 
山の上 に 架 線 を 張る 「 架線 集 材 」 か ら 、 高 値 で 
売れ る 1 番 玉 や 2 番 玉 を 厳選 し 1 本 単位 で 搬出 
する ひと り で も 作業 可能 な 「 へ り 集 材 」 に 移行 し 
た 。 こ の 変化 に よっ て 飼 る 価値 が な いと 判断 さ 
れ た 残 材 で は ある が 径 の 大 き な ス ギ 丸 太 が 数 多 
く 山 に 放 門 さ れ た まま と な っ て いる 。 こ の 大 量 の 
スギ 廃材 に 価値 が 生れ 有効 活用 され 山 の 風 景 
を 変え た い 。 

この 建築 は 、 集 材 、 製 材 、 加 工場 の ある 吉野 
か ら 車 で 2 時 間 程 度 の 神戸 市 の 住宅 造成 地 に 
建て られ た 夫婦 と 子供 3 人 の た め の 住居 で ある 。 
上 下 階 で 静か な 大 人 の た め の 場 所 (ラウ ンジ ) と 岩 














板 壁 B( 高 耐力 フチ ナス 板 情 ) 


_ 貫 30x105mm 
端 部 大 人 深き 60mm 


パネ リー ド X-170 
終 め 打ち 


筋 か い 45x105mm 
端 部 軸 組 突き 付け 
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スキ 昼 板 王 60mm 


アク ソノ メト リッ ク 


や か な 子供 の た め の 場 所 ( り ビ ング ) と を 分 け 、 ダ イ 
ニン グ キ ッ チ ン を 両者 の 間 に 挟ん で いる 。 こ の 3 


つの レベ ル に 神戸 港 を 一 望 で きる 屋上 階 を 加え 、 


計 4 つ の 床 レ ベル を つく り 、 真 ん 中 に 設け た 越 
屋根 を も つ 幅 半 間 の 細長 い 吹 抜け 廊下 が それ ら 
を 串刺し に し て いる 。 廊下 は 動 線 集約 ゾー ン で 
ある と 同時 に 、 夏 は 卓越 風 か ら 形 状 決定 され た 
避 屋 根 が 巨大 な 換気 装 赴 と し て 、 冬 は 大 き な ガ 
ラス 和 面 が 巨大 な 集 熱 装填 と し て 働く 。 

刻み を 少な くし 大 きく 材 を 取る こと で 、 大 き な 節 
や 虫食い の 跡 と いう 欠点 を 解消 し た 、 大 径 木 廃 
材 か ら 切 り 出 され る 45mm 厚 板 で 組ま れ た 板 壁 
A、B で 構成 され た 汎用 性 の 高い 単純 な 架構 で 
ある 。 胡 以 外 の 床 、 屋 根 も すべ て 45mm と 
60mm 太 に 切り 出し た スキ 厚 板 で つく られ た 。 
外周 は コ の 学 型 に 組ん だ 1 間 幅 の 板 璧 A を 2 間 


Me ーー 箇 か い 45X105mm 


スキ 厚 板 45mm 
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深 側 釘 CN75 @150mm 斜め 止め 
柱 側 釘 CN75 @100mm 斜め 止め 





ピッ チ で 配置 し 、 内 部 は 板 壁 B を 吹抜け 廊下 の 
両 脇 に A と 同じ く 1 間 幅 2 間 ピッ チ で 並べ 、 そ の 
間 を 構造 と は 切り 離さ れ た 雑司 や 開口 部 で 充填 
し て いる 。 板 壁 人 は 200mm 幅 の 大 判 厚 板 を ダ 
ボ で 繋ぎ 、 軸 組 と の 間 を ビス 止め する こと で 、 構 
造 用 合板 と 同等 の 高い 璧 倍率 を も つ 落 と し 込み 
板 壁 で ある 。 告 示 1100 号 の 壁 倍率 の 向上 を 目 
的 と し て 、 稲 山 正弘 研究 室 で 予備 試験 を 実施 し 
た 後 、 建 材 試験 セン ター に て 本 試験 を 行っ た 。 
板 璧 B は 同 研 究 室 で 実験 、 開 発し て いる 間 柱 租 
度 の 汎用 製材 の ビス 止め だ け で 簡単 に つく る こ 
と が で き 、 高 耐力 を 発揮 する ラチ ス で ある 。 

乾 要 が な けれ ば いつ まで も 大 量 の 大 径 廃 ス ギ 材 
は 山 に 放 門 され た まま で ある 。 工 場 加 工 、 パ ネ 
ル 化 、 プ レ カ ッ ト と の 調整 な ど 数 多く の 課題 を 解 
決し て いき た い 。 (吉村 理 ) 





。 = さき 所 ネー - 机 」 


上 : 奈良 県 に ある 集 材 地 。 多 く の 集 材 地 で 大 径 木 が 捨て られ 
て いる 。 
下 : 施工 風景 。 


中 : 板 壁 に 用 いる スギ 材 に ダボ 穴 を 開け る 様子 。 
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ルー フ テ ラ ス 。 塔 屋 の 越 屋 根 は 、 坂 下 か ら 吹 き 上 が る 卓越 風 を 元 に 換 
考慮 し 形状 を 決定 。 
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艇 の 家 

所 在 地 / 兵庫 県 神戸 市 
主要 用 途 / 専用 住宅 
家族 構成 / 夫婦 十 子 供 3 人 


吉村 理 建 築 設計 事務 所 担当 / 吉村 理 
小西 健 陽 

構造 監修 ホル ツ ス トラ 担当 稲山 正弘 
東京 大 学 稲山 正弘 研究 室 

設計 補助 ナカ オ 建 築 設 計 舎 担当 / 中 尾 敏也 
施工 、 
松 彦 建 設 工業 担当 / 田 中 秀 弥 

大 工 棟 染 谷山 政 徳 

材 所 阪口 製材 所 担当 ノ 阪 口 勝行 
寺井 板金 担当 寺井 顕 司 
浅 山 建具 店 担当 ノ 浅 山 雅夫 

家具 工房 BROTO 担当 橋本 龍 児 
タナ カ 電 機 担当 / 田 中 秀明 

ハウ ジン ク ペ イン ト 馬 場 担当 / 馬 場 久 和 
上 西 左官 工業 担当 高田 博 和 


汗 租 剛 


吐 尊 弄 洒 洒 交 


F 所 
深 
外 





構造 ・ 構 法 
主体 構造 ・ 構 法 木造 在 来 工法 
基礎 べた 基礎 
規模 
階数 地上 2 階 
軒 高 6.950mm 最高 高 さ 8.685mm 
敷地 面積 368.83m7 
建築 面積 107.66m7* 

(建蔽率 29.19% 許容 30%) 
延 床 面積 211.18m2^ 
(容積 率 57.26% 許容 80%) 

1 階 107.66m^ 2 階 103.52m< 
工程 
設計 期間 2019 年 4 月 て 2020 年 3 月 
工事 期間 2020 年 4 月 て 2020 年 11 月 
敷地 条件 
風致 地区 宅地 造成 工事 規制 区 域 
度 地区 
道路 幅員 南北 西 6.00m 
外部 仕上 げ 
屋根 ププ ガル バニ ウム 鋼板 堅 は ぜ 暮 き 





馬車 台数 2 台 


第 1 種 高 


外壁 プア スギ 下見 板 ( 一 部 ガル バニ ウム 鋼板 小波 板 ) 

開口 部 プア ルミ 樹脂 サッ シ 木製 栓 戸 

外 構 ノ 植 栽 コン クリ ー ト 

内 部 仕上 げ 

リビン グ 予備 室 子供 部 屋 1 て 3 廊下 

床 プ タモ フロ ー リ ング (廊下 の み 磁 器質 タイ ル 
400mm 角 リク シル ) 

壁 プ スギ 落し 込み 板 壁 t=45mm ラチ ス 板 壁 
{=45mm 一 部 シナ ベニ ア 

天井 アス ギ 厚 板 t=60mm 

照明 / DAIKO 磁器 製 ソ ケッ ト 

自転 車 土間 玄関 土間 

床 ノ 磁器 質 タ イル 400mm 角 

壁 プ スギ 落し 込み 板 壁 t=45mm 

天井 アス キ ギ 厚 板 t=60mm 

家具 ノ 制 作 

ダイ ニン グ キッ チン 

床 / タ モ フ ロ ー リ ング (キッ チン 一 部 磁 器 錦 タ 
イル 400mm 角 ) 

壁 プ スギ 落し 込み 板 壁 t=45mm ラチ ス 板 壁 
{t=45mm 


プ {=6rmrT 


久 房 方 式 プ エア コン 
気 方 式 / 第 3 種 換気 
給水 方 式 プ 上 水道 直結 
排水 方 式 ノ 下水道 直結 
給湯 方 式 プ ガス 給湯 器 
撮影 ノ 新建 築 社 写真 部 


天井 アス キ ギ 厚 板 t=45mm 

厨房 機器 ゲ プ トーヨー キッ チン 
食 洗 革 ノリ ン ナ イ RKWV-601C-SV 
ガス コン ロ ノ リン ナイ RB71W23L10RSTW 
換気 扇 ( シ ェ ー ド ) / TRUFO-B90C-92Z 紹 湯 
NR ・ シ ンク 水 梓 金 物 プ トーヨー キッ チン 

ハー フ ユ ニッ トバ ス TOTO tipe0 

壁 / 友 器 質 タ イル 400mm 角 

天井 ノ FRP 防 水 塗装 

洗面 脱衣 所 トイ レ 

床 ノ 磁器 質 タ イル 400mm 角 

壁 プ スギ 落し 込み 板 壁 +=45mm ラチ ス 板 壁 
{=45mm 

天井 アス キ 厚 板 t=45mm 

家具 ノ 制 作 

便器 ノ LIXIL アメ ー ジ ュ 

洗面 カウ ンタ ー ノ デュ ボ ポン コー リア ン 

洗面 用 水 欄 金物 ノア ハン スグ ロー エ 

設備 シス テム 

空調 暖房 方 式 プ エア コン 床 暖 
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特集 : 木造 の 魅力 
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リビン グ ・ ダ イニ ング か ら ベ ッ ド ルー ム 側 を 見 る 。 中央 の 吹抜け の 構造 体 に 
対し て いく つも の 構造 体 が 下 屋 の よう に 取り 合い 、 架 構 に ズレ が 生ま れる 。 
その ズレ を 増幅 させ る よう に 、 一般 的 な 規格 と は 異な る 寸法 の 開口 部 や 建 
具 を 制作 。 右 の 930x2.700mm の 扉 か ら ベ ッ ド ルー ム に アク セス する 。 




































































リビン グ ・ ダ イニ ング か ら ゲ スト ル 見 る 。。 マ ッ サ ー ジ の 施術 室 に も な 
る ゲス トル ー ム の 床 高 は 、 リ ビン グ ・ グ と 緩やか に 繋が る よう 1,580mm 
の 半 を 設け た 。 ゲ ヌス トル ー ム 下 は 収 : ー ス と 枯 起 軸 寺 用 スペ ー ズ が 5 ジン 
セス する 。 カ ラー ステ イン で 色 ム ラ を 着色 し た 正面 の RC 壁 は 、。 主体 構 
造 か ら 切 り 離 され て お り 、 室 温 を 安定 き 幅 る 蓄熱 帯 と し て 機能 し て いる 。 
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構造 アク ソノ メト リッ ク 





ズレ る 力 を 3# 地 er 
この 建物 は 、 柱 ・ 梁 ・ 床 ・ 屋 根 に 平面 的 ・ 立 面 的 な ズレ が 
存在 する 。 屋根 面 で 一 体 と な っ た リビン グ ・ ベッ ドル ー ム の メ 
イン 構造 に 、 ニ タリ ー・ キ ッ チ ン ・ ウ ォ ー ク イン クロ ー ゼ ッ ト 、 
ゲス トル ー ム 、 ワ ー ク スペ ー ス の 3 つの サブ 構造 が 下 屋 の よう 
に 取り 合っ て いる 。3 つ の サブ 構造 は 屋根 面 の 取り 合う 位置 
が 異な り 、 さ ら に ゲス トル ー ム は 2 階 部 分 も 存在 する 。 こ れ ら 
の サブ 構造 は メイ ン 構 造 の リビン グ に 取り 合っ て いる が 、 そ の 
リビン グ は 吹抜け と な っ て お り 、 各 構造 間 に 力 の 伝達 する た 
め に 、 リ ビン グ に は 頑強 な 通し 柱 を 設け て お り 、 ひ と つの メイ 
ン 構 造 と 3 つの サブ 構造 が 一 体 と な る よう に し て いる 。 

(野村 圭介 ) 





om 両開き 戸 を 介し て リビン グ ・ ダ イニ ング の 吹抜け と 連続 する 。 
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1.200mm の RC 腰 壁 ( 右 下 ) は 、 af を 2 と 内 し を OR 、 着 還 昌 
する 。 リ ビン グ ・ ダ イニ ング の 天井 高 は 4.015 て 4.880mm。 。 捕 二 人 - 

| 人 、 0 1 還 還 eo 断面 詳細 図 縮尺 1: 50 


144 2022 03 





風 | I | On hi Wi 5 
央 則 員 MM 4 


で ' ト 上 テキ ! m し - 
介 近 語っ = 『 = 
Ll 双 
か いも | 請 かよ 』 「 FE 回 宮 1 画 | 
り 還 」 1 十 コ ニュ ョ 
に 中 | 
| 畔 和 党 ー mm | す ・ lk 
コ 下 ' = 還 


村 





ワー クス ペー ス 。 天井 高 1.955 て 2.315mm の 落ち 着き の ある 居場所 。 ゲス トル ー ム 。 間仕切 り の 引き 戸 は 、 開い た 時 に RC 壁 の 幅 に 収まる よう に 制作 。 


空間 に 広がり を 生む ズレ と ムラ 

如 信 の 市 街 地 に 建つ 住宅 で ある 。 住 まい 手 の 敷地 は 分 譲 さ れ た コン パク ト な 旗竿 地 で 、 密 集 ズレ を 生じ させ て いる 。 さ ら に リビン グ ・ ダ イニ ン 
夫妻 は 東京 都心 に 暮らし て いた が 、 伝 統 的 な 街 "し た 住宅 地 で は ある が 南東 側 に 緑地 帯 が 残っ つて 。 グ か ら そ の 輪郭 線 が 見 える よう に し 、 基 礎 、 柱 、 
並み に 春 か れ 鎌 倉 に 移り 住む こと に し た 。 夫 は お り 視 線 の 抜け が ある 。 リ ビン グ ・ ダ イニ ング は 梁 、 梓 、 建 具 な どの 仕上 げ 線 を 意図 的 に ズラ す 
新型 コロ ナウ イル ス の 流行 に より 在宅 勤務 が 多く 公共 性 が 高く な る の で 吹抜け 空間 と し 、 緑 地帯 "こと で 強調 し た 。 ま た 仕上 げ 材 は 、 職 人 が 釘 で 
な り 、 妻 は 移住 を きっ か け に 目 宅 で ボディ ケア の の 借景 を 取り 込む 大 き な 開 口 部 を 設け る こと で 直接 折 め つけ 、 浴 装 も 下地 の 特性 が 出る も の を 
サロ ン を 開業 する こと に な っ た 。 プ ライ ベー ト な 許容 力 の ある 空間 と し た 。 建物 の 平面 構成 は 限 施す こと で ムラ を 隠さ な いよ うに し て いる 。 
居場所 と し て の 住宅 で あり な が ら 職 場 や 店 な ど られ た スペ ー ス を 有効 に 使う た め 、 リ ビン グ ・ ダ 一般 的 な 建築 の 作法 と し て 統制 の 取れ な い 線 や 
の パブ リ 人 空間 を 物 "イニ ング を ハブ スペ ー ス と し 、 房 状 に 居室 を 配置 要素 は 排除 し て し まう が 、 こ の 住宅 で は ズレ と ム 
理 的 に 分 ける こと が で きる 境界 線 を 複数 設け る _ する こと で 廊下 を 用 いな い 計 画 と し て いる 。 そ れ ラ に よる 完結 し な いも の を 意図 的 に 表現 する こと 
必要 性 が 生じ た 。 さ ら に コロ ナ 答 の 状況 も 加味 " ぞ れ の 居室 の 大 き さ と 形状 は 、 部 屋 の 用 途 と 部 で 仕切 り の 奥 や ズレ 線 の 先 、 物 体 の 深層 に 想 
し て 、 限 られ た 気 積 を さら に 細か くく 分割 し な けれ 屋 同士 の 関係 性 、 周 辺 環 境 と の 叔 が り を 閣 鷹 し 像 力 が 働く 効果 を も た らし 、 空 間 に 広 が り と 奥 
ば な ら な いこ と が 大 き な 課 題 と な っ た 。 て 最適 化し て お り 、 結 来 的 に 平面 的 、 断 面 的 な 行き を 生み 出す こと を 目指 し た 。 (森屋 隆 洋 ) 


屋根 
ガル バリ ウム 縦 ハ ゼ 昔 き 
ル / 際 遮 熱 ルー フィ ング 
/ 欄 用 人 板 E12m 
『 垂木 60X120mm @300mm 
り セル ロー ズ フ ァ イ バ ー 断 熱 材 モ 180mm 





天井 : が 
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木製 胴 緑 モ MM 
穫 湿 防水 シー 
モイ ス 1M 抽 力 面 材 9.5mm 
柱 120X120mm 
セル ロー ー ズ ファ イ / バー 断熱 材 モ 120mm 
気密 シー ト 
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モイ 4NT-T6 レーー ト ーーー イ ー 
真 鈴 釧 打ち 
壁 ーー 
モル タル 金 ご Ns 
カ ガ 寺 ステ イン 塗装 6 
一 訂 : ま 
無 暫 アカ アフ ロー リン グ 仁 1 5mm ず 
EK 構造 用 合板 =24mm 演 


。 床 : 
モル タル 金 で で デ 
6 カラ ー ス テイ ン 塗装 / 


無垢 アカ ン ア フロ ー リ ング に 15mm 
構造 用 合板 に 24mm 








ーー 一 ー バリ ウム 板 水切 り 基礎 陸 替 工法 用 シロ アリ 返し 
ーー 基礎 : レ 
耐圧 スラ ブ に 180mm 4 「 ( _ 砂利 数 き 
捨て コン クリ ー ト に 50mm が 箇 デ “ アデ ーー Nu 
スタ イロ フォ ー ム に 40mm 一 基礎 立上り ー 
ポリ エチ レン フィ ルム モ 0.15mm 本 カフ ラー ステ イン 塗装 
ー 20100 00 S,600 紹 EL 600 2 1 00 900 陣 虹 断熱 材 ビ 30mm 
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形 で 、 そ れ 


弄 敷 地 に 対し て 座 行 する 平面 


所 在 地 / 神奈 川 県 鎌倉 市 
主要 用 途 / 店 舗 併 用 住宅 
家族 構成 夫婦 


MORIYA AND PARTNERS 担当 / 森屋 隆 洋 
東海 大 学 担当 ノ 野 村 圭 介 


担当 ノ 佐々 木 宏幸 
担当 ノ 石川 貞 彦 
仁科 組 担当 / 仁 科 昭 光 

中 込 板金 担当 / 中 込 公 一 

新 圧 左 巨 担当 / 新庄 正徳 
担当 ノ 有馬 正広 

占 屋 木工 担当 / 古屋 知 広 


南東 側 の 外観 近 


| 


名 康 填 具 文化 シャ ヤッタ ー 


担当 渡邊 政志 
設備 大 倉 設備 工業 担当 ノ 阿 部 正和 


電気 
家具 


造 二 


構造 ・ 


還 


ぞ れ の ヴォ オ リュ 


大 木 電機 担当 大木 敏 照 
家具 工房 担当 / 鈴 木 勇 資 
逗子 ガー デン 担当 ノ 久 我 愛 
構法 


主体 構造 ・ 構 法 在 来 工法 


革 人 
規模 


階数 


べた 基礎 


地上 2 階 


ーー 


軒 高 5,'590mm 最高 高 さ 5.742mm 


敷地 面積 162.18m2 


建築 面積 


67.23m2 


(建蔽率 41.04% 許容 60%) 
延 床 面積 80.13m7 


証 








能 に よっ て 異な る 。 


・ ア サ ヒ トー ヨー 住 妖 


(容積 率 48.92% 許容 160%) 

1 階 59.13m^ 2 階 21.00m: 
工程 

設計 期間 2019 年 10 月 2020 年 12 月 
工事 期間 2020 年 12 月 て 2021 年 6 月 
敷地 条件 

第 1 種 中 高層 住居 専用 地域 準 防火 地域 


道路 幅 具 北西 40m 駐車 台数 1 台 

外部 仕上 げ 

屋根 ・ 外 壁 プ ガル バリ ウム 鋼板 縦 は ぜ 暮 き 

開口 部 ノ 樹 脂 容 ( 一 部 スチ ー ル 製作 サッ シ ) 

外 構 / 砂 利 敷 き モル タル 金 ご て 仕上 げ カ ラー 
ステ イン 塗装 

内 部 仕上 げ 

リビン グ ・ ダ イニ ング 

床 ノ 無垢 アカ シア フロ ー リ ング 

壁 プ アモ イス NTT6 真 鈴 釘 打ち ラワン 合板 OS 真 
背 位 ] ち モル タル 人 金 ご て 仕上 げ カラ ー ス テイ ン 

天井 アラ ワン 合板 十 木 製 竿 縁 OS 

空調 機器 プ ダ イキ ン 床 置 形 エア コン オー デ 
リッ ク シー リン グラ ファ シ 

照明 アコ イズ ミ 照 明 

ゲス トル ー ム (施術 室 ) 

床 ノ 無垢 アカ シア フロ ー リ ング 

壁 プ モイ ス NTT6 真 欠 釘 打 ち モル タル 人 金 ご て 
仕上 げ カラ ー ス テイ ン 塗 装 

天井 アラ ワン 合板 十 木 製 竿 縁 OS 

箱 階 段 / ラ ワン 合板 OS、 ラ ワン 無垢 材 OS 

空調 機器 / ダ イキ ン 壁掛 形 エ アコ ン 

ベッ ドル ー ム 

床 ノ 無垢 アカ シア フロ ー リ ング 

壁 プ モイ ス NTT6 真 鈴 釘 打ち 

天井 アラ ワン 合板 十 木 製 竿 縁 OS 

階段 / タ モ 集成 材 OS 

空調 機器 プ ダイ キン 壁掛 型 エ アコ ン 








ワー クス ペー ス 
床 ノ 無垢 アカ シア フロ ー リ ング 
壁 プ モイ ス NT-T6 真 欠 釘 打ち ラワン 合板 OS 
真 鈴 釧 打ち 
天井 アラ ワン 合板 十 木 製 竿 縁 OS 
サニタリー 
床 ノ 無垢 アカ シア フロ ー リ ング 
壁 プ モイ ス NT-T6 真 欠 釘 打ち ラワン 合板 OS 
真 鍛 釘 打ち モル タル 金 ご で て 仕上 げ カ ラー ス 
テイ ン 塗 装 
天井 ノ PB AEP 
暖房 / ビ ピー エス タオ ルウ ォ ー マ ー 
便器 ノ TOTO タン クレ スト イレ 
洗面 カウ ンタ ー ノ Tform 
洗面 用 水 栓 金物 プ ノ フ ォ ン テト レー ディ ング 
ユニ ッ ト バ スン ノ TOTO 
キッ チン 
床 ノ 無垢 アカ シア フロ ー リ ング 
壁 プ PB AEP ラワン 合板 OS 不燃 マテ リア 
ル ボ ー ド 
天井 ノ PB AEP 
2 スラ ハギ キツ チン シッ クリ チリ ソノ 
床下 収納 
床 プ モル タル 金 ご て 仕上 げ カラ ー ス テイ ン 塗 装 
壁 ・ 天 井 ノ PB AEP 
換気 / マ ツナ ガ 
設備 シス テム 
空調 冷暖房 方 式 / エ アコ ン 
換気 方 式 / 第 3 種 換気 方 式 
デマ ンド 換気 シス テム 
給排水 給水 方 式 ノ 直結 給水 方 式 
排水 方 式 ノ 下水道 直 結 
給 海 給湯 方 式 プ ガス 給湯 器 
撮影 ノ 新建 築 社 写真 部 
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プン の ジョ 
ング 千葉 県 鴨川 市 釜 沼 集落 で 行わ れ た 茅 普請 の 現場 。 足 場 に 上 が り 茅 

を 暮 く 人 、 足 場 の 下 で 茅 を 束ね る 茅 マル キ を 行う 人 (下方 )、 参 加 初 
“ 日 で 墓 縄 の 結び 方 を 習う 人 (右端 ) が 一 緒 に 作業 を 行う 。 古 民家 ゆ 
、 ンー - う ぎ つ か は 西 の 軒 下 に 丘 が 迫る た め 作業 が し や すい 。  。 
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主催 小さ な 地球 東京 工業 大 学 塚本 研究 室 


担当 / 相 良 育 弥 高橋 花 歩 
規模 施工 表面 積 約 50mY 


定 還 邊 
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ノ 総 屋根 表面 積 約 250m2 | 
期間 2021 年 10 月 1 日 <24 日 、 
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- 平尾 し えな / 東 京 工業 大 学 塚本 研究 室 
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釜 沼 集落 で 展開 する 小さ な 地球 プロ ジェ クト 。 ゆ う ぎ つか を 含む 4 つの 古 民 家 を 整備 し て いる 。“ 


光 薩 抽 生 プロ ジェ クト 

釜 沼 は 鴨川 市 の 山間 部 に ある 小さ な 集落 で 、 地 
形 に 沿っ て 棚田 が 連なり 、 か つて は 新 炭 林 で あっ 
た 昌 山 に 囲ま れ て いる 。「 古 民 家 ゆ う ぎ つか 」 は 
その 集落 の いち ば ん 奥 に 位置 する この 地域 の 典 
型 的 な 農家 で ある 。 

2019 年 9 月 に 南 房 絵 を 襲 っ た 台風 ファ クサ イ に よ 
り 、 ゆ う ぎ つか の 屋根 を 績 う 板 金 が 吹き 飛ば され 
る と 中 か ら 茅 薩 が 姿 を 現し た 。 こ の 家 に 23 年 前 
に 移住 し 都市 農村 交流 を 通し て 都市 住民 や 移住 
者 た ちと の ネッ トワ ー ク を 築い て きた 半 農 半 ア ー 
ティ スト の 林 良 樹 氏 は 、 彼 炎 し た に も 関わ ら ず 茅 
英 の 美 し さ に 打 た れ 本 来 の 茅 季 の 姜 に 戻す こと 
を 決意 、 棚 田 オ ー ナ ー に な っ て いた 塚本 由 晴 に 
協力 を 求め た 。 塚 本 は 茅 暮 再生 を 含む 金 沼 集落 
の 再生 を 、 ふ る まい 学 か ら の 展開 で 事物 連関 弄 
の デザ イン を 探求 し て いる 研究 室 の 活動 の 柱 に 
据え 、 農 業 ・ 林 業 ・ 建 築 ・ 土 木 を 踏 い だ 活動 
を 始め た 。2021 年 の 1 月 に は 資源 的 人 会 議 *” に 
神戸 を 拠点 と する 茅 茸 き 職 人 の 相良 育 弥 氏 を 招 





本 。 こ 


台風 被災 前 、「 茅 昔 の カン ツメ 」 だ っ た 古 民家 ゆう ぎ つ か の 姿 。 茅 昔 カ 
玉 わ れ て いる 。* 
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き 、 ゆ う ぎ つか の 茅 邊 診 断 を し て も ら う と 共に 、 
区 暮 合宿 の 棟 染 に な る こと を お 願い し た 。 こ れ は 
2021 年 10 月 に 行わ れ た 第 1 次 の 合宿 の レポ ー ト 
で ある 。 


茅 茸 の むか し 

釜 沼 集 落 に は 現在 25 世 帯 が か あり 、 そ の うち 茅 茸 
が 完全 に 露 わ に な っ て いる の は ゆう ぎ つ か の み で 
ある 。 以 前 は 20 世 和 帯 ほど の 共同 体 で ある 「 結 」 に 
よっ て 、 毎 年 農 閑 期 で ある 冬 の 間 に 1 軒 ずつ 暮 き 
替え る 茅 普請 が 行わ れ て いた 。1 度 に 昔 き 替え る 
の は 寄 棟 屋根 の 2 面 (北面 と 東 面 、 西 面 と 南面 の セッ ト ) 
で あり 、 各 戸 に 茅 普請 が 回 っ て くる の は 約 20 年 
お き で あっ た 。 

長 考 た ち は 茅 英 が まだ 結 で 行わ れ て いた 時 代 を 
角 明 に 覚え て いて 、 今 回 の 合宿 中 に 何 度 も 足 を 
運ん で 懐 か し そう に 当時 を 語る 。 集落 内 に は か つ 
て 谷地 の さら に 奥 の 南 向き 斜面 地 に 2ha も の 共 
有 の 茅場 が あり 、 す べ て 刈り 取る と その 年 の 茸 き 
替え に 足る スス キ が 採れ た 。 総出 で 茅 刈 り を 行 
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_2020 年 10 月 の 土 壁 ワー クシ ョ ッ プ で 法 尻 の 排水 溝 を 掘り 、 


い 、 刈り 取っ て 東 ね た も の を 運び 出す た め に ワイ 
ヤー ロー ブ を 能 の 畑 まで 渡し 、 そ こ か ら 育 負 子 で 
担い で 普請 が 行わ れる 茅 英 の 軒下 や 庭 に 運び 込 
ん だ 。 大量 に 必要 な 京 縄 も 手分け し て つく っ て お 
き 、 足 場 に 使う 長い 松 の 板 や 丸太 は 各戸 で 少し 
ずつ 保管 し 、 も ち 寄 っ て 足場 を 組み 上 げた 。 近 
所 か ら 現 場 を 仕切 る 職人 を 呼ぶ た め に 金 を 出し 
合い 、 作 業 の 合間 の 食事 に 女性 た ち が 腕 を 振 
の の 0 6 

し か し 高度 経済 成長 か ら バ ブル 経済 へ と 進む 中 
で 、 若 者 は 次 々 に 集落 を 離れ 、 茅 普請 が で き な 
く な っ た 。 代 わり に 板金 で 茅 暮 屋根 を う 手法 、 
「 茅 茸 の カン ツメ 」 “が 広まり 、 茅 場 だ っ た 山腹 
に は スキ が 植林 され た 。 


克 場 の 再生 と 茅 の 調達 

矛 重 を 再生 する な ら ば 茅場 か ら と 、 台 風 彼 害 か 
ら 約 1 年 後 の 2020 年 の 10 月 に 茅場 再生 に 着手 
し た 。 休耕田 を 茅 と な る スス キ 野 原 に 変え る の だ 
が 、「 田 ん ほ 仕 様 」 の まま で は 水はけ が 悪く 、 湿 
気 に 強 い セ イタ カ ア ワ ダチ ソウ が 優勢 に な る 。 そ 
こ で 、 田 を 畑 に する 方 法 に 習っ て 、 剛 の 法 尻 に 
消 を 掘っ つた 。 こ れ に より 発生 する 粘土 ( 軽 ト ラッ ク 4 
杯 分 ) は 同時 期 に 着手 し て いた 集落 内 の 「 古 民家 
下さ ん 」 の 土 忌 改修 に 用 いら れ た 。 

2021 年 の 春先 に セイ タカ アワ ダチ ソウ を 刈っ て 野 
焼き し 、 周 囲 に 生え て いる スス キ か ら 立 派 な も の 
を 選ん で 移植 し た も の の 、 残 念 な が ら こ の 新 茅 
場 に は 再び セイ タカ アワ ダチ ソウ が 群生 し て いる 。 
排水 は 上 手 く いっ て いる の で 、 タイ ミン グ ( 種 に な る 
前 ) を 精 食し て 再度 草刈 り を 行う 予定 で ある 。 
今回 は 、 隣 の 南 房総 市 で 茅場 を 管理 し 茅 の 販 圭 
を 行う 八代 氏 か ら 700 把 を 購入 し た 。 ま た 、 同 
県 富津 市 の 茅 自 屋根 の 解体 現場 か ら 古 茅 を 数 
十 担 を も らい 受け た 。 ワ ー ク ショ ッ プ の 後に な っ 
た が 、 和 群馬 県 みな か み 市 の 茅場 で 行き 場 を 失っ 
た 200 把 ほ ど を 特別 価格 で 購入 し た 。 茅 藤 が 高 
価 に な っ て し まっ た 一 因 に 原料 の 得 に くさ が 挙 げ 
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クラ ウド ファ ウン ディ ング 








茅 茸 を 芝 る メン バー シッ プ の 変化 と 茅場 の 整備 


られ る が 、 緑 に 助け られ 、 目 分 た ちら で 輸送 する な れ ば 酷く 月 れ た り 雨 が 漏 っ た りす る こと は な いと 茅 は 畑 に 撤 か れ 、 新 芽 が 顔 を 出す 「 屋 根 も 地 
ど し て 100 万 円 程度 の 出費 に 抑え る こと が で きた 。 いう 。 と ころ が 、 茅 暮 を 板金 で 旨 う 際 に は この ふ 。 面 も まだ ら な の が 本 当 は 正しい 風景 」 と 表現 する 
た つが 邪魔 に な る の で 切除 され る こと が 多い 。 よう に 、 茅 茸 屋根 は 循環 の 象徴 で も ある 。 
ゆう ぎ つ か の 屋根 の 構造 「 茅 茸 の カン ツメ ヌ 」 を 開け た その まま で は 棟 が な い 氏 は 「 伝 統 は その 時 代 の その 人 の カラ ー を 重ね て 
農家 の 小屋 組 に は 「 オ ダチ 組 」 と 呼ば れる 棟 を 直 た め 雨 漏 り し て すぐ に 全体 が 月 れ て いく 。 ゆうぎ 残る も の 」 と 古老 の 言葉 の 惹 訳 を し つつ 、 目 の 前 
接 文 え る 東 立 の 形式 と 、「 サ ス 組 」 と 呼ば れる 三 _ つか で は 応急 処置 と し て 箱 棟 を 被せ シー ト で 呈 に ある も の で 何 が 可能 か 考え 続け て いる 。 ま た 、 
角形 の 架構 の 頂上 で 棟 を 支え る 形式 が ある 。 一 い 、 ロ ー プ で 下 か ら 抑 えて いる 。 板金 で くる ん だ 海外 事例 に も 触れ 、 屋 根 に 限ら な い 試 み を 繰り 
般 に オダ チ 組 か ら サ ス 組 へ と 進化 し て いく < 流れ が 軒下 に は 板金 の 計 が 架け られ て いた が 、 こ れ を 返し 、 茅 茸 を アッ プ デ ー ト し て きた 。 用 いる 道具 
ある が 、 ゆ う ぎ つか の 小屋 組 は この 過渡 期 の ハイ 外し て 、 茅 英 だ け で 軒先 を つく る 本 来 の 納まり に の 数 々 は 先 人 か ら 受 け 取 っ た も の も 多い が 、 中 


ブリ ッ ド 型 で ある 。 茅 薩 は 上 下 2 段 に 分 か れ た 合 戻し た 。 に は 樹脂 製 の オラ ンダ の 道具 も 混ざる 。 
掌 の 外 に 竹 で 小姓 を 組み 、 茅 を 何 層 か 暮 いて は 普段 は 請負 仕事 と し て 職人 集団 で こなす 茅 茸 を 、 
竹 と 菓 縄 で 抑え る の を 繰り 返 す の が 基本 で 、 ま 相良 育 弥 と くさ か ん むり 今回 普請 で や る こと に は 大 き な 学 び が あっ た と い 


ず 軒 先 を つく っ て か ら 上 に 登っ て いく 手順 と な る 。  「〈 さ か ん むり 」 と いう 茅 重 職能 集団 を 率い る 棟梁 _ う 。 素 人 が 作業 に 混ざる こと で ベ ペース は 乱れ 、 
今回 は 西 面 の 複数 層 か ら 成 る 軒 つ け と 屋根 表面 の 相良 氏 は 、 茅 暮 屋根 の ! 完 成 が 完成 で な い 」 と 綺麗 に いか な いと ころ も 出 て くる が 、「 請 負 」 で 作 
を 構成 する 最初 の 2 層 を 暮 い た の で 、 来 年 は を 。 ころ に 莉 か れる と いう 。 時 を 経た 茅 茸 屋根 は 、 そ 品 を つく る 感覚 か ら 徐 々 に 解放 され 、 茅 草本 来 
の まま 西 面 を 登る よう に 甘い て いく 。 の 表面 が 風化 し た 部 分 に 近く の 植生 が 移り 、 草 。 の 次 に 迫っ た 感覚 を 得 た そう だ 。 

茅 茸 の 命 と いえ る の は 軒 と 棟 で 、 こ こ が で き て い が 生え て くる 。 茸 き 替 え で 出る ボロ ボロ に な っ た 


aa 





資源 的 人 会 識 *5 で の ゆう ぎ つ か の 芝 墓 診 少 断 。 二 重 染 の 上 に 梁 と 束 、 サ ス (合掌 ) の 三角 形 が 茅 茸 合宿 初日 に 屋根 裏 か ら 構造 を 観察 し た 。 水 平 に 並ぶ 竹材 (ヤナ カ ) が 落ち て 下方 に 寄っ て 
載っ て いる 。 棟 を 直接 支え る 束 は な く 、 独自 の 構造 を も つ 。 し まっ て いる 。“^ 
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教 英 ぎの 手 順 

合宿 に 先立ち 、 近 所 の 移住 者 で 茅 貢 の 経験 が あ 
る 坂本 氏 が 単 管 足 場 を 設置 し た 。 南 房 絵 か ら 届 
いた 茅 を 運び 入れ て 母屋 の 南 に 積む セ と 、 ち ょ うど 
いい 昼 委 場 所 が で きた 。 既存 の 茅 を か き 分 け て 






回 産 婦 : 
(m あ ON、 





下地 に 薫 縄 を 括り 付け 、 番 宗 竹 を 刷り 下げ 仮 設 人 cr っ 
の 足場 を 設え る 。 今 回 確実 終え られ る 範囲 と し 6 イタ 誠人 の 
て 西 面 下方 半分 を 見 込み 、 該 当 範 画 の 上 部 か ら Po _ woh 
茅 を 引き 抜い て いく 。 古 茅 を 括る 作業 は 収穫 し た 
稲 を 括る や り 方 と 同じ だ 。 既存 の 茅 を 下ろ す 余 
は 、50 年 前 に 作業 を し た 先 人 た ちの や り 方 を 理 っ 
の し キ ( 主 机 忠和) 


解 し 、 新 し い 茅 を どの よう に 暮 い て いけ ば よい か 。 -* 条 いい 、。 
を 検討 する 最後 の チャ ンス で ある 。 小屋 組 を 直し 


て 、 竹 の 下地 を 組ん だ の ち 、 相 良 氏 が 先回り し で さい 3 で 7 。 
て 下り 棟 =「 ス ギ 」 を 仕上 げ け 、 そ こ に 軒 を 合わ せ Sa 
衝 し 97 ( 枯 ^T- 新 到 / . 


る よう に 茅 を 暮 い て いっ た 。 茅 を 抑え る 畑 縄 を 下 素 李 で 才 る 、 
地 に 通す た め に 茅 英 の 中 に 手 を 差し 込む と 、 中 

は 暖か く 、 ま る で 大 き な 生 き 物 の よう だ 。 茅 の 上 

に 並べ た 人 竹 を 菓 縄 で 「 男 結び 」 する 時 の 感覚 も / 心  、 ゅ ぅ ぎっ か 茅 暮 断面 。 第 1 次 茅 茸 合宿 で 暮 いた 西 面 軒 の 茅 暮 の 構造 。 

地 よ い 。 軒 か ら 上 に 引き 返す よう に 「1 枚 目 」「2 

枚 目 」 を 暮 いて いく 。 最後 の 週末 に は 30 名 近く と 似 て いる 。 作業 名 称 も 「 軒 ツケ 」「 茅 マル キ 」 な 用 の 鎌 が 作業 に 合わ せ て 多様 に 分 化し て いる の 
集まり 、 男 結び (写真 5) を 習う 人 、 茅 マル キ (写真 5 ど 対 象 と 動作 が 組み 合わ され て お り 、! シ ロカ キ 」 と 同じ く 、 茅 暮 用 の ハサミ は 使う 場所 や タイ ミン グ 
を つく る 人 、 屋 根 の 下 も 大 賑わい で ある 。 「 ク ロキ リ 」「 クロ ヌ リ 」 な ど 田 ん ぼ の 部 位 と 動作 を 。 ご と に 多く の 種類 を 使い 分 ける 。 随 所 で 茅 普 請 
茅 茸 の 作業 は 結ぶ 、 叩 く 、 切 る な ど 農 業 の 作業 組み 合わ せる 稲作 と 同じ だ 。 道 具 に つい て も 農業 が 循環 に 組み 込ま れ て いた 様子 が 垣間見 られ た 。 
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至 60om、 長 さ 2m ほど ある 城東 を 井桁 に 積む 。 効率 よく 作 屋根 ( に 取り 付け た 仮 の 竹 足場 に 乗り 、 剛 ご と に 古 茅 を 引き ホソ が 緩ん だ 小屋 組 を 菓 縄 で 補強 する 。 サ ス (合掌 ) が 抜け 
業 す る た め 、 茅 束 は 長 さ や 質 の よさ に よっ て 山 を 分 ける 。““* 抜く 。 膝 な ど に 一 抱え まとめ て 縄 で 括り 、 下 に 投げ る 。 沙 ち た 箇所 も あっ た の で 、 据 え 直 し た 。 


放 國 





サス (合掌 に ヤナ カ と 呼 ば れる 竹材 を 水平 ( に 渡 し て 行く 。 箱 生 直 材 の 垂木 を ヤナ カ と の 交点 すべ て で 「 男 男 結び 」 で 固定 する 。 竹 小 舞 (下地 ) か ら 縄 を 回 し て 攻 を 折 えて いく 。 写真 で は いち 
冶 び で 上 下 左 右 の 固定 を する 。 縄 は 隣 の 縄 に 治 う よう に 右 に 半分 より 右 は 左上 が り 、 左 は 右上 が り の 八 の 字 で 縄 を か ける ば ん 下方 の 縄 取り 竹 か ら 取 っ た 縄 で スギ (下り 棟 ) の 慕 束 を 抑 
5 周 、 左 に 4 周 、 踏 みつ け て 締め な が ら 巻 く 。 の は 土 壁 の 竹 小 尊 と 同じ で ある 。 CU の 
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NNW MX 【 いい ドー や ジジ 5」 ン 「 に " アン ング クラン と = 
GDP ミイ イキ で に 長 さ 90em の 災 い 棒 を 茅 を マル く (断面 が 析 円 に な る よう に 束ね 上 げ る ) の で 茅 マ ル スギ は 下り 棟 を さ し 、 現場 で も っ と も 腕 の よい 者 が 作業 を する 
用 いる 。 一緒 に 手 を 刺し て 扱う こと も あれ ば 、 屋根 裏 に 人 が キ と 呼ば れる 作業 。 主 に 関東 の 文化 な の で 、 区 城 か ら 参 加 の の が 通例 。 軒 より 先行 する スピ ー ド 、 屋 根 全 体 の 状況 や 茅 の 
入っ て 受け 取る 方 法 も ある 。 職人 が 指導 し た 。 品 具 に 応じ る 了 臨機 応変 さ 、 繊 細 さ が 求め られ る 。 


茅 を 並べ て 、 薬 纏 を ね じ り 込む こと で 仮 止め を する 。 攻 縄 は 茅 の ライ ン を 揃え る た め に H い て 成形 する 。 道 具 は 「 タ タキ 」 竹 を 水平 ! に 渡し 、 ST 


科 助 的 な 役割 で 、 茅 同士 の 摩擦 を 利用 する こと で 滑り 落ち る 「 ガ ン ギ 」 な ど と 呼ば れ 、 人 硬い 木材 の 表面 を 段 状 に し た も の を と で 本 締め する 。3 て 5 人 で 並び 、 締 め 付 け の た め に 足 で 人 竹 を 
の を 防ぐ 。 用 いる 。 オ ラン ダ の 樹脂 製 の も の は 軽く 扱い や すか っ た 。 踏む 際 の 掛け 声 が 集落 に 痺 く 。 








W NNW 」 


NN Nh ピ ニーズ 





軒先 の 補強 の た め こ ! ホ コ 」 の 下 に 短い 「 尺 八 」 を 刺し 込み 、 そ 表面 を 2 枚 目 まで 茸 いた と ころ で 今年 は 終え た 。 1 年 雨漏り し 
の 下方 に バイ 衝 」 を 引っ 掛け さら に 宮 竹 を 屯 り 下げ る 。 茅 マ 2 千 の 補 び 方 を 救 わる 。 『 御 イア ポイ な いよ うに 隙間 に 古 茅 を 詰め て 念入り に 養生 を 行う 。 
ルキ で つく っ た 東 を 並べ て 割 竹 で 挟み 込み 、 シ ュ ロ 縄 で て とめ る 。 よう に も ち 上 げ る こと で 負担 を 減ら す 。 





男 結び の 手順 。 名 前 と は 裏腹 に 、 摩 擦 を 使う こと で 女性 で も 結ぶ こと が で きる 。 必須 スキ ル の 
ひと つ な の で 、 現 場 に 練 泊 会 場 を 設け 、 洗 得 し た 人 が 屋根 上 で 作業 が で きる ルー ル と し た 。 
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棟 染 の 相良 育 弥 氏 ( 左 ) と 南 房 総 で 茅 茸 を 行う 職人 ( 石 ) 
スギ (下り 棟 ) の 暮 き 方 に つい て 話す 。 現場 が 開か れる こと 
で 職人 同士 の 交流 も 活発 に 行わ れ た 。 





現代 の 結 

2 週間 の 合宿 に は 総勢 60 名 が 訪れ た 。 茅 茸 の 
技術 を 学び た い 、 コ ミュ ニテ ィ の あり 方 を 体感 し 
た い 、 屋 根 に は 登れ な いけ ど 食 事 の 準備 を 手 伝 
いた い 、 な と 消 在 時 間 も 目 的 も 多様 で あっ た 。 
培い を 意識 し て 茅 に 手 を 出せ な い 参 加 者 が 、 人 
数 や 会 計 を 取り まとめ る 事務 と 子守 (ボボ 子連れ で 全 


日 参加 の 若い お 母さん が いた ) の 役割 を 見 つけ た の も 、 


普請 の 柔軟 さ 、 寛 容 さ を 物語 っ て いる 。 こ れ を 
機会 に 鴨川 へ の 移住 を 決め た 人 が いる の も 大 き 
な 成果 だ ろう 。 

「 く さか ん むり 」 か ら は 相良 氏 に 加え て 若い 職人 が 
参加 し た 。 ま た 区 み 城 県 で 茅 茸 を 学ぶ 職人 1 名 と 
南 房 絵 の 芝 暮 の 現場 を 経験 し て いる 職人 2 名 も 
参加 し た 。 茅 暮 屋根 は 方 言 の よ うに 地域 に よっ て 
その 造り が 異な り 、 神 戸 、 欧 城 、 千 葉 の 職人 た 
ち は 作 業 を し な が ら ズ レ や 違い を 埋め る 会 話 を 繰 
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下 。 電 。 
呈 1] に 寺 
Pi 1 中 『 
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和 も 和 


< くさ か ん お むり 所 属 の 女性 職人 に 加え て 、 茨城 で 茅 他 職 人 に 弟子 入り し 
建築 や 芸術 を 学ん だ 後 の 選 択 だ と いう 。 1 年 ほど 修行 を し て きた た め 、 部 分 的 に 指揮 を 執る こと も あっ た 。* 


り 返 す 。 組 み 立 て も 部 位 や 道具 の 名 前 も 場所 ご 
と に 微妙 に 違い 、 相 良 氏 曰く | 通訳 つき で 海外 旅 
行 に 行く 」 よ うな 感覚 だ っ た そう だ 。 


茅 茸 の これ か ら 

現在 日 本 に お ける 茅 茸 は 、 建 築 基準 法 22 条 に よ 
る 可燃 素材 で 箕 か れる 屋根 の 規制 、 茅 普請 を 成 
り 立 た せ て いた 「 結 」 や 茅場 の 消失 な ど が 隊 壁 と 
な り 、 新 築 は お ろか 、 藤 き 替 えも 容易 で は な い 。 
共有 の 資源 で あっ た 茅 も 購入 せ ざ る を 得 な い の 
が 実情 で 、 か と いっ て 茅 草屋 根 が ほとん ど な い の 
に 茅場 だ け を 増やし て いく わけ に も いか な い 。 し 
か し 、 近 隣 に は 再生 し た い 茅 昔 古 民家 を 抱え る 
人 が 数 名 いて 、 ゆ う ぎ つか は その 先陣 を 切っ た 
か た ち で ある 。 双 場 の 再生 と 新しい 結 が で きれ 
ば 、 地 域 の 数 軒 で 回 す 新 し い 生 態 学 的 バラ ンス 
を も っ た 茅 普請 が で きる の で は な いか 。 





7 ば か り の 女性 職人 が 全 期 商 参加 し 7。 こら り と や 0 NG 
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今回 は 小さ な 地球 が 運営 し 、 職 人 た ち を 集め 、 
クラ ウド ファ ウン ディ ング で 広く 支援 を 募り 、 参 加 
希望 者 を 受け 人 人 れる か た ち で 芝 普 請 を 行っ た 。 
これ は 今 の 状況 に 合わ せ て リ デ ザ イン され た 「 現 
代 の 結 」 と いえ る 。 人 間 中 心 の 社会 を 見 直し 、 自 
欠 と の 関係 が 社会 を デザ イン し て いく た め の 新 し 
い ル ー ル メイ キン グ が 必要 だ 。 里 山 を 師匠 に 普 
請 型 の 建設 の 実践 を 積み 重ね て 、 コ モン ズ 再 構 
築 の 可能 性 を が し て いき た い 。 (平尾 し えな ) 


*1 : 里山 と 都市 の 新た な 連帯 に 向け 、 障 壁 を 克服 し て いく た 
め に さま ざま な 専門 家 が 分 野 の 垣根 を 越え て 協 働 す る プラ ッ ト 
フォ ー ム と し て 企画 され た 。 これ まで 「 コ モン ズ 」 「 酷 農 」「 獣 害 」 
「 も り の よう ちえ ん 」「 茅 茸 」「 土 中 環境 」「 土 壁 」! ど ぶろ く 」 
と いう テー マ で 開催 。 次 回 の テー マ は 「 サ ー キ ュ ラ ー エ コノ ミー.」 
(2022 年 2 月 27 日 開催 )。 


*2・1970 年 以降 「 安 全 屋根 」 と いう 触れ 込み の 元 、 板 金 に よ 
り 茅 昔 屋 根 を 丸ごと 包む 工法 が 普及 し た 。 こ うし た 板金 で く 
る まれ た 茅 草屋 根 は 茅 暮 職人 の 間 で 「 茅 昔 の カン ヅ ツメ 」 と 呼ば 
れ て いる 。 


La 
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相良 氏 が 持参 し て いた 道具 の スケ ッ チ 。 今回 は 速 征 な の で 最小 限 持 参 し た と いう が 、 そ れ で も その 多様 さ に 目 を 見 張る 。 茅 茸 職人 以上 に 道具 職人 の 不足 が 問題 に な っ 
て いる そう だ 。 去年 尼 子 入り し た 職人 は 仕事 を 覚え つつ 道具 を 増やし て いる 最 中 で 、 鍛 冶 屋 が 振 え た 刃先 に 目 分 で 木 帝 の 栓 を つけ る た め 、 頃 合い の 木 を 探し て いた 。 
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庫 孝 
普請 の 倫 め 


塚本 由 晴 (建築 家 ) 


千葉 県 鴨川 市 釜 治 集落 で 移住 者 で ある 林 良 樹 
氏 、 福 岡 達 也 氏 ら と 「 小 さ な 地球 」 と いう 一 般 社 
団 法人 を 設立 し 、 里 山 の 再 生 に 取り 組ん で いる 。 
きっ か け は 、2019 年 秋 の 台風 被害 で 、 法 人 の 
理事 長 を 務め る 林 良 樹 氏 の 古 民家 が 彼 炎 し た こ 
と で ある が 、 棚 田 で の 米 づ くり か ら 、 耕 作 放棄 地 
の 再開 胡 、 山 林 の 手入れ 、 草 刈り な どの 環境 整 
備 、 さ ら に 古 民 家 の 再 生 と 、 そ の コミ ュ ニ ティ ス 
ベ ペース と し て の 運営 まで 、 里 山 の 暮 らし に 密着 し 
た 実に 多様 な 活動 を 行っ て いる 。 

2020 年 の 夏 に 共同 購入 し た 十 民 家 下 さん は 、 
小さ な 地球 の コミ ュ ニ ティ と 東京 工業 大 学 塚本 
研究 室 の 学生 た な ち に よっ て 設計 改修 され 、2021 
年 4 月 か ら コ ミュ ニテ ィ キ ッ チ ン 、 同 年 7 月 か ら は 、 
簡易 宿所 の 運営 が 始ま っ て いる 。 こ の 改修 は 、 
答 上 工程 で ひと り 、 専 門 職 の 人 に 講師 に な っ て も ら 
い 、 ワ ー ク ショ ッ プ 形式 で 学び な が ら 行 われ た 。 
また 材料 は サル ベー ジ し た 吉 材 や 里山 の 粘土 や 
竹 や ス ギ 皮 を 使い 、 ほ と ん ど ゴ ミ を 出さ な い 建 設 
で あっ た 。 現場 は 仮 半 いも な く 、 知 り 合 い が 遊 び 
だ みり ルト 8609K の ミニ テイ メン パー の 全 
多 に 手 伝 え る よう に な っ て いた 。 手分け し て 準備 
し た 食事 を 首 で 食べ る の も 建設 の 一 部 で あっ た 。 
こう し た 建設 の あり 方 は 普請 と 呼ば れる 。 普 請 の 


金 、 材 料 、 作業 の 手 、 食 糧 を 普 く 人 びと に 請う 





た こと に ある が 、 現 代 の 建設 一 般 が 建設 業者 に 
より 請負 われ 、 仮 囲い で 外部 か ら 了 て られ た 現 
場 は 専門 職 の 人 に よっ て 占め られ 、 一 般 の 人 を 
建設 に 参加 する 機会 か ら 速 ざけ る こと に な っ て い 
る こと と 見 事 な ま で の 対比 を な す 。 ま た 、 共 同 購 
入 の 経緯 か ら 積極 的 に 共有 財 と し て 位置 づけ ら 
れ て いる 古 民 家 下 さん は 、 世 の ほとん どの 建築 
が 私 有 公 有 を 間 わ ず 、 専 有 さ れる 財産 で ある こと 
と 比べ る と これ も また 明快 な 対比 を な す 。 

ここ か ら 請 負 一 普請 の 対比 還 と 専有 一 共有 の 対 
比 が 得 ら れる わけ だ が 、 こ れ ら を 横 軸 、 縦 軸 
と し た 座標 を 組む と 4 つの 象限 が 得 ら れ (下図 )、 
下さ ん の 改修 は 共有 > 普請 の 第 3 象限 に 位置 づ 
けら れる 。 同じ 象限 に ある 「 朋 村 記念 堂 」 (設計 : 
谷口 吉郎 、1947 年 ) は 中 山道 の 旧 宿 場 町 馬 蘭 出 身 
の 文明 、 島 崎 藤 村 の 生 家 で ある 元 陣屋 の 焼け 跡 
に 、 戦 中 に 亡くな っ た 有 藤 村 を 偶 ん で 村人 絵 出 で 
普請 し た も の で あり 、 私 た ち は い つも ま 普 請 の 師 [ 
と 仰い で いる 。 だ が 20 世 紀 の 資 本 主義 を ベー ス 
に し た 社会 は 建設 の ほとん ど を 専有 x 請 負 の 第 1 
象限 に 集中 させ た 。 こ の こと が 建設 に も と も と 備 
わっ て いた コモ ンズ 的 性 格 を 弱体 化 さ せ た こ と は 
合 定 し よう の な い 事 実 で あろ う 。 

里山 再生 プロ ジェ クト の そもそも の 始ま り で あっ 
た 林 氏 の 古 民 家 の 屋 根 の 茅 薩 再 生 も 、 昨 年 10 
月 に 第 1 回 の 茅 昔 合宿 と し て 行わ れ 、 全 国 か ら 














「 事 物 連 関 」 を 批評 言語 に 繁栄 


60 人 の 老若 男女 が 現地 参加 し 、 さ ら に クラ ウド 
ファ ン デ ィング を 通し て 多く の 方 が た に 温か い 支 
援 を いた だ く こ と が で きた 。 こ の 場合 は 本 氏 の 家 
な の で 一 応 専有 x 普 請 の 第 2 象限 に 位置 づけ ら 
れる 。 昔 は 毎年 1 軒 ず つ 、 集 落 の 結 に より 暮 き 
替え が 行わ れ 、 必 要 量 の スス キ を 生産 する 茅場 
が 集落 の 外れ に あっ た と いう 。 結 の 構成 世帯 は 
20 か ら 25 で 、 こ れ は 茅 が 劣化 し 、 暮 き 替 え が 必 
要 に な る 周期 に ほぼ 一 致し て いた 。 ま さ に 生態 学 
的 な 新陳代謝 の 均衡 が 植物 、 建 築 、 人 間 社 会 
の 間 に 成 立 し て いた 。 

この 座標 を 眺め て いる と 、 地 款 の 間 題 に 向かい 
合わ な けれ ば な ら な いこ れ か ら の 建築 デザ イン は 、 
各 2 か ら 第 4 象限 の 建築 を 改め て 開拓 する も の に 
な る の で は な いか と 思う 。 そ の と き 建 築 家 に 求め 
られ る の は 、 銀 限 を 移動 し な が ら 局 面 を 切り 開い 
て いく 和 柔軟 性 で あり 、 ま た この 座標 の 軸 を ぼや け 
させ る よう な 、 こ れ ま で に な い ハ イブ リッ ド な 建築 
の 社会 性 を 提案 し て いく こと で ある 。 

そし て それ は すでに 始ま っ て いる 。 た と えば つく る 
局面 で は 第 1 象限 で も 利用 首 が 党 理 運営 を 協同 
で 行う 場合 は 垂直 軸 が つく る 局面 より 右 に 移動 し 
て 第 2 象限 に な る 。 こ の よう に マネ ジメント や 使用 
な ど に 関す る 独 目 の 座標 を 設け る こと も 、 上 で 述 
べた ハイ ブリ ッ ド な 社会 性 の ひと つと いえ る だ ろう 。 
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『 新 建築 住宅 特集 』 で は 、 毎月 .、 さ まさ ざま な 作品 や 論考 、 


記事 を 掲載 し 、 広 い 射 程 を も っ て 住宅 か ら 明 日 を 拓く 
建築 の 可能 性 を 伝え 記録 し て いま す 。 し か し 重要 な こ 
と は 、 議 論 の 場 を つく る こと に あり ます 。 限ら れ た 誌 幅 
の 中 で 示さ れ た も の か ら 何 を 考え て いく べき か 、 そ れ 
ぞ れ の 読み 解き や 発見 を 共有 し 、 建 築 を 取り 巻く 多く 
の 事象 や 環境 と 共に 議論 を 重ね る こと 。 こ の 座談 月 評 
は 、 そ の 場 を 広げ て いく こと を 目的 に 掲載 し ます 。 

2022 年 1 て 12 月 号 は 、 貝 島 桃 代 さん 、 中 山 英之 さん 、 
藤村 龍 環 さん を 評者 と し て 、1 年 を 通し て 前 号 へ の 批 
評 を 座談 形式 で 議論 いた だ きま す 。 そ れ ぞ で れ の 個別 の 
評 と 共に 、 そ れ が 相乗 し て 新た な 示唆 に 展開 する 連載 


記事 と し て 毎月 掲載 いた し ます 。 ど う ぞ ご 期待 くだ さい 。 
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貝 島 平屋 の 建築 に 関し て 何 を 議論 すべ きか 。 ま ず こ 
の 号 を 見 て 平屋 は 日 本 らし い ビ ルディ ング タイ プ だ と 思 
いま し た 。 雪が 降る 山 が ちな スイ ス で は 地面 に 接する 
基礎 部 分 を 地下 階 と し て 、 そ の 上 に 木造 を 建て 屋根 
を 載せ る 2、3 層 の 構成 が 住宅 の 原型 で むつ まり 長 
い 委 の 暮らし に 備え 、 地 下 や 屋根 裏 に 食料 な どの 倉 
庫 が ある 。 一 方 スイ ス で 平屋 に な り 得 る ビル ディ ング タ 
イブ は 神殿 や マー ケッ ト 、 パ ヴィ リオ ン な ど 一 時 的 に 人 
を 集め る 活動 の 建物 で す 日 本 の 平屋 は これ に 近い 。 
温暖 な 気候 や 島国 と いっ た 風土 で 築 か れる 、 四季 折々 
の 生活 の た め の 、 ミ ニ マ ル な 架構 か ら な る パ ヴ ィ リオ ン 
と し て の 建築 、 清 家 清 の 私 の 家 」(『 新 建築 』5703) な 
ど が 、 佳 宅 の か た ちと し て 目指 され て きま し た 。 

膝 村 私 は この 号 で は 、 西 沢 立 衛 さ ん の 「House 
in Los Vilos」 と 葛 島 隆之 さん の 「Pergola」 に 興味 
を も らち ま し た 。 前 者 は 雄大 な 目 然 の 中 に 建つ て いて 長 
さ 55m、 面 積 322m* と か な り 大 きい の で す が 、 建 築 
の エレ メン ト や 佳 宅 の ディ テー ル を すっ 飛ば し て RC 屋 
根 の うねり 方 だ け で 全体 を つく っ て いま す 。 対照 的 に 
後者 は 細長 い 輪 旗 に 機能 が 配置 され て いく と いう 点 
で は 前 痢 と 似 て いま す が 、 本 来 は 2 次 部 材 で ある は ず 
の 垂木 が な ぜ か 主役 と な り 、 幅 3m 弱 の 男 囲 内 で そ 
れ ら の 角度 と 高 さ を 変化 させ 、 周 辺 の 樹木 の 配置 や 
そこ に 記 か れる 道具 な ど 小 さ な 条 件 を 捨 っ て いま す 。 
他方 で パー ゴ ラ 状 の 屋根 の 円 紋 状 の ジオ メト リ は 意 
外 な ほど シン ブル で 、 壮 う じ て 全 体 を 繋 ぎ 目 め る 役割 
を し て いま す 。 ど ちら も 1990 年 代 終 わり か ら 2000 年 
代 初 頭 に AA スク ー ル や や Any 会 議 を 震源 地 と し て 盛り 
上 が っ た 連続 体 (Continuous Surface) 的 な つく り 方 で す 。 
貝 島 家 成 俊 勝 さ ん の 特別 記事 ' お 好み 焼き 住宅 
語 」 を 説 むと 、 関 西風 お 好み 焼き が 平屋 な の か な と 
思っ た ん で す ( 笑 )。 地 球 と いう 鉄板 に 載っ て いる 平屋 
と し て 見 る と 、 地 面 に 寄り 添う よう に な る の で 周辺 や 
地面 、 周 り の 風景 と の 関係 の つく り 方 が 大 事 に な る 。 
お 好み 焼き が どこ か ら 来 て いる か と いう 話 を 家 成 さん 
の し QOS の 6 だ こと ん (クラン クロ イド リア イト が 
「Freeman House」(1923 年 ) で 、 住 宅 外 壁 の コン クリ ー 
ト パ ネ ル を 敷地 の 土 か ら つ くろ うと し た よう に 、 そ の 場 
に ある 材料 を 再 構築 し た り 、 鉄 板 と いう 地面 や 地形 そ 
の も の も 構成 婁 素 に な る 。 平 屋 と いう 多様 な お 好み 焼 
き レ シ ピ を 委 想 し 始め て し まい まし た 。 

中 山 平屋 は や っ ぱり 屋根 で す よ ね 。 今月 号 は 帽子 
屋 さ ん を 見 る よう で 楽し いで す 。 勾配 屋根 に すれ ば 目 
然 と 高い と ころ と 低い と ころ が 出 て くる けれ ど 、 フ ラッ ト 
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「House In Los Vilos」 


ルー フ だ と 最初 に 決め た 高き で すべ て 決ま っ て し まう 
の で 、 成 、 つ まり つば の 付き 方 が 大 事 で す よ ね 。 帽 
子 も つば が あま り 高 いと 被っ つて いる 意味 が な く な る し 。 
あと 、 た と えば 目 深 に 被る と か 、 そ うい う キ ャ ラク ター 
性 みた いな も の も 含め て 、 平 屋 は 屋根 に 目 が いく 。 
膝 村 家 成 さん の 特別 記事 の 挿絵 の 最初 の 写真 が 、 
エレ メン ト を 鉄板 の 上 で 集積 する お 好み 焼き と いう 連 
続 体 と 、 マ テリ アル と し て 一 体 的 な 地球 と いう 連続 体 
の 対比 と 解釈 し て 読め る 気 が し て きま し た ( 笑 )。 運 続 
体 に も エレ メン ト の 集積 と し て 解く 場合 と 一 体 的 な マテ 
リア ル で 解く 場合 が あっ て 、「Pergola」 は 前 者 、「House 
im Los Vilos」 は 後者 で す 。 両 者 と も か た ちの 働き に 
対す る 情報 量 は 非常 に 多く 、 竣 ま じい 解像度 の 高 さ で 
の 検討 の 蓄積 を 感じ させ ます 。 

中 山 柳澤 潤 さ ん の 「A Townhouse」 は 、 屋 根 と は 
違う レベ ル で 足し た 計 の 効き が 写真 か ら も 伺え ます 。 掃 
き 出し 窓 と 家具 は 本 来 相性 が よく あり ませ ん が 、 低 い 友 
が 加わ る だ け で 仔 ま い が 生 まれ る 。 萬 代 基 介 さん の 「 岬 
の 家 」 は 先月 の ' 椎 葉 邸 」 同 様 、 や は り 腰 高 な 印象 が 少 
し 気 に な る けれ ど 、 足 され た 底 が 建築 の 居住 まい を ぐっ 
と 落ち 着 か せ て いる 。 僕 は 遍 は 長押 レベ ル に 足し て 、 
層間 も 透明 で な く て よい よう に 感じ ます が 、 既 存 天 井 の 
外 へ の 連続 性 な ど 、 そ の 場 に 行く と 効い て いる の か な 。 
「House in Los Vilos」 は 屋根 と 砲 の 関係 に 構成 その も 
の で 答え て いる 。 チ リ は 太陽 高度 が 高い か ら か 、 克 る 
の も の し か な いと いう か 、 サ ン バ イ ザー みた いな 、 つ ば 
だ け の 帽子 が 知ら な い 土 地 の 風 土 を 想像 させ ます 。 る そ 
ん な 中 すご く 〈《 特 殊 な 帽子 が 中 畑 上 昌之 さ ん の 「 空 虹 の 家 」 
で す 。 騒音 や 視線 か ら 守 る た め に 採光 を 屋根 に 求め た 
と あり ます ね 。 西沢 大 良さ ん の 「SUMIKA Project by 
Tokyo Gas 宇都 宮 の ハ ウス 」(『 新 建築 』0901) の よう に 、 
屋根 全体 を 奥行 き の 深い ブ プライ ンド に し て いる 。 屋根 
栄 構 の 育 が 室内 に 光 の 偏在 を 生み 出す 発想 は 、 帆 子 
と つば の 関係 と は 異な る 平屋 に 対す る 回 答 と し て 面白 い 。 
貝 島 「House in Los Vilos」 は 、 圧 倒 的 な 自然 に 必 
要 な 囲い と し て 屋根 を 設け 、 建 築 と し て いる 。 そ の か 
た ち は さ ま ざ ま な 情報 が ある 。 平面 形 は 地形 線 に 寄り 
流 う よう に 決め られ 、 立 面 や 断面 形 も 周囲 の 地形 の 枝 
線 と 呼応 し た つく り 方 で す 。 つ まり 敷地 の 地形 その も の 
と そこ か ら 見 える 周囲 の 海岸 の 山並 み と い う 、 運 続 し 
た 地面 と いう 場 を 生か す 生 活 を 考え る と 、 結 末 的 に 屋 
根 が 連続 的 に 叔 が る つく り 方 に な っ た と も 見 える 。 幅 
か な 地形 線 の 地面 か ら 考 えた ら 複 雑 な 建築 の か た ち 
が 生ま れ て し まっ た よう な 、 一 般 的 な 3 次 曲線 の 建築 





必 寺 場 バ 下 明 : 背 豆 


「Perdgola」 


と は 反対 の プロ セス が と られ て いる よう に 感じ まし た 。 
中 山 場所 か ら プ ラン が 江 み 出 て きた よう で す よ ね 。 ア 
トリ エ ・ ワ ソワン の 「 ホ ー ム ベー ス 」 は 、 畑 に 面 し た ファ サー 
ド が と て も よい で すね 。 目 深 に 記 が か か っ た 窓 が 。 一 
方 も うふ た つの 妻 側 の 開口 部 は 少し 寄る 辺 な く 映 り ま す , 
膝 村 「 ホ ー ム ベー ス 」 は 独特 な 建ち 方 で す が 、 ヴ ィ 
ラ で ある こと は アニ ・ ハ ウス (本 誌 9802)、 自 律 的 か つ 
他 律 的 で ある こと は 「 ミ ニ ・ ハ ウス 」 (本 誌 9901) で 言 
及 さ れ て いま し た し 、 五 角形 の 平面 は 「 五木 村 庁 舎 コ 
ン べ 案 」(999 年 )、 断面 が 結果 的 に 切り 妻 に な る の は 
「 昔 千里 トイ レ 」(『 新 建築 』9811) を 初 御 と させ 、 こ れ 
まで の 経験 が 統合 され て いる と 感じ まし た 。 一 方 で 開 
口 の あり 方 は に れ ま で の アト リエ ・ ワ ン の 都市 型 の 住 
宅 で は シン メト リ に 開け る 例 が 多かっ た の に 対し 少し 
違う 開け 方 に 見 え 、 こ れ は 「 農 村 で あり 都市 で も ある 
つく ば 暮らし の 住宅 」 に 呼応 し た 部 分 だ と 読め まし た 。 
貝 島 都市 部 だ と 敷地 が 限ら れ て いる た め 、 克 を 出 
す 余 地 が あり ませ ん 。 ヨ ー ロ ッ パ で も 日 本 で も 町 家 な 
ど 都市 住宅 は 通り に 面 し た 立 面 を 構成 し 始め る 。 「 ホ ー 
ム ベ ー ス 」 の 立 面 は 、 裏 側 で は 旧 集 落 の 住宅 の よう に 
席 が 深く 、 正 面 の ふた つの 妻 面 で は 敷地 反対 側 の 郊 
外 住宅 地 の 立 面 と 呼応 し 、 太 が 浅く な っ て いま す 。 
中 山 帽子 は 機能 もち そう で す が 、 そ れ を 被っ た 容 全体 
で 見 ます よね 。 そ こ に は 単体 の 事情 を 超え た 社会 性 や 
歴史 性 の よう な 問い も 含ま れる 。 そ うい う 意 味 で 、 貝 
島 さ ん が 幾何 学 と いう 開か れ た 言葉 で 、 固 有 の 場所 に 
建つ 建築 と も う ひ と つ 、 理念 と し て の 建築 の 定義 を 試み 
て いる こと は 今月 号 の 白眉 だ と 思い ます 。 一 方 、 そ の 場 
に ある 歴史 や 状況 を 超え た 純粋 な 概念 と し て の 建築 が 
存在 する 、 と いっ た アン ドレ ア ・ パ ラディ オ 以 降 の アー 
キテ クト 像 に 対す る 批評 も 、 ス トッ ク 下 パ 社 会 へ の シフ ト 
が いわ れる 時 代 の 議論 と し て ある と 思い ます 。 ホ ー ム 
ベー ス っ て 、 も っ と 大 き な 旋 型 の いち 頂点 で す よ ね 。 そ 
の フィ ー ル ド の 定義 や 、 そ こ か ら 場 外 に 続く 世界 へ の 
視点 が ある と し た ら 、 そ この と ころ を も う ひ と 言 読み た い 
思い まし た 。 岸 和郎 さん も 歴史 的 感覚 に 鋭い 建築 家 
で す が 、 今回 の ' 指 扇 の 家 」 の テキ スト で ケー スス タデ ィ 
ハウ ス が スタ イル の 問題 に 上 ま っ て いる 感じ が どう し て 
も 気 に な り ま し た 。 ケ ー ス スタ ディ ハウ ス を 生ん だ 『arts 
& architecture』 誌 は 、 新 し い 工 業 化 住宅 が つく り 出 
す 未 来 像 と 同時 に 、 そ こ へ 世界 各地 か ら 逃 げ 延 び て 来 
た 人 びと が アメ リカ に も ち 込 ん だ フォ ー ク ロア アー ト や ク 
ラフ ト が 宿る こと に 、 ス タイ ル に 回 収 さ れ な い 思 想 性 を 


見 出 そ う と し た 雑誌 だ っ た よう に 思い ます 。 クラ フト と は 、 
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突き 詰め て 言い 換え れ ば 民主 主義 だ と 思う の で す 。 
貝 島 ケー スス タデ ィ ハ ウス は 、 戦 中 の 軍事 技術 を 平 
和 利 用 で 記 用 し た 実験 住宅 で す 。 戦後 の 住宅 難 を 解 
決する た め の 大 量 生産 と いう 目的 が あり 、FRP や 合板 
な どの 新 素材 の 導入 、 工 業 化 、 モ ジュ ー ル 化 の 中 で 、 
図面 が 描か れ 、 ブ ルー プリ ント ( 青 焼 ) に な り 、 生 産 の 
現場 に 供給 さん れる こと が 目 諭 ま れ ま し た 。 図面 の 力 と 
いう の は 独特 で 、 手 に 取る と な ん と な く 自 分 に も で き そ 
うだ と いう 気 に な る 。 パ ラディ オ の 図面 が 多く の 人 を 熱 
壮 さ せ た の は 、 建 築 が 竣工 する 以前 に 、 実 現し て いる 
図面 が 概念 を 示す 指南 書 に な っ た か ら で す 。 ルネ サン 
ス の イタ リア で は 、 人 は 建築 より も 短い 時 間 を 生き て 
いた か ら 、 図 面 を 通し て ひと り の 建築 家 と し て の 理想 
を 描い て きた 。 要 雲 設 計 も 図面 が 出 て き て 初め て 軍事 
行動 の 想定 や 計画 が 具体 的 に 検討 で きた 。 幾何 学 に 
は 、 実 態 の 空間 と は 異な る レベ ル で 議論 が で きる 客観 
性 が あり 、 こ うし た か た ちの 力 を 理解 し て 使う こと は わ 
れ わ れ 建 築 家 は も っ と 鍛錬 し た いと ころ で す 。 

中 山 さき ほど フォ ー ク ロア と 工業 化 の 話 を 対比 的 に 
いい まし た が 、 図 面 を 手 に する と 自分 も で きそう な 気 
が する と いう の は 、 そ の ふた つ を 掛け 渡す 働き を も ち 
ます よね 。 青 写真 の 重要 性 は 納得 いく 気 が し ます 。 
貝 島 3DCAD 化 な ど が 進む 中 で 、 平 面 や 断面 の 抽 
家 性 は 情報 を 見 極め る 上 で 、 も っ と 活か すべ き で す 。 
中 山 新しい 技術 が 出 て くる と 、 同 時 に それ まで の 技 
術 の 本 質 が 先鋭 化す る こと は よく あり ます ね 。 レ コー ド 
の 売上 げ 枚 数 が CD の それ を 再度 上 回 っ た よう に 、 そ 
れ ぞ れ の 違い が 新た に 分 か る と いう 意味 で 、 幾 何 学 は 
無限 に 問い か け て き 続け る も の だ と いう の は 共感 し ます 
藤村 平屋 特集 で 問わ れる こと の ひと つ に 開口 や 内 外 
の 連続 性 の 間 題 も あり ます 。 日 本 の 平屋 は 伝 続 的 な 
建具 の あり 方 か ら モ ダニ ズム に 接続 し た 経緯 も あり 、 
連続 守 や ガラ ス 張 り を 引き 寄せ が ち で す 。「 指 扇 の 家 」、 
当 田 勝 文 さん の 「K-VILLA」 は その よう な 日 本 型 モダ 
ニズム の 最新 型 か も し れ ま せん が 、 大 判 の ガラ ス に 支 
えら れ た 美しい 構え は 熱 損失 に 上 厳し い 昨今 の 情勢 を 考 
える と 今 に 限 られ た あり 方 か も し れ ま せん 。 そう する と 、 
ガラ ス 張 り で は な いや り 方 で 内 外 を 連続 させ よう と し た 
朋 野 高志 さん の 「 バ ウン ダリ 」 に 目 が 止ま り ま す 。「 居 
間 が ふた つ 、 水 回 り が 3 つ 、 当 室 が 5 つ 、 庭 が 3 つ 」 を 
「48 の 扉 と 30 の 扉 で 結ぶ 」 と いう よう な 構成 論 的 な ア 
プロ ー チ を 採る 挑戦 に は 共感 する の で す が 、「 指 扇 の 
家 」 や 「KVILLA」 に 比べ る と 写真 か ら は 理解 で き な い 
も の を つく っ て いる 感じ び が し ます 。 それ は 開口 の せい な 


。 愛 前 喪 世 補間 





の か 伝え 方 の せい な の か 分 か ら な い の で す が 、 語 り 品 
に 比べ て 必要 以上 に 迷路 の よう な 建築 が で き て いる 。 
貝 島 ! バ ウン ダリ 」 は 8 人 十 100 生き物 と いっ た 生物 
多様 性 を 意図 じ し て いま すね 。 いろんな 環境 が 入り 込め 
る 場 と し て 環境 条件 の 異な る 小さ な 中 庭 群 を つく る 提 
条 は 面白 いで す 。 

中 山 今月 は 平面 図 1 枚 だ か ら こ そ 、 建 築 家 が その 
場 に ある 問題 に 答え る だ け で は な い 何 か に 向け て 仕事 
を する こと の 意味 を 考え させ られ まし た 。 雑誌 は その 
た め に 存在 する と いっ て も よい か も し れ ま せん 。 ケース 
スタ ディ ハウ ス も 含め て 、 そ うし た 言論 が 多様 に 交わ さ 
れる よう に な っ た 時 代 に 最も 花開い た の が モダ ニズム 
で す が 、 そ れ を スタ イル の 間 題 に 終わ ら せ ず に 、 新 し 
い 問 題 系 の 中 に 先鋭 化 さ せ て いこ うと いう 姿勢 を 、 西 
沢 さ ん の 仕事 に 感じ まし た 。 古 い 映 画 を と こと ん 見 て 
いる 新しい 映画 監督 と いう 感じ 、 と いう と 嫌 な 感じ に 聞 
こえ る か も し れ ま せん が 、 で も 映画 と いう も の の 心配 を 
誰 よ り 真史 に し て いる と いう 意味 で 男気 づけ られ ます 。 
藤村 「House in Los Vilos」 が 屋根 だ け で 全体 を 定 
義 し た よう に 、「 バ ウン ダリ 」 は 壁 だけ で 全体 を 定 議 し 
よう と し た の で は な いで し ょ うか 。 そ うい う 意 味 で は 展 
開 可能 性 を 感じ る と 同時 に 450m“^ と いう 大 き な 敷 地 に 
建て られ て いる に も 関わ ら ず 広がり を 感じ られ な い の は 
な ぜ か も う 少 し 考え て みた いで す 。 他方 、 大 ら か な 構 
え で 住宅 地 に 馴染 ん で いる と 感じ られ た の は 「A 
Townhouse」 で す 。「 み ち 」 と いう 空間 の 名 付け 方 や 
庭 を 挟ん だ 竹 形 平面 な ど 全 体 の 構え も 公共 建築 の プ 
ロボ ポー ザル の よう な 明快 さ が あ り 、 そ れ は 住宅 の あり 
方 と し て 諸刃 の 剣 か も し れ ま せん が 、 住 宅 を 開い た り 、 
施設 で 半分 私 的 な 占有 を 促し た り と 住宅 と 施設 の 間 
で 新しい こと が 起こ っ て いる こと を 思う と 、 平 屋 の 社会 
性 を 問う 試み に 共感 し まし た 。 学校 建築 は 小さ な 住宅 
が 集まっ た よう な 姿 に し て いく イギリス の よう な 方 向 性 
と 、 全 部 体育 館 の よう な ワン ルー ム に する アメ リカ の よ 
うな 方 向 性 が あり 、 日 本 は 1990 年 代 以 降 は 小さ な ス 
ケー ル を た くさ ん も っ た ワン ルー ム を 目指 す よ うに な り ま 
し た 。 近 年 で は 図書 館 や 公民 館 で も 同様 の 試み が 生 
まれ 始め て いま す 。 そ の よう な 平屋 の 社会 性 や 公共 建 
箕 の 住宅 性 の 観点 で は 「A Townhouse」 と 「 バ ウン ダ 
リ 」 に 特に 可能 性 を 感じ まし た 。 続き が 見 た く な り ま す 。 
貝 島 今 の 話 で 思っ た の は 、 設 計 に お ける 住宅 らし き 
に つい て で す 。 住宅 を 公共 建築 の よう に つく る こと は 、 
大 交 朗 に 見 えて し まう こと が ある 。 今回 の よう に 『 新 建 
泉 住 宅 特集 』 で 平屋 の 可能 性 を 考え て いく と 、 目 由 な 
分 、 的 が 絞り に くい と も いえ ます が 、 い ちば ん 素直 な 
午 策 だからこそ も っ と 深め られ 得る こと が ある と 思い ま 
す 。 そ れ は パビリオン と し て の 住宅 、 つ まり 平屋 だ か ら 
こそ 、 周 辺 環境 と の 連続 性 や 、 接 地 か ら 生 まれ る 開か 
れ た 建ち 方 が 生み 出す 、 多 様 性 を 包含 する 住居 の 社 
会 的 意味 を も う 1 度 考え る こと が で きる と 思う の で す 。 
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天 本 由 晴 氏 と 貝 島 桃 代 氏 が 2022 年 ウル フ 賞 に 


アト リエ ・ ワ ン を 主宰 する 塚本 由 晴 氏 と 
貝 島 桃 代 氏 と 、 デ ィ ラ ー・ ス コ フ ィ デ ィ 
オ 二 レン フロ を 主 守 する エリ ザ ベ ス ・ デ ィ 
ラー (米国 ) が 、2022 年 ウル フ 人 賞 建築 


部 門 を 受賞 し た 。 本 健 は その 年 の 科学 、 


芸術 分 野 (建築 は 芸術 分 野 に 含ま れる ) で 際 
立っ た 業績 を 上 げた 個人 に 対し て 授与 
され 、 イ スラ エル の ウル フ 財 団 が 国籍 
や 人 種 に 関わ ら ず 世界 中 の 科学 と 芸術 
の 振興 を 図る 取り 組み の 一 環 と し て 
行 つ て いる 。 

3 氏 は 社会 的 、 文 化 的 価値 が 問わ れ 


第 53 回 中 部 建築 綱 受 


去る 1 月 25 日 、 中 部 建築 賞 協議 会 は 
各 53 回 中 部 建築 賞 の 受賞 作品 を 発表 
し た 。 本 賞 は 中 部 疾 域 の 地域 と 環境 に 
根差し た 優れ た 建築 作品 を 表彰 する も 
の で 、 建 築 主 ・ 設 計 者 ・ 施 工 者 の 3 
者 に 送ら れる 。 邊 査 要員 は 大 野 秀 敏 ( 党 
査 委 員 長 )、 佐 藤生 信 、 塩 見 克 、 人 筒井 


容子 、 膝 吉洋 司 、 松本 正博 、 横山 天心 、 


吉田 純一 の 8 氏 。 受賞 作 品 は 以下 の 
通り 。 (設計 者 の み 表記 、 特 別 賞 は 割愛 ) 

【 一般 部 門 入 人 賞 (延べ 面積 が 2.000m 以 
上 )】 愉 ! 大 同 大 学 X (クロ ス ) 棟 」 日 
建設 計 一 級 建 築 士 事 務 所 ルレ 
レ 「 志 太 広 
域 事 務 組 合 斎場 会 館 星山 の 多 」 = 山 
下 設計 引 長野 県 立 美 術 館 」 新建 


「 nvolve」 bandesign 


世界 が 大 きく 変わ ろう と し て いる 今 、 リ 
サー チ と 教育 、 実 践 の すべ て に 力 を 入 
れ 、 建 築 と その 広範 囲 に 及ぼ す 影 響 を 


前 に 進め よう と し て いる 点 が 評価 され た 。 
影 絡 を 各 識 し な が ら 、 


また 建築 が 及ぼ 
地理 や 文化 、 方 法論 な どの 差異 を 受け 
入れ コラ ボレー ショ ン と いう 考え を さま 
ざま に 体現 し て いる こと 、 そ し て その 人 彼 
ら の 先鋭 的 な 建築 の 思想 が 若い 世代 
の 建築 家 に 影響 を 与え 続け て いる こと 
も 評価 され た 。 


regionale Levo 消滅 集落 の オー ベル 
ジュ 」(『 新 建築 』2106) 三 一級 建築 士 事 
李 所 本 瀬 齋 田 建築 設計 事務 所 
一般 部 門 B 入 選 】 ウ 「 新 富士 の ホス ピ 
ス 」 テー 級 建 築 士 事務 所 山崎 健太 郎 
デザ イン ワー クシ ョ ッ プ レジ 「! 和 花水木 ノ 
寿 一 広場 路 の 長屋 一 」 (本誌 2103) = 
dot studio 一 級 建築 士 事務 所 

【 住 宅 部 門 入 賞 】 政 ! 志 摩 の 小 寿 い 
か だ 丸太 の 家 」 ニ m5_architecte 一 級 
建築 士 事 務 所 

【 住 宅 部 門 入選 】 ゆ ウリ ! 今 伊勢 の 家 」 三川 
本 達也 建築 設計 事務 所 | 大 虹 寺 
の 家 」 三 み の わ 建 築 設 計 工 房 尺 ! 文 


え の 家 」 (本 誌 2007) 金沢 工業 大 学 


第 25 回 くま も と アー ト ポ ボリ ス 推 進 賞 発表 


去る 2 月 1 日 、 熊 本 県 は 第 25 回 くま も と 
アー ト ボ ポリ ス 推 進 賞 を 発表 し た 。 本 侍 
は 建築 文化 に 対す る 関心 を 高め る た め 
に 1995 年 か ら 県 内 各地 の 優れ た 建築 
物 を 表彰 する 。 受 賞 作品 は 以下 の 通り 。 
【 推 進 帝 】 ジレ 「 下 江津 の 家 」 = 矢 槍 徹 建 
策 設 計 事務 所 必 「 そ らい 2 う 保育園 」 
王 志 垣 デザ イン 店 ルレ!「PLAY FARM・ 
ツリ ー ハ ウス 」 = 志 垣 デザ イン 店 ルレ 
「HIKE」 = 村田 建築 設計 所 八代 
市 民俗 伝統 芸能 伝承 館 (お 祭り で ん で ん 
館 )」(『 新 建築 』2109) = 平田 沈 久 建築 
設計 事務 所 

【 推 進 人 近 選 賞 】 ノ 「 益 城 町 の 事務 所 」 = 
一 級 建築 士 事 務 所 Zoological garden 


> 「 切 妻 と 土間 の 家 」 = 林田 直樹 建築 
デザ イン 事務 所 ドリ 松橋 の 家 」 = 中野 
普 治 建築 研究 室 じ 「 南 阿 菊村 買取 弄 


災 震 公営 住宅 長 陽 西部 団地 ・ 下 西 
原 第 2 団地 」 ニラ イフ ジャ ム 一 級 建築 士 
事務 所 十 下 ポス ペー ス 建 築 研究 所 レル 
地獄 温泉 清風 荘 」 モ 村田 建築 設計 所 


:・ 箸 針 


_ 暴 童 避 北 導 筑 計 





「 八 代 市 民俗 伝統 芸能 伝承 館 (お 祭り で ん で 
ん 館 )」 


第 34 回 福岡 県 圧し いま ち づ く り 建 築 賞 発表 


去る 2 月 2 日 、 福 岡 県 美しい まち づく り 
建築 賞 選考 委員 会 (委員 長 : 田上 健一 ) は 
第 34 回 福岡 県 類 し いま ち づ く り 建 築 賞 
を 発表 し た 。 本 近 は 福岡 県 内 の 個性 豊 
か で 美しく 良好 な 景観 を 形成 する 建築 
を 表彰 し 、 美 し いま ち づ く り に 対す る 県 
民意 識 の 醸成 を 図る こと を 目的 と し て い 
る 。 受賞 作品 は 以下 の 通り 。 

【 住 宅 の 部 大 賞 】「TETUSIN DESIGN 
RE-USE OFFICE」(『 新 建築 』2109) = 
yHa architects 十 佐賀 大 学 

【 住 宅 の 部 優秀 帝 】 じ 「 竹林 の 庵 」 ニニ 
シム ラ ュ ユウ ゴ 建築 アト リエ 


【 福 岡 県 建築 住宅 セン ター 理事 長 賞 】 セ 
「 古 民家 ヴィ ラ あん た げ 」 (本誌 2010) 
王 納 谷 建築 設計 事務 所 十 OYA 岡田 


W 
い 


佑介 建築 設計 事務 所 





: 肝 血 時 Z 


貴 グ 多田 半 


【 一 般 建築 の 部 大 賞 】「 柳川 市 民 文 化 
会 館 水 都 や な が わ 」 日 本 設計 

【 一 般 建築 の 部 優秀 帝 】 必 大河 テラ ス 
和 て 八女 余 と 日 本 庭園 。。 て 」 ニ リズ ム デ 
ザイ ン 一 級 建築 士 事務 所 


築 』2109) プラ ン ツ アソ シ エ イ ツ 、 オー 
ジジ ウイ リッ ジン 

【 一 般 部 門 A 入 選 】 ウリ! アネシス 余 屋 ヶ 
坂 」(『 新 建築 』2008) 三 清 水 建設 名 古 
屋 支店 一 級 建築 士 事 務 所 ルレ 「 ト ヨタ 
紡織 グロ ー バ ル 本 社 」ー 人 竹中 工務 店 
ジウ 「 四 日 市 市 総合 体育 館 」(『 新 建築 。 = 
2006) 久米 設計 じ 「 国 立 工芸 館 」 較 
三山 岸 建築 設計 事務 所 

【 一 般 部 門 B 入賞 (延べ 面積 が 2.000m 未 
満 )】 ウレ 「 城 下町 の 客室 」 ニ きり ん 
「 下 石 の 通い 所 」(『 新 建築 』2109) 三 ほ 
と り 建 築 事務 所 、Uo.A ノ 「 本 町 
BASE」 = 大 建 met D ノ 「Cuisine 下 ・ 


・ 緒 冒 ネ 


OUDB 





中 瞳 \ 画 主 





上 :「TETUSIN DESIGN RE-USE OFFICE」 
下 :「 古 民家 ヴィ ラ あん た げ 」 





・ 賭 冒 エ 立 ロ 


剖 草 司 立 強 報 堪 


令 和 3 年 新設 住宅 着工 戸数 を 公表 


去る 1 月 31 日 、 国 土 交通 省 は 令 和 3 年 。 加 し た た め 全 体 の 増加 に 叔 が っ た 。 

の 新設 住宅 着工 戸数 を 公表 し た 。 新 また 新設 住宅 着工 床 面積 は 、 
設 住宅 着工 戸数 は 856,484 戸 で 、 前 70,666,.000m* と 前 年 比 6.3% 増 で 、 こ 
年 比 で は 5.0% 増 で 、5 年 ぶり の 増加 と ちら も 5 年 ぶり の 増加 と な っ た 。 

な る 。 持家 、 貸 家 及 び 分 譲 住宅 が 増 





上 : 「 長 野 県 立 美 術 館 」 


花水木 ノ 庭 一 広場 路 の 長屋 一 」“ 
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EX 人 HIBITITION 
展覧 会 レポ ー ト 


開館 40 周 年 記念 
扉 は 開い て いる か 


開催 中 2022 年 2 月 5 日 5 月 15 日 
埼玉 県 立 近代 美術 館 (埼玉 県 さい た ま 市 ) 





本 展 は 、 黒 川 紀章 が 初め て 設計 し た 美術 館 で ある 埼 
玉 県 立 近代 美術 館 『 新 建築 』8301) の 開館 40 周 年 を 
記念 し 、 収 蔵 作品 や その 作家 、 美 術 館 の 建築 目 体 に 
焦点 を 当て 、 こ れ ま で の 人 研究 や コレ クシ ョ ン 上 形成 を 振 
り 返 る 。 本 展 は 4 つの 章 で 構成 。 第 1 芋 近代 美 術 館 
の 原点 一 一 コレ クシ ョ ン の 始ま り 」 で は 、 美 術 館 の 開 
館 当時 を 振り 返る 。 埼玉 県 出身 の 作家 の 作品 と それ ら 
に 影響 を 与え た 作品 が 収集 され 、 近 現代 の 地域 の 作 
家 の 活動 を 芸術 界 に 位置 づけ る 地方 美術 館 と し て の 
基 胡 が 伺え る 。 第 2 草 「 建 築 と 空間 」 で は 、 北 浦和 公 
園 の 中 に ある 美術 館 と し て 、 公 園 と 連続 させ る 黒川 の 


オル タナ ティ ブ 「! 小池 一 子 展 
アー ト と デザ イン の や わら か な 


開催 中 2022 年 1 月 22 日 3 月 21 日 
アー ツ 千 代田 3331 (東京 都 千代 田 区 ) 


1960 年 代 以 降 に お ける 日 本 の クリ エイ ティ ブ 領 域 の 
答 明 期 を 、 コ ピー ライ ター、 編 集 者 、 ク リエ イ テ ィ プ ブ ・ 
ディ レク ター と し て 夫 引 し 、80 年 代 よ り ア ー ト の 現場 


で も 多彩 な 活動 を 展開 し て きた 小池 一 子 。 本 展 で は 、 


その 活動 を ! 中 間 子 」! 佐賀 町 」 と 名 付け 、 大 きく 2 
部 構成 で 旨 する 。 

「 中間子 」 エリ ア で は 、 小 池 が 手掛け て きた 編集 、 コ 
ピー ライ ト 、 キ ュ レ ーション な どの 仕事 に フォ ー カ ス 。 
『japanese Coloring』 や !Japan Design』 と いっ た 
書籍 、 京 都 国 立 近代 美術 館 で 開催 され た 「 現 代 衣 
服 の 源流 展 」、 無 印 良品 (MUJI) の 広告 ボス ター な ど 


雲 条 館 と コレ クシ ョ ン 1982-2022 


ヴィ ジョ ン を スケ ッ チ や 図面 で 展 志 。 エ ント ラン ス の 構 
造物 が 象 租 す る 中 間 領 域 や 、 曲 面 ガ ラス に よっ て 公園 
と 融解 する よう に 繋が る 展示 室 な ど 、 領 域 を 曖昧 に す 
試み が 随所 に 現れ て いる 。 第 3 芋 「 美術 館 の 織 糸 」 
で は 、 調 査 研 究 や 展示 が 新た な 人 研究 や 作品 の 収蔵 に 
引 び つ き 広 が る 美術 館 の 活動 を 振り 返る 。 第 4 章 「 同 
時 代 の 作家 と と も に 」 で は 、 美 術 館 の 空間 に 合わ せ て 
割 作 され た 作品 か ら 、 作 家 た ち に よる 空間 の 解釈 に 
看 目 。 美術 館 の 空間 と 活動 、 収 蔵 作品 の 関係 を 多角 
的 に と ら え た 本 展 は 、 美 術 館 が 芸術 に お ける 地域 性 
を 示し 、 開 か れ た も の に する 意義 を 投 げ か け て いる 。 


〇 バ 


連動 


の 資料 200 点 以上 を 展示 。「 佐賀 町 」 エ リア で は 、 
1983 年 に 日 本 初 の オル タナ ティ ブ ・ ス ペー ス と し て 
小池 が 開設 し た 「 佐 軟 町 エキ ジ ビ ッ ト ・ ス ペー ス 」 で 
展覧 会 を 行っ た 作家 に よる 当時 の 作品 を 展示 。 横尾 


忌 則 、 森 村 泰 昌 、 杉本 博司 、 大 竹 伸 衣 、 内 膝 礼 な ど 、 


20 名 の 作家 に よる 約 40 作 品 が 集め られ た 。 ま た 同 
会 場 で は 、 映 像 ディ レク ター・ 小松 真 号 に よる イン タ 
ビュ ー 映 像 を 上 映 。 立 花 文 穂 、 杉 本 博司 、 小柳 敦 
子 ら が 「 人 間 ・ 小 池 一 子 」 に つい て 語る 。 

職種 や ジャ ン ル を 趙 え 、 日 本 の 現代 アー ティ スト の 作 
家 性 と 表現 を 裏方 の 立場 で 支え 、 土 壌 を 開拓 し て き 


LOOS AND PILSEN アド ルフ ・ ロ ー ズ 展 


プル ゼニ ュ 市 の イン テリ ア 
2021 年 12 月 15 日 2022 年 1 月 31 日 
チェ コ セ ン ター 東京 (東京 都 渋谷 区 ) 


近代 建築 の 地平 を 切り 拓 い た 建築 家 の ひ と り で ある 、 
チェ コ 出 身 の ア ドル フ ・ ロ ー ス (1870 て 1933 年 )。 欧米 で 
の 浦 在 経験 を 経て 、20 世 紀和 初頭 の 保守 的 で 時 代 遅 れ 
な 中 央 ヨー ロッ パ に 、 新 し い 生活 文化 を 取り 入れ る こ 
と を 建築 や 文筆 活動 に より 促し た 。 そ し て その 上 区 書 と 
な っ て いた 、 形 骸 化 し た 装飾 を 上 厳し く 批判 。 伝 統 を 重 
ん じ な が ら も 無駄 を 排 し 、 質 の 高い 素材 と 高度 な 職人 
技 を 組み 合わ せ て 独特 な 世界 観 を つく り 上 げ て いっ た 。 
本 展 で は 、 ロ ー ス の 活動 の 中 で は あま り 知ら れ て いな 
い チ ナチ ェ コ の ブル ゼニ ュ 市 で の イン テリ ア を 中 心 と し た 作 


m 品 に 焦点 を 当て る 。1907 年 以降 の 初期 の 作品 や 、 ロ ー 
ス の ブル ゼニ ュ 市 で の 活動 の きっ か け と な っ た 、 オ ッ 
トー 
第 1 次 世界 大 戦後 の プル ゼニ ュ 市 繁栄 期 に さら に 開花 
する ロー ス の 一 連 の 作品 と 建 主 た ちと の 関係 な ど を 、 
パネ ル に よっ て 紹介 。 そ の ほか 、 ロ ー ス の 空間 の 特徴 
と な る ラウ ム プ ラン に 位置 づけ られ る 代表 作 の 模型 や 、 
現代 に お ける 邸宅 の 修復 の 様子 な どの 動画 も 展示 。 プ 
ル ゼ ニュ 市 に 始ま る 、 ロ ー ス の 一 連 の 活動 を 体系 的 に 
理解 する こと が で きる 展示 で あっ た 。 


・ ベ ッ ク と 従兄 弟 の ヴィ レー ム ・ ヒ ル シ ュ と の 関係 、 

















上 : 第 2 章 で 展示 され る 黒川 紀 草 に よる ドロ ー イ ング 。 下 : 
第 4 章 で 展示 され る 川俣 正 《「Project Work in Saitama'83」 プ 
ラン ・ モ デル 》 1983 年 、 群 馬 県 立 近 代 美 術 館 寄 託 。 








左下 : 「 佐 賀 町 , エリ ア の 
右 下 : 「 佐 賀 町 エキ ジ ビ ッ ト ・ ス ペー ス 」 で 1983 
2000 年 に 行わ れ た 展覧 会 の 写真 を 年 表 の よう に 展示 。 

た 小池 の 活動 を 総括 する と 共に 、 同 時 代 の 芸術 家 や 


クリ エイ ター た ちの 軌跡 に も 迫る 。 


上 : 「 中 間 子 」 エリ ア の 展示 風景 。 
辰 示 風 応 。 





上 : 会 場 風 景 。 左下 :「 ブ ル メ ル 邸 」(1930 年 ) の 内 観 。*“ 
右 下 :「 シ ュ ト ロス 邸 」(1922 年 ) の 模型 。““ 
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: 署 財 時 と 


「]1404 0219】 


: 緒 岬 * ネ 


汗 軒 ネネ go5eAB\ 9JnSU9J 


IPJnJBS OIHSO 人 ・ 


159 





160 


BOOKS 
新刊 紹介 


アラ フッ プ 十 日 ア ー キ テク チュ ア 著 





建築 エン ジニ アリ ング 集団 の アラ ッ プ は 、1946 年 の 創設 以来 ロン ドン に 本 社 を 構え 、 現 
在世 界 33 カ 国 に 事務 所 を 展開 し て い る 。 こ の 分 野 に お いて 世界 で も っ と も 有名 で ある こ 
と は いう まで も な い が 、 世 界 中 の 建築 家 た ちか ら こ れ だ け 信 頼 さ れる の は 、 同 じ 未 来 を 
見 つめ て 闘い 、 共 に つく り 上げる その 意識 に ある だ ろう 。 本書 は 、2012 年 か ら 現在 まで 
続く ツェ ブサ イト 連載 ! アラ ッ プ トー タル デザ イン の 舞台 裏 」 か ら 30 を 抜粋 。 5 つの キー ワー 
ド で それ ら を 構成 し 、 豊 冨 な 写真 や 足 重 な 資 料 か ら 彼 ら が 手がけ た 世界 の ラン ド マ ー ク 
の プロ セス を 読み 解く 。 伊 東豊 雄 、 藤 本 壮介 を 交え た 2 本 の 身 談 も 含め ここ か ら 読 み 取 
れる の は 、 ア ラッ プ の 強み が 個々 の 高い 知識 と 経験 、 全 世界 に 広がる 柔軟 な ネッ トワ ー 
ク づ くり に ある こと が 分 か る 。 建築 家 と 時 に 対等 に 議論 を 交わ し な が ら つ くり 上 げ る も の 
づく り が 、 複 雑 か つ 斬 新 な ビッ グ プ ロ ジェ クト の 数 々 を 完成 に 導い て きた の だ 。 (at 


bAUHAU ゝ 
HUNUREU 
1 サラ ェ デ (の 1 ッ 


1 「OSHIHA RU 


bAUHAUS HUNDRED 
1919-2019 
バウ ハウ ス 百 年 百 図 譜 


伊 朋 俊 治 填 





百年 百 図 譜 


(A5 判 変型 ノ 264 頁 ノ 3.960 円 ノ Book&Design) 


本 書 は 、 美 術 史家 の 伊藤 俊治 が 所 蔵 す る バウ ハウ ス の 関連 書 100 冊 を 読み 解き 
な が ら 、 表 紙 や その 内 容 と 共に その 100 年 の 歴史 を 振り 返る 。20 世 紀 の ア ー ト と 
デザ イン に 多大 な 影響 を 与え た ドイ ツ の 芸術 学校 バウ ツウ ハウス は 、 戦争 や 大 量 生産 
型 社会 、 男 女 平等 化 と いっ た さま ざま な 社会 の 変動 と 共に 拠点 や その あり 方 を 変 
化 さ せ て きた 。 そ の 中 で 初代 校長 で ある ヴァ ルター・ グ ロ ピ ウス や 3 代目 校長 で あ 

ミー ス ・ フ ァ ン ・ デ ル ・ ロ ー エ と いっ た キー パー ソン た ち が ど の よう な 人 や 物事 か 


る 中 で 、 変 化し 続け る 社会 に 応答 する 創造 活動 に は 想像 力 と 社会 へ の 観察 眼 が 必 
要 不 可 欠 で ある こと 、 そ し て 現代 で それ を いか に 育む べき か を 示す 。 (ab) 
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アイ ゼン マン の 建築 論 
土 OUANTIUMETRIC 


山 日 隊 者 


アイ ゼン マン の 建築 論 


(B5 判 ノ 330 頁 ノ 2.420 円 ノ 総 合資 格 ) 


長年 に 渡り ピー ター・ ア イ ゼ ン マン を 研究 し て きた 著者 が 、 ア イ ゼ ン マン の 言説 を 元 
に 建築 理論 を 読み 解く 本 書 。 著 者 は 、 近 代 以 降 の 日 本 で は 実践 に 重き が 言 か れ 、 
築 を 生成 する 理論 を 構築 する こと が 欠落 し て いた こと を 問題 視 し 、 そ こ か ら の 脱却 
を 目指 し て 、 歴 史 を 精査 し な が ら 独 目 の 理 論 を 構築 、 実 践 じ て き た アイ ゼン マン の 次 
送 Mi こ 活路 を 見 出す 。 本 書 で は 、 ア イ ゼ ン マン の 理論 構築 の 源泉 に ル ・ コ ルビ ュ ジ エ 
の 理論 が ある こと を 示し 、 そ の 継承 に お いて 対照 的 な 方 向 性 を 見 た アイ ゼン マン と レ 
ム ・ コ ー ル ハー ス の 比較 を 紹介 。 独 目 の 解釈 で ミー ス ・ フ ァ ン ・ デ ル ・ ロ ー エ と アイ 
ゼン マン の 埋 論 の 違い を 位置 付け る な ど 、 そ の 思考 の 真相 を 探っ つて いく 。 ま た 、 分 
析 の 主軸 と し て 建築 の 主要 概念 (subjeect と object、volume、diagram な ど ) の 変容 を 辿る こ 
と で 、 そ の 先 に 著者 自身 の 建築 概念 へ と 薄 げ 、 検 証し て いる 。 (yO 


八束 は じ め イン タビ ュー 
建築 的 思想 の 遍歴 


八 東 は じ め ノ 編著 


(A5 判 ノ 168 頁 ノ 2.970 円 ノ 鹿 島 出 版 会 ) 


学生 時 代 か ら 大 学 を 退 館 す る まで の 八束 氏 の キャ リア を 振り 返っ た イン タビ ュー 集 。 イ 
ンタ ビュ アー は 八 東 氏 の か つて の 教え 子 で ある 金子 祐介 氏 (城西 国際 大 学 助教 ) が 聞 め 、 
半 世 紀 に 及ぶ キャ リア を 通じ て 、 日 本 の 戦後 建築 史 を 概 稚 す る こと を 目的 に まとめ られ 
て いる 。 本 書 は 、「 修 業 と 師事 」「 設計 と 批評 」「 人 研究 と 教育 」 の 3 部 構成 で 時 系 列 に 
語 が 進 『 が 、 そ こ に 通 底 する の は 「 思 想 」 の 問題 で 、 何 を 考え て それ が 成立 じ て い る か 、 
が 常に 関心 の 中 心 で あっ た と 自ら を 振り 返る 。 一 方 で 、 現 代 の 建築 の 作品 評 は そう し 
<「 思想 」 か ら 離 れ 、 作 者 や 作品 を 美 辞 記名 で 装う 装飾 ば か り だ と 指摘 。 よ い 作 品評 
と は 、 作 者 や 読者 に 、 論 じ ら れ て いる 作品 や 言説 、 現 象 が そう いう こと だ っ た の か と 
気づき を 与え る べき で ある と 主張 する 。 建築 家 で あり 建築 評論 家 で ある 氏 が 何 を つく 
り 、 ど の よう に 思想 を 展開 じ て き た の か を これ まで の 歩み と 共に 佑 農 的 に 紐解く 。 (noc) 


Houses 
掲載 : 10-23 頁 

山 鞭 工務 店 
代表 前 川 港 男 
今回 の 現場 監督 深草 洋三 
規模 12 名 
所 在 地 東京 都 三鷹 市 新川 6-26-6 
Le Grand Bleu SANRYO 2F 
電話 番号 0422-46-5588 
https://Sanryo.com 
最近 施工 し た 作品 
「ODYSSEY」 椎名 英 三 十 椎名 祐子 (本 誌 2011) 
「OPEN CAVE」 猪熊 純 十 成瀬 友 殿 (本誌 2001) 
COMMENT 
施工 監督 さん や 職人 さん の 技術 力 の 高 さ 
に 加え 、 適 切な コミ ュ ニ ケー ショ ン を 図り な が 
ら 現場 を 進め て 下さ る の で と て も 信頼 で きま す 。 
沿 に 図面 の 奥 の 意図 を 流 み 取 ろ うと し 、 よ り よ 
くす る た め の 技 術 提案 も し て いた だ ける の で す 
が 、 そ の 内 容 や 時 に 一 緒 に 悩ん で くれ る 姿勢 か 
ら は 学ぶ も の も 多かっ た で す 。 コス ト や スケ 
ジュ ー ル に つい て も 同じ 方 向 を 向い て 考え て く 
だ さい ます 。 

(山口 陽平 ノ 麗 森 泰行 建築 設計 事務 所 ) 


house / studio 日 

掲載 : 24-33 頁 
今村 工務 店 
代表 ・ 今 回 の 現場 監督 今村 大 介 
規模 5 名 
所 在 地 京都 市 右京 区 西院 月 双 町 111 マン 八 
イム 五条 1010 号 
電話 番号 075-314-4420 
最近 施工 し た 作品 
「House Y」 木村 吉成 十 松 本 尚子 (本 誌 2112) 
「houseHS」 木村 吉成 十 松本 尚子 (本 誌 1805) 
「S の 町 家 」 木村 吉成 十 松本 尚子 (本誌 1602) 
COMMENT 
施工 これ まで も 一 緒 に 仕事 を し て き て いる 
工務 店 さん で 、 今回 も 職人 さん た ちの 優れ た 技 


術 に より 妥協 の な い 丁寧 な 仕事 を し て いた だ き 、 


と て も 信頼 で きる 素晴らし い チ ー ム で す 。 各 工 
程 で は 現場 監督 を 中 心 に 職人 さん と 設計 意図 
を 理 酔 す る た め に 入念 な 打合せ の 場 を 設け て い 
た だ き 、 積極 的 に 施工 方 法 を 提案 、 細 か な 要 
望 へ は 柔軟 に 対応 し て くだ さい まし た 。 

コス ト 適正 価格 で す 。 見積 調整 で は 真 撃 に 
対応 し て くだ さり 、 予 算 内 に 収まる まで 粘り 強 
く お 付 き 合 いい た だ きま し た 。 


(木村 吉成 十 松 本 尚子 ) 
小屋 典 と 色 
掲載 : 34-43 頁 
三矢 建築 


代表 三矢 昌行 

今回 の 現場 監督 廣 部 翔 一 

規模 5 名 

所 在 地 愛知 県 西尾 市 一 色 町 治 明 村 前 59-3 
電話 番号 0563-73-6190 
https://mituyakenchiku.com 

COMMENT 

施工 力 の ある 大 工 集団 で 、 難 易 度 の 高い 貯 


構 を 手 刻み で つく り 上 げ て くれ まし た 。 

その 他 職人 さん と 設計 の 連携 も 密 に 取れ 
る よう に 、 調 整 し て いた だ きつ つ 、 さ ま ざ ま な 
意見 を 交わ し な が ら 協 力 的 に 取り 組ん で いた だ 


まし UE (長岡 勉 十 加 藤 直 樹 ) 
陶 館 の 家 

掲載 : 44-53 頁 
山 建 中 川 組 
代表 ・ 今 回 の 現場 監督 中 川 健 
規模 10 名 


所 在 地 北海 道 兄 館 市 根 崎 町 75 

電話 番号 0138-59-4763 

COMMENT 

ロー コス ト な が ら 施 工 能 力 が 間 わ れる 仕上 が り 
の 多い 現場 で し た 。 寒冷 地 に お ける 工法 の 提 
失 、 デ ィ テ ー ル の 検討 な ど 積 極 的 に アイ デア を 
出し て いた だ き 、 協 力 業 者 さん を 含め 、 前 向き 


に 楽し く 進 め る こと が で きま し た 。 (武田 尚 久 ) 
屋 の 家 

掲載 : 54-63 頁 
テ ズ カ 工 務 店 


代表 手塚 清史 

今回 の 現場 監督 松田 英一郎 角田 佳彦 
規模 10 名 

所 在 地 長野 県 長野 市 信州 新町 里穂 記 11-2 
電話 番号 026-262-5318 
https://Www.tezukarh.com 


(武井 誠 十 鍋島 千恵) 
DLIHU1 
掲載 : 64-71 頁 
長谷 偶 


代表 長谷 川 泰 治 

今回 の 現場 監督 小林 辰 美 

規模 50 名 

所 在 地 東京 都 江東 区 冨岡 2-11-6 

電話 番号 03-5245-1151 (代表 ) 
nttps://Wwww.haseman.cO.jD 

最近 施工 し た 作品 

日 刊 木材 新聞 社 新 社 屋 」 池田 靖史 十 國 分 昭子 
(本 誌 2011) 

COMMENT 

施工 前 例 の 少な い 工 法 へ の 挑戦 心 、 提 案 
力 。 大 工 の 技術 力 に も 助け られ た 。 

工期 別荘 地 ル ー ル や 寒冷 地 の 特 性 上 で 狭 
まる 工期 の 中 、 上 手 く マネ ジメント し て くれ た 。 
人 材 今回 使用 し た DLT 材 は 、 長 谷 さ ん 
か ら 紹 介 い た だ いた 。 価値 観 を 共有 で きる こと 
は 大 き な 信 頼 に な る 。 (山中 祐一 郎 ) 


光 の テン ト 
掲載 : 72-77 頁 
スワ テッ ク 建 設 
代表 柿 洋充 
規模 81 名 
所 在 地 長野 県 諏訪 市 城南 2-2353 
電話 番号 0266-52-4343 
https:/Www.Swatec.CO.」D 
COMMENT 


CONSTRUCTI 
施工 会 社 & 現場 監 を 


施工 今 ま で 経験 し た こと の な い 工 事 を 一 生 
上 取り 組ん で いた だ きま し た 。 
(彦根 アン ドレ ア ) 


SANU 2nd Home 八 ヶ 1st 
掲載 : 78-89 頁 


ADX 

代表 安齋 好 太 郎 

今回 の 現場 監督 古関 秀章 

規模 10 名 

所 在 地 福島 県 二本松 市 油井 字 松葉 山 6 
電話 番号 0243-22-1298 
httpS://adX.jD 

最近 施工 し た 作品 

「KITOKI」 安齋 好 太郎 (本 誌 2201) 

「K5」 安 齋 好 太郎 (本 誌 2012) 


木立 の ] 枚 屋 根 
掲載 : 90-97 頁 
北越 建設 
代表 ・ 今 回 の 現場 監督 北 出 政憲 
規模 6 名 


所 在 地 福井 県 あわ ら 市 舟 津 1 丁目 12-1 

電話 番号 0776-77-2260 
https://Www.hokuetsu-kensetsu.corm 
COMMENT 

施工 北 出 監督 を 中 心 に し た 職 方 の チー ム 
ワー ク が 素晴らし く 、 最 後 ま で 」 寧 に 仕上 げ て 
いた だ きま し た 。 

その 他 製材 加工 、 刻 み を 工場 で 一 貫 し た 体 
天 で 行え ます 。 板倉 構法 の 根 時 と も いえ る 本 実 
スギ 板 も すべ て ここ で 加工 し て いた だ きま し た 。 
長 尺 の 梁 は 、 当 初 ス ギ 材 で 設計 し て いた の で す 


が 、 ス トッ ク さ れ て いた 地 マ ツ 材 を 使え る こと に 。 


越前 の 木造 文化 の 厚み を 感じ まし た 。 


( 居 島 真紀 ) 
川 と 家 
掲載 : 98-107 頁 
井上 工務 店 
代表 井上 正博 
今回 の 現場 監督 井端 啓輔 
規模 35 名 


所 在 地 岐阜 県 高山 市 江 名 子 町 2715-11 
電話 番号 0577-33-0715 
https://InoOuekoumuten.cO.jD 

最近 施工 し た 作品 

「KAKAMIGAHARA PARK BRIDGE」 河合 啓吾 
十 井 端 菜美 (新建 築 2111) 

稲沢 長塚 の 家 」 杉下 均 (本 誌 2009) 

「 肥 田 の 家 」 吉田 夏 雄 (本 誌 2003) 
COMMENT 

木材 調達 か ら 製材 、 施 工 ま で 行っ て いる 工務 
店 で す 。 立木 の 目利き 、 伐 採 か ら 木 の クセ を 生 
か す 製 材 と 大 工 、 そ し て 経験 豊富 な 現場 監督 
に よっ て 木 を 活か す 建 築 を つく っ て いま す 。 
関わ っ て いた だ いた すべ て の 工種 に お いて 技術 
力 が 高く 、 信 頼 で きる 職人 さん ば か り で し た 。 


(井端 菜美) 





一 選 柱 の 家 


掲載 : 116-123 頁 


計 
月 


代表 片岡 大 

今回 の 現場 監督 田中 郁弥 

規模 12 名 

所 在 地 東京 都 渋谷 区 初台 2-10-18 青 ビ ル 2F 
電話 番号 03-3375-7552 
http://Www.ao-archi.com 

最近 施工 し た 作品 

「X」 青木 浮 (本 誌 2001) 

COMMENT 

施工 設計 の 意図 を 流 み 取り 、 施 工 方 法 や 
手順 を 積極 的 に 提案 いた だ きま し た 。 構造 体 
が その まま 仕上 げに な る 本 プロ ジェ クト で は 建 
て 方 時 、 す べ て の 部 材 が 個 包装 され て いる 様 が 
特に 印象 的 で し た 。 

工期 現場 定例 を 設け て いた だ き 、 毎 週 進 
捗 に つい て 報告 を 受け まし た 。 工程 と 品質 の 管 
理 が 徹底 し て いた お か げ で 、 結果 的 に 工期 の 
短縮 に 繋が り ま し た 。 

コス ト ちょ うど ウッ ド シ ョ ッ ク 騒 動 の 最 中 に 
着工 し 、 木 材 が 時 価 と いう 不安 定 な 状況 に も 
か か わら す 、 増 額 が 生じ な いよ うさ ま ざ ま な 工 
夫 を し て いた だ きま し た 。 (高塚 章夫 ) 


中 町 の 家 

] 掲載 : 124-131 頁 

二宮 建設 

代表 二宮 康秀 

今回 の 現場 監 督 氷 膝 文 美 雅 

規模 11 名 

所 在 地 東京 都 中 野 区 弥生 町 2-39-7 

電話 番号 03-3380-2441 

httDp://WwWw.nInormiya-k.cO.jD 

最近 施工 し た 作品 

「 血 邸 」 泉 幸 南 (本 誌 0812) 

COMMENT 

施工 新しい 取り 組み に 対し て も 柔軟 に ご 対 

応 い た だ きま し た 。 図面 の 読込 ・ 技 術 ・ コ ミュ 

ニケ ーション ・ チ ー ム ワー ク と 、 ど の 面 に お い 

て も 素晴らし いで す 。 

工期 ・ コ スト さま ざま な 要因 が 重なり 難し い 

時 期 で は あり まし た が 、 工 期 ・ コ スト 共に 適正 

な も の に な る よう 努め て いた だ けた と 思い ます 。 
(石川 素 樹 ) 
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艇 の 家 


掲載 : 132-139 頁 


松 彦 建設 工業 

代表 松本 良平 

今回 の 現場 監督 

規模 7 名 

所 在 地 京都 府 京都 市 西京 区 大 原野 上 里 南 ノ 町 
354-5 

電話 番号 075-335-5077 

httDp:/www.matsuhiko.cO.jD 

最近 施工 し た 作品 

「 西 新 林 の 微 地 形 」 

「 大 和 棟 の 新しい 境界 面 」 


田中 秀 弥 


吉村 理 (本 誌 1811) 
吉村 理 (本 誌 1806) 


A RCH 
建築 家 プ ロフ ィ ー ル 





建築 家 情 報 


COMMENT 

施工 これ まで 何 度 も 仕事 を お 願い し て いま 

す が 、 毎 回 し っ か り と し た チー ム ワ ー ク で 、 気 

も ちよ く 仕 事 を 進め て いく こと が で きる 素晴らし 

い 工 務 店 で す 。 常 に 新しい 構造 や 構法 を 試み て 

いま す が 、 新 し いこ と に 前 向き に チャ レン ジ し て 

も ら え ます 。 

工期 工期 を し っ か り 守 りな が ら も 、 細 か い 

所 も 手 を 抜か ず 非常 に ] 寧 な 仕事 を し て いた だ 

き 、 満足 いく 仕上 が り と な り ま し た 。 

コス ト 性 能 を 落と さ ず に 予算 に 合う よう に い 

ろ い ろ ア イデ ア を 積極 的 に 出し て くれ ます 。 
(吉村 理 ) 


| 「 ヒ EC じじ 「S 


届 森 泰行 ( う ね も り ・ ひ ろ ゆ き ) 
1979 年 岡山 県 生ま れ / 2005 年 横浜 国立 大 学 大 学院 修士 課程 修了 ノ 2002 て 09 年 西沢 大 良 建 築 設計 事務 所 ノ 2009 年 瑞 森 
立 大 学 大 学院 YCGSA 設 計 助 手 ノ 現在 横浜 国立 大 学 、 日 本 女子 大 学 、 東 京 理科 大 学 非常 勤 講師 


1.「House A ノ O」( 埼 玉 県 ノ 2022 年) 


INIKAIDO 


掲載 : 140-147 頁 


加 殿 木工 

代表 増 島 光一 

今回 の 現場 監督 佐々 木 宏 幸 

規模 6 名 

所 在 地 静岡 県 伊豆 市 加 殿 115-1 

電話 番号 0558-72-2261 

最近 施工 し た 作品 

展開 ハウ ス 002」 十 電 申 人 十 真田 一 穂 (本 誌 1707) 
流量 庵 」 杉 本 洋文 十 計 画 ・ 環 境 建築 (本 誌 1002) 
COMMENT 

施工 熟練 の 大 工 さ ん を 軸 に 難易 度 が 高い 


建築 家 情 報 


施工 も 対話 を 重ね な が ら 辛 抱 強 く 対 応 し て くれ 
ます 。 

コス ト 特に 木造 建築 の 得意 な 施工 店 で 、 材 
木 の 加 工場 も 目 社 で 保有 し て いま す 。 特殊 な 木 
造 の 施工 に も VE・CD の アイ デア を 出し て くれ 
る の で 心強い で す 。 

その 他 拠点 は 静岡 に あり ます が 、 首都 圏 の 
施工 に も 対応 し て くれ 、 フ ットワーク が よい の が 
強み だ と 思い ます 。 (森屋 隆 洋 ) 


1. 今後 予定 し て いる プロ ジェ クト や 展覧 会 、 講 演 会 な どの 情報 ノ 2. Facebook、Twitter な どの URL 


※1 の 作品 名 、 


竣工 時 期 、 展 覧 会 、 講 演 会 情報 は 本 誌 発売 時 点 で の 予定 と な り ま す 。 


玉 泰行 建築 設計 事務 所 ノ 2012 て 14 年 横浜 国 


tel. 03-6261-3708 fax. 03-6261-3709 


nttps://unermoriarchI.com 


学科 卒業 (根岸 一 之 に 師事 ) ノ 和 狩野 忠正 建築 研究 所 を 経て 、2003 年 木村 松本 建築 設計 事務 


瑞 森 泰行 建築 設計 事務 所  〒111-0053 東京 都 台東 区 浅草 橋 3-12-6 BASE 
Office@unermoriarchi.com 
木村 吉成 (きむ お ら ・ よ し な り ) 松本 商 子 (まつ も と ・ な お こ 
(木村 吉成 ・ 上 ) 1973 年 和歌 山県 生ま れ / 1996 年 大 阪 芸術 大 学芸 術 学部 建 
所 を 設立 ノ 現在 、 大 阪 芸術 大 学芸 術 学部 建築 学科 准 教 授 
(松本 向 子 ・ 下 ) 1975 年 京都 府 生 まれ / 1997 年 大 阪 芸術 大 学芸 術 学部 建築 





建築 家 情 報 





大 阪 市 立 大 学 大 学院 、 京 都 


1.「house / shop G」 (福岡 県 ノ 2022 年 ) 「house O」 (滋賀 県 


芸術 大 学 非常 勤 講師 


nn エエ プ で か 
員 受 渦 


木村 松本 建築 設計 事務 所 


2008 年 " 二 人 の 作家 の た め の ア トリ エ と 住宅 」 で SD レビ ュー 入賞 / 2015 年 N の 住宅 地 の 住宅 」( 本 誌 1505) で JIA 東 海 住宅 建築 党 
誌 1702) で CS デザ イン 賞 グ ラン プリ 受 
人 賞 、 2019 年 第 7 回 京都 建築 党 藤井 厚 ニ 


1 2022 年 ) 


〒603-8346 京都 府 京都 市 北 区 等 持 院 北町 58-1 


kimura@krmrmtrmt.corm 


学科 卒業 (根岸 一 之 に 師事 ) ノ 2003 年 木村 松本 建築 設計 事務 所 を 設立 ノ 現在 、 大 阪 市 立 大 学 


賞 受 賞 ノ 2016 年 「 ハ イツ Y の 修理 」( 本 


中 ノ 2018 年 'houseT / salonT」 (本 誌 1609) で 第 33 回 吉岡 賞 受賞 ノ 「houseA / shopB」( 本 誌 1701) で 2018 年 第 12 回 関西 建築 家 


tel. & fax. 075-/48-1934 
nttp:/Wwww.krmrmtrmt.com 


LE HIIEHNIIIHR NINE ENIN ELIUEHEE BS HMI IE EHIME IEH IIHIHEE HEHIIEB EHIMESI HIME ENIHIIEEBMIMIHNMENMIMEHNHEBU BEN ERHBEE ま NHN3HUEN EHIMEBNEUNMNHMBENEINEMIHNEEUENBMIBHIEHNBNIIHIIEEBEIUMNIHMIEBMEEI IMNEEENBEHIHBIBNBNMIRBM HUHNEIIHBMEMNIIIHEEBNEMIHEEBMBSINHHEBMBHHHHBHINBHIHJMIEBM EEEHN INNINIEMIIEEBNBSIIHEE BMNHIEB NIR HEENMEHBIENBMEHIHSRIESIINHENBRINMHHIHINBEINHIUMIEBEMINEIHEBE BBH BEHE EBI HHNE HENRIEE BBH II HH HEB EE HH 





建築 家 情 報 


長岡 勉 (な が お か ・ 
1970 年 東京 生ま れ / 1997 年 慶応 義塾 大 学 大 学院 政策 ・ メ ディ ア 研 究 科 修了 ノ 山 下 設計 で 活動 後 、 
設立 に 参加 する な どの 活動 を 行う / 2020 年 4 月 か ら VUILD の メン バー と し て も 活動 ノ 現 在 、 慶 應 義塾 大 学 ・ 武 蔵 野 美 
カイ エ 」 (本 誌 0908) で 東京 建築 士 会 住宅 建築 賞 2011 入賞 ( 共 


オフ ィ ス 〈co-lab〉 の 


べ ん ) 


1. 「 南 足柄 の リノ ベー ショ ン 」 (神奈 川 県 南足柄 市 ノ 2022 年 ) 
RENEW2021 展 (福井 県 鯖江 市 、 丸 廣 意 匠 、2022 年 3 月 11 日 13 日 ) https://renew-fukui.com/exhibitor 


2. Instagram : https:/ が vww.instagram.corybennagaoka/Zhl=ja 
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加藤 直樹 (か と う ・ な お き ぎ ) 
1984 年 神奈 川 県 生ま れ / 2007 年 神奈 川 大 学 建築 学科 置 我 部 研究 
加藤 住吉 を 共同 設立 


同 設計 : OUVD) ノ 2012 年 「 


ワ ロ ビー 
っ 
ブ し = 


建築 設計 加藤 住吉 


POINT 


〒180-0003 東京 都 武蔵 野市 吉祥 寺 南 町 3-25-11 


1999 年 に POINT を 設立 ノ 建築 ・ イ ン テ リ ア の 設計 業務 の ほか に 、 シェ ア 


術 大 学 非常 勤 講 師 ノ 2011 年 「 ジ ュ ッ 


夢 尋 蔵 」(『 新 建築 』 1201) で JCD デ ザイ ン ア ワー ド 2012 人 金賞 受賞 ノ 2016 年 「 夜 
叩 Sahan」 で JCD デ ザイ ン ア ワー ド 2016 金 賞 ・ 長 谷川 演 賞 受賞 ノ 2018 年 「 知 識 の 蜂の巣 」 で JCD デ ザイ ン ア ワー ド 2018 銀 賞 受賞 ノ 2018 年 「 絵 と 言葉 の ライ ブラ リー ミッ カ 」 
で グッ ド デ ザ イン 賞 グ ッ ド デザ イン 賞 受 賞 


Facebook : https:/ ハ www.facebook.coryprofile.DhpZid=100004461877390 


tel. 0422-26-5105 


point@point-tokyo.jD http:/point-tokyo.jp 


業 ノ 2009 年 同 大 学 大 学院 建築 学 専攻 置 我 部 研究 


卒業 ノ 2010 年 POINT 入 社 ノ 2012 年 建築 設 


〒231-0013 神奈 川 県 横浜 市 中 区 住吉 町 3-28 新井 ビル 410 tel. 045-253-7267 


Info@katosumiyoshi.com http:/katosumiyoshi.com 


飯田 善彦 (いい だ ・ よ し ひこ ) 武田 尚 久 (た け だ ・ な お ひさ ) 

(飯田 番 彦 ・ 上 ) 1950 年 埼玉 県 生ま れ / 1973 年 横浜 国立 大 学 工学 部 建築 学科 卒業 ノ 1974 年 計画 設計 工房 (谷口 吉 生 、 高 宮 眞 介 ) ノ 1980 年 建築 計画 設立 (共同 : 元 食 
真琴 ) ノ 1986 年 飯田 矢 彦 建築 工房 設立 ノ 2007 ~ 12 年 横浜 国立 大 学 大 学院 建築 都市 スク ー ル Y-GSA 教 授 / 現在 、 同 社 代表 取締 役 、ARCHISHIP LIBRARY&CAFE 主 宰 
(武田 尚 久 ・ 下 ) 1978 年 静岡 県 生ま れ / 2001 年 日 本 大 学 理工 学部 海洋 建築 工学 科 卒 業 ノ 2001 年 lstituto Europeo di Design ノ 2002 年 ミラ ノ 工 科大 学 建築 学部 ノ 2003 
< 06 年 Mario Bellini Architects ノ 2006 年 て 飯田 善彦 建築 工房 、 現 在 同 取 締 役 


建築 家 情報 
1 等々力 みはら し テラ ス 」 (東京 都 / 2022 年 ) 「 大 熊 町 新教 育 施設 」 (福島 県 ノ 2023 年 ) ! 横 浜 市 汐見 台 小 学校 」 (神奈 川 県 ノ 2023 年 ) 


飯田 状 彦 建築 工房 〒231-0041 神奈 川 県 横浜 市 中 区 吉田 町 4.9 tel. 045-326-6611 fax. 045-326-6617 
Info@iida-arc.COrm http://www.iida-arc.COm/ 





武井 誠 (た けい ・ ま こと ) 鍋島 千恵 (な べし ま ・ ち え ) 

(武井 誠 ・ 左 ) 1974 年 東京 都 生 まれ / 1997 年 東海 大 学 工学 部 建築 学科 卒業 ノ 1997 年 東京 工業 大 学 大 学院 塚本 由 晴 研究 室 研究 生 キ アト リエ ・ ワ ン ン / ノ 1999 年 手塚 建築 研 
究 所 入社 ノ 2004 年 TNA 設 立 ノ 東京 大 学 大 学院 工学 系 研究 科 建 築 学 専攻 博士 課程 修了 、 博 士 (工学 ) ノ 現 在 、 京 都 工芸 織 維 大 学 特 任 教 授 

( 鋼 島 千恵 ・ 右 ) 1975 年 神奈 川 県 生ま れ / 1998 年 日 本 大 学生 産 工学 部 建築 工学 科 卒 業 ノ 1998 年 手塚 建築 研究 所 入社 ノ 2004 年 TNA 設 立 ノ 現在 、 法 政 大 学 非常 勤 講師 


「 力 モ 井 加工 紙 第 三 揚 挫 工場 史料 館 」(『 新 建築 』 1205) で 2012 年 AR AWARD2012 受 賞 、2014 年 第 6 回 JIA 中 国 建築 大 賞 特 別 賞 受賞 ノ 「 上 州 富岡 駅 」(『 新 建築 』 1301) 
で 2014 年 ブル ネル 賞 AWARD 受 賞 、2015 年 日 本 建築 学会 賞 受 賞 ノ 2015 年 「 構 の 郭 」 (『 新 建築 』 1312) で 平成 27 年 東京 建築 士 会 住宅 建築 賞 受賞 ノ 主 な 著書 に 『JA105 
MAKOTO TAKEI 填 CHIE NABESHIMA』 (2017 年 、 新 建築 社 ) 


TNA 〒162-0065 東京 都 新宿 区 住吉 町 9-7-3F tel. 03-3225-1901 fax. 03-3225-1902 
mail@tna-arch.com http:/ ハ www.tna-arch.com 


山中 祐一 郎 (や まな か ・ ゆ うい ちろ う ) 

1972 年 栃木 県 生ま れ / 1994 年 東京 造形 大 学卒 業 後に 渡 英 、 Architectural Association で Shin Egashira に 師事 ノ 1995 年 アフ リカ 、 ユ ー ラ シア の 4 つの 大 河 を 陸路 で 巡る グ 

ラン ド ツ アー を 敢行 ノ 1996 年 内 藤 廣 建築 設計 事務 所 勤務 ノ 1999 年 S.O.Y 建 築 環 境 研究 所 を 設立 ノ 建築 設計 を ベー ス と し て 、 ラ ンド スケ ー プ か ら プ ロダ クト デザ イン 、 ア プリ 
開発 、 農 業 支 援 ま で 、 領 域 を 中 ぐ 活動 を 展開 〆 2003 年 アー ル シ ー コ ア の 顧問 に 着任 ノ 2013 年 空間 と 時 間 の 研究 を 目的 と する コン ピュ ー タ ソフ ト 開 発 会 社 を 起業 ノ 2016 年 

PROPELa 設 立 / 日 本 大 学生 産 工学 部 非常 勤 講師 ノ 「WWONDER DEVICE ノ BESS」 で 2004 年 グッ ド デ ザ イン 賞 受賞 ノ 2008 年 「 代 々 木 上 原 の 家 」 で 『 モ ダン リビン グ 』 
STYLE MATRIX AWARD 受賞 ノ 2011 年 「 太 子 堂 の 家 」 で 環境 デザ イン アワ ー ド LiVES 賞 受賞 ノ 2012 年 「 伊 予 三島 の 家 」 で hope&home ア ワー ド グラ ンプ リ 受 賞 ノ 2018 年 「 
CLTHUT」 で WOOD DESIGN AWARD 受賞 ノ 2020 年 「K.S. Kindergarten」 で Architizer A 十 Awards 木造 建築 部 門 世界 6 選 (Popular Vote 第 1 位 ) 受賞 


S.O.Y 建築 環境 研究 所  〒160-0022 東京 都 新宿 区 新宿 5-14-3 有恒 ビル 5F tel. 03-5925-8735 fax. 03-5925-8736 
yamm@soylabo.net http://soylabo.net 


LEMLIIINUEMEMIINEMEMHEIMIMIBSEMINMMIMBREUEUIMHMIMWIMMHMIMHEEEMUIMMEMMIMIMMIMEEINMSRIMUIMMHUBMMEIMIMEMHMIMHWEMBMHUIMHEMMEMIMBMEBMBHIMBMEMBEHMIMBEEIMMIMIEEMHUMIMIMEEMMNBEMHMLIUIMNMMBMMLIBEBEMHNEMBMEEUEMEMIMIMBUEMMEIMBIMBMRMMBMHMIUEIEENNMUIIMEENLBHIEMBMHMEMUHIENMNMMLIMHMEBBEBMIMHUMUEBMUIIEBEBMEUBHIMMHNMHEMLUIBEBMBMMMMBEUUHUIMIIEMINMHLIUBEEIEIULEMIMBBIMEUHMIBEMEMUBMBMBMBNMHMIMMBIEIMUHLBMMUILEBMEBMIMBMBHB 牟 EEEELMIBMEIMMLIMMBEEMEHMIMIEEEEHIBERI 


彦根 アン ドレ ア (ひこ ね ・ あ ん どれ あ ) 

1962 年 ドイ ツ 生 まれ / 1987 年 シュ トゥ ッ ト ガ ルト 工科 大 学修 了 (建築 ・ 都 市 計画 ) ノ 1988 年 園 ・ 青 島 建 築 設 計 事務 所 入所 ノ 1989 年 磯崎 新 ア トリ エ 入 所 ノ 1990 年 彦根 建築 
設計 事務 所 設立 (彦根 明 と 共に ) / 2011 年 日 本 エネ ルギー パス 協会 副 会 長 ノ 2012 年 JIA 特 別 委員 会 環境 行動 ラボ 会 員 / 2014 年 EneArt 設 立 ノ 2014 て 21 年 武蔵 野 美術 大 学 
非常 勤 講師 / 2020 年 サス テ ナ ブ ル 建 築 協会 理事 長 / 「IDIC PS 岩手 イン フォ メー ショ ン セ ンタ ー」 で 2008 年 JIA 環 境 建築 賞 一 般 建築 部 門 最 優秀 賞 、2019 年 第 18 回 JIA25 年 賞 
受賞 ノ 2019 年 「 八 ヶ 岳 山荘 SYA 戸 建 住 宅 」 で 東京 建築 賞 奨励 賞 受 賞 ノ 2019 年 「 日 野 わ か くさ 幼稚 園 HVVY 幼稚 園 」 で ウッ ド シ テ ィ TOKYO モ デル 建築 賞 優秀 賞 受賞 ノ 2009 年 
「 曲 ・kyoku 戸 建 住宅 」 で 木材 活用 コン クー ル 優 秀 賞 受賞 ノ 2010 年 「 風 ・Fuu 戸 建 住 宅 」 で JIA 環 境 建築 賞 住宅 部 門 優秀 賞 受賞 ノ 主 な 著書 に 『 ナ チュ ラル ・ サ ステ ィ ナ ブル 生 
きる 建築 の す が た 』 (2009 年 、 鹿 島 出 版 会 ) 『 プ ラン ニン グ か ら デ ィ テ ー ル まで 最高 の 建築 を つく る デザ イン の ルー ル 300』(2011 年 、 エ クス ナレ ッ ジ )『 彦 根 ア ンド レア の 最高 
の 住ま い を 作る 方 法 』 (2014 年 、 エ クス ナレ ッ ジ ) 





マヤ 建築 家 情 報 
1. THREE CLOS HELP https://three-cross-help.com (アア ルト の 建築 を 救う プロ ジェ クト を アア ルト 財団 と 共に 進行 中 ) 
2. Instagram : https:/ ハ www.instagram.corm/a.h.a_andreag/ 


彦根 建築 設計 事務 所 〒157-0066 東京 都 世田谷 区 成城 7-5.3 tel. 03-.5429-0333 fax. 03-5429-0335 
nttp:/Wwww.a-h-architects.corm/andreg 


理 是 還 各 本 申 軸 班 箇 箇 恒 垣 年 加 還 二 南画 町 晶 征 時 時 申 還 電 人 


安齋 好 太 郎 (あん ざい ・ こ うた ろう ) 

1977 年 福島 県 生ま れ / 1997 年 中 央 工学 校 卒業 ノ 1998 ~ 99 年 巧 建 社 勤務 ノ 2000 て 06 年 安斎 建設 工業 ノ 2006 年 て Life style 工 房 設立 ノ 2019 年 ADX に 社名 変更 / 
2018 年 「 う つろ い の 家 」 で ふく し ま 住 宅 建築 賞 入賞 ノ 2018 年 春華 堂 POP UP STORE KANDA」 で JCD Design Award 2018 Best100 受 賞 ノ 2018 年 「 堂 前 の 家 」( 本 誌 
1806) で 上 1 グ ラン プリ 2017 グ ラン プリ 受賞 ノ 2019 年 「one year project」 (本 誌 1704) で ASIA PACIFIC PROPERTY AWARDS 2019-2020 Award winner of Architecture 
Single Residence for Japan 受 賞 





T 建 築 家 情報 

1.「SANU 2nd Home 山中 湖 1st」 (山梨 県 ノ 2022 年 ) 「KITOKI」 (東京 都 中 央 区 ノ 2022 年 ) 「SANU 2nd Home 北 軽井沢 1st」 (群馬 県 ノ 2022 年 ) 
「SANU 2nd Home 八ヶ岳 2nd」 (山梨 県 ノ 2022 年 ) 「SANU 2nd Home 河口 湖 1st」 (山梨 県 ノ 2022 年 ) 「SANU 2nd Home 日 樺 湖 2nd」 (長野 県 ノ 2022 年 ) 
「auberge 示 市 」 (北海 道 ノ 2022 年 ) "小淵沢 キャ ンプ 場 」 (山梨 県 ノ 2022 年 ) 

2. Facebook : https:/ ハ www.facebook.com/adx.jp 


ADX Head office : 969-1404 福島 県 二本松 市 油井 字 松葉 山 6 tel. 0243-22-1298 fax. 0243-22-6116 
Tokyo office : 103-0024 東京 都 中 央 区 日 本 橋 小 舟町 14-7 Soil nihonbashi 4F 
Info@adx.jp nttpS://8dX.」D 
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・ Eriko Kall 


撮影 


安藤 邦 廣 (あん どう ・ く に ひろ) 居 島 真紀 (いじ ま ・ ま き ぎ ) 

(安藤 邦 廣 ・ 上 ) 1948 年 宮城 県 生ま れ / 1973 年 九州 芸術 工科 大 学芸 術 工学 部 環境 設計 学科 卒業 ノ 1973 年 て 82 年 東京 大 学 工学 部 助手 / 1982 年 筑波 大 学芸 術 学 糸 講師 
ノ 1998 年 筑波 大 学芸 術 学 糸 教授 ノ 現 在 、 筑 波 大 学名 誉 教授 、 里 山 建築 研究 所 主宰 、 日 本 茅 草 き 文化 協会 代表 理事 、 日 本 板倉 建築 協会 代表 理事 ノ 2011 年 「 小 屋 と 倉 一 
干す ・ 仕 舞う ・ 守 る 木組み の か た ち 一 」 (論文 ) で 日 本 建築 学会 賞 受 賞 ノ 2014 年 「 筑 波山 梅林 再生 プロ ジェ クト 」 で 日 本 造園 学会 賞 技術 賞 受賞 ノ 主 な 著書 に 『 住 まい の 伝 
統 技 術 』 (共著 、 1995 年 、 建築 資料 研究 社 ) 『 小 屋 と 倉 干す ・ 仕 舞う ・ 守 る 木組み の か た ち 』 (2010 年 、 建築 資料 研究 社 ) 『 茅 茸 き の 民 俗 学 生活 技術 と し て の 民家 』(2017 
年 、 は る 書房 ) 『 日 本 茅 茸 き 紀 行 Exploring Japanese Thatch』 (共著 、2019 年 、 農 山 漁村 文化 協会 

( 居 島 真紀 ・ 下 ) 1970 年 冨山 県 生ま れ / 1993 年 東京 学芸 大 学 教育 学部 B 類 美術 専攻 卒業 / 1998 年 筑波 大 学芸 術 学 群 建築 デザ イン コー ス 卒 業 ノ 1998 て 2004 年 設計 工房 
画 ノ 2004 年 里山 建築 研究 所 設計 室 設立 / 2008 年 て 里山 建築 研究 所 設立 


2013 年 「 都 市 と 農村 を 繋ぐ 産 民 官 学 共 同 プ ロジ ェクト [か や ぶ き の 里 プ ロジ ェクト ]」 で グッ ド デ ザ イン 賞 受 賞 ノ 2018 年 「 板 倉 建築 の 普及 啓発 活動 [板倉 構法 を ハブ と し た 諾 災 
復興 の た め の 一 連 の 活動 |」」 で グッ ド デ ザ イン 賞 受賞 ノ 2021 年 「AGRI CARE GARDEN か すみ が うら 」 (新建 築 』 2111) で ハー ト フ ル デ ザ イン 部 門 美 励 賞 受賞 


里山 建築 研究 所 〒300-4231 茨城 県 つく ば 市 北条 184 tel. 029-867-1086 fax. 029-867-1083 
sal@satoyarma-archI.CO.jIDp nttp://satoyarma-archI.CO.」D 





避 天 固 還 咽 咽 束 吾 画 画 豆 醒 国 還 中 正男 画 因 古 中 環 困 画 還 中 正面 加 回 還 画 本 貴男 回 理 下 丁 画 豆 加 画 下 理 環 画 還 理 中 画 画 還 皿 理 理 画 咽 還 画 還 中 画 下 回 固 還 柏 下 画 画 加 下 中 中 末 還 画 理 画面 面 回 因 還 画 下 咽 画 固 還 理加 画 加 加 下 下 下 環 画 回 還 下 画 咽 加 還 還 理加 画 画 画 軒 画 画 豆 加 国男 理 下 画 画 固 還 中 画 貴 右 画 正中 正男 画 加 還 加 画 回 豆 画 下 理 回 是 画 天 画 中 貴男 回 画 理 中 画 回 固 還 下 中 下面 天天 還 画 画 画 豆 環 画 析 下 画 画 王 画 固 硬 理 串 画 加 還 中 串 可 面 回 画 下 画 画 画 還 軒 中 理 下 思 画 画 理 画 画 亜 因 画 正 下面 画 下 理 咽 画面 醒 画 下 中 正中 回 加 還 加 画面 末 還 下 理加 束 画 回 画 中 画面 硬 天 固 下 中 正 画 軸 天下 叶 画 下 環 下 下 画面 


井端 菜美 ( い ば た ・ な の み ) 

1987 年 滋賀 県 生ま れ / 2008 年 岐 里 工 業 高等 専門 学校 建築 学科 卒業 / 2010 年 同 高 等 専門 学校 建設 工学 専攻 卒業 / 2010 て 13 年 塚原 建築 研究 所 ノ / 2013 て 18 年 井上 工務 店 
ノ 2018 年 飛騨 五木 gooboc 設 計 事 務 所 設立 2021 年 「KAKAMIGAHARA PARK BRIDGE」 (『 新 建築 』 2111) で ウッ ド デ ザ イン 賞 優秀 賞 (林野 店 長官 賞 )、 タ ニタ 屋根 の ある 
建築 コン テス ト 非 住宅 部 門 グ ラン プリ 、 礎 材 利用 優良 施設 コン クー ル 衝 査 具 特 別 中 


ヤ 建 築 家 情報 
1. 縁側 の 家 」 (滋賀 県 大 津 市 ノ 2022) 竣工 予定 
2. Instagram : https:/vww.instagrarm.corm/5boc_sekkel 





goboc 設 計 事 務 所 〒504-0008 岐阜 県 各務 原市 那加 桐野 町 2-9-1 tel. 058-372-2186 
n.iDpata@goboc.jp nttps://Wwww.goboc-sekkei.com 


THHNNHNINTHIHHHNEENIMHEEELTLITHNEENELHITINIUEHNIHHNELHHNTEEEKTHTHHNERLITHNCEHHITHMIHNEHEHMHHMNEHIHHHNHENETLTHMHHHELITITHEHHNILTHTINITHHHUHTHNTHUMHHEHNINTLHIHCNEKITITHELENHITMELENHITTNNTHHHTLEETHHMHHNNTIHTHTEEHTLITEEKNEHHHUETHHHLNETIHHHENTNHHNEHTTHHMEELEHHHLHELEKLHMHNHUEHNTITHTHHEHHNIHIHEMNELHNITEEEHTUHTHXEKKHHHHENITTHHHNEHTWMEHNNEHITEHIHEHLHMHLMNKTMHYENEHTHHNHHNNLNHNEWNENEHITEIHHNEHTMI 


宇野 友 明 ( う の ・ と も あき ぎ ) 

1960 年 愛知 県 生ま れ / 1983 年 神奈 川 大 学 工学 部 建築 学科 卒業 ノ 1983 て 90 年 長谷 部 建築 設計 事務 所 ノ 1990 年 宇野 友 明 建築 事務 所 設立 ノ 「 肉 松園 の 家 」 で 2000 年 あい 
ち ま ち な み 建 築 賞 受 賞 、2001 年 中 部 建築 賞 入賞 ノ 2002 年 「 岡 崎 の 家 」 で 第 3 回 「 大 地 に 選 る 住宅 」 優秀 賞 受賞 ノ 主 な 著書 に 『Visible Invisible』(2010 年 、 風 出版 ) 『 見 た こ 
と の な い 普 通 の た て も の を 求め て 』 (2019 年 、 幻 冬 舎 


建築 家 情 報 


2. Facebook : http://vvww.facebook.corm/uno.arch Twitter : https:/twitter.corm/tomoakiunoarch 





宇野 友 明 建 築 事務 所 エエ 461-0014 愛知 県 名 古屋 市 東 区 樺 木町 3.68 tel. 052-933-7510 fax. 052-933-7511 
unotomoakiarchtects@gmall.corm nttp:/unotomoaki.com 


高塚 章夫 (た か つか ・ あ き お ) 
1972 年 兵庫 県 生ま れ / 1998 年 京都 大 学 工学 部 建築 学科 卒業 プ 1999 て 2000 年 Ecole d' Architecture de Paris La Villette ノ 2000 て 09 年 伊東 豊雄 建築 設計 事務 所 ノ 2010 
> 19 年 aaat 高 塚 章夫 建築 設計 事務 所 ノ 2020 年 て Aaat / 現在 、 京 都 芸術 大 学 、 工 学院 大 学 、 東 京都 市 大 学 、 前 橋 工科 大 学 、ICS College of Arts 非 常勤 講師 





ヤ 建 築 家 情報 
1.「 我 孫子 の 大 屋根 」 (千葉 県 ノ 2022 年 ) 「 大 崎 の 小屋 根 群 」 (東京 都 ノ 2022 年 ) 
2. Facebook : https://vvvww.facebook.corm/akio.takatsuka.1 Instagram : https://www.instagram.com/akio_takatsuka 


Aaat 〒151-0063 東京 都 渋谷 区 富ヶ谷 2-6-2-201 tel. & fax. 03-6407-9680 
Info@aaat.」D http:/www.aaat.jp 


車 申 章 下 重 箇 下 下士 


石川 素 樹 (いし か わ ・ も と き ) 
1980 年 東京 生ま れ / 手 嶋 保 建築 事務 所 を 経て 2009 年 に 石川 素 樹 建築 設計 事務 所 を 設立 ノ / 建築 、 イ ン テ リ ア か ら 家 具 、 プ ロダ クト まで 幅広 い 領域 で デザ イン を 手がけ る / iiF 
DESIGN AWARD iF Gold Award、 日 本 建築 学会 作品 選集 新人 賞 、 グ ッ ド デザ イン 賞 な ど 受 賞 多 数 / 主 な 著書 に 『ELEMENTS 5 つの 建築 5 つの 断章 』(2019 年 、 オ ー ム 社 ) 


マ 和 建築 家 情 報 
1.「S2M シ ョ ー ル ー ム 」 (東京 都 ノ 2022 年 ) 「 森 下 の 家 」( 東 京都 ノ 2022 年 ) 





石川 素 樹 建築 設計 事務 所 。〒151-0053 東京 都 渋谷 区 代々 木 4-28-7 西 参 道 テ ラス W1 tel. 03-6300-5530 fax. 03-6300-5571 
Info@motokiishikawa.com http://www.motokiishikawa.com 
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吉村 理 (よし むら ・ た だ し ) 

1975 年 大 阪 府 生 まれ / 2000 年 京都 大 学 大 学院 修士 課程 終了 ノー 2005 年 園 紀彦 建築 設計 事務 所 ノ 2008 年 一級 建 築 士 事 務 所 吉村 理 建築 設計 事務 所 代表 ノ 2010 年 て 
大 阪 工業 大 学 非常 勤 講師 ノ 2020 年 て 奈良 女子 大 学 非常 勤 講師 / 2008 年 Wood Block House グ ッ ド デザ イン 賞 受 賞 ノ 「 花 内 屋 リ ノ ベ ー シ ョ ン 」 (本 誌 1710) で 2012 年 に 
し い 伝 統 構法 の 家 2011 コン ペティ ショ ン 実 作 部 門 第 1 位 、 第 15 回 木材 活用 コン クー ル 優 秀 賞 、 日 本 イン テリ アプ ラン ニン グ 賞 、 社 団 法人 愛知 建築 士 会 第 3 回 建築 コン クー ル 
和 審査 要員 賞 受賞 、2013 年 に 住ま い の 環 境 デ ザイ ン ・ ア ワー ド 2013 入 賞 ノ 2021 年 「 大 和 棟 の 新しい 境界 面 」 (本 誌 1806) で the Architectural Review AR new into old 
awards 2021 Highly commended 受 賞 





建築 家 情 報 
1.「 大 和 蒸 溜 所 ハナ レ 蔵 リノ ベー ショ ン 」 (奈良 県 ノ 2022 年 5 月 ) 「| 旧 自転 車屋 リノ ベー ショ ン 」 (奈良 県 ノ 2022 年 5 月 ) 日 タバ コ 屋 リノ ベー ショ ン 」 (奈良 県 ノ 2022 年 5 月 ) 
「 旧 山崎 屋 リ ノ ベ ー シ ョ ン 」 (奈良 県 ノ 2022 年 11 月 ) 「 清 水 の 森 木造 長屋 」 (大 阪 府 / 2022 年 12 月 ) 


2. Instagram : https:/vvww.instagram.com/tadashiyoshimuraarchitects/ 


吉村 理 建築 設計 事務 所  〒639-2225 奈良 県 御所 市 中 本 町 1203 tel. 0745-63-1001 
Info@ yoshimura-arch.com 


164 202203 





建築 家 情 報 


森屋 隆 洋 (も りや ・ た か ひる ) 
1983 年 神奈 川 県 生ま れ ノ / 2006 年 東海 大 学 工学 部 建築 学科 卒業 ノ 2008 年 東海 大 学 大 学院 工学 研究 科 建 築 学 専攻 卒業 ノ 2008 ~ 10 年 計画 
WORKS 設 立 ノ 2018 年 MORIYA AND PARTNERS 設 立 ノ 現在 、 東 海 大 学 非常 勤 講 師 ノ 「SETOYAMA」 (本 誌 2010) で 2020 年 日 本 空間 デザ イン 引 住 空間 部 門 銅賞 、Dezeen 
awards Highly commended: Rural house of the year 2021 受 賞 ノ 「 山 安 タ ー ン パイ ク 店 」 で 2020 年 ウッ ド デ ザ イン 賞 、2021 年 グッ ド デ ザ イン 党 受 賞 


人 = 2. Instagram: https:/www.instagram.corm/map_moriya 


執 午 者 


ke (ひら いわ ・ よ し ゆき ) 
CI 1982 年 生ま れ / 2004 年 東京 大 
| 学卒 業 ノ 2007 年 東京 大 学 大 学 
) 院 修了 後 、 佐 々 木 睦 朗 構 造 計 画 
研究 所 ノ 2017 年 平岩 構造 計画 





満田 衛 資 (みつ だ ・ え いす け ) 
1972 年 京都 府 生ま れ ノ 1997 年 
京都 大 学 工学 部 卒業 ノ 1999 年 
京都 大 学 大 学院 工学 研究 科 修 
士 課 程 修了 ノ 1999 年 佐々 木 睦 
時 計画 研究 所 ノ 2006 年 満田 衛 資 構造 計 
画 研究 所 設立 ノ 2014 年 京都 大 学 大 学院 博士 
後期 課程 修了 博士 (工学 ) / 2018 年 京都 エ 
芸 繊維 大 学 教授 ノ 2011 年 「 中 川 政 七 商店 新 
社屋 」 (吉村 靖 孝 建 築 設 計 事 務 所 、『 新 建築 』 
1005) で JSCA 引 新 人 躍 受 賞 ノ 2013 年 ' 大 阪 
府立 春日 丘 高等 学校 創立 100 周 年 記念 会 館 」 
( 井 下 仁 史 ) で 日 本 構造 デザ イン 賞 受 賞 ノ 2016 
年 House of Kyoto」 (本 誌 1401) で 京都 建築 
賞 藤井 厚 二 賞 受賞 ノ 2019 年 「 関 西 大 学 第 4 学 
舎 1 号館 改修 お よび 増築 」 (佐藤 総合 計画 ) で 
日 本 免 震 構造 協会 業績 賞 受賞 


県 異 文 具 


撮影 : Tomomi Takano 





編集 後記 


先月 号 か ら 新 し い 評者 と し て 貝 島 桃 代 さ ん 、 中 
山 英 之 さ ん 、 藤 村 龍 至 さ ん を 迎え て の 座談 月 評 
が スタ ー ト し 、 今 月 号 に 2 回 目 が 掲載 され て い 
ます 。 今年 に 限ら す 座 談 月 評 は 、 毎 回 編集 部 全 
員 が 聴講 し 、1 時 間 半 て 2 時 間 半 ほど 議 庄 が 続 
きま す 。 収録 日 まで に それ ぞ れ が 誌面 の みか ら 
で きる だ け の こと を 読み 取り 、 そ こ で 感じ た 疑問 
や 共感 、 さ ま ざ ま な 考え を も っ て 3 人 が 集まり 批 
評 を 展開 する 。 現場 は 毎回 白熱 し た も の で 、6 


大 野 博史 (お お の ・ ひ ろ ふ み ) 
大 分 県 生ま れ / 1997 年 日 本 大 
gc 学 埋 工 学部 卒業 ノ 2000 年 同 大 
7 学 大 学院 理工 学研 究 科 修 士 課 
「 程 修 了 ノ 2000 年 池田 昌弘 建築 
研究 所 ノ 2005 年 オー ノ JAPAN 設 立 / 主 な 著書 
に 『 ヴ ィ ヴ ィ ッ ド ・ テ クノ ロジ ー』 (共著 、 PR 
学芸 出版 社 ) 『 構 造 設計 を 仕事 に する 』( 共 
学芸 出版 社 、2019 年 ) ri 
集 』(2020 年 、 オ ー ム 社 ) ノ 主 な 受賞 に 「RIng 
Aroung a Tree」(『 新 建築 』 1106) で 2011 年 第 6 
回 日 本 構造 デザ イン 賞 、2013 年 日 本 建築 学会 
作品 選奨 、2016 年 「 チ ャ イル ド ・ ケ モ ・ ハ ウス 」(『* 
建築 』 1310) で 日 本 建築 学会 作品 選奨 、 2017 年 
春日 大 社 国宝 館 」 (新建 築 1701) で 国土 交通 
大 臣 賞 耐 岩 改 修 優秀 建築 党 






本 間 貴 答 【 ほ ん ま ・ た か ひろ) 

1986 年 福島 県 生ま れ / 2010 年 
| Backpackers'Japan 創 業 。 同 年 、 
代 、 < 古 民 家 を 改装 し た ゲス ト ハ ウス 
由 員 輸 「oco」( 東 京都 ) を オー プン 。 
その 後 「Nui. HOSTEL & BAR LOUNGE」 (東京 
都 )、'Len」 (京都 府 )、 ie (東京 都 )、「K5」 
(東京 都 ) を プロ デュ ー ス 、 運 営 す る 。 






田村 尚 土 (た むら ・ な お と ) 
1982 年 愛知 県 生ま れ / 2005 
し = 年 名 古屋 大 学 工 学部 卒業 ノ 
\ 細 呆 ボ 2007 年 名 古屋 大 学 大 学院 環境 
学研 究 科 修了 ノ 2007 年 金 箱 構 
造 設計 事務 所 ノ 2012 年 名 古屋 大 学 大 学院 博 
士 (工学 ) 取得 ノ 2014 年 ディ ックス 取締 役 就 
任 、 構 造 設計 部 設立 、 名 古屋 大 学 非常 勤 講師 
ノ 2015 年 て 名 古屋 芸術 大 学 非常 勤 講師 





年 続け て いる 毎月 1 度 の この 日 は 、 編 集 者 と し 
て 緊張 し つつ も と て な 楽し みな 日 で も あり ます 。 
多く の 方 々 の 協力 の も と つく り 上 げた メデ イィ ア か 
ら 何 が 災 り 出さ れる か 、 
欲 び が ある か ら で す 。 し か し 、 限ら れ た 誌 幅 で 
ある こと か ら 、 み な さん に 読ん で いた だ くも の は 
一 部 。 ス ピン オフ と な る 入り きら な か っ た 
興味 深い 話題 が いく つも 思い 出さ れ ま す 。 前 回 
の 月 評 で も 、 建築 の 中 の アー ト 性 と は 何かと い 


MORIYA AND PARTNERS 


さま ざさ まな 発見 や 反省 、 


Info@moriyaandpartners.jD 


時 (の むら ・ け いす け ) 

1986 年 長野 県 生ま れ / 2009 
年 東海 大 学 工学 部 卒業 ノ 2011 
年 東海 大 学 大 学院 工学 研究 科 
修士 課程 修了 ノ 2013 年 東海 大 
PE RERCHRRRSIRORR 
(工学 ) / 2013 ~ 16 年 中 田 兵 夫 研究 

2016 20 年 東海 大 学 工学 部 建築 学科 助教 / 
2021 年 て 同 大 学 講師 





塚本 由 晴 (つか も と ・ よ し は る ) 
間 あ " コ 1965 年 神奈 川 県 生ま れ / 
E+ !987 年 東京 工業 大 学 工学 部 
骨 記 陣 記 月 建築 学科 卒業 / 1987~ 88 年 
臣 雇 蘭 置 斉 W。 パリ ベル ピル 建築 大 学 ノ 
1992 年 貝 島 桃 代 と アト リエ ・ ワ ン 共 同 設立 / 
1994 年 東京 工業 大 学 大 学院 博士 課程 修了 ノ 
2003、2007、2015 年 ハー バー ド 大 学 大 学院 
客員 教授 / 2007、2008 年 UCLA 客 員 准 教授 
ノ 2011 年 The Royal Danish Academy of 
Fine Arts 客 員 教授 、Barcelona Institute of 
Architecture 客員 教授 / 2013 年 コー ネル 大 学 
visiting critic ノ 2015 年 デル フト 工科 大 学 客員 
教授 / 2017 年 コロ ン ビ ア 大 学 客員 教授 / 現 
在 、 東 京 工業 大 学 大 学院 教授 






平尾 し えな (ひら お ・ し えな ) 

1992 年 埼玉 県 生ま れ / 2017 
年 東京 工業 大 学 工学 部 建築 学 
科 卒 業 ノ 2018 て 19 年 スウ ェ ー 
デン 王立 工科 大 学 KTH に 交換 
留学 ノ 2021 年 東京 工業 大 学 環 境 社 会 理工 学 
院 建築 学 糸 修了 ノ 現在 、 同 大 学院 博士 後期 課 
程 在 着 





う 議 論 の 後 、 さ まさ ざま な 批評 が 展開 され まし た 。 


最後 に 貝 島 さ ん か ら 、「 生 産 を 含め た 社会 の 仕 
組み が つい て くる 建築 の 中 で 、 そ こ に いか に 距 
離 を と る か つめ る か と いう 緊張 感 の 中 に われ わ 
れ は いる 。 そ こ か ら 何 を アウ ト プ ッ ト で きる か を 
この 座談 月 評 で 議論 し て いこ う 」 と いう 言葉 が あ 
り ま し た が 、 今月 号 は その 言葉 を 意識 し て 編集 
し て いき まし た 。 日 本 に お ける 木造 住宅 は 、 現 
代 で は さま ざま な 社会 の 事象 を 引き 上 げ る も の 


〒249-0005 神奈 川 県 逗子 市 桜山 8-3-13-202 


〇 Shintsubo Kenshu 


・ 環 境 建 築 プ 2011 年 MORIYA 


tel. 050-3697-1050 
nttp:/morlyaandpartnerSs.jDp 


貝 島 桃 代 (か いじ ま ・ も も よ ) 

1969 年 東京 都 生 まれ ノ 1991 年 
日 本 女子 大 学 家政 学部 住居 学 
科 卒 業 ノ 1992 年 塚本 由 晴 と ア 
』」 ト リエ ・ ワ ン 共 同 設立 ノ 1994 
年 東京 工業 大 学 大 学院 修士 課程 修了 ノ 1996 て 
97 年 スイ ス 連 邦 工 科大 学 チ ュー リッ ヒ 校 奨学 生 
ノ 2000 年 東京 工業 大 学 大 学院 博士 課程 満期 
退学 プ 2003、2015 年 ハー バー ド 大 学 大 学院 客 
員 教 授 / 2005 て 07 年 スイ ス 連 邦 工 科大 学 
チュ ー リ ッ ヒ 校 (ETHZ) 客員 教授 / 2015 年 デル 
フト 工科 大 学 客員 教授 / 2017 年 コロ ロン ビア 大 
池宮 上 員 教 授 ノ 現在 、 筑波 大 学 准 教授 、ETHZ 
Professor of Architectural Behaviorology 
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内 L 
『 
| 


中 山 敵 之 (な か や ま ・ ひ で ゆき ) 
1972 年 福岡 県 生ま れ / 1998 年 
東京 藝術 大 学 美術 学部 建築 科 
卒業 ノ 2000 年 同 大 学 大 学院 美 
術 研 究 科 建 築 専攻 修士 課程 座 
業 ノ 2000 て 07 年 伊東 豊雄 建築 設計 事務 所 勤 
務 ノ 2007 年 中 山 英之 建築 設計 事務 所 設立 ノ 現 
在 、 東 京 藝術 大 学 美術 学部 建築 科 准 教授 





(ふじ お ら ・ り ゅ うじ ) 

1976 年 東京 都 生 まれ / 2000 年 
東京 工業 大 学 工学 部 社会 工学 
科 卒 業 ノ 2002 年 同 大 学 大 学院 
理工 学研 究 科 建築 学 専攻 修士 
課程 修了 ノ 2002 て 03 年 ベル ラー へ ・ イ ンス 
ティ テ ュ ー ト (オラ ンダ ) 在 天 ノ 2005 年 て 腰 村 
龍 至 建 築 設計 事務 所 ( 現 ・RFA) 主 率 ノ 2008 
年 東京 工業 大 学 大 学院 理工 学研 究 科 建築 学 再 
攻 博 士 課程 単位 取得 退学 ノ 2010 ~ 16 年 東 
洋 大 学 専任 講師 / 2016 年 RFA に 改称 ノ 2016 
年 て 東京 藝術 大 学 准 教授 


朋 村 衣 至 





で す 。 加工 や 構造 、 施 工 技術 の 飛躍 的 な 進化 
で 可能 性 が 広がる 一 方 で 、 森 林 資 源 や その 維 
持 、 環境 問題 、 ウ ッ ド ショ ッ ク な ど 社 会 背景 が 

色濃く 映し 出さ れる 素材 で あり 、 資 源 の レベ ル 
か ら 木 を 考え な けれ ば いけ な い 時 代 と も いえ ま 
す 。 そ の 中 で どの よう な 建築 を 前 に 進め る た め 
の 創作 が で きた か 、 そ し て それ に どん な 批評 が 
展開 され る か 、 次 号 に お ける 座談 月 評 も 合わ せ 
て ご 覧 いた だ きた いと 思い ます 。 (A) 
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ホー - ム タコ ス あ 和 Pb に マル ティ 」 発売 


立川 ブラ イン ド 工 業 





「 ホ ー ム タコ ス ティ エル モ 」( シ ング ルセット 「 マ ル テ ィ 」( シ ング ル 正 面 付け セッ ト 2.1m)。 
(赤外線 リモ コン 操作 ))。 参考 本 体 価 格 : 参考 本 体 価格 : 16.940 円 (税込 )。 
104,.060 円 (税込 )。 


立川 ブラ イン ド 工 業 (株 ) は 、 電 動 カ ー テ ン レ ー ル 「 ホ ー ム タコ ス ティ エル モ 」 と 装飾 カー 
テン レー ル マル ティ 」 を 発売 。 ス マー ト な 暮らし を 支え る 「 ホ ー ム タコ ス ティ エル モ 」 

は 製品 幅 10m、 カ ー テ ン 適 正 重量 25kg まで 対応 し 、 優 れ た 静音 性 を 実現 。「 マ ル テ ィ 」 
ょ シン プル な 丸 型 ボー ル に マッ ト な 質感 ・ カ ラー で 高い デザ イン 性 を 有 し 、 走 行 性 ・ 静 
音 性 に も 配慮 。 


立川 ブラ イン ド 工 業 (株 ) 
tel:0120-937-958 (フリ ー コ ー ル ) 
https://WWW.Dlind.cO.jp 


ある 窓 を トリ プル ガラ ス の 高 性 E ハ イブ リ リッ ド 窓 へ 


ーー 





製品 イメ ー ジ 。 
専用 枠 引 違 い 窓 / テ ラス タイ プ (サイ ズ : W1.680xH1.800mm、 
Low-E 複 層 ガ ラス の 場合 ノ 網戸 除く ) 価格 : 189.000 円 (税込 )。 


(株 )LIXIL は 、 今 ある 窓 を た っ た 1 日 で トリ プル ガラ ス の 高 性 能 人 人 イブ リッ ド 窓 に リフ ォ ー 
ム 可 能 な 取 苦 窟 「 リ プラ ス 高 断 熱 汎用 枠 」 を 発売 。2050 年 カー ボン ニュ ー ト ラル の 達成 
に 向け 、 住 宅 を 含む 家庭 部 門 の CO。 削減 目標 は 66% (2013 年 度 比 、 環 境 省 に よる ) に 設 
2 住宅 の 高 性 能 化 に よる 省エネ 化 が 重要 視 さ れ て いる 。 同 製品 で は 、1 枚 ガ ラス の 
交 に 比べ て 熱流 出 を 約 80% も 抑え る こと が で き 、 省 エネ で 快適 な 暮らし が 実現 で きる 。 


(株 ) LIXIL 
【@e】.0120-126-001 
https://vww.lixil.co.jp/ 
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「NEMOX」 シリ ー ズ の アク セ サ リ ー 新 発売 


_ セラ トレ ー テ ィング ク 0 ーー 





タオ ルリ ング (マッ トブ ラッ ク ) 。 浴室 洗面 ・ タオ ル バ ー (ステ ン レ スス チー ルプ ブ ラッ シュ ド ) 。 
トイ レ 空 間 す べ て トー タル コー ディ ネー ト 価格 : 47.300 円 (税込 )。 
で きる 。 価格 : 20.350 円 (税込 )。 


セラ トレ ー デ ィング (株 ) は 、 オ ラン ダ ・GEESA 社 の 「NEMOX (ネモ ックス )」 シリーズ 
の アク セ サ リ ー を 新 発 売 。 ク ー ル な 印象 が あり な が ら も 丸み を 帯び た 美しい フォ ルム が 
特徴 で 、 サ イズ 違い の タオ ル バ ー か ら ペ ー パ ー ホ ボルダー や タオ ルリ ング まで アイ テム が 
充実 。 シ ッ ク で 洗練 され た 空間 を 演出 する マッ トブ ラッ ク 、 サ テン の よう な 質感 の ステ 
ン レ スス チー ル ブ ラ ッ シュ ド 、 ベ ー シ ッ ク な クロ ム の 計 3 色 展開 。 


セラ トレ ー デ ィング (株 ) 
tel:03-3796-6151 
nttps://WwW.cera.CO.jD 


アイ ジー ルー ー フ スー ー パ ー ー ガ リル テ クト 」 に 新 色 人 加 


イジ ー 工業 


S シ ェ イ ド ワ イ ン レッ ド ( 新 色 ) S シ ェ イ ドブ ラッ ク S シ ェ イ ドブ ラウ ン 


S シ ェ イ ドブ ルー S シ エイ ドモ スク リー シ 
1 ベー ソリ バーリ ル デ ク ドカ ラー ライ シナ チ ナック 。 












人 2040 


金属 建材 メー カー で ある アイ ジー 工業 (株 ) は 、 主 に 住宅 向け の 金属 製 屋根 材 ア イジ ー 
ルー フ 「 ス ー パ ー ガ ル テ ク ト 」 に 新 色 「S シェ イド ワイ ン レ ッ ド 」 を 追加 販売 。 庶 熱性 鋼 
板 と 断熱 材 に より 優れ た 断熱 性 能 を 発揮 し 、 特 殊 な 「 ち ち み 塗装 」 を 施し た 意匠 性 も あ 
わせ 持つ 屋根 材 。 こ れ ま で の カラ ー ラ イン ナッ プ に な か っ た 赤 系 の 色 追 加 で 、 計 6 色 展 
開 と な る 。 


アイ ジー 工業 (株 ) 
tel:0237-43-1810 
https://Www.igkogyo.co.jp/ 


『 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画面 画 画 面 画 画面 画面 面 | 恒 画面: 画面 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画面 ! 画 : 画 画 」 硬 画 画 | 重 I 硬 硬 還 画 画 環 還 画 画 画 画 画 画面 画 画 画 画 画 画 i 硬 画 | 画 恒 画面 i 還 画 環 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 i 画 ( 硬 画 画面 面 |( 画 | 硬 環 : 男 還 還 画 画 環 画 画 画 画面 画 画 中 硬 硬 ' 画 画面 ( 還 恒 | 重 |( 画 画面 画 : 画 画 画 画 画 画 画 画 量 画 画 画 亜 画面 画 王 |: 画 : 画 」 王 | 硬 硬 | 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 環 亜 面 (画面: 画面 | 硬 ' 恒 還 」 恒 画 i 加 画面 画 画 画 画 画 臣 


面 男 回 画 四 唱 本 男 亜 聖 晶 画 四 画 画 画 画 昌 四 量 画 柏 下 男 田面 上 ! 面 画 | 還 | 四 | 避 | 男 固 型 画 男 晶 画 晶 


(株 ) ナス タ は 、 収納 が な い 部 屋 で も イン テ 
リア に な る オー プン クロ ー ゼ ッ ト 「 ウ ォ ー ル 
シェ ルフ 」 を 発売 。 マ ッ ト な 質感 の フレ ー ム 
と バー、 棚 板 で 構成 され た シン プル な デザ イ 
ン で どん な 部 屋 に も 和 角 染 みや すい 。 サ イズ 
は 幅 600mm タ イプ と 幅 910mm タ イプ の 2 
種類 、 カ ラー バリ エー ショ ン は フレ ー ム ・ バ ー 
と 棚 板 の 組み 合わ せ で 4 種類 展開 。 





年 り 司 イ メー ジ 。 「 
幅 600mm タ イプ 価格 : 46.200 円 (税込 )、 
幅 910mm タ イプ 価格 : 49.500 円 (税込 )。 


(株 ) ナス タ 
tel:03-3660-1815 
httDps://Www.nasta.cO.jD 


昌男 画 画 画 時 叶 下村 咽 則 画 画 画 下 亜 亜 亜 申 型 陣 出 量 画 画 置 叶 男 理 時 画 奄 風 唱 咽 串 画 画 量 画 申 軸 届 量 画 一 弄 下 男 画 画 画 時 軸 画 唱 中 正貴 画 画 器 遇 悪 亜 申 遇 画 下 店 弄 画 面 画 画 宮 叶 早 時 堅 咽 中 忠男 咽 亜 画 画 量 悪 語 陳 量 亜 護 量 還 面 男 理 時 構 午 中 圏 咽 正 亜 量 咽 亜 亜 還 申 画 肝 男 古 画 画 硬 軒 時 時 正午 画 時 悪 画 器量 是 画 中 量 硬 画面 画 画 杏理 早生 時 唱 面 画 陣 咽 是 画 画 亜 串 四面 亜 弁 画 画 下 一 画 叶 硬 画 咽 卓 画 画 串 是 下 二 


還 画 ( 加 画面 還 [ 硬 重 | 本 画 画 環 画 画 画 画 画 画 画 晶 画 画 画 画 画 画 画面 | 画 (画面 (画面 醒 画 ! 画 環 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 | 画面 [画面 硬 唱 画 画 画 画 亜 画 画 画 画 画 画 画 重 画 重 画面 | 画面 i 画 弄 画 I 画 画 画 画 画 画 画 画 昌 画 画 亜 画面 画面 画 画 画面 画面 硬 画面 [ 硬 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 下 画 画 画 画 ( 画 画面 画面 | 画 | 画 画 画 画 了 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 陣 画 画 | 画 画 画面 i 画 | i 画 画面 | 画 画 画面 画 画 画 晶 画 画 画 画 画面 重 画 画 I 画 画 画 | 硬 | 亜 ( 硬 [ 硬 | 面 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 


(株 ) サン ゲ ツ は 、 ロ ー ル スク リー ン や バー チカ 
ル ブ ラ イ ンド 、 ウ ッ ド ブラ イン ド 等 6 種類 の メカ 
タイ プ の 窓 ま わり 商品 を 収録 し た 見 本 帳 「RB 
同 訂 * COLLECTION (アー ルビ ー コ レク ショ ン ) 
- 還 還 vol.1」 を 発刊 。 商 品 ご と に 納まり の 美 し さ や 使 
IZ 2 計 首 朋 いや すさ が 考慮 され た 「 標 準 仕様 」 が 設定 され 、 

っ - 請 最適 な アイ テム が 選び や すく な っ た 。 防 汚 機能 


" 。 ※ で 抗 ウ イル ス 加 工 等 機能 性 商品 も 拡充 。 
施工 例 。 バー チル ワラ インド CVB183、 ロー 
ルス クリ ー ン (RS233)。 





(株 ) サン ゲ ツ 
tel:052-564-3314 
https://WWW.SangetsUu.CO.」D 


国産 の スギ ・ ヒ ノ キ を 使っ た 建具 「AK 警 太 格子 」 発売 
阿部 興業 
木製 ドア 、 建 具 、 造 作家 具 の 製作 ・ 販 売 を 行 


う 阿 部 興業 (株 ) は 、 国 産 の スキ ・ ヒ ノ キ を 使っ 
た 建具 「AK 碑 太 (びん た ) 格子 」 を 発売 。 区 太 
格子 と は 、 四 方 の 筐 回 り に 縦 様 を 伸ばし た 建具 
で 、 高 さ 3.000mm ま で 製作 可能 、 同 社 独自 
の 補強 技術 に より 、 ガ ラス 戸 や 開 戸 の 対応 も で 
きる 。 価格 は 、 国 産 の スギ 材 、 サ イズ H3,000 
xW900xT50mm で 825,000 円 (税込 ) 。 





阿部 興業 (株 ) 
tel:04-2953-5870 
nttps://vvww.abekogyO.CO.jD 


還 * 箇 | [ 硬 画 | [ 国 恒 | | 面 ( 重 陣 | 画 : 画 ) 環 | 男 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 ' 画 ' 画 還 ( 画 上 | 生還 | 男 画 陣中 環 画 画 画 画 画 画 画 晶 画 画 画 男 : 画 : 硬 下 唱 |i 恒 | 硬 下 上 正面 目 画 画 画 画 画 画 画 画 陳 画 画 還 画面: 面 | 画 画面 : 硬 i 画 還 環 [ 目 中 画 画 瑞 画 画 画 画 画 画 陣 画 画面 (加重 : 量 | ( 画 | 四 |: 恒 [ 男 | 環 : 画 (上 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 還 画 : 面 : 硬 男 」 恒 | 硬 i 還 | 還 上 (上 | 画 画 中 画 画 画 画 画 画 申 画 画 画 下面: 画 画 i 画 還 重 i 画 上 貴 ( 目 :[ 箇 中 画面 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 : 画 : 旧 中 i 画 | 画 | 下 | 硬 ( 画 中: | 軒 [ 面 画 画 画 画 画 画 画 画 直 


八王子 市 に 輸 入 建材 の 専門 店 「 ス トッ ク ヤ ー ド 」 を オー プン 


松原 工業 


還 画 | [ 硬 : 画 | : 画 恒 | 画 ( 生 | 上 環 画 : 画 環 画 画 画 画 画 画 画 画 画 環 画面 (画面 i 避 i 硬 加重 本 ( 還 貴 | 画 咽 唱 画 画 画 画 晶 画 画 画面 画 画 量 硬 陳 ( 面 中 | 還 [ 画 | 呈 四 ( 画 画 環 画 画 唱 画 画 画 画 画 弄 画 了 亜 画面 ' 面 : 画 | 画 i 還 重男 恒 貴男 環 : 環 画 画 画 画 画 画 亜 亜 亜 亜 画 画 : 面 加 |i 慎 |: 面 i 画 還 還 |i 男 画 : 貴 陣 画面 画 画 亜 画 画 環 画 陳 画 画 硬 亜 : 画 画 恒 画面 ( 還 面 i 男 画 I 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 亜 画 呈 生 | 可 : 和 | 中 男 : 画 回 画面 画 玉 画 画 画 画 環 画 画 硬 画 : 硬 ( 環 加 i 還 | i 還 | 加 回 中 画面 画 画 環 画 画 画 画 画 


ヨー ロッ パ 建 材 の 輸入 ・ 加 工 ・ 販 売 を 手掛け 
る エク ステ リア の 専門 会 社 で ある ( 有 ) 松原 工 
業 は 、 東 京都 八王子 市 に 輸入 建材 の 専門 店 「 ス 
トッ ク ヤ ー ド 」 を オー プン 。 イ ギリ ス の コッ ツウ ォ 
ルズ 地方 で 採石 され る 最上 級 の 「 コ ッ ツ ウォ ル 
ズ ス トー ン 」 を は じ め 、 レ ン ガ や フラ ンス 瓦 等 を 、 
実際 に 手 に 取る こと が で き 、 ス タッ フ の アド バイ 
ス を 受け な が ら 購 入 が 可能 。 





「 ス トッ ク ヤ ー ド 」。 
週末 に は ワー クシ ョ ッ プ も 開催 予定 。 


( 有 ) 松原 工業 
tel:042-333-0074 
https://matsubara-Itd.com 


画 画 画 画 恒 画 : 画 : 硬 画 画 画面 | 還 硬 : 画 (上 : 硬 画 環 晶 画 画 画面 画 画 画 画 画 画 画 : 画 画面 | 恒 画 | (上 | 画面 | 画 画 画 男 画 画 画 画 画 画 画 面 画 画 還 面 画 : 画 画面 画 i 画 | 硬 硬 画 画 画 画 画 画 画 画 量 画 画 画 画 面 画 画 画 画 画 : 硬 上 重 画 画 [ 画 画 : 面 男 画 画 男 画 画 画 画 画 画 画 画 評 画 画 画 画 [画面 | 恒 還 | ' 恒 |I 画 男 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 還 画 画面 画 : 画 』 画 ! 硬 | 画 | 画面 恒 画 上 ( 画 ( 画 





律 8 コ ー 


EEEELELLLLHTTTTIHILIILITITHTLLLHLLILIITTTLILHTITITTETTLIHTELHLLIHLLILTILIIIITTITTTITHTLLLETTIITILITHLIIIITTHIHITTTLLILIHIEITITIHTITITTIIEITTTTTTLEILHLITTTLLILLITIHIIITITTTTT 画 画 画 王 ( 画 ' 画 硬 唱 | 恒 画 恒 | 恒 (画面 硬 環 画 画 画 画 還 画 画 画 曹 画面 晶 ' 看 ' 面 画 」 恒 呈 | 画 | 硬 還 


上 
に 
時 
W 
時 
時 
時 
刑 画 国 囲 下 喚 田 時 一 加計 画 耐 画 画 画 男 男 画 | 面目 正午 自画 是 陳 昭 亜 画 還 国 陳 時 還 蝶 時 時 下面 画 厩 還 画面 [ 上 看 正 | 較 早 男 加 
| 
に | 
品 
画 








オー ダ ー メ イド クロ ー ー ゼ ッ ト ア クセ サリ ー 「 エク セ サ リ ー」 


N\ 
\! 
WM 
画 aa 生還 央 四面 還 | 加 男 固 画 臣 年 環 時 画 


スガ ツネ 工業 (株 ) は 、 イ タリ ア ・SALICE 社 
の オー ダー メイ ドク ロー ゼット アク セ サ リ ー 
「 エ クセ サリ ー」 の 受注 を 開始 。 ハ ン ガ ー、 バ ッ 
グ ホ ル ダ ー、 ス カー フ と タイ ホル ダー、 引 き 
出し や シェ ルフ 、 ト レー 等 の 豊富 な ライ ン ナ ッ 
プ を 、 ク ロー ゼット に 合わ せ て 仕上 げ ・ 色 ・ 
サイ ズ を オー ダー メイ ド で きる 。 ク ロー ゼ ッ 
ト ひ と つ 分 か ら 対 応 可能 。 


コー ディ ネー ト 例 。 参考 価格 : 6.600,000 円 
( 季 込 )。 スガ ツネ 工業 (株 ) 
tel:03-3864-1122 


https://Vww.sugatsune.CO.」D/ 


サー 唱 珈 画 再 面 画 吾 村 一 時 旧 咽 面 中 唱 唱 是 遇 画 是 串 量 還 量 硬 下 画 画 画 画 画 画 大 忠男 陽 亜 咽 亜 画 亜 串 量 頭 画 距 還 紅 画 画 画 可 中 早 持 構 唱 画 画 男 較 画 画 量 悪 下 弄 弄 一 置戸 男 量 時 下 画 看 画 陣中 瑞 量 亜 画 遇 護 功 量 男 陵 画 還 画 画 還 時 中 午 画 時 是 画 亜 申 量 亜 画 中 量 弄 画面 一 画 村 旭 時 理 叶 画 奄 咽 唱 咽 是 画 画 量 悪 亜 画 軸 下馬 量 画 四 純男 画 叶 時 選 較 


さ 3m ま で 対応 可能 な 室内 ドア 「 カ エサ ルス イン グ ド ア H3000」 
ボ レー ショ ン 湘南 


室内 ドア 専門 メー カー で ある 神谷 コー ボレー 
ショ ン 湘 南 (株 ) は 、 国 内 初 の 高 さ 3m ま で 対応 
可能 な 室内 ドア "カエ サル スイ ング ドア H3000」 
を 発売 。 近 年 増加 する 、 天 井 の 高い 開放 感 の 
ある 住宅 空間 に 対応 で きる 。 ド ア 目 体 の 高 さ も 
天井 高 と 同じ と し 、 扉 を 開く と 壁 が その まま 開 
く よ う に 見 える 。 ホ ワイ ト 和 糸 の ビア ンコ 色 と ク レ 





ー マ 色 の 2 色 展開 。 
施工 例 。 ク レ マ 色 。 前 後 共 に 開く 
スイ ング ドア 。 
神谷 コー ポレ ーション 湘南 (株 ) 
tel:0463-94-6203 


https:/Www.fullheight-door.com/ 


| 抗 ク イ / 2 準 装備 「IBIBOARD - の 2 し 2022」 発刊 


イ ビ ケ ン (株 ) は 、 高 圧 メ ラミ ン 化 粧 板 の 総 合 
サン プル 帳 !IBIBOARD ~ 2022」 を 発刊 。 
夢 が 付き に くく 水 や 熱 に も 強く 頑丈 な 高圧 メラ 
ミン 化粧 板 「 イ ビ ボ ー ド 」 に つい て 、 抗 ウイ ルス 
機能 を 持た せ た 261 柄 に 及ぶ 製品 や 、 昨 年 6 
月 発売 の 意匠 性 の 高い プレ ミア ム 化 粧 板 ブ ラン 
ド 「 イ ビ ボ ー ド H (アッ シュ )」 等 の 新 製 品 も ライ 
シナ ウッ フ 。 





「IBIBOARD ~ 2022」。 
イ ビ ケ ン (株 ) 
tel:0584-74-3355 
https://IDIDoard.jp 


mW 還 画 面 画面 中 |i 恒 | 硬 i 還 | 還 ' 結 i 重 貴 . 画 画 画 画 画 画 画 画 陣 画 画面 画 画 画面 画 I 還 時 上 ( 量 環 画 咽 画 画 碧 画 画 画 画 画 画 了 画 画 画面 ( 画 : 硬 上 | 画 画 | 恒 ( 加 | 画 : 貴 : 画 画 画 画 画 環 画 画 画 画 画 画 晶 画 : 葬 重男 恒 || 硬 四 還 上 ( 画 ( 面 画 環 画 画 画 画 画 画 画 趣 画 画 呈 画 : 画 ' 画 上 | 恒 還 i 上 重男 正面 回 環 咽 画 画 画 画 環 画 還 画面 亜 陳 男 : 上 i 男 |i 恒 [上 | [| 硬 | 画 


_DMS Tokyo Design Lab 原宿 ショ ー ル ー ー ム グラ ンド オー ポン 
デザイン マネジメント シス テム 


則 軒 車 丁 画 画 呈 本 | 還 本 本 ( 画 環 画 画 画 画 還 画 画 画 画 還 画 違 下 硬 可 硬 李 恒 ( 厨 ! 面 ( 画 画 画 画 面 画 画 十 画 還 走 画 還 下 硬 画 還 呈 呈 | 硬 呈 i 還 曽 ( 還 中 画 画 画 画 画 十 画 画 面 下面 還 画 画 硬 画 呈 還 I 還 本 ( 還 I 画 相 貴 画 還 下 画 二 画 画 量 画 還 還 画 還 画 硬 ! 還 I 還 李 可 |i 硬 生 中 中 画面 画 画 面 画 画 還 画 画面 画 下 画 還 面 本 ( 還 : 古 | 村 硬 咽 画 画 画 画 珈 画 画 画 二 画 画 車 画 硬 下 画 本 |( 還 本 硬 !( 男 画 画 咽 画 画 画 画 十 画 画 還 画 看 亜 画 : 屋 ! 還 i 還 本 [| 男 | 


世界 で 展開 する 住宅 建材 BRAVAT や innoci 
の 製品 を は じ め 、「! 手 の 届く 高級 品 」 を コン セ 
プ ト に デザ イン 性 の 高い 水 回 り 商 品 を 扱う デザ 
イン マネ ジメント シス テム (株 ) は 、 東 京 ・ 原 宿 
に ショ ー ル ー ム を グラ ンド オー プン 。 手 の 届く 
価格 に て バス ルー ム を 総合 的 に 空間 提案 する 。 
喝 業 時 間 は 13 て 17 時 (完全 予約 制 )、 定 休 
日 は 日 曜 て 水曜 ・ 祝 日 。 


原宿 ショ ー ル ー ム 内 観 。 
: 住所 : 東 京都 渋谷 区 千駄ヶ谷 3-54-2 地下 2 階 。 


デザ イン マネ ジメント シス テム (株 ) 
【ee】0120-518-805 
nttps://Www.Dravat.」jD 


202203 16/ 


16 6 








新建 築 住宅 特集 3 月 号 一 


広 告 目 次 半 





4 ( 5ATPW 19: 





詳細 は WEB を ご 覧 
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トピ ックス 掲載 企業 プイ 


(50 音 順 ) 
P166-167 





新 赴 築 社 ホ ー 


臨時 増刊 の ご 案内 


新建 築 202 1 年 3 月 別冊 


未来 へ の 布石 (think) 
建築 を 通し て 語る 社会 の か た ち 佐藤 総合 計画 の 挑戦 


定価 :3.300 円 (税込 ) 
日 本 語 ノ 248 頁 プ 221x297mm ノ ン A4 変 型 


佐藤 総合 計画 創立 75 周 年 の 特集 号 。 佐 藤 総合 計画 は これ まで に 建築 、 都 
市 、 環 境 な ど で 、 さ ま ざ ま な 間 題 に 挑戦 し 、 国 内 外 で あら ゆる 分 野 の 建築 設 語 

を 担う 設計 事務 所 へ と 成長 し て きま し た 。75 年 に わた る 佐藤 総合 計画 の 経 
験 ・ 実 績 ・ 析 和 0 建築 の 設計 を 通じ て 変化 する 社会 の ニー に どう 
応え 、 頁 献 し て いる か を 豊富 な ビジ ュ ア ル 、 図 版 に て 紹介 し ます 。 


新建 築 202 1 年 4 月 別冊 


軽やか な 屋根 の 可能 性 
確か な 防水 技術 か ら 広がる 軽く て 薄い フラ ッ ト な 屋根 の 表現 


定価 :2.750 円 (税込 ) 
日 本 語 ノ 144 頁 221x297mm ノ A4 変 弄 


100 年 以上 の 歴史 を 持つ 防水 メー カー 大 手 で ある 田島 ルー フィ ング の 屋根 
防水 「DIPS 構 法 」 等 が 支え る 軽やか な 屋根 を テー マ と し た 特集 号 。 

屋根 30 分 耐火 認定 を 取得 し た ルー フ デ ッ キ を 下地 と し 、 高 品質 な 防水 層 と 
断熱 材 で 軽量 屋根 を 構築 する 構法 で ある 「DIPS 構 法 」 が 活用 され た 建築 作 
品 に つい て 、 多 様 な 詳細 図 か ら 軽 や か な 屋根 の つく り 出す 自由 な 空間 と その 
可能 性 を ご 紹介 し ます 。 


くだ さい 、。https://japan-architect.co.jp 


株 式 会 社 新建 築 社 
〒100-6017 東京 都 千 代田 区 霞が関 3-2-5 霞が関 ビル ディ ング 17F tel.03-6205-4380 (代表 ) fax.03-6205-4386 
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LIXIL 


ペー ジ https://japan-architect.co.jp 


新建 築 2021 年 10 月 別冊 
AZUSA SEKKEI /5th Anniversary 
IlSSue WE ARE 


定価 : 1.650 円 (税込 ) 
日 本 語 十 英語 /336 貞 /190x253mm 


梓 設 計 の 75 周 年 記念 号 。 梓 設計 の 設計 スタ イル は クラ イア ント と 共に 悩み 、 
向き 合い 、 真 静 に 取り 組む スタ イル で す 。 創立 か ら 変わ ら な いこ の スタ イル を 
守り な が ら 、 梓 設計 の 活動 領域 は 設計 行為 の 充実 を 図り な が ら も その 枠 を 超 
えて 、 大 きく 広がり 続け て いま す 。 多様 性 に あふ れ 、 さ ま ざ ま な 新しい こと に チャ 
レン ジ し 続け 、 す べ て を 自分 事 と し て 考え る 。 そ ん な 特徴 を 持っ た 個人 の 集合 
体 と し て の | わた し た ち 」 梓 設計 の 想い が この 特集 号 |WE ARE」 で す 。 


「a+ul2021 年 11 月 臨時 増刊 号 
Infraordinary TokyO: 
The Right to the City 


定価 :2.200 円 (税込 ) 
日 本 語 十 英語 /176 真 プ 182x257mm ン BS 正二 


ゲス ト ・ エ ディ ター に 慶應 義 大 学名 誉 教 授 の ダル コ ・ ラ ド ヴ ィ ッ チ 氏 を 迎え 、 
ジョ ル ジ ュ ・ ペ レッ ク の 言葉 |infraordinary( 並 一 以下 の も の )」 (Perec, 


Approaches to What?, 1973) を キー ワー ド に 、 ふ だ ん 見 な れ た (ordinary) 都 


市 を 掘り 下げ る (infra-) と いう 意図 で 、 新 た な | 東京] を 多層 的 に 紹介 し ます 。 


新建 築 シ ョ ッ プ で の 


ご 購入 は こち ら か ら 





共 集 の ご 案内 


あな た の お すす め フ ォ ル ダ を 
教え て くだ さい 





「 いつ が 旅行 で 行き た い 建 築 」 や g 記 ! 新 建築 』! 新 建築 住宅 特集 』 に 
「 お すす め の 美 術 館 ・ 図 書館 」, 掲載 され た 建築 プロ ジェ クト を 検索 ・ 
| 気 に な る デイ テー ル 集 」 な ど , に の 7/g/alp だ きら 

あめ あな た の お すす め フ ォ ル ダ を 教え て こく ださい. 


お 送り いた だ いた 公開 フォ ル ダ は 厳選 の 上 , 


ーー だ 
新建 築 デ ー タ の メル マガ な ど で . 共 集 の ご 案内 
コー ザ の 皆さん に 共有 いた し ます . お すす め フ ォ ル ダ を 教え て くだ さい 


ps コ に 回 に |p 点 人 
新建 築 テ デー タ の 検索 や 使い 万 の 
TIPS と な る よう な 企画 を は じ め ま す . 


ユー ザ の 皆さん の 集合 知 を 
見 える 化す る プロ ジェ クト [に ご 協力 くだ さい . 


新人 生 の か た , 新 社会 人 の か た ., 
20 年 に お よぶ 建築 情報 の アー カイ ブ を , 
この 機会 に ぜひ , ご 活用 くだ さい . 


お すす め フ ォ ル ダ 
投稿 フォ ー ム 





https://Torms.gle/YAws9eVWaGRfMHITA6 





フォ ル ダ 機 能 に つい て (https://data.shinkenchiku.online/my/folders/) 


気 に な る 建築 作品 を フォ レダ に 整理 し て 人 と 共有 する こと が で きま す . 
フォ ル ダ は 公開 ・ 非 公開 の 設定 で きる は か , 
フォ ル ダ 名 称 や 各 作 品 へ の メモ は 任意 に 変更 で きま す . le に 9746EIcRallali<cjatgali40FFeallle(:)/ 
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国語 護 請 語 | ourissy 3fGBP Aitee 二 SDN BHD and Adaptus Design System SDN BHD 


上 


UESIbN WIIHUUI LIMII 
次 世代 技術 を 搭載 し 、 モ デリ ング と プレ ゼン テー ショ ン を 強化 し た 最新 CAD・BIM ツ ー ル 


還 グ ラフ ィ ッ クス 機能 が Metal と DirectX に 対応 し た こと に よっ て 、 設 計 ・ デ ザイ ン 環 境 が 大 きく 向上 
画 Redshift レ ンダ リン グエン ジン を 搭載 し た こと で 、 対 象 ハ ー ド ウエ ア で の レン ダリ ング パフ ォ ー マ ンス が 向上 
田 BIM・ 建 築 設計 機能 と レポ ー ト 作成 機能 の 進化 


昌 〇 | 1 国 | | 青 針 


中 


Vectorworks Architect 2022 スタ ンド アロ ン 版 
標準 価格 : 和 490.600 円 (税込 ) 

Vectorworks Architect サブ スク リプ ショ ン (年間) 
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